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はじめに




　この本は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を、「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく』（以降、同シリーズのタイトルでは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ』の部分を省略）、『るるいえはいすくーる』『るるいえばけーしょん』『るるいえばーすでい』『るるいえとらべらーず』『るるいえぐりもあーる』『るるいえがすらいと』『るるいえみつかどにっく』『るるいえあーかむしてぃ』に続く第十弾となります。

　なお『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』についてもっと知りたいという方には、このシリーズの姉妹本である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本が出版されております。入門の名にふさわしく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』について一から解説していますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　さて、みなさんの応援のおかげで、めでたく記念すべき十冊目を迎えた本シリーズですが、今回のテーマは「御み津つ門かど大学」です。

　当初、日本の架空の大学として、ミスカトニック大学のもじりから誕生した御津門大学ですが、せっかく生まれた設定なので、ボクは意図していろいろなソースブック、リプレイ、シナリオで同じ名前をコツコツと使い続けてきました。

　このキャンペーンでは、るるいえ堂や、さやかちゃんの通う御津門学園をホームグラウンドとしてきましたが、大学というのも探索者のホームグラウンドにふさわしい舞台です。実際、ボクがアーカムを舞台とする時は、ミスカトニック大学をホームグラウンドとして、そこから依頼や事件の導入をすることが多いですね。

　そこで、第十シーズンでは、辰巳先生の勤務先でもある御津門大学や、その関係者たちにスポットを当てていこうと思ったわけです。

　御津門大学については日本のクトゥルフ神話に関わる施設を紹介したソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ モジュラー・クトゥルフ』にも掲載されているので、よかったらそちらも参考にしてみてください。

　もちろん、御津門大学のことをなにも知らなくても十分に楽しめるリプレイになっているのでご安心を。

　そして、記念すべき第十シーズンだからというわけではありませんが、リプレイの最後には驚きの展開が待っていますよ。ご期待ください。




　イアイア・ハスター！

内山靖二郎













『プレリュード』




　国内トップクラスの規模と学生数を誇る総合大学、御み津つ門かど大学。

　神奈川県川崎市にあるキャンパスには、毎日、たくさんの学生が集い、専門的な内容の講義を受けたり、サークル活動に励んだりしています。




「学生は疑問を解明し、問題を解決すべく努める」




　これは御津門大学の校訓。

　学生でありながら作家としても活躍している佐々原さんも御津門大学に通っているそうですが、そうした好奇心旺盛で個性的な学生を広く受け入れているのも、御津門大学の特色だそうですよ。

　もちろん、そんな学生たちに講義する教員の方たちも、優秀で個性的な人ばかりです。

　心理学の権威として高名な辰巳先生はもちろんのこと、研究対象がいつも宇宙的恐怖に関わってしまう不幸な水み無な瀬せ准教授とか……あとは、うわさで聞いたのですが、学生たちからはなぜか「あの先生」としか呼ばれない、正体不明の外国人講師もいたりするそうです。

　うわさの「あの先生」は、ミスカトニック大学から寄贈された特別記念文庫室に入り浸っているそうですが、その先生が部屋に入ったまま消えてしまったのを何人もの学生が目撃しているとか……なんか、怪しいですね。

　また、御津門大学では、あらゆる学問が研究されています。

　その中でも、いまマスコミや産業界から注目を浴びているのは、理学部の石いし羽ばサイバネティクス研究室で、そこでは脳波を感知して動くロボットアームの研究をしているんですって。将来的には、考えただけで自由に動かせる義肢の開発に発展させるそうで、とても夢のある研究ですよね。

　ちなみに、この技術の研究には、私が生まれるずっと前から理学部の研究室で保管されている、貴重な細胞サンプルから生み出された新素材が利用されているそうです。

　いろいろな人たちの長年の研究が結び付いて、こうしてひとつの成果を生み出したというわけですね。




　そんな未来に広がる研究が進められている反面、私たちの目には見えないモノも大学には潜んでいます。

　それは辰巳先生の過去の因縁であり、私たちにとっても忌まわしい記憶を呼び起こすモノ。




「宇宙的恐怖からは簡単に逃げられはしない……どれだけ時間がたとうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえる」




　これは私たちと同じく、忌まわしい事件に遭遇して、それを乗り越えた普ふ賢げん堂どうという方の言葉。

　私たちは、それを何度も経験してきました。

　宇宙的恐怖は場所を選んだりはしない。

　たとえ、知の殿堂である御津門大学でも、例外ではありません。

　いいえ……むしろ、いろいろな知識が集まる場所だからこそ、そこには人が触れてはならないモノまでが紛れ込んでしまうのかも。

　やがて、御津門大学が真っ白な雪に覆われた時、私たちは過去の因縁と再会し、思い掛けず大いなるモノと出会います。

　その時、私は彼女のために……。




　そう、これは私──樋ひ口ぐちさやかが、この御津門大学で最後の決断をするまでの物語。

















































キャンペーン開始前夜




　前シーズンの『るるいえあーかむしてぃ』では、アーカムを舞台に、探索者にはショットガンとダイナマイトを手に冒険と探索をしてもらった。ボクとしても、大好きなソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ アーカムのすべて 完全版（以降、アーカムのすべて）』などの「ラブクラフト・カントリー・シリーズ」を活用したシナリオのキーパーができて大満足だ。

　とはいえ、１９２０年代のまま時間がたたない不可思議なアーカムにいつまでも探索者を置いておくわけにはいかないので、新たなシーズンではいつも通りに現代日本を舞台とさせてもらおう。

　今回は記念すべき第十シーズンだけど、あまり気張らず、いつも通りの全三話の短編シナリオをプレイしていくつもりだ。

　ところで、前シリーズでミスカトニック大学を訪れた時、ボクはこれまでずっと保留にしてきた、あることに気づいた。

　それは佐々原の大学だ。

　なんと、いまだに佐々原はどこの大学に通っているのかすら謎のままなのだ。佐々原のプレイヤーも気にしていないみたいで、探索者シートには『るるいえあんてぃーく』の時からずっと「某大学」と書かれたままだ。

　さやかちゃんたちの通う御み津つ門かど学園は、これまで何度も事件の舞台となり、探索者たちとの関わりから設定も膨らんでいった。

　それに比べて、佐々原の大学生活がゲーム内で描写さえされていないなんて……ちょっと驚きだね。

　そこで第十シーズンのテーマは、佐々原の大学をメインに置いてみようと思う。ミスカトニック大学を例に挙げるまでもなく、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』と大学の相性は良いからね。

　さて、問題は佐々原はどこの大学に通っているのかだけど……ここは辰巳先生が教きょう鞭べんをとる御津門大学としてもらいたいな。

　御津門大学は、ボクがミスカトニック大学をまねて創作した、日本の総合大学だ。日本を舞台としたソースブックのシナリオでもたまに登場するので、みなさんもどこかで聞いたことがあるかもしれない。

　とはいえ、三話すべて大学が舞台というのも窮屈な感じがするので、まず第一話は御津門大学の関係者が顔を出すくらいにしておこうかな。

　そうだなぁ……『るるいえみつかどにっく』にも登場して、その不幸っぷりが、やけにさやかちゃんのツボに入っていた、あの准教授に再登場してもらおうか。

　となれば、シナリオの謎は人類学や民俗学に関わるものにしないとね。これはボクの好きなネタだから、腕を振るってシナリオを作成しちゃうぞ！





















懐かしのるるいえ堂から




さやか：さやか、戻ってまいりました！

全員：おかえりなさ～～～い（パチパチ）。

キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：新たに始まる第十シーズンは、君たちがアーカムでの大冒険を終えてから、半年以上が経過した、夏休みの８月ごろからスタートする。

さやか：また、新学期が過ぎてしまった！

ＫＰ：さやかちゃんと睦ちゃんは、新たな気分で高校二年生として学業と探索に励んでもらいたい（笑）。

睦むつみ：相変わらず、ヨグ＝ソトースの時空輪廻からは逃れられないんですね……。

ＫＰ：歳は取らないけれど、半年は経過しているので、みんなはその間になにかを学んでいるはず。そこで「幕間の成長」を５回させてあげよう。

佐さ々さ原はら：おおっ、「幕間の成長」とは久々ですね。

さやか：今回のお勧めの技能とかはあるんですか？

ＫＰ：そうだねぇ。〈芸術〉で音楽系の技能があると役立つかも。

睦：〈芸術〉なら、ピアノが37％あるから、これを伸ばそうかな？

ＫＰ：あとは〈回避〉があるといいだろう。

さやか：か、〈回避〉……って、急に現実的な技能を突き付けてきましたね。

ＫＰ：まあ、ベテランの探索者だけあって技能の方は充実しているから、そんな神経質にならないでも自分のイメージに合った技能を成長させればいいと思うよ。ちなみに、夏休みなので〈水泳〉があってもいいかもね。重要度は低めだけど。

辰たつ巳み：〈水泳〉はインスマスの地下で泳いだから、もういいよ……。

佐々原：でも、あの〈水泳〉のおかげで右手の萎縮が治って、ＣＯＮが３ポイントも回復したんですよね。今度は頭を突っ込めば、ティンダロスの猟犬に吸われたＰＯＷが戻って来るかもしれませんよ（笑）。





　そんなバカな話をしながら、プレイヤーたちは「幕間の成長」をしていく。

　佐々原がこれまで苦手だった〈言いくるめ〉を訓練して、睦ちゃんはオススメ技能のピアノの腕を磨き、辰巳先生は〈回避〉を鍛えた。

　そして、さやかちゃんはこれまで興味のなかった〈生物学〉になぜか目覚めたらしく、いきなり34％にまで急成長させる。






さやか：自分の体の秘密が気になるので〈生物学〉を学びました～。

睦：普通、人は体のことを気にするなら〈医学〉を勉強するんだけどね。

辰巳：まあ……さやかちゃんの秘密は〈生物学〉か〈クトゥルフ神話〉の範はん疇ちゅうだろうけどな。

さやか：〈生物学〉の勉強ばかりしていたら、いつの間にか夏休みになっちゃった。せっかくなので、むったんを誘ってどこか遊びに行きたいなぁ。

佐々原：プール行こう、プール!!

さやか：……佐々原さんは誘いませんよ。むったんとチカぽん（いつもひどい目に遭っている同級生の長は谷せ川がわ千ち香かのこと）とだけで行きます。

ＫＰ：おっと、ちょっと待ってくれ。キーパーとしても女性キャラたちの水着シーンは魅力的なのだが、今日、さやかちゃんは蘭らん弗どる叔父さんから用事を言いつけられているのだ。

さやか：ええ～～～っ？

ＫＰ：午後に、るるいえ堂の商品を借りに来る客がいるらしいね。客は大学の先生だそうで、さやかちゃんも二年生の夏休みともなれば進路のことを真剣に考える時期だろう。その人から大学のことを聞かせてもらって、進路の参考にさせてもらうといい──と、蘭弗叔父さんは言っていたよ。

佐々原：大学の先生なら、辰巳先生がいるのにね。

辰巳：まったくだ。蘭弗君もワシに相談してくれればいいのにな。

さやか：具体的に誰が来るかは教えてもらっていないんですね。借りたいという商品はどんなものなんですか？

ＫＰ：大きなお菓子箱くらいの古びた木箱だったのだけど……いま見ると、なんと大切な商品があったはずの場所にないのだ！

さやか：ええっ、またウチのものが盗まれたの？

ＫＰ：いや、今回に限っては、そういった泥棒の入ったような形跡はないね。もしかしたら、るるいえ堂に居い候そうろうしているコガネさんがどこか別のところに片付けてしまったのかも。ただ、困ったことにコガネさんはお使いで外出してしまっており、夜まで帰って来ない。

さやか：コガネさんに連絡を……って、あの人、携帯電話とか持っていなさそう！

ＫＰ：この前、ようやくテレビの予約録画ができるようになったと自慢していたくらいだから、当然、持っていないね。さて、約束の時間まであと二時間くらいしかないぞ。

睦：〈目星〉なら得意だから、探すの手伝いに行こうか？

さやか：むったん、おねが～い。あと、みんなにも連絡します。「るるいえ堂に全員集合～～～っ！」





　キーパーの思惑通り、さやかちゃんの一声で探索者たちはるるいえ堂に集結した。早めに探索者が合流してくれて、キーパーとしても大助かりだ。






さやか：「みなさん、このくらいの古い木箱を探してくださ～い！」

全員：「おお～～～～～っ!!」

ＫＰ：じゃあ、ここはさくっとみんなで〈目星〉をしてもらおうかな？
















全員：コロコロ……成功。

ＫＰ：なんと、全員成功か。じゃあ、みんなの協力のおかげで、さやかちゃんは例の箱を見つけることができた。

さやか：どこにしまわれていたんですか？

ＫＰ：（箱がなくなったのは探索者を集結させる口実だったから、どこでもいいんだけど）……箱があったのは、るるいえ堂の冷蔵庫の中だね。きっと、コガネさんが水ようかんかなにかと勘違いしたのだろう。

さやか：コガネさ～～～ん（泣）。

佐々原：イタクァの呪縛が解けたら、すっかりポンコツキャラになってしまって……。

辰巳：中に入っているものは冷蔵しても大丈夫なものなのか？

さやか：蘭弗叔父さんからは開けるなとか言われていないんですよね。だったら、中を確認してみます。

ＫＰ：箱は簡単に開くよ。中身は古い鬼の面だね。かなり怖い形ぎょう相そうをしている。

さやか：お面とは意外なものが……手に取って確認してみます。

ＫＰ：だったら、この情報をあげよう（資料を渡す）。




……………………

◆能の登との国くにの鬼き面めん





　木彫りの鬼面。特徴は、大きく見開いた目にある。

　また、髪に当たる部分には植物が使用されている。保存状態が良かったのか、乾燥により崩れた様子もない。

　面の内側、装着者の額にあたる部分には直径４cmほどの丸い板のようなものが貼り付けてある。一見したところ、丸い板の材質は不明。

　箱書きには「鬼面　能登国」とだけ墨書きされている。



……………………




辰巳：能登国というと……いまの石川県辺りか。

ＫＰ：そうですね。日本海側、日本の真ん中辺りに大きく飛び出しているのが能登半島で、そこが昔は能登国と呼ばれていたところです。

さやか：髪に使われている植物というのは……本当に植物なのでしょうか？

ＫＰ：気になるのなら、半年間、学んだ〈生物学〉でロールしてもいいよ。

さやか：コロコロ……失敗。うにゃ～ん、せっかくあんなに勉強したのに。

辰巳：「どれどれ、ワシにも見せてくれ」と、コロコロ……ワシは成功したぞ。

ＫＰ：この髪のようなものは、干からびた海藻ですね。種類としてはありふれたもので、昆布やワカメのような幅が広いものではなく、浅い岩場に生えているような黒くて細くて長いやつです。

辰巳：う～む、お面の髪に海藻を使うというのは一般的なのだろうか？

ＫＰ：あまりそういう話は聞きませんね。

さやか：じゃあ、今度は丸い板のようなものを調べてみたいのですが、なにで出来ているんですか？

ＫＰ：プラスチックのような、はたまた骨を薄く削ったもののような……では、ここでもう一度、さやかちゃんは〈生物学〉をロールしていいよ。

さやか：コロコロ……今度は成功しました！

ＫＰ：だったら、さやかちゃんはこの丸い板が魚のウロコだとわかる。

さやか：ウロコにしては大き過ぎませんか？　クジラのウロコ？

睦：さやかちゃん、クジラにウロコはないからね（笑）。

ＫＰ：そうだね。こんな大きなウロコを持つ魚というと、最大級の淡水魚ピラルクを思い出すが、形状はまったく異なる。

佐々原：ねえねえ、さやかちゃん。ウロコを見れば、魚の年齢がわかるっていうよ。

さやか：どうでしょうか、キーパー？

ＫＰ：ふむ、いいところに目をつけたね。詳しく調べないとわからないけど、〈生物学〉に成功しているさやかちゃんがパッと見たところ、このウロコの持ち主は数百年は生きていそうに見える。それはとても信じがたいことであり、生物学の常識を打ち砕かれたことにより〈正気度〉ロールだ。

さやか：さ、佐々原さん、なんてことをさせるんですか!?

佐々原：ボクのせいじゃないよ！

さやか：これはシーラカンスのウロコですよ。何億年も生きているんでしょ？

辰巳：いやいや、あれは何億年も前から姿を変えていないというだけで、個体が長生きなわけじゃないから！（笑）

さやか：私、正気度が50になっているんですよね。コロコロ……失敗しています（泣）。

ＫＰ：この程度では失敗しても、正気度は１ポイントしか減らない。

さやか：なんでウチの店の商品は、こんな危険なものばかりなのでしょうか……。

ＫＰ：さやかちゃんが騒いでいるうちに、そろそろお客さんが来る時間になるけど？

さやか：もう、鬼面は箱に戻しておきます。見たくもありません。

佐々原：ところで、こういう変なモノに興味がある大学関係者って、な～んか心当たりがあるんですが……。

ＫＰ：約束の時間のぴったり五分前に、るるいえ堂の入り口の戸をガラガラと開けてやって来たのは、みんなも会ったことのある御み津つ門かど大学で民俗学を研究している水み無な瀬せ准教授だった。

全員：やっぱり～～～（笑）。





　御津門大学の水無瀬准教授は、別のリプレイシリーズ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ みなせゼミの名状しがたき夏休み（新紀元社刊）』にて活躍する探索者だ。るるいえ堂の面々とは『るるいえみつかどにっく』の第二話で出会い、[image: ]from OUTSIDE[image: ]に関わる謎の出産土器を巡って、いろいろひどい目に遭った人物である。






ＫＰ：ところで、これまで佐々原がどこの大学に通っているかはずっと曖あい昧まいなままにしていたけど、この第十シーズンからは御津門大学の学生ということにしておいてくれ。

佐々原：あっ、ボクって御津門大学の学生なんですか。まあ、そうなんじゃないかと思っていましたけど（笑）。

ＫＰ：さて、店にやって来た水無瀬先生だけど、そこには同じ大学で、しかも立場がずっと上の辰巳先生がいることに驚いているよ。「えっ、なぜ辰巳先生がいらっしゃるんですか？」

辰巳：「いやぁ、君が取りに来る商品がなくなったというので、さやかくんに探すのを手伝ってくれと呼ばれたんだよ」

ＫＰ／水無瀬：「ちょっと、樋ひ口ぐちさん……そんなことで辰巳先生を呼んだりしたら駄目だよ（ヒソヒソ）」

さやか：「えっ、なんでですか。辰巳先生にはいつもいろいろ手伝ってもらってますけど。それより、今日は進路の相談に乗っていただけるんですよね？」

辰巳：「ほう、それは頼もしいね。さやかくんも、水無瀬先生からいろいろと教わるといい」

ＫＰ：「いや、その……辰巳先生がいらっしゃるのに、ボクなんかが……」と、水無瀬先生は恐縮しまくっている。

佐々原：学部は違うだろうに、そんなに辰巳先生って偉いんですかね？

ＫＰ：辰巳先生くらいになれば、御津門大学内での発言力も大したものだ。辰巳先生はそんなことはしないだろうけど、知り合いの教授にちょっと意見を言えば、水無瀬先生が教授になる道は簡単に閉ざされることだろう。ただでさえ、水無瀬先生の大学の立場は危ういものだからね。

睦：研究をしているものがいつもクトゥルフ神話と関係していて、論文をなにも発表できていないから（笑）。

辰巳：それは学者系の探索者の宿命とも言えるが……。

さやか：水無瀬先生、かわいそう。辰巳先生、あんまりいじめないであげてください！

辰巳：ワ、ワシはいじめているつもりはないぞ。

睦：大学のことは置いといて、水無瀬先生にこの鬼面がなんなのか聞きたいですね。「あのぉ、水無瀬先生のことを待っている間に、中をちょっと見てしまったんですけど、この面ってなんなんですか？」

ＫＰ：中を見たことについて、水無瀬先生はなにも気にしていないよ。「おそらくだけど、この鬼面は輪わ島じま市に伝わる御ご陣じん乗じょ太だい鼓このものだろうね。造形や、髪に海藻が使われているところに特徴がある」

全員：御陣乗太鼓？

ＫＰ：では、水無瀬先生がドヤ顔で御陣乗太鼓について解説してくれるので、この資料をあげよう。




……………………

●御陣乗太鼓とは





　戦国時代、石川県輪島市の名な舟ふね町に上杉軍が攻め込んだ。

　その時、怪物に扮した村人が海から上杉軍の陣地を襲い、追い払ったという伝承を由来とする、地域を代表する伝統芸能である。

　恐ろしい面を着けた演者によって打ち鳴らされる緩急の激しい太鼓と、合間に挟まれる見み栄えが特徴で、その迫力ある演奏は圧巻だ。



……………………




佐々原：海からとか……嫌な予感しかしません。

辰巳：その怪物とやらは、本当に村人の扮装だったのだろうか？

ＫＰ：ちょっ、君たち。御陣乗太鼓は実在する伝統ある芸能なんだから、変なこと言わないでくれ！

さやか：私は聞いたことないのですが、その御陣乗太鼓は有名なものだったりするんですか？

ＫＰ：ん～～～っ、たぶん昔はそこまで知られているものではなかったろうけど、近年は保存会の方々の活動のおかげで認知度は高まっていると思うよ。こうした伝統芸能の保存に関わる人たちの努力で、ボクらは貴重な無形の財産を受け継ぐことができる。本当に頭が下がる思いだね。

睦：〈人類学〉が好きな睦としては興味ありますね。御陣乗太鼓が、水無瀬先生の次の研究テーマなんですか？

ＫＰ／水無瀬：「いや、そうではないのだけど、来週、輪島市の方に講演を依頼されていてね。その時の話のつかみとして、この面を使いたいと思い、るるいえ堂のご主人に貸してくれるようお願いをしたんだよ」

さやか：水無瀬先生と蘭弗叔父さんは知り合いだったんですか？

ＫＰ：きっと、水無瀬先生が発見した、表に出せない宇宙的な遺物とかを買い取っているのだろう（笑）。

睦：「ところで、この鬼面の裏側についているウロコも御陣乗太鼓の面の特徴なんですか？」

ＫＰ：「いや、そんなことはないと思うけど。それにしても、やけに大きいな。これって本当にウロコなのかい？」と、鬼面を手にしながら、とても信じられないって顔をしている。

睦：じゃあ、この鬼面にだけ付いているものなんですね。

ＫＰ：ところで、水無瀬先生はそのウロコをじっと見つめているのだけど、そのうちじわじわと面に顔を近づけ、いまにもかぶろうとしているようなのだが……。

全員：待て～～～～～っ!!（笑）

さやか：もうっ、なんでこの先生はすぐに地雷を踏もうとするの！

ＫＰ：だったら、水無瀬先生を止めるかい？

佐々原：……いや、かぶったらどうなるのか見てみたい気もします（笑）。

さやか：でも、水無瀬先生って正気度が危なかったんじゃあ？

ＫＰ：現在正気度は19といううわさだ。

さやか：正気度19とか！　４ポイント減っても、不定の狂気じゃないですか!!

睦：むむ～っ、鬼面を着けたらどうなるのか事前に知っておきたいので、だったら私が代わりにかぶろうか。

佐々原：いや、むったんがかぶるくらいなら、正気度に余裕のあるボクが……。

ＫＰ：水無瀬先生を止めて、佐々原がかぶるの？

佐々原：でも、水無瀬先生がかぶるのなら、ボクはかぶりたくない。

睦：だから、水無瀬先生がかぶるくらいなら、私が……。

佐々原：むったんがかぶるなら、ボクが……。

辰巳：ええい、なにを堂々巡りをしておる（笑）。

ＫＰ：面倒くさい。そこでもめているようなら、水無瀬先生は我慢できないといった感じで、かぽっと面をかぶる。

佐々原：あ～あ、先生がかぶっちゃった（少しうれしそうに）。

さやか：水無瀬先生はどんな様子ですか。暴れ出しそうな気配があったら、すぐに押さえつけるつもりですよ。

ＫＰ：水無瀬先生はかぶったあと、しばし無言のままで、やがて「ほうぅ……ふむぅ」とか、ため息をついている。そして、なかなか鬼面を外そうとしない。あと、話し掛けても返事をしないね。

さやか：そっ、それは駄目になっちゃってるんですよ。「先生、売り物なんですから、あんまりかぶらないでください！」って、水無瀬先生から強引にでも鬼面をはぎ取りますよ！

ＫＰ：だったら、すんなりとはぎ取れる。水無瀬先生の額はウロコでこすったのか少し赤くなっているよ。

辰巳：「水無瀬先生、大丈夫かね。『ほうぅ』とか『ふむぅ』とか言っていたが……？」

ＫＰ／水無瀬：「もちろん大丈夫ですよ、辰巳先生。むしろ、なんか元気が出てきた気がします。いろいろ仕事がうまくいかずに悶もん々もんとしていましたが、ボクがもっと安らげる場所があるような気がしてきました」

全員：全然大丈夫じゃない！（笑）

辰巳：「ちょっとこっちに来なさい。大事な話がある！」

ＫＰ／水無瀬：「は、はぁ……なんでしょうか？」





　急に元気になった水無瀬先生の様子を心配した辰巳先生は、るるいえ堂の奥にある居間に彼を連れていくと、二人きりで仕事の話をするふりをしてカウンセリングを試みることにした。






ＫＰ：まずは辰巳先生だけど……水無瀬先生がカウンセリングされていると気づかないように〈精神分析〉をするなら、成功率を半分にしてロールしてもらいましょうか。

辰巳：ちょっと難しいな。コロコロ……大丈夫、半分でも〈精神分析〉に成功している。

ＫＰ：熟練のカウンセラーに匹敵する辰巳先生には、水無瀬先生の弱い心が、大いなるものへの依存によって補完されつつあることがわかる。それはまるでなにかの信仰に目覚めたかのようだ。辰巳先生はそんな水無瀬先生の急激な変化に、常識では計れない高次的な存在の関与を感じ取る。

睦：なんか毒電波を受信しちゃってる～！

ＫＰ：もしや、これこそが神との交信なのではないか……といったわけで、精神分析の常識を揺らがせるような症状に気づいてしまった辰巳先生は〈正気度〉ロールだ。

辰巳：な、なんだとっ、これはわなだ！　水無瀬先生、許すまじ。このことは大学に報告せねば！

さやか：水無瀬先生は悪くありません！　悪いのはキーパーです！

辰巳：コロコロ……〈正気度〉ロールには成功しているぞ。

ＫＰ：だったら正気度は減りませんな。ただ、水無瀬先生の様子がおかしいことは確信できます。さて、二人の先生が居間で話をしている間、さやかちゃんたちはなにをしているのかな？

さやか：鬼面をもっと調べたいのですが……裏についているウロコは外れそうなんですか？

ＫＰ：のりでしっかりとくっついているね。はがすのは大変そうだ。

さやか：たぶん、この数百年モノのウロコがよくないものだと思うので、鬼面とは別々にしておきたいんですよね。うまくはがせないかなぁ？

ＫＰ：……さやかちゃんがそんなふうにウロコをいじっていると、なんだか体がジットリと湿ってくる。急に湿度が増してきたような感じだ。ただし、蒸し暑いわけではなく、むしろゾクゾクと寒気がしてきた。さやかちゃんは〈アイデア〉をしてくれるかな。

さやか：こ、これは成功したら駄目な〈アイデア〉ロールのような気がします。コロコロ……成功ですが？

ＫＰ：すると、さやかちゃんは体がクイクイとなにかに引っ張られるような感覚がするね。

さやか：引っ張られているって、それはどっちの方向なんでしょうか。

ＫＰ：どっちと言われても……外の方かなぁ。

さやか：そうじゃなくて、具体的に言うと、能登の方だったりしませんか？（笑）

ＫＰ：ま、まあ、そうだね。方角としては日本海の方だよ（鋭いなぁ）。

さやか：「むったん、なんだか能登の方に引っ張られているような気がするよ！」

睦：「突然、そんなこと言われても、意味わかんないよ！」

ＫＰ：そんな超自然的な力の影響を受けたさやかちゃんは〈正気度〉ロールをしてくれ。

さやか：コロコロ……し、失敗です。

ＫＰ：失敗したら、正気度を１ポイント失う。そして、その不可解な体験から、この板のようなものを不用意に触ることは危険だと察するだろう。

さやか：「この鬼面、なんかおかしいよ。水無瀬先生に預けるのはなんかよくない気がする」

佐々原：「とはいえ、これがないと水無瀬先生の講演は失敗しちゃって、また大学での立場が悪くなるかも……」

睦：「せっかく夏休みなんだし、私たちも輪島について行っちゃおうか？」

さやか：「そうした方がいいかもね……」





　あまりに怪しい鬼面と、様子のおかしい水無瀬先生──これらを放っておくような探索者ではない。

　水無瀬先生に輪島市への同行を申し出たところ、『るるいえみつかどにっく』で迷惑をかけたおわびも兼ねてと歓迎してくれた。

　水無瀬先生の話だと、地元の歴史研究家の方が案内してくれるそうなので、能登のおいしいものが食べられるかもと、夏休みも店番ばかりしていたさやかちゃんのテンションも高まった。






いざ能登の国へ




辰巳：……で、輪島市までは北陸新幹線で行けばいいのか？

ＫＰ：いや、実は輪島市までは鉄道が通っていないので、富山や金沢を観光するつもりがないなら、北陸新幹線を利用するより、羽田空港から能登空港まで一気に飛んだ方が楽だったりする。能登空港から輪島市までは、レンタカーで三十分の距離だ。

佐々原：だったら、運転手はボクが務めますよ。

ＫＰ：羽田空港から能登空港行きは一日二便しか運行していない。でも、朝の便に乗れば、午前中に輪島市に到着することができる。肝心の講演は午後三時からだけど、水無瀬先生はあいさつと打ち合わせのため、先に輪島市の文化会館に行かねばならないそうだ。

さやか：あらら、そうなんですか。じゃあ、私たちも観光は翌日からですかね。

ＫＰ：いやいや、水無瀬先生いわく、君たちは講演のことは気にせず、自由に観光していてくれていいそうだよ（ここで輪島市の詳細な地図を広げる）。

さやか：講演は聴くつもりですけど、できるのなら先に輪島市の観光もしたいですね。

辰巳：ワシは、せっかくだから輪島塗を鑑賞したいな。

睦：むむ～っ、私はこの永なが井い豪ごう記念館に引かれます。

さやか：海水浴場もありますね。お昼は、海の家のおいしくないカレーが食べたいな。

佐々原：なんとなくだけど、講演会のあとは探索が始まりそうだから、いまが水着シーンの最後のチャンスかもしれないね。ここは海に行くのに一票かな（笑）。





　ボクが用意した輪島市の地図は観光地や施設が詳しく書かれたものだったので、プレイヤーたちは探索者に成り切って、どこで遊ぼうとか、どこで買い物をしようとか盛り上がっていた。

　ゲームの中であっても、こうした旅の計画を立てるのは楽しいものだ。

　かくして、しばし宇宙的事件のことは忘れて、輪島市の海水浴場で楽しんだ探索者たちは、講演が始まる前に輪島市の文化会館へ向かった。

　会場に到着した途端、辰巳先生は水無瀬先生が紹介してくれた地元の名士たちに囲まれてしまったため、そのまま講堂の舞台袖で待機。ほかの探索者たちは観客席にて、水無瀬先生の講演を聴くことにする。






さやか：「さすが辰巳先生は有名人ですね。ついでに講演もしてあげればいいのに」

睦：「むむ～っ、それで水無瀬先生の講演より受けが良かったら、水無瀬先生の立場がなくなっちゃうよ」

さやか：「そ、それもそうだね。なんか、水無瀬先生って不幸そうだから、この講演は成功させてもらいたいな」

ＫＰ：さて、この講演会は輪島市の観光と発展に関するシンポジウムだ。まずは輪島市の偉い人のあいさつがあって、それからいま注目を集めている伝統芸能の御陣乗太鼓の演奏が披露される。

さやか：おお～っ、こんなところで本物が見られるとは得した気分。

ＫＰ：せっかくなので、みんなには実際の映像を見てもらおう。





　ここでボクはタブレットＰＣを使って、用意しておいた御陣乗太鼓の映像をプレイヤーたちに見てもらった。

　恐ろしい面をつけた演者の迫力ある演奏や、独特の動きなどは、いくら言葉で説明しても伝わりきらない。けれど、この映像のおかげで、みんなは一気に御陣乗太鼓の魅力に引き込まれたみたいだ。






さやか：すごい迫力でした。これは輪島市まで見に行く価値ありますね～。

睦：思った以上に動作が大きいんですね。あと、お面が怖い。あんなのが海から来たら、さすがの上杉軍も逃げ出すかも。

辰巳：演奏してくれた人たちは、ワシのいる舞台袖に帰って来るんだよな。その時、彼らの面がるるいえ堂の鬼面と同じものなのか観察したいのだが。

ＫＰ：水無瀬先生の見立て通り、よく似ているね。もちろん、細部の彫刻や彩色は違うけど、この二つの面はなにか関連があるのかもしれない。

辰巳：ふむ……箱書きにもあった通り、出所はこの輪島市の可能性が高いということか。

ＫＰ：御陣乗太鼓の実演で会場の空気が温まったところで、いよいよ水無瀬先生の講演が始まるわけだ。

さやか：「御津門大学の先生の講演だって。これは楽しみだね、むったん！」って、周りに聞こえるような声を出して会場の期待を高めるサポートをします。

佐々原：サクラだ。サクラがいる！（笑）

辰巳：女子高校生にここまで気を遣われる水無瀬先生とはいったい……（苦笑）。

ＫＰ：さやかちゃんのサポートもあってか、水無瀬先生はいい感じに客の心をつかんでいるようだ。そして、御陣乗太鼓の歴史を調べる中で、自分は東京で面白いものを見つけたと、例の鬼面を披露するのだった。

さやか：「お願い。このまま無事に終わって……」

ＫＰ：ところが、その鬼面の話になった途端、さやかちゃんたちのちょっと後ろの座席にいた老人が立ち上がり、錯乱したように叫ぶのだった。

さやか：ええ～～～～っ!?

ＫＰ／老人：「やめろ、やめろぉ！　その面は御陣乗太鼓のもんじゃねえ。駄だ太だい鼓このもんじゃあ！　人を惑わす面じゃああああっ！」

全員：あちゃ～～～～～～～～（泣）。

睦：叫んだのはどんな人なんですか？

ＫＰ：顔に深いしわが刻まれた、色黒の年老いた男性だ。薄汚れたジャージ姿で、あまり身なりが良いとは言えない（ここで睦ちゃんは〈心理学〉をするか。コロコロ……失敗か。成功していれば、観客たちが老人の態度に「またか」といった態度を取っていることがわかったのだけど）。

佐々原：その「駄太鼓」という名前に、ボクは〈歴史〉とかで思い当たることはありませんか？

ＫＰ：いいだろう。〈歴史〉をロールしてごらん。

佐々原：コロコロ……５分の１にしても成功していますよ。

ＫＰ：それでも知らないね。逆に、歴史に精通する佐々原でさえ知らないのだから、実在するとしても、よっぽどマイナーな太鼓なんだろう。

さやか：そのおじいさんに話を聞きたいような……。

ＫＰ：老人の叫びに会場はざわついているけど、すぐにスタッフが来て、その人をやんわりと外へ連れ出す。

さやか：じゃあ、ついて行きます。るるいえ堂の商品のことなので、なにを知っているのか気になります。

睦：私も駄太鼓のことが気になるので、さやかちゃんと一緒に行きますよ。

ＫＰ：了解した。状況を整理すると、さやかちゃんと睦ちゃんが老人を追って外に出る。佐々原は客席に残る。辰巳先生は舞台袖で待機という感じだね。

辰巳：ところで、講演を邪魔された水無瀬先生の様子はどうなんだ？

ＫＰ：想定外のトラブルにすっかり動揺してしまって、次の言葉が出てこないようだ。以前、水無瀬先生を〈精神分析〉している辰巳先生にはわかるのだけど、これまでなんらかの理由でハイになっていたけど、このトラブルのせいで、いつも以上に狼ろう狽ばいしているのではないかと推測できる。

辰巳：感情の揺り返しというやつか。これはまずいな。

佐々原：いったん舞台袖に引っ込めて、〈精神分析〉をしてあげたらどうですか？

辰巳：このタイミングでそんなことをしたら、水無瀬先生の身になにかあったとバレてしまうぞ。

ＫＰ：少なくとも輪島市の名士たちの心証は最悪になるでしょうな。

佐々原：じゃあ、ボクが客席から応援します。「水無瀬先生、話を続けてください。もっと講演を聴きたいです」って、みんなが期待しているぞ感を高めて、もう一度、先生にハイになってもらいます。

ＫＰ：……だったら、〈言いくるめ〉をしてごらん？

佐々原：〈言いくるめ〉は成長させたけど、まだまだ苦手なんですよ。〈説得〉じゃあ駄目ですか？

ＫＰ：〈説得〉をしたいなら、水無瀬先生の持ち時間をすべて使って、朗々と演説をしてもらわないといかんよ。

佐々原：コロコロ……駄目です。大失敗です。「水無瀬先生、もう一度、面をかぶったらどうですかぁ～」

睦：いくらダイス目が悪かったからって、なんてことを……。

ＫＰ：佐々原にそんなことを言われたら、水無瀬先生も思わず面をかぶってしまうな（笑）。

全員：ええ～～～～～～～っ!?

佐々原：ありゃ、本当にかぶってしまった。でも、なにが起きるのかプレイヤーとしては見てみたい気もする（笑）。

ＫＰ：鬼面をかぶった水無瀬先生は興奮したように「ふぉっ、ふぉ～っ」と甲高い声を上げる。

辰巳：おれは人間をやめるぞ！　ジョジョ──ッ!!

睦：いやっ、どちらかというと、あれは「変態仮面」の方かと（笑）。

ＫＰ：続けて、今度は低い声で「どぅん、どぅるるるるっ、どぅどぅん」と、奇声を上げ続ける。

辰巳：ボイスパーカッション？

佐々原：もしかして、御陣乗太鼓の音を口まねしているんじゃないですか？

ＫＰ：そう思って聞いてみるとそれは太鼓の音に近い気がする。

辰巳：もう駄目だ。水無瀬先生の評判を気にしている場合ではない。舞台袖に引っ込めて、仮面を引っぱがそう！

佐々原：ボクも舞台袖に向かいますよ。

ＫＰ：辰巳先生は水無瀬先生を舞台から降ろすことができる。ただ、シンポジウムのスタッフたちは、あれも演出かと思っていたので、辰巳先生に訳を聞きたそうにしているよ。

辰巳：「水無瀬先生は普通の状態ではない。これ以上の講演は無理のようだ」

ＫＰ：「は、はあ……でも、お客さんたちになんて説明すればいいのやら」と、スタッフは困惑している。

辰巳：しょうがない。スタッフに水無瀬先生を預けて、ワシが代わりに出て収拾をつけよう。「えーっ、どうも、どうも。最近はご無沙汰をしている、心理学者の辰巳源吾郎です。輪島市のみなさん、こんにちは～（やけに軽妙な口調で）」

ＫＰ：だったら、最近、メディアへの露出を控えていた辰巳先生のことを輪島市のみなさんが覚えているかどうか〈信用〉をどうぞ。

辰巳：〈信用〉なら楽勝。コロコロ……なぁっ、「97」だと……これだと失敗してる!!

ＫＰ：おやおや、辰巳先生が登場しても会場はシーンとしており、「誰、あの人？」という声が壇上にまで聞こてくえるほどだ。

辰巳：お、おかしい。ミスカトニック大学で講演した時でさえ、つかみはバッチリだったのに！（泣）

さやか：辰巳先生が出ていたテレビ番組って、関東でしか放送されてなかったのでは（笑）。

ＫＰ：〈信用〉に失敗したので、この場にふさわしい技能を二つ選んで連続して成功させないと、水無瀬先生の奇行をごまかすことはできない。もしも失敗したら、水無瀬先生の〈信用〉が低下することでしょう。

さやか：水無瀬先生の方が減るの!?　かわいそう！

辰巳：しょうがない。アウェイであっても、きちんと説明をしよう。「水無瀬先生は先ほどの御陣乗太鼓の勇壮な演奏に影響されて、ついつい鬼に成り切ってしまったのでしょう。そう……彼もまた、歴史研究の鬼なのですから！」と、〈精神分析〉と〈説得〉でロールをしたい。

ＫＰ：誰がうまいことを言えと。まあ、いいでしょう。ロールしてください。

辰巳：コロコロ……コロコロ……よし、成功しているぞ。

ＫＰ：ほう、それなら辰巳先生はなんとか場を収められたね。

佐々原：ボクは舞台袖で、水無瀬先生からいったいなにが起きたのか話を聞きたいです。

ＫＰ：水無瀬先生が語るのは、以前、辰巳先生がカウンセリングした時と同じような内容だね。あの面をかぶった途端、なにか大いなるものの意識に触れて、元気が出てきたというのだ。

佐々原：でも、るるいえ堂の時は「どぅん、どぅるるるるっ」とか言ってなかったですよ？

ＫＰ：確かにそうだね。あれは心の内から自然に湧き上がるリズムが、思わず口から出てしまったらしい。

佐々原：取りあえず、鬼面は回収させてもらいますよ。

ＫＰ：いや、水無瀬先生としては、もう少し、その面をかぶっていたいようだが……。

さやか：それはるるいえ堂のものなんですから「もうレンタル期間はおしまい」って、言っちゃってください！

佐々原：というわけです。水無瀬先生！




ＫＰ：一方、さやかちゃんと睦ちゃんは、謎の言葉を叫んだ老人を追いかけているんだったよね。君たちは、文化会館の玄関を出たところで老人に追いつくことができる。彼はスタッフから追い出されると、キョロキョロとあたりをおびえたように見ながら、どこかに歩いて行こうとするのだが──

睦：「ちょっと待ってください、おじいさん。さっき言っていた駄太鼓って、なんなんですか？」

ＫＰ：すると、老人は振り向こうとさえせずに、ブツブツと独り言をつぶやく。「……ワシのじいさんをおかしくさせた太鼓だぁ。あの化け物たちは、じいさんにあの面をかぶせて太鼓をたたかせた。そのせいで、じいさんはおかしくなっちまったぁぁ」

さやか：化け物がたたかせた？

ＫＰ／老人：「そしたら、次は親父だ……親父はあの面を持っていなくなっちまった。けれど、それからもずっと、あの化け物どもはワシらにつきまとっている。面を盗んだ親父が輪島に戻ってこないか見張っているんだぁ！」

さやか：ふむふむ、この人のお父さんが持ち出した面が、あの鬼面ということですか。

睦：むむ～っ、やっぱりあれは輪島からるるいえ堂に来たものみたいだね。





　さやかちゃんたちは老人のことが気掛かりで、しばらく一緒にいたがまともな会話ができる状態ではなかった。

　それでも居酒屋にまで同行して話し掛けた結果、老人が山やま上がみ徳とく治じ郎ろうという名前で、輪島市出身だが、あちこちを転々としながら短期の仕事を受けてギリギリの生活をしているということまでは聞き出せたものの、やがて彼は酩めい酊ていしてしまい、それ以上は話もできなくなってしまった。






海に立ち上がる影





　なんとか無事にシンポジウムを終わらせた辰巳先生と佐々原たちは、輪島に水無瀬先生を招待した地元の歴史研究家の松まつ原ばら平へい太たから、お勧めの寿司屋で夕食に招待される。精神状態が心配された水無瀬先生だったが、本人の希望で同行することになる。

　その頃、山上老人と一緒にいた女子高校生コンビも、辰巳先生から寿司を食べに行くという連絡を受けると、泥酔した老人を居酒屋の主人に預けて、みんなの待つ寿司屋に急行した。






さやか：「だって、歴史研究家の人なら駄太鼓のことを知っているかもしれませんからね！　決して、お寿司の誘惑に負けたわけじゃないんですからね！」

睦：さやかちゃん、それは誰に言い訳しているの？（笑）

佐々原：でも、さやかちゃんの言う通り、松原さんにも、駄太鼓や山上老人のことを聞きたいですね。

ＫＰ：さて、松原が予約していた地元の寿司屋は、ゆったりした畳の座敷があって、大きな窓から海が見える。ここは寿司だけでなく、新鮮な魚貝をふんだんに使った料理をコースでも楽しめる店だ。食事の締めとして、寿司をいただく感じだね。

さやか：輪島だと、どんなお魚が美味おいしいんですか？

ＫＰ：石川県と言えば越えち前ぜんガニだけど、いまは旬じゃないね。夏場はアジやスルメイカ、あとはキスがお勧めかな。今日は良い型のキスが揚がったそうで、刺身と天ぷらの二種類を出してくれるよ。

さやか：アジもイカも大好きなので、もりもり食べています。「これがキスですか。美味しそうですね～」

辰巳：ところで、水無瀬先生のその後の様子はどうなんだろう。

ＫＰ：講演会で醜態を見せてしまったせいですっかり恐縮しているが、落ち着いてはいるようだよ。

辰巳：「まあ、今夜は酒の方はつつしんでおいた方がいいですな」

ＫＰ／水無瀬：「おっしゃる通りで……本当に申し訳ないです」

さやか：おなかがいっぱいになったら、地元民の松原さんに山上さんや駄太鼓の話をそれとなく聞いてみます。

ＫＰ：（さやかちゃんには〈心理学〉をしてもらうか。コロコロ……成功）なんとなく感じるのだけど、松原は駄太鼓のことや山上老人から話題をそらそうとしているようだね。

さやか：話をそらされると、よけい聞きたくなる！

佐々原：だよね～。ボクが歴史に詳しいことをアピールして、同じ趣味を持つ者として教えてくれないか、松原さんにお願いできませんか？

ＫＰ：ふむ……だったら、〈歴史〉に成功したら、松原と話が合って、意気投合できるとしよう。

佐々原：戦国時代の話とかで超盛り上がりますよ。コロコロ……「06」で成功です。

ＫＰ：では、松原は駄太鼓が御陣乗太鼓とは無関係であると何度も強調してから、このような話をしてくれる（佐々原のプレイヤーに資料を渡す）。




……………………

謎の太鼓　駄だ太だい鼓こ＝御ご権ごん乗じょ太だい鼓こ





　駄太鼓とは、輪島市近隣の集落で伝えられていた、御陣乗太鼓に似た太鼓である。

　昭和初期には廃すたれてしまい、いまはほとんど知る者もいない。もともとは御権乗太鼓と呼ばれていたそうな。

　御陣乗太鼓は自分たちを怪物に見せかけるための太鼓であるが、御権乗太鼓は怪物そのものを呼び寄せたという。

　なぜか、地元ではあまり良いものとされておらず、いまは誰も継承していない。それどころか、その太鼓をたたいた経験者さえ一人もいないそうだ。

　輪島市街地から車で10分もかからないところに、その太鼓がたたかれていたという御ご権ごん現げん神社がある。そこが、唯一、その御権乗太鼓があったという名残なごりだ。



……………………




佐々原：御権現神社でたたかれていた、駄太鼓が御権乗太鼓で……御陣乗太鼓が……ええっと？

ＫＰ：名前がややこしくて申し訳ないが、いったん御陣乗太鼓のことは忘れてくれ。整理すると、もともと、御権乗太鼓と呼ばれていたものを、山上老人などは駄太鼓と呼んでいるというだけのことだ。

さやか：その御権乗太鼓というのが、御陣乗太鼓に似ているというんですね。

睦：ただし、こっちの太鼓はいまは誰にも伝わっていないということですか。山上さんのおじいさんがその太鼓に関わっていたという話を聞きましたけど、松原さんはなにか知りませんか？

ＫＰ：せっかくの宴席で話すような内容ではないのだけど、山上老人の祖父は問題の駄太鼓の最後の継承者だったらしい。彼の太鼓の腕は大したもので支援者──いわゆるパトロンがついており、太鼓で生計を立てていたそうな。

辰巳：ふむふむ、そういう人は輪島では多かったのだろうか？

ＫＰ：いやいや、そんなことはない。普通はほかになりわいがあって、祭りの時などには太鼓もたたくといったところだろうね。

さやか：よっぽどすごい太鼓をたたいたんでしょう。なにかを召喚しちゃうくらいの（笑）。

ＫＰ：ところが、昭和初期、山上老人の祖父が輪島の浜辺で水死体で発見された。さらに祖父の死後間もなくして、山上老人の父親までもが子供を置いて蒸発してしまったそうだ。残された山上老人たちは、戦中、戦後とかなりの苦労をしたようだね。

睦：山上さんの話と符合しますね。お父さんはあの鬼面を持って失踪したとか……。

佐々原：なにかの儀式に使われるやばい面だから、探索者としての魂を持っていたお父さんがそれを輪島から遠ざけたのかな？

さやか：でも、それがなんでるるいえ堂に……？

ＫＰ：ああ、そこは気にしないでいいよ。るるいえ堂には、怪しい物品が流れ着く仕組みになっているので（笑）。

辰巳：輪島から逃げ出した山上老人の父親もなんらかの理由で行き倒れ、その後、鬼面は巡り巡ってるるいえ堂にたどり着いたというところだろうな。

佐々原：それをたまたま水無瀬先生が見つけて、よりにもよって輪島市に戻してしまった……と。だから、山上さんはあんなに錯乱していたんですね。

辰巳：山上さんからすれば、祖父を殺し、父親を失踪させた元凶の面だろうからなぁ。

佐々原：水無瀬先生、またやっちゃいましたね。

睦：む～っ、その太鼓がたたかれていたという御権現神社は近くなんですよね。なんとなく、見ておきたいな。

辰巳：しかし、今晩は佐々原は飲酒してしまったから、見に行くなら明日だな。

睦：「せっかくですから、水無瀬先生も神社に行きますか？」

ＫＰ：みんなが松原さんの話を熱心に聞いている時、睦ちゃんが静かにしていた水無瀬先生に話し掛けると、いつのまにか彼はこっそりと、さやかちゃんのカバンに手を伸ばしていることに気づく。そこには例の鬼面が入っているはずだ。

睦：「水無瀬先生、なにをしているんですか！」と、止めようとしますが。

ＫＰ：だったら、水無瀬先生のＤＥＸ13に対する抵抗表のロールだな。

睦：この人、本気だ！　私のＤＥＸも13なので成功率は50％。コロコロ……むむ～っ、失敗です。

ＫＰ：だったら、水無瀬先生は一歩早く鬼面を手にするのだった。一方、ほかの探索者たちは寿司屋の座敷の大きな窓から見える暗い海原に、なにかこんもりと盛り上がった山のようなものが見える。あんなところに島はなかったはずだけど……いったいなんなのだろう？

さやか＆辰巳＆佐々原：そんなもの見たくない！

佐々原：ボクは自慢のＤＥＸ18で水無瀬先生を止めるので、窓の外は見ない方向で！

辰巳：水無瀬先生の様子がおかしいようだから、〈精神分析〉をしたい。

さやか：だったら、私が覚悟を決めて海の方を確認しておきます。

ＫＰ：佐々原には悪いが、まずは水無瀬先生に行動をさせてあげてくれ。彼は睦ちゃんに先んじて鬼面を手に取ると、またも装着してしまう。

全員：あちゃ～～～っ！

ＫＰ：すると、再び「どぅるん、どぅるるん」と太鼓の口まねを始め、その合間に「いあっ！　いあっ！」という、勇ましい掛け声まで挟んでいる。

睦：「いあいあ」言い出した～～っ！

ＫＰ：さて、ここからは戦闘ラウンドで処理していこう。まずはＤＥＸ18の佐々原の番だね。鬼面を取り上げたいのなら〈こぶし〉に成功する必要がある。でも、ほかに良いアイデアがあるならば採用してあげるけど？

佐々原：いや、ここは〈こぶし〉でいきます。割と容赦のない勢いで、顔面から鬼面をはたき落としますよ。コロコロ……よしっ、成功です。

ＫＰ：ほう、だったら佐々原は俊敏な動きで、水無瀬先生から鬼面をはぎ取ることができた。

佐々原：「鬼面、とったど～！」

ＫＰ：では、次はＤＥＸ15のさやかちゃんだけど、まずは窓の外の描写をさせてもらおう。

さやか：「あれはなんなの……（ゴクリ）」

ＫＰ：ぬるりと海から巨大な姿を表したのは、丸くて真っ黒な……それは怪談で聞く、海坊主を彷ほう彿ふつとさせるなにかであった。それはまるでこちらを見つめているかのようだ。やがて海坊主のいる方向に濃い霧が湧き上がり、まるで波のように押し寄せて来るのだが──その時、さやかちゃんの背後で、佐々原の「とったど～！」という声が聞こえた。その途端、白い霧は消え失せてしまう。

さやか：あの霧は、水無瀬先生のボイスパーカッションと呼応しているということ？

ＫＰ：どうやらそのようだね。ただ、例の海坊主はすぐに姿を消すことはない。霧が消えても、こちらの様子をうかがうようにしばらくとどまり、やがてゆっくり海の中へと帰っていくのだ……。

さやか：なんか召喚されたという感じではありませんね。もしかして、あの海坊主は最初から輪島の海にいて、鬼面をかぶって太鼓の口まねをすると、霧が発生するってことなのかな？

ＫＰ：うん、そんな感じかもね。

睦：なんとなくだけど、海坊主よりも、あの霧の方が危険な気がする。

ＫＰ：さて、そんな異様な光景を目撃したさやかちゃんには〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

さやか：それは覚悟の上ですから。コロコロ……にゃっ、失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ６ポイントの正気度を失う。

さやか：思っていたより多いなぁ。コロコロ……「５」です。一度に５ポイント減ったので、一時的狂気に陥おちいるかどうか〈アイデア〉を、コロコロ……うにゃ～ん、こっちは成功。狂気に陥りました～！（泣）

ＫＰ：おやおや、実はさやかちゃんの狂気の内容は、シナリオであらかじめ設定されているんだよね。

さやか：は、はあ……どんな内容でしょうか？

ＫＰ：さやかちゃんは、ふと不安になってしまう。アザトースの御み許もとから、ショゴス培養槽を利用して帰還はしたが、やはり自分は人間じゃないのではないか？　おぞましいクリーチャーなのではないか？　周りの見る目が変わっていないか？

さやか：「むったん、みんな……そんな目で見ないで！　私は……私は、なんなの……何者なの？」

ＫＰ：でも、安心するといい。そんなみんなの視線から、君の素顔を隠してくれる良いモノがある。それは佐々原が手にしている、あの鬼面だ。あれさえかぶれば、きっと君の本性を隠してくれるはずだ。

佐々原：なんてひどい狂気だ！

さやか：「佐々原さん、その面をください！　早く、早くっ！」って、顔を隠しながら迫っています。

ＫＰ：次はＤＥＸ13の睦ちゃんの番だね。

睦：「さやかちゃん、落ち着いて！」って、その前に立ちはだかります。

さやか：「むったん、なんで邪魔するの。やっぱり、私が怪物になってしまったから!?」

睦：「た、辰巳先生、さやかちゃんの様子が変です！」

辰巳：わかった。ＤＥＸ10で〈精神分析〉をさせてもらうぞ。「さやかくん、君はなにも変わっていない。それはすべて妄想だ！」と、コロコロ……よし、成功している。

ＫＰ：だったら、辰巳先生の言葉に、さやかちゃんはわれに返ることができるよ。

さやか：「辰巳先生……私はここにいていいんですよね……」

ＫＰ：そちらが落ち着いたところで、水無瀬先生は佐々原にすがりつくようにして、「その面を返してくれ……あの律動があれば、大いなるものが来てくれる」と、懇こん願がんする。

佐々原：「大いなるもの？」

ＫＰ／水無瀬：「心の安らぎをもたらしてくれるもの……帰るべきところ……」

辰巳：もう、この先生は駄目だっ！　これ以上、松原さんのひんしゅくを買う前に、早々にホテルに引き上げよう！




御権現神社の秘められた真実





　ホテルに戻った探索者たちは、鬼面を金庫にしまい、水無瀬先生の動向に警戒しながら一晩を過ごしたが、幸いなことに何事もなく朝を迎えることができた。

　当初の日程では、この日の夕方の飛行機で羽田空港に帰る予定だが、まずは元気のない水無瀬先生を励ますことも兼ねて、輪島市の人気観光スポットである朝市を見て回り、そこで能登丼と呼ばれる海鮮丼で英気を養うことにする。






さやか：「能登丼おいしかったですね。まるで石川県そのものを食べているかのようでした～」

辰巳：水無瀬先生の様子はどうなんだ？

ＫＰ：だいぶ元気が出てきたようで、あの鬼面さえかぶらなければ、まともでいられるみたいだね。

佐々原：用心のために、偽物の面でも用意しておいた方がいいんじゃないですかね。

睦：そんなものどこで手に入れるの。

佐々原：御陣乗太鼓をしている人たちに譲ってもらうとか……。

ＫＰ：あのお面はとても貴重なものだからね。そんな観光地のお土産感覚で譲ってもらえないよ！

睦：このあとは、取りあえず御権現神社を見に行きましょうか。神社に海坊主の伝承とかが残っていて、水無瀬先生がおかしくなった理由がわかるかも。

佐々原：それがいいかもね。ここから近いみたいだし。

ＫＰ：ところが……朝市での朝食を終えてホテルに戻る途中、路上駐車していた白いワゴンが急発進して、君たちに迫って来るのだった！

全員：ええ～～～～っ!?

ＫＰ：まずは全員〈回避〉をしてもらいたい。とはいえ、このロールに失敗したら車にひかれるというわけではなく、成功すれば、素早く安全地帯に逃げて、余裕を持って行動ができるだろう。

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……成功！

辰巳：コロコロ……くっ、ワシだけ失敗だ。

ＫＰ：辰巳先生はワゴンをかわすのに精いっぱいで、この瞬間はまともな行動ができない。ほかのみんなは身軽にワゴンをかわすことができた。

さやか＆佐々原＆睦：ひら～～～り（笑）。

ＫＰ：さて、ワゴンは君たちの直前で急カーブして、前をかするようにして走り去っていく。ところが、その途中でスライドドアが開く。そして、そこから老人が一人、無造作に投げ出され、地面をゴロゴロ転がり落ちた。さやかちゃんたちはわかるけど、あれは講演の時に大騒ぎをしていた山上老人だね。

さやか：ええ～っ、おじいちゃんを助けることはできますか!?

ＫＰ：このタイミングで応急手当などができるのは、さっきの〈回避〉に成功した辰巳先生以外の探索者だけだ。あんなふうに投げ捨てられて平気なわけがないから、この応急手当は生死を分ける重要なものとなるだろう。

辰巳：ここで〈医学〉が得意なワシが動けないのは痛いな……。

佐々原：だったら、ボクが代わりに〈応急手当〉をします。

さやか：佐々原さんだけでは心配なので、私も手伝いますよ！

睦：〈応急手当〉は二人いれば大丈夫そうなので、私はワゴンや運転手の特徴を〈目星〉で観察したいです。

ＫＰ：了解した。では、まずは佐々原は〈応急手当〉のロールをしてくれ。

佐々原：コロコロ……よしっ、成功してします。

ＫＰ：傷の手当てをした佐々原はわかるのだけど、老人はワゴンから投げ捨てられた時の傷以外にも、頭部に打撲傷がある。ともあれ、君の迅速な手当のおかげで一命を取り留めたようだ。もしも、放って置いたら命が危なかっただろう。

さやか：よかった……だったら、私は佐々原さんの手伝いをしていますね。

睦：みんながおじいさんのことを助けてくれたことを横目に、私はワゴンを追いかけます。〈目星〉は、コロコロ……大丈夫、成功です。

ＫＰ：さすがにワゴンに追いつくことはできないけど、運転手の特徴的な容姿に気づくことができる。かなりガッシリとした体格で、やけに首が太く、頭はつるっとはげている。

睦：そ、その身体的特徴に、私は見覚えがあるのでは？

ＫＰ：睦ちゃんは〈人類学〉と〈クトゥルフ神話〉をロールしていいよ。

睦：コロコロ……コロコロ……むむ～っ、成功率はどちらも悪くないのに、両方とも失敗です。

ＫＰ：残念。睦ちゃんとしては、その姿を見てピンと来るものはなかった。けれど、もう一度会えば、絶対にわかると確信はできるね。

睦：プレイヤー的には、もうわかっちゃいましたけどね。

さやか：あれって、これまで何度も会った深いところにいる人たちですよね～。

辰巳：ワゴンが走り去ったのなら、ワシも一歩遅れて山上老人のそばに駆け寄ろう。

ＫＰ：〈応急手当〉をした佐々原は気づくのだけど、山上老人はメモ用紙を口にくわえさせられているね。

佐々原：「これはいったい……？」と、手に取って見てみますけど。

ＫＰ：ありふれたメモ用紙にボールペンで書かれた、何者かからのメッセージだね。内容はこの通りだ（メモを渡す）。





「深夜０時　われらの面を御権現神社に戻せ　命が惜しければ　誰にも知らせるな」






さやか：「深夜０時……って、帰りの飛行機に間に合わないじゃないですか」

ＫＰ／水無瀬：「そんなことを言っている場合じゃないだろう！」

睦：取りあえず、救急車と警察を呼ばないと……。

ＫＰ：ただ、警察などが来ると、事情聴取やらなんやらで時間を取られることになるだろう。

さやか：深夜０時までに調べたいことはたくさんあるのに、それは困りますね。

佐々原：だったら、水無瀬先生に通報してもらいましょう。そうしたら、情緒不安定な先生を警察に預けられるし、一石二鳥！（笑）

さやか：「誰にも知らせるなと警告されていますから、ワゴンのことや鬼面のことは話さずに、道端でけが人を発見したくらいしか言わないでくださいね」

ＫＰ：まあ、水無瀬先生も元探索者だから、なにか宇宙的な事件が起きていることは察しているようだけど……。

佐々原：「出張先で人命救助したとなれば、きっと大学での評価もアップしますよ」

ＫＰ／水無瀬：「なるほど、わかった。あとのことは私に任せてくれ！」

佐々原：ちょろいな、この先生は（笑）。





　意識不明の山上老人と警察の対応は水無瀬先生に任せてフリーとなった探索者たちは、いよいよ本腰を入れて輪島市で起きている宇宙的異変についての調査を開始するのであった。






睦：それにしても、「命が惜しければ」とか、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にしてはずいぶんとアグレッシブなことを言う相手ですね。なんというか人間的な発想。

さやか：けど、別に人質が取られているわけではないから、このまま東京に帰ってしまったら、私たちのあとは追えないのでは？

辰巳：おそらく、昨日の水無瀬先生の講演で鬼面のことを知ったのだろうから、こちらの身元はバレていると考えた方がいいだろう。少なくとも、水無瀬先生とワシは大勢の前で自己紹介をしてしまっているし。

佐々原：今度は水無瀬先生がさらわれて、ワゴンからポイされちゃう！

辰巳：タイムリミットまでに、この鬼面の正体について調べて、敵のことをもっとよく知るべきだろうな。

ＫＰ：水無瀬先生と別れたのは午前十時くらいですので、それぞれ行動をまとめてもらえますか？

睦：……と、その前に、そろそろこの鬼面をかぶって、水無瀬先生がなにを見たのかを確認しておきたいのですが。

佐々原：かぶると正気度が減りそうだから、現在正気度がトップのボクがやろうか？

睦：むむ～っ、たぶんだけど、この鬼面をかぶると、駄太鼓のリズムが聞こえるんだと思う。キーパーが最初に音楽系の技能がお勧めと言っていたから、そのリズムを覚えないと駄目なのかもしれないよ。

辰巳：なるほど……それは十分に考えられるな。

睦：だから、かぶるのなら〈芸術（ピアノ）〉が得意な私の方がいいかも。

佐々原：けど、ごっそりと正気度を減らされたらどうするの？

さやか：そうそう、まずは佐々原さんで実験してみた方が……（笑）。

睦：タマ兄にい（佐々原のこと）がかぶっても無駄に正気度が減らされるだけになりそうだし、いつかはかぶらないといけないなら、いまみたいな安全な時にやっておきたいんだよね。

佐々原：ええ～っ、むったん大丈夫なの……また、地雷を踏みたがる悪い癖が出てない？

睦：大丈夫、大丈夫。迷っていても時間がもったいないので、かぶっちゃいますよ。かぽん！

佐々原：うわっ、かぶっちゃった！

ＫＰ：……睦ちゃんが鬼面をかぶった途端、頭の中に「ドロドロドロッ」という低い音が響き渡る。同時に、自分がとても矮わい小しょうな存在であり、誰かに導かれなければなにもできないこと。そして、いまよりもっと素晴らしい場所がどこかにあるはずと感じる。ここが自分の居場所ではないような、そんな心細さにさいなまれるのだ。

睦：「これが水無瀬先生の感じていたものなの……」

ＫＰ：そして、いつまでも聞こえて来る、地響きのような、海鳴りのような力強い律動は、君の頭に残る──かどうか、まずは〈芸術（ピアノ）〉をしてもらおうか。

睦：ここは絶対に成功させたい。コロコロ……むむ～っ、駄目です、失敗。頭から律動が抜けていく～！

ＫＰ：この神秘体験をした睦ちゃんは正気度を１Ｄ６ポイント失い、さらに〈クトゥルフ神話〉を+2％獲得する。鬼面から受けるテレパシー的なものには、魔道書で宇宙的な知識を得るのと同じ効果があるのだ。

睦：むはっ、予想以上に劇的な効果でした。コロコロ……よかった、１ポイントしか減らなかった。

佐々原：１Ｄ６は大きいなぁ！

睦：でも、やっぱりこれは重要なアーティファクトだってわかったよ。こんなの野放しにはできない！

ＫＰ：ちなみに「ドロドロ」という律動は記憶できなかったけど、鬼面をかぶれば、すぐに思い出せるから。

辰巳：……つまり、クライマックスの儀式の時などに駄太鼓の律動が必要となったら、もう一度、この鬼面をかぶればいいと言うことか。

さやか：そうしたら、もう一度、正気度を１Ｄ６減らされちゃうんですかねぇ？

ＫＰ：どうだろうねぇ？（ニッコリ）

全員：うう～～～～～～～～～～～～～ん。

睦：ここで〈芸術（ピアノ）〉を成功させられなかったのは厳しいですね。もう一度、かぶっておこうかなぁ。

佐々原：むったん、これ以上は正気度がもたないよ。あとは本番の流れを見て、アドリブでいった方がいいよ！





　その後、探索者たちは二手に分かれ、辰巳先生と佐々原は地元の図書館で駄太鼓や御権現神社について文献を調べてみることに。さやかちゃんと睦ちゃんは、勇気を出して御権現神社の下見に向かった。

　この探索者パーティーは男性陣が知識系で、女性陣が戦闘力が高いため、このような配分となるのである。






ＫＰ：では、駄太鼓や御権現神社について調べるのならば四時間かけてから〈図書館〉をしてもらおう。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：輪島の郷土史をまとめた地元の研究者の同人誌の中に、御権現神社の縁えん起ぎ──つまり、由来についての記録があった。ありがたいことに、この縁起についての著者の考察も記されているね（資料を渡す）。




……………………

●御権現神社の縁起





　御権現神社を守る一族は、もともと海に暮らす民であったが、いつしか海の加護を失った。

　民が元いた場所に帰れるよう願うと、ある日、海に一枚のお札ふだが流れ着いていたという。

　そんな神の慈悲への感謝として、民が御権乗太鼓を奉納すると、さらに海の神からの導きがあって、ようやく彼らは海に帰ることができるようになったという。

　そのため、御権乗太鼓には「鬼がたたけば、道を示す」という御利益が伝えられている。

　ただし、その御権乗太鼓が奉納されるのは数十年の一度の秘儀とされており、いまは詳しく知る者もいない。







※著者の考察

　この縁起は、以前は海辺に暮らしていた者たちが集落間の勢力争いに破れて落ち延びたが、信心のおかげで再び元の土地に戻ることができたという歴史を伝えているのではないだろうか？

　御権乗太鼓とは、いつか海に帰る日が来るまでの心のよりどころだったのかもしれない。



……………………




辰巳：この「鬼がたたけば」というのは、鬼面をかぶって太鼓をたたくということだろうな。

佐々原：太鼓をたたくと、ルルイエへの門が開く……みたいな？

さやか：そう言えば、昨日のお寿司屋さんでも、海に霧みたいなものが出ていましたよ。あれが「門」的なものだったのかも。

ＫＰ：あと、これらの資料を調べた人は〈歴史〉をしていいよ。これに成功すると、もうちょっと詳しい情報が得られるかもしれない。

佐々原：歴史のことならおまかせです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：佐々原は文献にまとめられたものだけでなく、古い地方紙などの断片的な情報から以下のことがわかる。




……………………

●御権現神社を建こん立りゅうした人々





　明治期にいくつかの集落が合併して輪島市の前身である鵠こうの巣す村ができた時、御権現神社を建立した集落もまた一緒に吸収された。以後、昭和に入ると、この集落についての記録はまったくなくなっている。

　どうやら、ほかの集落といざこざがあって、周りとなじめなかった住人は土地を離れてしまったらしい。



……………………




佐々原：なるほど……ということは、あの白いワゴンの連中は、その集落の生き残りといったところでしょうか。

辰巳：彼らにとって、御権現神社は聖地のようなものなのだろうな。そんなところに二人だけで行って、さやかちゃんたちは大丈夫だろうか……？





　辰巳先生たちが図書館で御権現神社について調べている頃、さやかちゃんたちは現地に到着した。

　御権現神社は国道沿いの斜面にある石段を登ったところにある、何の変哲もない小さな神社だ。境内からは日本海がよく見え、ここが海を祭った神社だとうかがえた。






ＫＰ：この規模の神社なら当たり前なんだけど、社務所などはなくて、境内に人の気配はない。石段を登った真正面にある拝殿は物置小屋くらいしかないけど、あちこちに修理された痕跡がある。雑草も生え放題という感じではないので、誰かが定期的に手入れをしているのだろうね。

睦：「ここを祭っていた人たちが、細々と手入れをしているのかな？」

さやか：「意外と真面目なんだね」

睦：人がいないようなら、ちょっと失礼して、拝殿の中をのぞかせてもらおうかな。

ＫＰ：拝殿の正面はガラスがはめられた格子戸になっている。中は薄暗くてよく見えないけど、奥には小さな鏡、その両脇には御ご幣へいが立てられており、これまたどこにでもある神社の様式だね。ただ、拝殿の中は板間になっているのだけど、中央に大きな和太鼓が安置されているのはちょっと珍しい。

さやか：あれっ、太鼓があるんだ。だったら、勝手に駄太鼓でも御権乗太鼓でもたたいて、海に帰ればいいのに。

睦：む～っ、あの鬼面がないと、正しい律動がわからないんじゃないかな。だから、返してほしがっているんだよ。

さやか：ああ、なるほどね～。

ＫＰ：あと、ちょっと見えにくいのだけど、横の壁には大きな横長の額があって、そこには毛筆で「御権乗太鼓」と書かれてある。ここで二人は〈目星〉をしてくれるかな？

さやか＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：あの額の書だけど、「御」の部分は上から紙が貼られて訂正されているようで、ちょっとだけ色が違うよ。

睦：むむ～っ、なんか気になるね。秘密のにおいがするよ。

さやか：ガラス戸は開かないんですか？

ＫＰ：小さな南京錠がついているよ。〈鍵開け〉に成功すれば解錠できるようなちゃちな錠だし、〈機械修理〉に成功すれば留め金ごと外せる。ただし、〈機械修理〉だとこじ開けた痕跡はどうしても残ってしまうだろう。

睦：ここまで怪しい神社なら遠慮はいらないよね。〈機械修理〉で錠を外します。コロコロ……成功！

さやか：「おじゃましま～す（ガラガラ～）」

睦：太鼓に妙なところはありませんか？

ＫＰ：年代物だけど、よく手入れされて、皮の部分もしっかりしている。軽くたたくと、いい音がするね。

さやか：前もってこれを壊したりするのは……よくないよね？

睦：事件を解決するのにこの太鼓を使うとしたら、取り返しのつかないことになっちゃうよ。

さやか：じゃあ、私は背伸びして額に顔を近づけてよ～く見てみます。上に貼られた紙を透かして、下に何が隠されているのか見えませんか？

ＫＰ：うっすらと見えているけど、達筆なのでちょっとわかりにくい。ここは〈アイデア〉か〈母国語〉の得意な方でロールしてもらおうか。

さやか：コロコロ……〈アイデア〉で成功しました。

ＫＰ：「御」の下に書かれていたのは、「駄」という文字のようだね。

さやか＆睦：「駄だ権ごん乗じょ太だい鼓こ!?」

睦：「じゃあ、もしかしてこの神社の名前も本当は『駄だ権ごん現げん神じん社じゃ』なの!?」

さやか：ダゴンと言えば……ダゴン秘密教団。そして、グアムの地下で会った、巨大な深きものの名前！

睦：ダゴンはまずいよ！　グアムとかならまだ許されるけど、日本ではダゴン禁止です！

佐々原：ダゴンに乗る太鼓……なんて邪悪そうな太鼓なんだろうか。

さやか：「でも、なんでこんなふうに名前を隠すようなことをしたんだろう？　ダゴンって、深い人たちの神様の名前なんでしょう？」

ＫＰ：それについては〈歴史〉か〈人類学〉のどちらか得意な方でロールしていいよ。

さやか：〈人類学〉は無理なので、〈歴史〉で、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：おそらくだけど、「駄」という字や音を嫌って、近世になって「御」に置き換えられたのかもしれない。古い名称に付けられた不吉な字や音を嫌って、別の字に置き換えられることは歴史的にもよくあることだ。すなわち、「御権乗太鼓」の真の名前は「駄権乗太鼓」だったのだ！

さやか：「──といったわけで、歴史的にもよくあることなんだよ、むったん（ドヤ顔）」

睦：「なんだって～！　じゃあ、山上のおじいちゃんが、御権乗太鼓を駄太鼓と読んでいたのは、実はあっちが本当の名前に近いからだったのかもね」

佐々原：それにしても……駄権乗太鼓なんて名前の太鼓、たたいて大丈夫なのかなぁ？





　拝殿を調べたさやかちゃんたちは、たまたま犬の散歩で通りがかった地元の女性から御権現神社の話を聞くことができた。その話によると、あの神社には定期的に訪れる人がいて、境内の掃除や建物の手入れをしているらしい。






ＫＰ：ただ……掃除をしに来る人は男性だけで、しかも、やけにガッチリしていて、首が太くて、頭がはげていたそうな。みんな同じような姿なので、ちょっと気味が悪いそうだ。

睦：きっと、一族の血が濃い人たちなんでしょうね～（苦笑）。




深き海の加護を失ったものたち





　探索者たちはホテルで合流すると、それぞれ手に入れた情報を突き合わせて状況の整理を始めた。






睦：たぶん、この土地の深きものたちは、鬼面がなくなったせいで駄太鼓がたたけなくなって、海に帰れなくなった人たちなんじゃないのかな。そう考えると、ちょっとかわいそうなのかも。

辰巳：う～む、ワシはあまり同情する気持ちは湧かないな。山上老人をあんな目に遭わせる連中だし。

佐々原：……でも、昔は駄太鼓がたたかれていたんでしょ？　だったら、その時に深きものたちは帰っているんじゃないの。なんでまだ残っているの？

睦：深きものに完全に変身したあとでなければ、海には帰れないのでは。

辰巳：御権現神社のあった集落には、代々、深きものの血が受け継がれていて、変身が進んで人間社会にはいられなくなったものが、駄太鼓が開く道とやらを通って、海に帰っていったのだろうな。

佐々原：やつらの目的が駄太鼓だとしたら、山上さんにあんなけがさせていいの？

睦：山上さんは、太鼓のたたき方は知らないと思うよ？　あの太鼓がたたいていたのは山上さんの、さらにおじいちゃんで、その時はまだ子供だったろうし。

さやか：深い人たちは、私たちにその太鼓をたたかせるつもりなのかなぁ？

佐々原：ボクらがたたく義理はないよ。あの鬼面を返せば、やつらが自分でたたいて、海に帰ってくれるんじゃ？

さやか：そう言えばそうか。太鼓のたたき方は鬼面をかぶれば、頭に響いて来るんですものね。じゃあ、鬼面なんてさっさと渡しちゃって、私たちはさよならすれば事件解決ってことですね。よかった～。

睦：むむ～っ、理屈は通っているけど、このキーパーのシナリオがそんなあっさりと終わるとは思えないなぁ。きっと、なにか一波乱あると思うよ。

佐々原：なんか、このままだとやつらの思うつぼになりそうで嫌なんだよね。深夜に来いって言っているんだから、昼間に駄太鼓をたたいてみたらどうなるのかな？

睦：よからぬものが無駄にやって来るだけじゃないの。

佐々原：事前に自衛隊のみなさんに通報しておいて、そのやって来たものを撃破してもらおうよ。10ひとまる式戦車があれば、ダゴンくらい倒せるはず。

さやか：私に自衛隊にコネがあれば、そうするんですけどね～。

ＫＰ：もしも、海岸線に自衛隊が配置されていたら、ダゴンは人間より賢いからうかつに近寄らないよ。ひそかに《忘却の波》の呪文で津波を起こして、洗い流してしまうことだろう。





　深夜までまだ時間があったため、探索者は歴史研究家の松原平太から、山上老人が事件に巻き込まれたという口実で、さらに情報を求めようとする。

　ところが、あまり有益な情報を得ることはできず、山上老人の祖父を支援していたパトロンは御権現神社を守っていた集落の者たちだったということ。そして、山上老人には妹がいることがわかっただけだった。






佐々原：まさか、このタイミングで新ＮＰＣの情報が出てくるとは。しかも、妹キャラだと！

睦：おじいちゃんの妹なんだから、おばあちゃんだよ。タマ兄は、それでもいいの？

ＫＰ：ただ、これらの話を聞き終えた時には、すっかり夜も更ふけて、そろそろ深夜０時のタイムリミットが迫ってきているよ。

佐々原：うう～ん、いまからじいさんの妹の家を探すのは無理かぁ。

さやか：……あっ、ちょっと待ってください。昨日、私たちが付き添った、山上のおじいちゃんが常連だった居酒屋に行けば、なにか教えてもらえるかも知れませんよ。

辰巳：なるほど、酔いつぶれた山上老人を迎えに来たりしていたかもしれないな。御権現神社に行く前に、駄目元で寄ってみるか。

ＫＰ：居酒屋の場所はさやかちゃんが覚えているので、佐々原の車でならすぐに到着できるね。

さやか：「あのっ、昨日、ここに来ていた山上さんのことでお聞きしたいんですけど！」

ＫＰ／居酒屋の店員：「そんなに慌てて、いったい何事ですか？」

辰巳：「山上老人が入院したことを妹さんに伝えたいのですが、住所や連絡先を知りませんか？」

ＫＰ：だったら、ここは〈信用〉をしてもらいましょうかね。

辰巳：〈信用〉なら任せてくれ。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：居酒屋の店員の話だと、山上老人の妹のことは知っているが、連絡先までは知らないそうだ。ただ、夕方、ちらりとその人を見掛けたという。青白い顔をしてフラフラと歩いていたそうだよ。

さやか：「それはどっちの方へ!?」

ＫＰ：方角的には御権現神社の方のようだね。

全員：ええ～～～～～っ!?

睦：むむ～っ、なんか嫌な予感がします。これは早めに神社に行った方がよさそうですね！

辰巳：決め手に欠ける状態だが……仕方ない。あとは現地で、成り行きに任せるか。





　いつもならば事前調査と準備を万端にしてからクライマックスへと挑むことを良しとするプレイヤーたちだけど、今回のシナリオではいったいこれから何が起きるのか予想がつかないので、「こんな状況で敵地に向かっていいのか？」と、二の足を踏んでいたようだ。

　敵が複数いそうなことや、事件の背後に潜むダゴンの影などから、プレイヤーたちはいつも以上に慎重になっていたのかもしれない。

　もっとも、探索で得られる情報はすでに出そろっており、この展開はキーパーの想定する流れであった。

　ゲームを開始する時に、キーパーからそこまできっちりと調査をしなくても大丈夫なシナリオだと前置きしてあげれば親切だったかもしれないね。






ＫＰ：深夜０時。とても静かな夜だ。海沿いの国道は街灯もまばらで、海原を照らす月の方が明るいほどだね。

さやか：周りに白いワゴンはいますか？

ＫＰ：近くには見当たらないね。神社に通じる石段を見上げても、明かりは見えない。

睦：では、辺りを警戒しながら境けい内だいに向かいましょう。

さやか：……私は石段の途中の茂みとかに隠れていようかな。

睦：なんのために？

さやか：なにかあった時、不意打ちができるかなぁって。

睦：たぶん相手は大勢来ると思うから、もしも戦闘になったら、それはきっとバッドエンドだよ。

辰巳：うーむ、むしろ隠れていることに気づかれたりしたら、あちらに悪印象を与えるかもしれんぞ。

さやか：なるほど。だったら、拝殿の前で腕組みをしながら、仁王立ちしています（どーん）。

睦：そんなに堂々としなくても……さやかちゃんは、両極端なんだから。

ＫＰ：ところが、君たちが石段を上っていくと、境内の小さな広場に人影が見えるよ。

さやか：何者!?

ＫＰ：腰の曲がった小柄な老婆だね。懐中電灯を持って、ウロウロとしている。

佐々原：あれは山上のおばあさんに違いない。駆け寄って話し掛けましょう！

ＫＰ：老婆は佐々原に気づくと、いきなりその場にへたり込んで「あわわっ、助けてくれぇ！　親父様のしたことは悪かったぁ。謝るから、許してくれぇ！　ワシらは関係ないのじゃあ！」と、両手を合わせて命乞いする。

さやか：「おばあさん、私たちは味方ですから安心してください」って、この神社を手入れしていた人たちは男ばかりだったというから、女の私が話し掛ければ落ち着くのでは？

ＫＰ：ふむふむ、それは良い考えだね。老婆はさやかちゃんの顔を見ると、少し落ち着きを取り戻したようだ。

さやか：ニコッと女の子アピールしています。

辰巳：「ワシらは、あなたが恐れる連中と交渉をしに来たのです。できれば、知っていることを教えてもらいたいのですが」

ＫＰ：取り乱す老婆の話によると、兄が重傷を負ったことを聞いて、不安になってここにやって来たらしい。

辰巳：「なぜ、わざわざこんなところに？」

ＫＰ：それは兄の身に起きたことの原因と犯人に心当たりがあるからだ。老婆はおびえたように、ブツブツと繰り返す。「昔、あいつらはここにいた……けれど、親父様があの面を遠くに持っていったから、もういないはずなんだ。どこかにいっちまったんだ……そうだ、もういない……もういないはず……」

辰巳：「おばあさん、落ち着いてください」

ＫＰ：──と、その時。闇の中からくぐもった低い声が聞こえる。「いまもいるぞ……」

佐々原：ついに来たかっ!?

ＫＰ：石段から登って来る三人の男たち。そして、境内の周りの茂みにも人の気配がある。君たちが老婆に気を取られているうちに取り囲まれてしまったようだ。

さやか：こちらは争うつもりはないのだから、囲まれても平気……平気なはず……。

睦：そいつらは人間の姿をしているんでしょうか？

ＫＰ：睦ちゃんが目撃したワゴンの運転手のように、プロレスラーのようなガッチリとした体格で、やけに首が太くて、つるりとしたハゲ頭だ。一人しかいなければ、そういう人もたまにはいると思うだろうが、ここに集まっている連中は、みんな同じような姿をしている。それはとても異様な光景だけど、彼らを見て〈正気度〉ロールはしなくていいよ。

佐々原：ホッ……よかった。

ＫＰ：代わりに〈医学〉か〈人類学〉の得意な方でロールしてくれるかな。

辰巳：コロコロ……成功したのは、ワシの〈医学〉だけだな。

ＫＰ：辰巳先生は彼らに奇妙な印象を受ける。それは外見から、彼らの年齢が読めないのだ。壮年のようにも見えるし、かなり年老いているようにも見える。なんとも変な感じだね。

辰巳：もしかすると、こいつらは昭和初期からずっと海に帰ることができず、地上に取り残された深きものたちなのかもしれないな。だから、見た目よりもずっと歳を取っているのだろう。

佐々原：でも、深きものの交雑種って、時間がたったら勝手に変身するものなんじゃあ？

睦：む～っ、全員がそうとも限らないみたいだよ。それに、神社の縁起によると、ここの集落の人は海の加護を失ったとあったし、もしかしたら自力では完全に変身することはできないくらい深きものの血が薄いのかも……。

さやか：だから、〈正気度〉ロールもさせられないのかな？

辰巳：なるほど、それは説得力がある。

佐々原：だったら、ダゴンとは縁を切って、人間として暮らせばいいのに。

睦：信仰心っていうのは、そんな簡単に割り切れるものじゃないのでしょう。

ＫＰ：鬼面をかぶった睦ちゃんには、彼らの気持ちがわかると思うけど。

睦：そうそう、こんな地上より、もっと安らげる場所があるはず……ってことなんだろうね。

佐々原：さぁて、どうやってこいつらの真意を聞き出そうかな──

ＫＰ：まるで、君たちに主導権があるような物言いだが？

佐々原：なにしろ、鬼面はこちらにあるんですからね。下手なことしたら、さやかちゃんの空手で真っ二つにしてもらいますから。

さやか：シュッ、シュッ！（正拳突きをしている）

ＫＰ：……けれど、彼らには君と話をするつもりはないようだよ。ゆっくりと取り囲みながら、なにやらブツブツと意味不明の言葉をつぶやいている。

佐々原：呪文はやめろ～～～～っ!!（泣）

睦：いったいどんな言葉なんでしょう？

ＫＰ：その内容を聞き取るには〈聞き耳〉をしてくれるかな。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人には聞き取れるね。「いあいあ　だごん　いあいあ　はいどら」という、謎の詠唱だ。ベテランの探索者の二人は〈クトゥルフ神話〉をしてもいいよ。

さやか：コロコロ……「01」で成功です！（笑）

ＫＰ：それはすごいね。きっと、宇宙の真理が具現化した赤いリボンが、さやかちゃんの耳元でささやいてくれるのだろう。あれは深きものたちが崇拝する父なるダゴンと母なるハイドラを讃たたえる言葉だ。すると、海神への祈りをささげていた男の一人が、感極まったように叫ぶ。これは重要なせりふなのでメモを渡しておこう。




……………………

●男の叫び





「もはや、駄権乗太鼓の音ねは失われ、おれらは海に帰ることはできない。

　こうなれば、神の元へ行くのではなく、神の方に来ていただこうじゃないか。

　そのせいで、この町がどうなろうとかまわない。

　おれらからすべてを奪った、おまえらが悪いのだ！」



……………………




さやか：神様を呼ぶとか、なんてことするの～～～っ！（泣）

睦：奪ったというのは、鬼面のことなのかな……。

辰巳：うーむ、きっとそれだけではなく、これまでにいろいろなものが奪われたと思っているのだろう。

ＫＰ：老婆は彼らの言葉の意味がわかっているようで、「悪かったぁ。許してくれ。親父様は、じい様みたいになるのが怖かったんじゃあ！　だから、そいつを持って逃げたんじゃあ！」と、ひざまずいてわびている。

佐々原：いや、だから鬼面は返すから、おまえたちで太鼓でもなんでもたたけよ！

ＫＰ：そこは彼らの叫びをよく吟ぎん味みしてもらいたい。

睦：（メモを読みながら）「駄権乗太鼓の音は失われた」とあるし、この人たちは太鼓のリズムを知らないだけなんじゃないの。ずぅ～っと鬼面は失われていたわけだし。

ＫＰ：ちなみに、鬼面を持っているのは誰なのかな？

佐々原：はい、さっき相談して、正気度に余裕のあって、ＤＥＸが高いボクが持つことにしました。

ＫＰ：君の手にある鬼面の髪は、男たちの詠唱に呼応するかのように、急に水気を帯びて、乾燥した海藻はざわざわと柔らかく伸びていく。その湿り気の源は、鬼面の裏につけられている例のウロコのようだね。

睦：もしかして、これってダゴンのウロコとかで、なにかを招来するため触媒になっているのかも……。

佐々原：じゃあ、ボクは鬼面を掲げて、やつらに叫びますよ。「おまえたち、駄権乗太鼓の音ならば、この鬼面の中にあるぞ！」

ＫＰ／男：「……もし、そうだとしても、太鼓のたたき手はもうおらぬ」

睦：つまり、ここで私たちが音楽系の技能を駆使して、代わりに太鼓をたたかないと駄目みたいだね。

佐々原：けど、あの鬼面をかぶると、正気度減らされるんだよ。あいつらがかぶればいいのに。あれだけいれば、一人くらいは太鼓をたたくロールに成功するやつもいるよ。

ＫＰ：そんな話が通じるような雰囲気ではないけどね。ほとんどの連中は、海に向かって両手を掲げて熱狂的に「いあいあ　だごん　いあいあ　はいどら」って、唱え続けているだけだ。

睦：むしろ、ずっと地上に縛り付けられた恨みを晴らすため、ダゴンのパワーで輪島市をめちゃくちゃにしてやるくらいの気持ちなのかも。

ＫＰ：うん、連中の口ぶりからして、そんな感じだね。

辰巳：しょせんは狂信者だからな。こちらの道理が通じるはずもなし。

ＫＰ：……さて、御権現神社にダゴンとハイドラに向けられた詠唱が響き渡る中、月に照らされた海原には、いつの間にか巨大な岩山のようなものがそそり立って、こちらを見下ろしているのだった。

さやか：来た～～～～～～～～～～～っ!!（泣）

ＫＰ：なんと、岩山のように見えるものは、ゆっくりと御権現神社に近づいており、その半身を海の上にあらわにする。それは全身にウロコを生やした魚のような頭部を持つ巨人。人間が想像さえできないほどの長い年月を、暗い海の中で生きてきた深きものだった。さ～て、父なるダゴンのお姿を目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうかぁ!!

さやか：ダゴンはいや～ん!!（泣）

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

睦：コロコロ……むはっ、失敗しちゃった。これから太鼓をたたくのに、これはまずいかも。

さやか：コロコロ……また失敗です。今回、一度も〈正気度〉ロールが成功しません。まだ、この新しい体に魂がなじんでいないのかなぁ？（肩をコキコキさせる）

睦：さやかちゃん、新しい体とか、なじむとか、こっちが不安になるようなこと言わないで！

ＫＰ：〈正気度〉ロールに成功した人は１ポイント、失敗した人は１Ｄ10ポイント、正気度ポイントを失うよ。

辰巳：１ポイント減らして、ワシの現在正気度は47ポイント。大物は切り抜けたし、なんとかなりそうか……？

佐々原：ボクは74ポイントです。実はこれが初めての〈正気度〉ロールだったりして。

さやか：ずるい！　私はすでに６ポイントも減らされているのに～（泣）。

睦：むむ～っ、１Ｄ10をロールするのはドキドキするね。せめて４以下が出てちょうだい。コロコロ……やったぁ、「１」が出ました。現在正気度は56です。

さやか：むったんが正気でいてくれるなら、ちょっと安心。リラックスした気持ちで、コロコロ……いやっふ～、「２」でした。とはいえ、現在正気度は42になってしまいました。恐怖の30台がすぐ目の前に……。

辰巳：まさか、あのさやかちゃんの正気度が30台に近づく日が来るとはなぁ。

ＫＰ：ぐぬぬっ、父なるダゴンを目撃しても、一番正気度が減った人で２ポイントとは、相変わらず悪運の強い探索者たちだな。

さやか：だって、ダゴンは二度目ですしね。グアムで会いましたし（笑）。

ＫＰ：一方、神社に集まった男たちは、ダゴンの顕けん現げんに大いに歓喜して、「いあいあ、だごん。あなたにささげる駄権乗太鼓はもはや失われました。いただいたものはお返しします。贄にえが必要ならば、あの町を海に沈めてください……だから、われらをルルイエに……大いなるものの許もとに……」と、懇こん願がんするように叫んでいる。

さやか：「いいや、駄権乗太鼓は失われてはいない。心して聞け、この音色！」

佐々原：「たたきますは、われらが日野睦！」

ＫＰ：なんだ、なんだ、そのノリノリの前口上は？（笑）

睦：みんなに紹介されたら、なぜかガラス戸の錠が開いている拝殿に上がって、和太鼓の前に立ちます（笑）。

ＫＰ：君たちの予想外の行動に、ダゴンの登場に熱狂していた男たちも、思わず注目してしまうね。

佐々原：「では、こちらをどうぞ」って、むったんに鬼面を差し出します。

睦：「みんな、私が駄権乗太鼓を復活させてあげる！」って、鬼面をカポッとかぶります。

全員：「がんばれ、むったん！」
















ＫＰ：盛り上がっているところ悪いけど、鬼面をかぶったら正気度が１Ｄ６ポイント、無慈悲に減ることに変わりはない。ただし、二度目からは〈クトゥルフ神話〉は増えないから安心してね。

睦：ここが重要なんですよね。この１Ｄ６で一時的狂気に陥ったら、すべて台無しになっちゃう。

全員：「１」出ろ～！　「１」出ろ～！（怪しい念を送る）

睦：コロコロ……むはっ、ホントに「１」が出たぁぁっ!!

全員：やったぁ～～～っ!!

ＫＰ：なんと、この鬼面を二回もかぶっているのに２ポイントしか正気度が減っていないのか……。

辰巳：そうは言うが、ここで睦くんが狂気に陥ったら、大変なことになるからな！

ＫＰ：では、睦ちゃんが鬼面をかぶると、例の「ドロドロドロッ」という律動が頭に響き渡る。

睦：「聞こえる……駄権乗太鼓の律動が！」

ＫＰ：この律動を記憶できるかどうか、まずは音楽系の芸術でロールをしてもらおう。

睦：私の〈芸術（ピアノ）〉は成功率48％。今度こそ成功させます。コロコロ……むむ～っ、「92」で失敗。

全員：ありゃ～～～っ!!

ＫＰ：となると、覚えるのではなく、律動に合わせて反射的に太鼓をたたくしかないね。

佐々原：むったん、音ゲーの要領だよ！

辰巳：目指せ、初見パーフェクト！（笑）

睦：しょうがありません。音楽性は捨てて、反射神経で太鼓をたたきますよ!!

ＫＰ：すると、睦ちゃんのたたく駄太鼓の律動に、男たちは色めき立つね。「この音……ずっと昔、子供の頃に聞いたことがある」

佐々原：「どうよ、これ」って、すごいドヤ顔してます。

ＫＰ／男たち：「来るのか……もしや、再び救いの手が……大いなるものがいらっしゃるのか!?」

佐々原：ええ～っ、ダゴンよりも偉いお方が来ちゃうの？

さやか：そんな偉い方がいらっしゃるのなら、私たちは帰らせてもらいたい（泣）。

ＫＰ：睦ちゃんを置いていくなら帰ってもいいけどね。

睦：ドンドコ、ドンドコ……ドロドロドロッ！（ノリノリでエア太鼓をたたいている）

さやか：うう～っ、むったんはいつまでたたいてないといけないんだろう？

ＫＰ：すると、海原に大きな変化が起きる。海岸線に迫りつつあるダゴンの背後から、さやかちゃんが寿司屋で見た白い霧の大波が猛烈な勢いで押し寄せて来るのだ。それは防波堤にぶつかると、波しぶきのように宙に舞うのだが……そのまま消えることなく、しぶきのひとつひとつが細長い触手のように伸びて、御権現神社の上空を覆い尽くしていく。

佐々原：なんじゃこりゃ～～っ!?

ＫＰ：垂れ下がる白い帯のような触手は、睦ちゃん以外の境内にいるものたちをつかみ取ろうとする。つかまりたくないなら〈回避〉に成功するしかないぞ。

佐々原：キーパーが〈回避〉が大事って言っていたのはここなのか。コロコロ……よしっ、ギリギリ成功。

辰巳：コロコロ……うっ、まずい。大事なところで失敗してしまった。

さやか：コロコロ……駄目だぁ、私も失敗です。やっぱりこの体がなじんでいないんだよぉ～（泣）。

ＫＰ：触手につかまれると、今度はふわりと空に持ち上げられそうになるけど……。

辰巳：建物や木にしがみつけないのか？

ＫＰ：できますよ。だったら、ＳＴＲ５に対する抵抗表のロールに成功させてください。

辰巳：ＳＴＲ５でいいのなら、〈回避〉よりもよっぽど楽だ。拝殿の手すりにしがみつきながら、コロコロ……成功した。

さやか：私も成功率は85％あります。コロコロ……成功。

睦：けど、このＳＴＲ５という簡単さが逆に怖いね。失敗したら、かなり危険なロールだと思うよ。

さやか：山上のおばあちゃんはどうしているんですか？

ＫＰ：彼女も近くの木にしがみついて耐えている。

さやか：おばあちゃん、たくましい！（笑）

ＫＰ：そんなふうに探索者たちは抵抗しているけど、君たちを取り囲んでいた男たちはむしろ自ら望んで触手に絡め取られていく。そして、空中につるし上げられると、感かん涙るいを浮かべながら「これで帰れる。われらのふさわしい場所に……偉大なるルルイエに……！」と、大喜びしているね。

佐々原：なんかあいつらを喜ばせることに協力したのかと思うと釈しゃく然ぜんとしないな……。

ＫＰ：さて、霧の姿をしているとはいえ、大いなるクトゥルフの肉体の一部を目撃した、太鼓の演者以外の探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

睦：よかった、私は免除されるんだ。

辰巳：こいつはどのくらい減らされるのか予想もつかん。コロコロ……「96」で失敗だ！

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：おおっと、ここで三人が失敗したか。失敗した人は１Ｄ６ポイントの正気度を減らしてくれ。

辰巳：１Ｄ６か。コロコロ……よしっ、「１」が出た。現在正気度は46だ。

佐々原：コロコロ……ボクは「２」です。現在正気度は72。

さやか：みんないいなぁ。コロコロ……いやぁぁぁっ、「６」が出ちゃったぁ!!（泣）

睦：さやかちゃん、よみがえってから本当にダイス目が悪くなったね。ホントに魂がなじんでいないからなのかなぁ？

さやか：一時的狂気に陥るかどうか、コロコロ……〈アイデア〉は成功。すべてがわかっちゃいました。

ＫＰ：まず、さやかちゃんは〈クトゥルフ神話〉を+1％すること。そして、狂気の内容は……先ほどから肉体の違和感を気にしているさやかちゃんは、そんな悩みから解放させてくれる場所があることに気づく。それは、この霧の奥にいるはずの大いなるものの腕の中だ。アザトースの御許で感じた全能感と開放感には遠く及ばないが、それでもすべてを委ねられる偉大な存在に身も心もささげることは、きっと人間とかショゴスとか、そんな悩みを忘れさせてくれるに違いない。

さやか：ど、どうしよう……これって自分から触手に連れて行ってもらいたくなるってことですよね。

ＫＰ：そうだね。普通に考えると、次のＳＴＲの抵抗表のロールはできないだろう。

さやか：こ、こうなったら、もうリボンを外すしか……。

佐々原：まだ早い、まだ早いっ!!

辰巳：空に持ち上げられても、即死ということはあるまい。もう一度くらいは生還のチャンスがあるはずだ。

さやか：そうですね。最後のチャンスを逃したら、その時はリボンを外しましょう。ルルイエに連れて行かれるよりはマシです。

ＫＰ：さて、境内の男たちは一人残らず持ち上げられ、誰もが睦ちゃんの太鼓に感謝している。一方、佐々原は白い触手をヒョイヒョイとかわし続け、辰巳先生は拝殿の手すりにしがみつき、さやかちゃんは──

さやか：うっとりした顔で海の向こうを見つめています。「宇宙の中心もいいけど、ルルイエも悪くないかも」

睦：さやかちゃん、それは駄目～!!（泣）

ＫＰ：といった状況だが、鬼面から聞こえる律動に従って太鼓をたたき続けている睦ちゃんは、やがて額にチリチリという痛みを感じてくる。そして、その痛みはなにか別の大いなるものの意識へと、君をつなげるのであった。では、ここで描写文を読ませてもらおう（コホン）。





　遠く、深く、そして冷たい海底で、巨大な山がよろめいた。

　いや、それは身じろいだのだ。

　その山は生きたまま死んでおり、夢を見ながらまどろんでいる。

　それでも多くのものの意識とつながっており、いつの日かやってくる目覚めの時を待っている。

　それは星辰正しき刻とき。

　この大いなるものが再び立ち上がった時、人間の世界はどうなるのか……想像することが恐ろしければ、いますぐに身も心をささげるべきだろう。

　いあいあ、くとぅるふ！

　ただ、その名を讃えるだけで恐怖は歓喜へと変わるのだ。






睦：「……たとえどれだけ恐ろしくても、私はその名を讃えたりしない！」

ＫＰ：そうしたいならば、君は駄太鼓をたたき切って、儀式を終わらせねばならない。変化する律動に合わせて反射神経で太鼓をたたくためには、ＤＥＸかＩＮＴの３倍でロールをしてもらおう。

睦：えーと、私のＩＮＴは14なので、３倍にすると42％ですね。ちょっと厳しいかも。

ＫＰ：ちなみに、さっきの〈芸術（ピアノ）〉に成功していれば５倍でロールできた。

辰巳：なるほど……そういう仕組みだったのか。

ＫＰ：これに失敗すると、睦ちゃんの意識は大いなるクトゥルフともっと深くつながってしまい、精神に多大な悪影響を及ぼすことだろう。

さやか：それは、うわさの失敗すると１Ｄ[image: ]ってやつでしょうか……。

ＫＰ：どうだろうねぇ。では、状況を整理しよう。〈回避〉に成功している佐々原は完全にフリー。触手につかまってしまった辰巳先生は、拝殿の手すりにしがみついて抵抗している。さやかちゃんは自分から触手に身を委ねてしまい、このままだと海に連れて行かれてしまうだろう。

辰巳：なんというか……あっちもこっちもきつい状況だな。

ＫＰ：ここからは戦闘ラウンドで処理をしていくので、まずはＤＥＸ21で触手の行動だな。

佐々原：ＤＥＸ18より速いとか、ボクのチャームポイントを奪わないでくださいよ。これだから神ってやつは！

ＫＰ：狂気に陥ったさやかちゃんは空に持ち上げられてしまうが、最初のラウンドではまだあまり高いところまでは連れて行かれていない。

さやか：「みんな、ルルイエで待ってるからね～」

ＫＰ：辰巳先生も触手に引っ張られるわけですが、二度目なので、触手のＳＴＲ５を＋１Ｄ６してください。

辰巳：うむむっ、だんだん力が強くなっていくのか。コロコロ……「５」が出てしまった。

佐々原：そ、それはまずいのでは。

ＫＰ：辰巳先生はＳＴＲ10に対する抵抗表のロールに失敗すると、さやかちゃんと一緒に空に持ち上げられてしまいます。

辰巳：ワシのＳＴＲは12だから、成功率は60％もあるぞ。コロコロ……おおっ、「01」が出たぞ！

全員：わ～～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：うーむ、この重要な場面で「01」を出したのなら、辰巳先生は力尽くで触手を振り払うことができたとしましょう。次のラウンドからは、好きに行動していいですよ。

辰巳：それはありがたい!!

佐々原：ボクは触手に捕まらないように、むったんのいる拝殿の中に飛び込んで、むったんが太鼓をたたき終えるまで待機します。むったんがおかしくなった時はフォローしますから。

さやか：私はルルイエに向かって空を飛んでいます。

ＫＰ：では、ここでいよいよ睦ちゃんの太鼓のロールだね。

睦：むむ～っ、これまで駄太鼓に関するロールは失敗続きでしたが、このクライマックスで成功させればすべてチャラ。一度で成功させます！

さやか：むったん、がんばって～～～！　でないと、私はルルイエに旅立ってしまうかも～。

睦：むむむ～っ、責任重大。ダイスに気合いを入れて～!!

さやか＆辰巳＆佐々原：成功しろ～～っ！（念を送っている）

睦：コロコロ……むはっ、成功しましたぁぁっ!!

全員：やったぁ～～～～～～～～～～っ!!

ＫＰ：なるほど……一度目で成功させたか。だったら、意識がルルイエの最深部に到達する前に太鼓をたたき終えることができたので、軽めの〈正気度〉ロールで済むよ。

睦：やっぱり、太鼓をたたく役は大変だなぁ。コロコロ……失敗です（泣）。

ＫＰ：失敗したならば、ルルイエの光景を目撃したことにより、正気度を１Ｄ８ポイント失う。

佐々原：この〈正気度〉ロール、ちっとも軽くないよ、キーパー！

睦：これまでずっと正気度を減らすときのダイスは「１」が出ていたけど……。

さやか：だったら、今度も「１」のはず。きっと、今日は「１」しか出ない日なんだよ（笑）。

睦：そうそう都合良く低い目が出るとは、コロコロ……むはっ、よりによって「７」でしたぁ！

ＫＰ：おやおや、一度に５ポイント以上減ったのなら、一時的狂気に陥らないか〈アイデア〉をしてもらおう。

睦：今度は失敗しないといけなんですよね。もう、忙しいなあ。コロコロ……あ～あ、成功しちゃった。

ＫＰ：だったら、まず睦ちゃんは〈クトゥルフ神話〉を+1％させてくれ。そして、太鼓の演者の狂気の内容はシナリオで設定されている。

睦：それって嫌な予感しかしません……。

ＫＰ：睦ちゃんはもはや自分の意思で太鼓をたたくのをやめることができない。手の皮が裂けて、ばちが折れようとも、太鼓をたたくことに執着し続けてしまう。それはまるで本当に鬼が乗り移ったかのようだ。ここで睦ちゃん以外の人は〈オカルト〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……ボクが成功しています。

ＫＰ：佐々原は気づくのだけど、もしや太鼓の演者は神を呼び出す者であると同時に、生け贄でもあるのかもしれないと推測できる。

辰巳：なるほど、山上老人の父親は、それに気づいたから逃げ出したのか……。

さやか：どうりで深きものたちも、自分たちでたたきたがらないわけですね。

佐々原：いか～ん、むったんを力ずくで止められますか。または鬼面をたたき割るとか。

ＫＰ：それは次のラウンドに挑戦してくれ。

佐々原：うううっ、むったんが心配だなぁ。




ＫＰ：では、第２ラウンドに突入だ。さやかちゃんを絡め取っていた触手なんだけど……睦ちゃんが太鼓をたたき終えると、徐々に実体を失って、ただの霧に戻ってしまう。

さやか：ええっ、そうしたら落っこちちゃいますよ!?

ＫＰ：落っこちるねぇ。幸か不幸か、まだ海までは連れて行かれていないので、境内を囲む雑木林の中に落ちることになるだろう。

さやか：「きゃあ～～～～～～!!」

ＫＰ：ここで〈跳躍〉に成功すれば、うまく受け身を取って落下のダメージを減らすことができるぞ。

さやか：華麗に着地を決めます。私の〈跳躍〉は47％。コロコロ……うにゃ～、失敗。ホント、今日は技能がなんにも成功しないです。

ＫＰ：触手に捕らわれてから、まだ第２ラウンドしか経過していないので、そこまで高いところから落下したわけではない。〈跳躍〉に失敗しても、ダメージは２Ｄ６で済むよ。

さやか：それでも「12」が出たら死んじゃう可能性が……もしも、６ゾロが出たら、その瞬間にリボンを取れるように、落っこちながらリボンに手をかけていますからね。

辰巳：こらこら、不吉なフラグを立てるんじゃない。

さやか：コロコロ……よかった「４」でした。これだったら気絶もしませんね。平気で動けます。

ＫＰ：地面に落下したさやかちゃんの目には、潮が引くように海原に去って行く白い霧が見える。一足先に自分たちから連れ去られることを望んだ深きものの男たちは、はるかなルルイエへと旅立ったようだ。

さやか：「待ってぇ～、私も連れて行ってぇ～～！」

ＫＰ：また、白い霧が消えてもダゴンはいなくならない。浅瀬に立ったまま、御権現神社の方を見つめている。

佐々原：このままだと、さやかちゃんがダゴンに食われちゃう。

ＫＰ：さて、そんな状況だけど、ＤＥＸ18の佐々原はどうするのかな？

佐々原：当然、むったんから鬼面を取り上げますよ！　どんなロールが必要なんですか？

ＫＰ：睦ちゃんは太鼓をたたくのに夢中だから、鬼面を取り上げるだけならロールは不要だ。羽交い締めにするとかだったら、抵抗するだろうけどね。

睦：邪魔したら、ばちでボコボコにするから。

佐々原：ゾゾ～～ッ、むったんの邪魔をしないように、そっと近づいて鬼面を取ります。

ＫＰ：そんなふうに佐々原は睦ちゃんから鬼面を外すと……なんと、鬼面の下から現れたのは、またも鬼の顔であった！

全員：ええ～～～～～っ!?

ＫＰ：いや、よく見れば、それは鬼のような形相をしている睦ちゃんの顔だ。しかし、額から流れる鮮血に染まった顔、大きく見開かれた目、荒々しい息をつく口、振り乱した髪……それはまさしく鬼そのもの。いつも睦ちゃんを猫かわいがりしている佐々原は、まるで別人のように荒ぶる彼女を見たことにより〈正気度〉ロールだ！

佐々原：こ、これは確かに〈正気度〉ロールものですよ。まさか、むったんの顔を見て〈正気度〉ロールをさせられる日が来るとは。コロコロ……でも、成功していますけどね（笑）。

ＫＰ：だったら正気度は減らない。今日の佐々原は調子がいいようだな。

佐々原：鬼面を外したけど、むったんはおとなしくなりますか？

ＫＰ：いいや、全然変わらないね。そもそも鬼面を外しても、あまり変わらない顔をしているし。

睦：そ、そんなにいまの私って恐ろしい形相をしているんですか!?

ＫＰ：そりゃあ、〈正気度〉ロールをさせられるくらいだから、ただ事ではないだろう。おっと、ここで佐々原は〈目星〉をしていいよ。これは重要なロールだから頑張って成功させるように。

佐々原：むったんのために成功させる。コロコロ……はい、成功です！

辰巳：本当に、今日の佐々原は調子がいいなぁ。

ＫＰ：君は気づくのだけど、鬼面の裏側についているウロコと睦ちゃんの額の傷の間に細くて赤い糸のようなものがつながっている。なんと、これは血の滴がチェーンのようになったものであり、睦ちゃんからウロコへとギュンギュン吸収されていっているのだ。

睦：なんか吸われてる～～!?

佐々原：それって、手のひらで止められないんですか!?

ＫＰ：手のひらをかざしても止まる気配はない。きっと、物理的なものではなく、魔術的なものなのだろう。

佐々原：だったら、ウロコをたたき割る！

ＫＰ：もちろん、それに挑戦することは可能だが、さすがに次の行動になってしまうね。

さやか：ＤＥＸ15の私は、フラフラと海に向かっています……。

辰巳：次はワシの番だが……ここは悩ましいな。睦くんを助けるためにウロコを割るか、さやかちゃんを助けるために石段を下りるか。

さやか：私はあと何ラウンドくらいでダゴンのところまで行っちゃうのでしょう？

ＫＰ：少なくとも、次のラウンドということはないよ。ダゴンの方から迫ってこないのなら、３ラウンドくらいじゃないかな。

辰巳：意外と余裕がないな。ウロコを割るにはどんな技能が必要なんだ？

ＫＰ：ダメージを与えて割るのが効果的かと。そんなに耐久力があるとは思えないけど、ちょっとだけ装甲がありそうだ。

辰巳：この大きさのウロコの強度がどのくらいなのか〈生物学〉でパッと思いつかないか？

ＫＰ：いいでしょう。〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……よし、成功している。

ＫＰ：このウロコは硬そうだけど、それだけに一度に大きなダメージを受けると陶器のように割れそうな材質だ。だから、装甲は高めなんだけど、耐久力はほとんどないと思ってちょうだい。

睦：なるほど。ちまちまとしたダメージを与えても壊せないってことですね。装甲が３くらいで、耐久力は２ポイント辺りかな。

ＫＰ：（相変わらず鋭いな）まあ、そのくらいと思ってくれれば。

佐々原：だったら、ボクの〈こぶし〉でいい目が出れば壊れるくらいかな。

さやか：私がいれば空手キックで一撃なんですが……ごめんなさ～い。




◆むったんのワンポイントスケッチ「装甲」

　どうも、好きな戦車はシャーマンな日野睦こと、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』における「装甲」とは、ダメージを受けたときに、どれだけその威力を減らせるかを表しています。効果としては、ダメージのポイントを装甲のポイント分だけ減らすというものが多いですが、クリーチャーなどの装甲には、「貫通する武器では最小限のダメージしか与えられない」とか「物理的な攻撃では傷つけられない」といった特殊なものもあり、クリーチャーの強さの源となっています。

　物理的な攻撃は無効──って、普通の探索者は魔術的な武器なんて持っていませんから、それって絶対にダメージを与えられないってことですよね。

　人間も革のジャケットやヘルメットを装着することで装甲が得られますが、実際、ゲーム内でどのような効果があるかはキーパーと相談した方がよいでしょう。

　ちなみに、このキャンペーンでは、探索者が軍用ボディ・アーマーやヘルメットで防御を固めて行動することは自じ粛しゅくしています。装甲はかなり強力な効果があるため、ゲームの雰囲気が変わってしまうこともあるからです。








辰巳：うむむむ～っ、装甲があるとなると、ダメージ・ボーナスのないワシがたたいてもびくともしなさそうだ。となると、さやかちゃんを正気に戻した方が、ウロコをたたく要員も増やせて、一石二鳥か。

睦：いまのところ、私は鬼女となって太鼓をたたいているだけで実害はないので、さやかちゃんのピンチをどうにかしてあげてください。

佐々原：あっけらかんと実害はないって言うけど、そんなひどい顔していたら、世間の方たちのむったんの好感度がどんどん下がるからね。少なくとも、ボクはそんなむったんを見てられないよ（泣）。

辰巳：うーむ、よし決めた。ワシはさやかちゃんを追いかけよう！

ＫＰ：了解です。辰巳先生はＤＥＸの５倍のロールに成功したら、このラウンドでさやかちゃんに追いついて、次のラウンドで〈精神分析〉に挑戦できることにしましょうか。

辰巳：ショゴス増殖槽で右腕を取り戻してから、ワシのフィジカル面は昇り調子。ここでも成功させる。コロコロ……ぐぬぬっ、失敗してしまった。

ＫＰ：まあ、失敗しても、次のラウンドでは追いつきますから。もちろん、さやかちゃんが全速力で逃げ出せば別ですが。

さやか：逃げませんよ。ルルイエの素晴らしさを讃えながら、ゆっくり、ゆ～っくりと石段を下りていきます。

睦：私は太鼓をたたく以外の行動はできませんよね。ドンドコ、ドンドコ、ダゴン太鼓をたたいています。




ＫＰ：では、第３ラウンドに突入だ。鬼面を外された睦ちゃんはＤＥＸ20のタイミングで、額からギュルギュルとなにかが吸われていく。

佐々原：ＤＥＸ20……って、さっきと変わっていませんか？

ＫＰ：これは別の存在──ぶっちゃけ、ダゴンのＤＥＸだ。ウロコにどんどん生気が奪われてくため、睦ちゃんは１Ｄ４ポイントのダメージを受けることになる。あと、ついでに〈アイデア〉をしていいよ。

睦：コロコロ……「１」だったので、残り耐久力は11です。〈アイデア〉は、コロコロ……成功。

ＫＰ：なんかこの生気の吸われる勢いは、少しずつ加速しているみたいだ。この調子だと、次のダメージを決めるダイスは増えている気がする。

睦：むはっ、１Ｄ４ならしばらく余裕と思っていたけど、あまりのんびりとはしていられないのかも。

佐々原：ボクらは、誰ものんびりなんかしていないからね！　ダゴンの行動が終わったのなら、ＤＥＸ18で鬼面のウロコをたたき割ります。

辰巳：よしっ、このラウンドで決めてくれ！

佐々原：問題は、ダメージが高くて貫通する可能性もあるけど命中率が低いナイフで攻撃するか、命中率が高いけどダメージが低いこぶしにするかですね。

辰巳：うう～む、難しいところだが……一発に賭けるよりは、堅実にダメージを入れていった方がいいんじゃないだろうか。装甲があるといっても、どうせ２～３ポイントだろう。佐々原はダメージ・ボーナスが１Ｄ４あるんだから、まったくダメージが入らないということはないはずだ。

佐々原：そうですね。当たらなければ意味がない。ここは正拳突きで、瓦割りのようにしてたたき割ります。〈こぶし〉の成功率は74％で、コロコロ……成功！

全員：わ～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

佐々原：ボクの〈こぶし〉のダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４です。コロコロ……なっ、両方「１」で合計２ポイント。

ＫＰ：……それだとウロコはヒビも入らないな。

佐々原：装甲に阻まれたか。よりによって、たった２ポイントだなんて（泣）。

さやか：このラウンドも、私はのろのろと石段を下るだけですね。

辰巳：では、このラウンドでようやくワシは追いつくが……さっきのラウンドでＤＥＸの５倍ロールに失敗しているので〈精神分析〉はできない。さやかちゃんの肩に手をかけるくらいで終了か。無念。




ＫＰ：あまり状況が好転しないまま、第４ラウンドに突入。まずはダゴンの番で、睦ちゃんの額から生気を吸い取る。その勢いは増すばかりで、次のロールは１Ｄ６でやってもらおうか。

睦：むむむ～っ、これは結構痛いですよ。コロコロ……よかった「２」です。残りの耐久力は９。

佐々原：これって、次のダイスは１Ｄ８になるってこと？

睦：そんな気がするね。１Ｄ８なら、まだ即死はないけど……かなり余裕がなくなってきた感じ。

佐々原：これはまずい、まずいですよ。ナイフにするか、こぶしにするか悩んだけど……やっぱり、命中率を重視して、こぶしで殴ります。コロコロ……よっしゃあ、成功。

さやか：佐々原さん、大事なのは次のダメージのダイスですよ！

佐々原：さっきの出目はなにかの間違いだから。今度は最大値を出してやるさ。コロコロ……なぁぁっ、また「２」が出た～～っ!?（泣）

全員：ええええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：だったら、ウロコはびくともしない（なんか、まずい流れのような気がしてきたぞ）。

辰巳：「さやかくん、しっかりしたまえ。君がいるべき場所はこっちだ！」と、海を見つめているさやかちゃんを振り向かせて〈精神分析〉をするぞ。

ＫＰ：睦ちゃんの方も危険だけど、さやかちゃんを正気に戻せないと、このままダゴンの下に行ってしまうかもしれません。こちらも重要なロールですね。

辰巳：そんなことはわかっておる。コロコロ……「81」だったが、大丈夫。これでも成功している。

さやか：よかった。辰巳先生の言葉でわれに返ります。「私が間違っていました。私の帰るべき場所は、海なんかじゃなくて、もっと広大な世界……そう、宇宙でしたね（ニッコリ）」

睦：ちっとも回復していな～い（笑）。




ＫＰ：さて、第５ラウンド。さやかちゃんはダゴンの誘いを拒絶できたけど、睦ちゃんは無慈悲に生気が吸われ続けている。次のダメージのダイスは、みんなの予想通り１Ｄ８だよ。

睦：やっぱり～！　そろそろ意識不明になりそうです。コロコロ……むはっ、「６」が出ちゃった。

佐々原：それはまずいよ、むったん!!

睦：残りの耐久力は３ポイントになりました。一度に現在耐久力の半分以上のダメージを受けたので、ＣＯＮの５倍ロールをします。コロコロ……こちらは成功。頭から血を流してフラフラになりながらも、太鼓だけは勇ましくたたき続けています。

辰巳：いったい、睦くんのなにがあそこまで太鼓をたたかせるのか……。

ＫＰ：次は佐々原の番だけど（なんか予想以上に苦戦しているな）。

佐々原：これって、むったんを〈応急手当〉しないとまずいのでは……？

辰巳：うう～む、次のダメージのダイスが１Ｄ10だと考えると、とても１Ｄ３ポイントの回復では追いつかないだろう。ワシらにできることはウロコをたたき割ることだけではないのか？

佐々原：けど、１Ｄ３回復させれば、次のダメージを受けたとき、むったんの生き残る確率を10～30％もアップできるってことですよ。

辰巳：なるほど……そういう考え方もあるか。

さやか：キーパー、石段の途中にいる私たちは、このラウンドでむったんのところに戻ることはできるんですか？

ＫＰ：（かなり厳しい状況だから、睦ちゃんが生き残るチャンスが増すようにしてあげないと）そうだね……ＤＥＸの５倍のロールに成功したら、このラウンドで戻って行動もできることにしよう。

辰巳：だったら、ワシが急いで戻って、睦くんを〈医学〉で手当てするから、佐々原はウロコを壊すのに専念してくれ。おまえの出目がさえれば、一発で解決できるはずだ！

佐々原：り、了解しました。三回連続で「２」が出るわけがない。次はきっと最大値の「７」が出ます。

睦：ウロコの装甲が２ポイントで、耐久力が５だとすると、「７」が出れば一撃で割れる計算だね。

佐々原：そうか、キーパーはボクに見せ場を用意するために、あえてそういう数値にしているんだな。ここは期待に応えねば（笑）。

さやか：すごいポジティブ・シンキング！

辰巳：なんでもいいから、とにかく〈こぶし〉に成功させて、２ポイント以上のダメージを与えてくれぇ!!

佐々原：これまでにないプレッシャーを感じる。コロコロ……命中はしています。

さやか：そこまではいいんですよね。そのあとがひどいだけで。

佐々原：ひどいとか言うな。最後は、最大値で決めてやるよ。１Ｄ３＋１Ｄ４で、コロコロ……うっ、また「２」が出ました。

全員：……………………（重い沈黙）。

ＫＰ：なんというか、佐々原のダメージの出目はひど過ぎるな。

佐々原：うう～っ、これでむったんが死んだら、ボクの正気度はきっとゼロになっちゃうよ。

ＫＰ：……では、気を取り直して、次は辰巳先生に正気に戻してもらった、さやかちゃんの番だけど。

辰巳：「さやかちゃん、なにも聞かずに境内にある鬼面のウロコを壊してくれ！」

さやか：「はいっ、任されました！」って、なんの疑問も抱かずに全速力で睦ちゃんのところに戻りますよ。ＤＥＸの５倍は75％。コロコロ……成功です。

睦：私のさやかちゃんが帰って来てくれた～～!!

さやか：そのままの勢いで、佐々原さんの持っている鬼面に跳び蹴りします。「必殺・空手キ────ック!!」

ＫＰ：（ホッ、これで一安心だな）

さやか：〈マーシャルアーツ〉と〈キック〉を同時に、コロコロ……はぎゃあ、失敗しました！

全員：えええええ～～～～～～～～～～～～!?

辰巳：ど、ど、どうした、さやかちゃん。いつもならここは決めるところだろう？

さやか：やっぱり体がなじんでいないみたいです～～～（泣）。

ＫＰ：（ここでさやかちゃんが外すとは、本気で嫌な予感がする流れだな……）

辰巳：これはまずい。ワシも急いで戻るぞ。コロコロ……ＤＥＸの５倍は成功。石段を一気に駆け上がった。

睦：すごい、辰巳先生。アーカムから帰ったら、若返ったみたい（笑）。

辰巳：予定通り、ここは睦くんの耐久力を〈医学〉で回復させて、次のラウンドの生存率を高める作戦が良いと思うのだが……どうだろうか？

さやか：それでいいと思います。次のラウンド、佐々原さんと私で決めますから！

辰巳：それでは生気を吸われて弱っている心臓をマッサージしよう。コロコロ……〈医学〉は「04」で成功。回復するのは、コロコロ……す、すまん。１Ｄ３で「１」が出てしまった。

佐々原：うううううっ、まずいよ、まずいよ。大丈夫なの？　大丈夫なの、むったん!?




ＫＰ：さて、これですべてが決まるだろう第６ラウンドだ。とうとうダゴンは海岸線から国道に上陸して、境内に続く石段に足をかけている。やつの巨体ならば、すぐに上って来ることだろう。

佐々原：ああああっ、こっちからもやばいのが来てる～～っ!!

ＫＰ：そして、生気を吸われる睦ちゃんだが、次のダメージのダイスは──

全員：ダイスは……（ごくり）。





　この瞬間、キーパーは猛烈に悩んだ。

　いまの状況は単純にダイス目が悪いせいで起きた、キーパーも想定外のイレギュラーなピンチだ。

　もちろん、ここでダメージのダイスを減らすといった手加減をするのは簡単だ。

　でも、１Ｄ８の次のダイスを１Ｄ10以下にするもっともな理由が思いつかないし、突発的にダゴンが介入して、イベントの方向性が変わるというのも強引なような気がする。

　なにより、睦ちゃんのプレイヤーは、キーパーに手加減をされるとしらけるというガチなプレイスタイルを好むタイプだった。勘の良いプレイヤーだけあって、ここで手加減すれば、すぐに見透かされてしまうだろう。

　そこで、ここはプレイヤーの悪運を信じて、シナリオの設定通りのダメージを告げることにした。

　キーパーとしては、ここで睦ちゃんに死んでもらいたくなかったので、この宣言はものすごくハラハラした瞬間だった。いくら多くの権限が与えられているキーパーであっても、逆らえない「流れ」というものがあるものだと、この時は実感させられたね。






ＫＰ：予想通り１Ｄ10だっ！

全員：うう～～～～～～～～～～～～～～ん。

睦：覚悟はしていましたけど、やはりそうですか。ちなみに、現在の耐久力は４です。

さやか：つまり、「１」を出せば、あと４ラウンドも持つ！

睦：その通り。「１」を出し続けてればいいだけのこと。

全員：「１」出ろ～～～っ!!

睦：では、行きます。コロコロ……むむっ、「４」です。ぴったり耐久力がゼロになってしまいました。

さやか：むった～～～～～～ん!!（泣）

睦：誰かが手当してくれなければ、このラウンドの最後に死んでしまいますが……。

辰巳：いや、ここで耐久力がマイナスにならなかったのは僥ぎょう倖こうだろう。ワシの番で成功率94％の〈医学〉で手当をすれば助けられる。

佐々原：じゃあ、ボクは〈応急手当〉はしないで、ウロコに攻撃した方がいいですか。念のため、二人で手当をするというのもアリかと思ってましたけど？

辰巳：攻撃がいいだろう。そもそもウロコが割れなければ、睦くんは助けられないんだ。

さやか：ダゴンもそこまで来ていますしね。これが最後のチャンスですよ。

佐々原：わかりました。では、今度も〈こぶし〉で殴ります。コロコロ……「24」で成功。というか、この出目だったら四回とも〈ナイフ〉でも成功していたよ！（泣）

さやか：佐々原さんって、命中させるときの出目だけはいいですよね。

佐々原：今度こそ、最大値を出して、ボクがむったんを助ける。ダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４で、コロコロ……「１」と「２」が出ましたけど？

さやか：…………えーと、つまり、それって合計のダメージは？

佐々原：…………３ポイントです。

ＫＰ：…………それだとウロコにはヒビも入らないな。

佐々原：そ、装甲は３ポイントもあるの!?

睦：むむ～っ、これは装甲は３ポイント、耐久力は１と見ました。ダメージ・ボーナスがゼロの人が〈こぶし〉で殴っても壊れないという絶妙なバランスにキーパーはしたのでしょう。

さやか：ということは、私の空手キックが外れたら、もうあとがない？

睦：辰巳先生が１Ｄ３ポイント回復させてくれても、次のラウンドは１Ｄ12くらいのダメージが来そうだから、耐久力がマイナスになり過ぎて回復が追いつかないかと。

さやか：そんなぁ～～～～～～っ！（泣）

睦：まあ、探索者が死ぬときって、こういうダイス目の悪さが続いたときだから。気楽に、気楽に。さやかちゃんのせいじゃないから。

佐々原：不吉なこと言わないでよ！　まだ死んだわけじゃないから!!

さやか：私の〈キック〉は66％。〈マーシャルアーツ〉は69％です。だから、成功率は66％。

辰巳：さやかちゃんは〈キック〉の方が成功率低いのか……。

睦：意外とさやかちゃんの〈キック〉って、成功率が低いんだね。

佐々原：なんか90％くらいあるイメージだったけど。

さやか：これまではダイス運で強引に命中させてきたんです。でも、なんか今日は自信がない……。

辰巳：こらこらこらこらっ、そんな弱気でどうする！

さやか：そ、そうですね。これまでのひどいダイス目は、新たな肉体をなじませるためのウォーミングアップ。この一撃で、さやかは完全復活を遂げます。みなさん、拍手の準備はいいですか？

全員：がんばれ～～～～～～～～～～～～っ!!（全員起立して、拍手の準備）

さやか：ふわぁぁっ、緊張するなぁ。なんだか、これまでで一番緊張しています。深呼吸させてください。

全員：ふぅ～～～～～っ！（大きく息をつく）

さやか：……では、行きます。

ＫＰ：（さやかちゃん、頼んだよ。記念すべき第十シーズンの一話目なんてタイミングで睦ちゃんに変わって新探索者が参戦なんて展開はキーパーとしても困る）

さやか：「必殺・空手キ───────ック!!」っと、コロコロ……せっ、成功～～～～っ!!

全員：いやった～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：（よかった……本当によかった）

睦：いやっ、それでもまだ割れない可能性が。２Ｄ６＋１Ｄ４だから、全部「１」が出たらビクともしない。

さやか：もう完全復活しましたから、そんな佐々原さんみたいな出目はでません（笑）。

佐々原：ボクのことはなんとでも言っていいから、とにかく睦ちゃんを助けて安心させてくれ～～っ！

さやか：軽く二桁ダメージを出してあげますよ。コロコロ……ありゃ、二桁には届かず「９」でした。

ＫＰ：大丈夫。それなら楽にウロコ二枚分は割れるダメージだ。睦ちゃんの推理通り、こいつの装甲は３、耐久力は１しかなかったのだ。

佐々原：なんだよ、４ポイント与えれば良かっただけなのか……１Ｄ３＋１Ｄ４で「４」なんて当たり前に出る目だったのに、どうしてここまで苦戦させられるのか！

さやか：あ～～～っ、ダイスを振るのが怖かったぁ。でも、成功して良かったぁ～。

ＫＰ：安心するのはまだ早いけどね。

睦：そうです。いまの状態だと、私の心臓は止まっていますから。

辰巳：もちろん、ワシがすぐに治してやる。

ＫＰ：それでも６％の確率で失敗するんだよね。もう助かった気分でいたけど、これも重要なロールだな。

辰巳：失敗することなどありえん。コロコロ……「86」で成功！

佐々原：辰巳先生じゃなかったら失敗する出目ですよ。ヒヤヒヤさせないでください！

辰巳：コロコロ……３ポイント、耐久力が回復したぞ。

睦：むはっ、三さん途ずの川から戻ってきました。いまの私はどんな状況なんでしょう？

ＫＰ：安心してくれ。ウロコが破壊されたことで、睦ちゃんは完全にダゴンから解放された。

睦：ほっ、よかった。これでひと安心。

ＫＰ：ただ、そんな目を覚ました睦ちゃんを上の方からのぞきこむ黒い影がある。それは長い年月を生きて、人類をはるかに超越した存在となった、海神ダゴンの巨大な御姿だ。

睦：「あわわわわわ……」

佐々原：むったんを抱えて逃げますよ！

ＫＰ：いやいや、安心してくれ。睦ちゃんは気づくのだけど、つながりを失ったことで、ダゴンは君に興味を失っている。というより、君を見放して加護を与えることをやめたようだ。

睦：あっ、はい。私みたいなのは無視してくださって結構ですので。

ＫＰ：そして、ダゴンはウロコのついた巨大な手を伸ばすと、たったいまさやかちゃんによって割られた自分のウロコのついた鬼面をつまみ上げる。

辰巳：そっちが目的だったのか。

ＫＰ：そして、ダゴンはその巨体でくるりときびすを返すと、ずしん、ずしんと足音を立てて、ゆっくりと石段を下り、やがて月が照らす海原に消えていくのだった……かくして、御権現神社はダゴンからの加護を再び失ってしまった。これで二度と駄太鼓がたたかれることもないだろう。




睦：「でも、私の心にはあの音色がまだ残っている……」




◆◇◆




辰巳：──って、きれいにまとめようとしても、ワシらは納得していないからな！

佐々原：そうですよ。なんで深きものなんかのために、ボクらが苦労して太鼓をたたかにゃならんのですか！

ＫＰ：けれど、君たちが太鼓をたたかなかったら、恨みを募らせた深きものたちがダゴンのパワーで輪島市を壊滅させていたと思うよ。

佐々原：だから、鬼面は返すから、あいつらで勝手に太鼓をたたけって言うんですよ。この太鼓って完全にわなじゃん。たたいた人の魂がダゴンにもってかれちゃうじゃん。

ＫＰ：うん、だから連中も太鼓のうまい人間にたたかせたかったんだ。

辰巳：なんというやつらだ。深きものなら、ダゴンの生け贄になるのは光栄くらいに思え！

ＫＰ：嫌だよ。ルルイエに行けば、永遠に生きられるのに……。

辰巳：見損なったぞ、深きものたち。いままでも許せなかったが、今回のことでさらに許せない存在となった！

さやか：でもでも、これだけ世話してあげたんですから、今度会った時は、深きものたちから恩返しがあるのではないでしょうか？

佐々原：なるほど、当然あるよね。亀だって助けたら、恩返しするんだから！

睦：それって竜宮城という名のルルイエに連れて行かれちゃうんじゃないの？（笑）

ＫＰ：わかった、わかった。次に深きものに遭遇した時、〈幸運〉で「01」が出たら、そいつは御権現神社の深きもので、君たちに恩があることにしていいよ。

さやか：ホントですね。絶対ですよ。ちゃんと探索者シートにメモしておきますからね！（笑）

ＫＰ：（今回のクライマックスは大ピンチだったせいか、みんなピリピリしているなぁ）かくして、失われた駄太鼓──いや、駄権乗太鼓を復活させて、地上に縛られた深きものたちの恐るべき儀式を阻止した探索者たちは、１Ｄ10＋１正気度ポイントを獲得する。

さやか：私、今回のゲームで14ポイントも正気度が減っているのですが……（泣）。

ＫＰ：また、駄太鼓をたたいた探索者は、ご苦労様ということで＋１Ｄ６ポイントのボーナスがつく。

睦：やったぁ～～！　私も10ポイント減っているので、１Ｄ10＋１では厳しかったんですよね。

ＫＰ：ところで、今回、男性陣の正気度が全然減っていないよね。佐々原は３ポイント、辰巳先生はたった２ポイントだけしか減ってない。

さやか：ええええ～～～っ、うらやましい！

佐々原：でも、むったんのピンチのせいでプレイヤーの正気度はごっそり減ってるからね！





　正気度の減少では男女で明暗がくっきりと分かれたが、正気度獲得のダイスロールでは、さやかちゃんの一人負けとなった。なお、佐々原の出目は「９」であったが、最大正気度のせいで３ポイントのみの回復となっている。







　さやか：シナリオ終了時36ポイント＋獲得４ポイント＝合計40ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時46ポイント＋獲得10ポイント＝合計56ポイント（開始時から+8ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時72ポイント＋獲得３ポイント＝合計75ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時48ポイント＋獲得14ポイント＝合計62ポイント（開始時から+4ポイント）






さやか：まさかの正気度最下位。むったんや辰巳先生よりも低いなんて……。

辰巳：さやかちゃんには悪いが、今回は大回復させてもらったよ（ホクホク）。

睦：私もまさかのプラスでした。正気度を60台に戻せたのはうれしいなぁ。

さやか：次回、正気度40スタートは怖過ぎます。もう、〈正気度〉ロールに成功する気がしません。いつでもリボンを外せるようにして、アルティメット化する準備をしておかないと……。

佐々原：そう言えば、水無瀬先生はどうしているだろう？

辰巳：まだ警察にいるんじゃないのか？

さやか：ホント、あの先生は不幸ですよね～。

ＫＰ：このシーズンのテーマは大学なので、さやかちゃんが望めばまたきっと会えると思うよ。キーパーもヒヤヒヤさせられた『るるいえあかでみっく』第一話だったけど、無事に終えられてよかった。みなさんお疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～！

佐々原：本当に今日は疲れたよ……（泣）。










第一話終了・睦むつみちゃんとの反省会




ＫＰ：睦ちゃん、大ピンチだったね！

睦：さすがに死ぬかと思いました。序盤の観光気分とは打って変わっての、ハードなクライマックスでしたね。

ＫＰ：キーパーとしてはそんなに厳しいロールを要求したつもりはなかったんだけど、さやかちゃんの出目が悪いと、こんなにピンチになるとは。

睦：これまでさやかちゃんのダイス運を計算に入れてバランス調整していたとか？

ＫＰ：いやいやっ、そんなつもりはないけど……無意識のうちに、「さやかちゃんなら、なんとかしてくれる」なんて気持ちがあったのかもしれないね（笑）。

睦：辰巳先生とタマ兄にいは、深きものの代わりに儀式をさせられたことをブーブー文句言ってましたね。

ＫＰ：すんなり儀式が終われば、厄介払いをしただけで終わっただろうけど、睦ちゃんがあそこまで死にそうになると、「なんでオレたちが、深きもののためにこんな苦労を！」みたいな気分になったのかも。鬼面に生気が吸い取られるイベントで、だんだんダメージが増えていくのは、正直やり過ぎだった。反省してる。

睦：シナリオの構造としては、クリーチャーを退散させる解決方法ですから、そこまでおかしくはないけど、探索者が深きものたちが喜ぶことをしてやっているのが釈然としなかったのかも。あのあと、深きものがクトゥルフに食われてしまえばスカッとしたかな。

ＫＰ：海に帰ることのできなくなった深きものたちの悲哀みたいなものを感じてもらえたらと思っていたのだけど……深きものには良い印象がないし、それはちょっと無理な願いだったかなぁ。

睦：深きものをどうにかしないと、輪島市が滅びちゃうみたいな情報がもっと早めに出ていれば、また違った印象になったかも。

ＫＰ：そうだね。御権現神社に取引に向かう前に、もっと探索者の目的をハッキリさせるべきだった。

睦：それにしても、大学がテーマという割には、舞台は全然違っていましたね。

ＫＰ：ずっと大学のキャンパスが舞台だと窮屈な気がするから、最初は水無瀬准教授のアカデミックなお仕事に同行するという展開にしたのだけど……。

睦：そうだったんですか。水無瀬先生の不幸なシーンばかりが思い出に残っていて、アカデミックなイメージがありませんでした（笑）。

ＫＰ：彼は正気度が低いからね。心が壊れやすいんだ。

睦：それなのにお面を被るから……もう。

ＫＰ：ボクとしては、水無瀬先生が不幸になると、さやかちゃんが凄く心配そうにフォローするのが楽しいんだよな。どうして、あんなに気にかけているんだろう？

睦：母性本能をくすぐるんじゃないですか？

ＫＰ：なるほど、さやかちゃんはダメ男に尽くしちゃうタイプなのか（笑）。

睦：水無瀬先生はダメ男じゃありません！（笑）

ＫＰ：まあ、次からは御津門大学を舞台としたシナリオが続くので安心してくれ。

睦：私たちは高校生なんですが大丈夫なんですか？

ＫＰ：そのへんはちゃんと考えておくよ。辰巳先生や佐々原を高校である御津門学園に潜り込ませる口実を考えるのに比べたら、御津門大学はオープンな校風だから楽なもんさ。

睦：そして、第十シーズンまで来て、ようやくタマ兄の大学生活が公開されるわけですね。

ＫＰ：なんか佐々原は要領よく単位を稼いで、大学にはほとんど顔出していないような気がする。

睦：むむ～っ、誰もがうらやむような、気楽で優雅な大学生活を送っていそう。

ＫＰ：まあ、それも次回でおしまいだ。腕によりをかけた宇宙的恐怖で、佐々原のキャンパスライフをダークなものに彩ってやろう。うひひひっ。

睦：キーパー殿も悪ですなぁ。むふふふ～。





　まずは御み津つ門かど大学の水み無な瀬せ准教授を登場させたので、次のシナリオでは、いよいよ辰巳先生と佐さ々さ原はらの大学──御津門大学を舞台にするつもりだ。

　先にも言ったように『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』と大学の相性は良くて、大学の研究室でクトゥルフ神話に関わるものが研究されているとか、オカルトサークルの大学生が軽いノリで禁断の儀式を再現してしまったとか、大学に昔から所蔵されているアーティファクトが眠りから覚めて事件を引き起こすとか……シナリオのネタはいくらでも思いつく。

　ただ、いろいろあり過ぎて、逆に「これ」というものがなかなか決まらない。

　こういう時のコツは思考に方向性を与えることだ。

　大学というテーマは汎用性が高いと同時に、範囲が広過ぎて、イメージがぼんやりとしてしまう。

　そこで「大学」に、もうひとつのテーマをプラスして、もっと範囲を狭めれば、思考も散漫にならずに済むというわけだ。

　シナリオ造りのコツとして、三つのキーワードを先に決めてから考える「三題噺ばなし」や、登場させたいクリーチャーや神格を決めてから考えるというのがあるけど、それと同じだね。

　そこで、もうひとつのテーマとしてボクが選んだのは『アーカムのすべて』などの「ラヴクラフト・カントリー・シリーズ」のソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ キングスポートのすべて（以降、キングスポートのすべて）』だ。

　キングスポートとはアーカムからほんの５kmしか離れていないところにある、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの小説「魔宴」や「霧の高みの不思議の家」などの舞台となった港町だ。そこは芸術家たちの集まる美しい観光地だけど、当然、宇宙的恐怖も潜んでいる。

　日本の大学である御津門大学と、アメリカのキングスポート（しかも、１９２０年代の）をどのように結び付けるか？

　思考をそこに集中させたおかげで、なんだかイメージが湧いてきた。

　ボクの個人的なイメージでは、キングスポートはガッツリしたホラーよりも、幻想的な雰囲気が似合う町だ。覚醒の世界とドリームランドが交錯する「霧の高みの不思議の家」は、特にそんな感じの小説でボクの好きな作品でもある。

　だったら、そのドリームランドの幻想的な雰囲気を御津門大学にも取り入れてはどうだろうか？

　学問の殿堂である大学にいたのに、いつのまにか幻想的な世界（クトゥルフ神話で幻想的と言えば、当然、あそこだ）に迷い込んでしまう──そんな感じのシナリオにしてみたい。

　これまでどちらかと言えば、るるいえ堂の探索者たちは理詰めで動くことが多かったけど、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にはこうした幻想的な世界を味わうという楽しみ方もあるんだ。毎回、夢のような世界をさまようのでは飽きちゃうけど、たまにはこういうシナリオもよいだろう。

　ちょうどいいことに『キングスポートのすべて』に掲載されているシナリオの「世界の縁の家」は、そうした雰囲気を出すための参考になってくれた。

　よし、第二話はボクの好きな小説「霧の高みの不思議の家」と、シナリオ「世界の縁の家」のオマージュ的な内容にしようかな。

　あとは、せっかく佐々原の大学生活がクローズアップされるのだから、佐々原に関係するＮＰＣやイベントを多めにしてあげよう。

　最初は佐々原にとってうれしいイベントを用意して、そのあとは恐ろしいイベントで翻弄する。

　上げて、落とす──これがプレイヤーの印象に残るゲームを生み出す基本だよね。





















モテモテの佐さ々さ原はら




ＫＰ：睦むつみちゃんが死の瀬戸際に立たされ、水み無な瀬せ准教授の社会的信用が危うくなった名状しがたき夏休みから数か月が経過して、今回のゲームの季節は秋となる。

さやか：まだなにも遊んでいないのに、夏休みが終わってしまった！

佐々原：ヨグ＝ソトースの時空輪廻がなかったら、ボクらはあっという間に歳取っちゃうね。

睦：といっても、現実の時間でも、このキャンペーンが始まってから七年近くたっているんだけど。

さやか：いつの間にやら、さやかともずいぶん年が離れてしまいました……さやかって、若くていいですね。高校生っていいですね。

ＫＰ：なんか切実な言葉だ！

辰たつ巳み：……ワシが辰巳の年齢に追いつく時も来るかもしれんのぉ（ヨボヨボ）。

睦：プレイヤーばかりが歳を重ねて、探索者が若いままというのは、なんだかヴァーチャル系のＳＦみたい。




ＫＰ：さて、前回は佐々原の大学を御み津つ門かど大学に決めてもらったので、今回のゲームの舞台は御津門大学を舞台にしようかと思う。ここは辰巳先生の勤め先でもあるからね。

辰巳：なんだか御津門大学で授業しているより、御津門学園の理事長代理をしている時間の方が長いような気がする。京みやこくんも正気に戻ったのだし、理事長職に復帰してもらいたいな……。

ＫＰ：第一話から数か月経過しているので、君たちには「幕間の成長」で三回の経験ロールをさせてあげよう。

睦：今回のオススメ技能はなんですか？

ＫＰ：〈登とう攀はん〉だよ。

辰巳：なんで大学が舞台なのに〈登攀〉が!?（笑）

ＫＰ：大学は舞台だけど、テーマは幻想的な感じなシナリオだと思ってくれ。

佐々原：それは幻想というより、幻夢境ドリームランド的だったりして……？

ＫＰ：まあ、否定はしないよ。というか、事前に予告しておくけど、今回のシナリオはがっつりと恐ろしい事件が起きて、血ち眼まなこになってあちこちを調べて回るというよりは、妙な事件に巻き込まれて不思議な体験をするという内容になっている。だから、みんなもそんな心構えで挑んでもらいたい。





　技能を成長させることができるかもしれない貴重な経験ロールだが、さやかちゃんは81％の〈言いくるめ〉を成長させることに挑戦する。なぜなら、今回は正気度40スタートという、これまで経験のない低さのため、いちかばちか〈言いくるめ〉を90％以上に成長させて、正気度を獲得しようという狙いであったが……。






さやか：コロコロ……コロコロ……コロコロ……駄目です、全然成長しませんでした～（泣）

佐々原：ボクは〈登攀〉が10％成長して、82％になりました。

さやか：佐々原さんのその出目が憎い！

佐々原：仲間なんだから、ボクの成長を一緒に喜んでよ！

辰巳：まあまあ、経験ロールが失敗するということは、すなわち１Ｄ[image: ]の出目は良いということなんだから、そのままの調子でゲームに挑めばいいだろう。

さやか：本番でもこの低い出目が出てくれればいいんですけどね～。




ＫＰ：御津門大学がテーマだけど、ゲームのスタートは御津門学園、さやかちゃんたちの教室からとなる。昼休み、教室では同級生の千ち香かが「夏休みで三年生が引退しちゃって、二学期から陸上部の部長になったんだけど……みんなをまとめられるか心配だよ～」とか、さやかちゃんと睦ちゃんにぼやいている。

さやか：「チカぽん、大丈夫だって。どうせ来年になっても、三年生はいてくれるから」

睦：さやかちゃん、そのことに気づいたら正気度ロールだよ！

さやか：けど、御津門学園の三年生は大変ですよね。ずっと受験生をしてなくちゃいけない（笑）。

ＫＰ：（ちょうどよい話題になったな）では、そんなことを話していると、ちょうど教室の入り口に三年生の女子が現れた。彼女は『るるいえみつかどにっく』で、宇宙的事件に巻き込まれた冬ふゆ室むろ熾おきだ。

睦：冬室さんと言うと……[image: ]from OUTSIDE[image: ]のせいで、エフレム・ウェイトに肉体を乗っ取られた人でしたよね。

ＫＰ：冬室はあの事件のせいで、さやかちゃんが大変な目に遭ったことを申し訳なく思っている。そして、無事にアーカムから戻ってきた時には、わが事のように喜んでくれたものだ。

さやか：でも、冬室さんもお父さんがあんなことになってしまって……。

睦：そう言えば、あのマンションで溶けていたお父さんはどうなってしまったのでしょう？

ＫＰ：……その話題はやめておこう。追究すると、あまりに重い話になっちゃうから。

さやか：じゃあ、気分を変えて「冬室先輩、どうかしたんですか？」と、明るく声を掛けます。

ＫＰ：さっき、さやかちゃんが話題にしていたけど、冬室は三年の二学期を迎えて、いよいよ進路をはっきり決めないといけない時期となっている。

さやか：だから、どうせ来年も三年生ですってば。

ＫＰ：さやかちゃんが妙な妄想にとりつかれていることはスルーして……なんでも、冬室は御津門大学の受験を考えているそうだ。

さやか：へえ、御津門大学ですか。知り合いがいますから紹介しましょうか。辰巳先生とか、水無瀬先生とか。

ＫＰ：話が早くて助かる。冬室としても、受験する前に大学の雰囲気を知りたいみたいだ。

辰巳：それなら、受験生を対象にしたオープンキャンパスみたいな見学会があるんじゃないか？

ＫＰ：ただ、進路について真剣に考えている冬室としては、そういった決まりきったツアー的なものではなく、もっと生の雰囲気を知りたいらしい。

さやか：『るるいえみつかどにっく』では、冬室さんの中の人は別人だったので、本当の彼女と話したことはなかったんですよね。どんな感じの人なんでしょう？

ＫＰ：真面目で、言葉遣いのしっかりしたお嬢様といった感じだね。成績も優秀で、ちょっと前まではミスカトニック大学への留学も考えていたほどだ。もっとも、あの事件のせいでそれはやめたそうだけど。

睦：ミスカトニック大学の学生は〈学内評価〉に厳しいですからね。世知辛いですよ～（笑）。

辰巳：それは睦くんが遊んでばかりで〈学内評価〉がマイナスだったからだろう。

ＫＰ：まあ、父親を亡くしたばかりだし、やはり日本の大学に行こうと思ったのだろう。そこで、冬室は睦ちゃんにお願いがあるそうだ。

睦：へっ、私にですか？

ＫＰ／冬室：「日野さんには、御津門大学に通ってらっしゃる、素敵ないとこの方がいたでしょう？」

睦：むむ～っ、そんな人いましたっけ？（笑）

さやか：むったんに、素敵ないとこなんていなかったと思いますけど。新しいＮＰＣでしょうか（笑）。

佐々原：いるでしょ、ここに！　素敵な大学生のいとこが！

さやか：もしも、佐々原さんのことだとしたら、冬室先輩は案外と見る目がないですねぇ。

睦：でも、学園で講師をする学生作家だし、ガワだけ見たら、冬室先輩がそう思うのも仕方ないかも。

ＫＰ：あと、冬室は大学の文芸サークルにも興味があるらしく、そういった学生の活動についても佐々原に学生目線で案内をしてもらいたいのだそうだ。

佐々原：カモ～ン。案内するよ～。どこでも案内するよ～。

さやか：不安しかありませんが……そもそも、佐々原さんは文芸サークルに入っているんですか？

佐々原：どうなんだろ。入ってるんじゃないの？

ＫＰ：おいおい、ちょっと待て。佐々原は弁論部に入っているはずだろ。『るるいえあーかむしてぃ』でミスカトニック大学での〈学内評価〉を決める時、「弁論部で大会に出場した」って経歴にしたのを忘れたか。

佐々原：あ～、そんなこともありましたねぇ。得意の〈言いくるめ〉を使いたいから、適当に弁論部に入っていることにしたんだったっけ。でも、困ったな。これじゃあ、文芸サークルを紹介できないぞ。知り合いにそういう学生はいないんでしょうか？

ＫＰ：御津門大学には公認、非公認を含めて、いくつかの文芸サークルがあるけど、その中で老舗しにせのサークルに「幻想文学研究会」というのがある。そこに佐々原の高校時代の同級生が所属していたはずだ。

佐々原：ほうほう、どういった人なんでしょう？

ＫＰ：桐きり野の高たか美みという女性で、佐々原と同じ大学二年生だ。

佐々原：彼女も小説を書いているんですか？

ＫＰ：高校時代はそうだったね。ファンタジー系の小説を書いていて、性格は真面目なのに、作品には自由な想像力が込められていて才能を感じさせる子だった。ただ、大学に入ってからは疎遠になってしまったので、いまはどうしているかわからない。





　さやかちゃんたちから相談を受けた佐々原は、さっそく桐野と連絡を取ると、御津門学園の試験休みに日取りを合わせ、大学とサークルの案内をすることにした。






ＫＰ：ちなみに辰巳先生はどうしますか？

辰巳：冬室くんがサークル見学をしたいというのなら、ワシがいても邪魔だろう。

ＫＰ：すみませんが、辰巳先生向けのイベントはシナリオの方で用意していないので、ここをスルーするとしばらく暇になりますよ。

辰巳：暇になるのかよ！

睦：ひどいぶっちゃけ方！（笑）

辰巳：だったら、適当なタイミングで合流するよ。最初はワシがいない方が冬室くんも気が楽だろうからな。




ＫＰ：さて、佐々原が通っているのは、関東にいくつもある御津門大学のキャンパスのうち、最大規模を誇る川崎キャンパスだ。神奈川県の川崎市にあり、るるいえ堂からは電車で一時間半くらいかな。丘陵地帯全体が大学の敷地になっていて、坂や階段が多いのが特徴だ。

さやか：「大学のキャンパスって、勝手に入っていいのかな？」

睦：「受付とかはないし、いいんじゃないの？」

ＫＰ：広いキャンパスにはいくつも門があり、どこからでも入ることができる。学生とは思えない老夫婦が散歩しているくらいなので、出入りは自由なのだろう。ちなみに、広いキャンパスで迷わないように、待ち合わせ場所はキャンパスの中央にあって、一番目立つ建物の第三校舎の一階ホールになっている。大型の教室があるため、エレベーターの前には学生たちが並んでいるね。

さやか：「すごい、さすがは大学。みんな、私服で来てるよ！」

睦：そう言えば、私たちは制服で来ているのかな？

さやか：変に目立つのも嫌なので、私たちも私服で来たいですね。

ＫＰ：冬室としては制服の方がいいような気がしているが……。

さやか：学生に混じって、生の雰囲気を知りたいなら、私服の方が場に溶け込めますよ。

ＫＰ：なるほど、言われてみればその通りだな。だったら、さやかちゃんの言う通り、冬室も私服で来ることにしよう。

佐々原：ボクは早めに待ち合わせ場所に行きますが、桐野さんはどうするつもりかな？

ＫＰ：どうせ同じキャンパスにいるんだし、待ち合わせ場所で合流するよ。えーと、桐野高美は背は普通だけど、きゃしゃな感じのする女性だ。少しだけカールした短めの髪型。パッチリとした活発そうな目が印象的だね。「佐々原、久しぶり！」と、高校時代を思い出させるような、気さくさで呼び掛けてくる。

佐々原：「今日は無理言っちゃって悪いね。会うのは一年ぶりかな？」

ＫＰ／桐野：「佐々原は偉くなっちゃったからなぁ。すごいよ、大学生で作家デビューなんて！」

佐々原：こういう感じのノリの子だったら、ボクも彼女のことは「桐野」と呼び捨てにしようかな。「それで、桐野はサークルで小説を書いてるの？」

ＫＰ／桐野：「う～ん、最近はサークル誌の編集を担当しているから、創作の方はちょっと……」

佐々原：「そうなんだ。桐野の小説、好きだったんだけどな」

ＫＰ：（ここで佐々原は〈心理学〉かな。コロコロ……成功か）そんな桐野の態度に、佐々原は違和感を覚える。ちょっとよそよそしい感じだね。

佐々原：もしかして、スランプとかなのかな。上から目線にならないように気をつけながら、なにか相談したいことがあったらいつでも連絡ちょうだいとは言っておきます。

ＫＰ：まあ、彼女はこれまで漠然と小説家になりたいと思っていたけど、大学二年生になって、将来のことを現実的に考えるようになったみたいだ。

佐々原：「もちろん、編集の仕事も大切だけど、桐野の新作が読めないのはちょっと残念だな」

ＫＰ／桐野：「私は佐々原みたいな才能はないから。ホント、すごいと思うよ」

さやか：……なんか佐々原さんがアゲられている気配を感じたので、邪魔をするため急いで合流します。「あっ、佐々原さん、こんにちは。今日は案内よろしくお願いします！」

睦：さやかちゃん、行動が直接的だね！

佐々原：もしかして、さやかちゃんはやいてるんじゃないの～？

さやか：そんなことは絶対にありません（キッパリ）。

睦：「こんにちは、佐々原環たまきのいとこで、日野睦って言います。今日はよろしくお願いしま～す」

さやか：「私はむったんの友達で、さやかです。せっかくなので大学ってどんなところなのか見学しに来ました。私、将来の夢は探偵なのですが、どんなことを勉強したらいいのでしょう？」

ＫＰ：御津門大学はマンモス校で、政治経済から、医学、理学、工学、芸術、スポーツまで幅広い学部があるけど……探偵に必要なことを教える学部って、どこなんだろう？

辰巳：探偵に必要なのは法律知識だろうから、法学部に入るのがいいのかなぁ。

さやか：法律ですか……なんかイメージが違うような。そういうお堅い感じの探偵じゃないんですけどね。

辰巳：法律を知らない探偵はいかんよ！

さやか：いや、むしろ知らない方が大胆に動けるというか……（笑）。

睦：さやかちゃんの場合、家政婦になった方がいいかも。

さやか：それで、いろいろ家の秘密を見ちゃうんですね。だったら、メイドの京さんに弟子入りした方がいいかな。まずは辰巳先生を監視して、その秘密を暴いてみたりして……。

辰巳：勝手に秘密があることにしないでくれ！

佐々原：取りあえず、桐野に冬室さんのことを紹介しておきますよ。「ボクが顔を出している御津門学園の文芸部の子なんだ。ウチの大学を受験するそうで、その前にキャンパスや文芸サークルの雰囲気を知りたいんだって」

ＫＰ：桐野と冬室はちょっとあいさつをすると、すぐに打ち解けているね。お互い真面目なところが似ていて、気が合うのだろう。

佐々原：じゃあ、二人の間に入って創作談義に花を咲かせています。「桐野はサークルで編集の仕事をしているそうだから、冬室さんも作品を見てもらうといいかもよ」

ＫＰ／桐野：「私なんかより、佐々原が読んであげた方が、冬室さんも勉強になるんじゃない？」

佐々原：「もちろん、ボクも読ませてもらいたいな。一緒に読書感想会でも開こうよ」

ＫＰ：冬室は照れながらも「佐々原先生に読んでもらえたら、私もうれしいです。受験が終わったら、ぜひお願いします」と、受け答えする。

佐々原：うん、いいね！　こういうのをやりたくて、ボクは学生作家になったんだよ!!

ＫＰ：まあ、実際、佐々原に対しては、桐野も冬室もプロの作家として敬意を持って接しているよ。

佐々原：プロだからどうのとか鼻にかけるつもりはありませんよ。あくまで創作を愛する者同士として、二人と話をしています。

さやか：おかしい……佐々原さんが普通にモテてます（ヒソヒソ）。

睦：ホントだね。きっと、キーパーはなにかたくらんでいるよ（ヒソヒソ）。
















佐々原：不安になるようなことは言わないの！

辰巳：なんだか、キャンパス内で佐々原の調子に乗っている声が聞こえてきたので、ワシもそろそろ合流しよう。佐々原がアゲられているということは、なにか事件の予兆に違いない（笑）。

ＫＰ：そうですね……講義が終わったところ、辰巳先生が名誉会長を務める山形県人会の学生たちに囲まれながら、キャンパスを歩いているという感じかな。

辰巳：なんかそういうふうにつきまとわれるとうっとうしいな。

ＫＰ：ひどいこと言うなぁ。山形県出身の学生たちは、辰巳先生のことをすごく慕ってますよ。「ボクの祖父は辰巳先生と同じ入いる滑すべり村の出身なんですよ～」

辰巳：やめろっ、入滑村のことは思い出させるなぁ！

佐々原：辰巳先生のトラウマスイッチが押されてしまった！

さやか：そうかぁ……その学生のおじいさんも、お空に帰ってしまったのですね。

辰巳：だからやめてくれ～！（泣）

睦：あれは悲しい事件でした。その時私はまだいなかったけど、京から聞いています。

佐々原：京ちゃんが正気度ゼロになった事件だからね。

辰巳：もちろん、山形県出身の学生たちの助けにはなってやりたいが、これでは気が休まらん。なにか逃れる口実はないものかと思っている時に、たまたま佐々原たちを見つけたことにしよう。「おやっ、さやかちゃんに睦くんじゃないか。こんなところでなにをしているんだね？」

さやか：「あっ、辰巳先生！　冬室先輩がキャンパスを見学したいと言うので、佐々原さんたちに案内してもらっているんですよ～」

辰巳：「なるほど、それは感心だ。ワシもちょうど講義を終えたところだから、一緒に案内してやろう」と、県人会の学生たちとは、ここで別れさせてもらおうかな。

ＫＰ：じゃあ、県人会の学生たちは、気持ち良いあいさつをしてキャンパスに散らばっていった。

佐々原：「辰巳先生はいつも大人気ですね」

辰巳：「ワシはああいうのはちょっと苦手なんだよ」

ＫＰ：ちなみに、桐野高美は辰巳先生が担当する一般教養の必修授業を受けている。いつも前の方の席に座って、輝くような瞳で熱心に授業を受けているため、辰巳先生も顔と名前くらいは知っているよ。

辰巳：「君はワシの講義を受けていたね。この子たちは、ワシが理事長代理をしている高校の生徒たちなんだ。忙しいところ悪いが、いろいろ教えてあげてくれるかね」

ＫＰ：桐野は緊張した面おも持もちで、「は、はい。もちろんです」と、答える。

辰巳：「もっと気楽に接してもらえるとありがたい。この子たちも、教え子というよりは友人のようなものだから」

さやか：「そうなんですよ～。辰巳先生には、お店の掃除とかいつも手伝ってもらってます」って、私はすご～く気楽に接しています（笑）。

睦：大学に来ると、辰巳先生がホントはすごい教授なんだってよくわかるね。




ＫＰ：さて、君たちはキャンパスの外れの方にある学生会館にやって来た。細長い鉄筋コンクリートの古い建物で、小さな個室がたくさんある。大学に公認されているサークルには、この学生会館の部室の使用が許可されるんだ。たいていは十年以上続いているような老舗サークルが占めていて、ここに部室があるのは大学サークル全体のごく一部と言っていい。ほかにも大学側が把握していない非公認サークルが無数にあるそうだ。

佐々原：じゃあ、桐野のいる「幻想文学研究会」というのは老舗の有名サークルなんでしょうか。

ＫＰ：そのようだね。

辰巳：きっと、日本にファンタジーというジャンルが定着する前から活動してきたのだろうな。

ＫＰ：創作だけでなく、海外作品の私家翻訳とかもしているそうだ。さて、あちこちにたくさんのチラシが貼られたにぎやかな廊下を歩いて、君たちは「幻想文学研究会」の部室に案内された。やや手狭だが、それは壁一面にスチールの本棚が並べられているせいだ。そこにはサークルメンバーの先輩たちが寄贈してきた蔵書がぎっしりと詰め込まれており、またこれまで発行してきた歴代のサークル誌もずらりと並んでいる。

睦：「むむ～っ、歴史を感じさせる部室ですねぇ」

ＫＰ：あとは折り畳み机にパイプいすがあるだけで、部員が四人いるね。君たち全員が入ると、かなり手狭になるので、部員たちは席を立って、さらに畳んであったパイプいすを広げて、座るように勧めてくれる。

さやか：「いやいや、そんなおかまいなく。私たちは隅っこで立ってますので」

ＫＰ：君たちのことは桐野が紹介してくれる。なぜか、辰巳先生がいることには驚いているようだが……。

辰巳：「ワシのことは気にしないでくれ。ただの付き添いだ」

佐々原：「このサークルではどんな活動をしているんですか？」

ＫＰ：年に一度、部費を活用して、サークルメンバー全員の作品をまとめたサークル誌を自費出版するのが、主な活動らしい。あとは、互いの作品を読んでの感想会とか、最近読んだ本を持ち寄っての読書会とか、そういった感じだね。名前ばかりで遊んでいるだけのサークルではなく、真面目な文芸サークルといった感じだ。

さやか：「そのサークル誌の編集を、今年は桐野さんがやるわけですね。去年のサークル誌には桐野さんの作品が載っているのかな……どれどれ？」

睦：「さやかちゃん、勝手に本棚をあさらないの！」

さやか：「あっ、ごめんなさい。本棚を見ると、ついいつもの癖で（笑）」

ＫＰ／桐野：「いいの、いいの。興味を持ってくれたらうれしいわ」

さやか：「じゃあ、遠慮なく……（パラパラ）」と、桐野さんの書く小説は、どんな内容なのでしょう？

ＫＰ：剣と魔法のファンタジーというよりは、不思議な世界に迷い込んだ人物の物語で、詩的な内容だ。パラパラ読んだだけではその出来はわからないけど、さやかちゃんは〈母国語〉でロールしてごらん？

さやか：国語は苦手で成功率は59％しかないのですが、コロコロ……よかった、成功しています。

ＫＰ：きちんとした文法で、読みやすい文章だと感じるね。桐野の真面目さがうかがえるようだ。さて、そんなふうにさやかちゃんがサークル誌をパラ見していると、不意に背後から何者かがニュッと顔を出した。

さやか：ひえっ、グーで殴ります！

辰巳：コラッ、殴るんじゃない！（笑）

さやか：なんなんですか、誰なんですか!?

ＫＰ：まあ、さやかちゃんが驚くのも無理はないだろう。それは中途半端に伸ばした髪に、安っぽいフレームの眼鏡を掛けた、あまりパッとしない男なのだが、どうも距離が近い。長い髪がさやかちゃんの首に触れていて、息遣いまで感じられるほどだ。

さやか：顔をしかめて身をのけぞらせながら、桐野さんに「この人は誰？」って、目で訴えかけます。

ＫＰ：すると、桐野の方も申し訳なさそうな顔をしながら、紹介してくれる。「さやかちゃん、この人もウチのサークルのメンバーで影かげ山やま永えい登とっていうの」

辰巳：影の山を永遠に登る……なんとも業の深そうな名前だな。

佐々原：キーパーが最初に言っていた、〈登攀〉が大事なシーンで関係しそうです。

さやか：「ちょっと、顔が近いです。もっと離れてください！」

ＫＰ／影山：「ああ、ごめんごめん。その本にはおれが書いた小説も載っているから、教えてあげようと思ってさ」

さやか：「はあ、そうですか」って、なんかこの人、苦手なタイプのような気がします。

ＫＰ：さやかちゃんが嫌がっていても気にすることなく、影山は空いてるパイプいすを引っ張って来て、今度は冬室の近くに座る。そして、自分はこんな小説を書いてネットで公開しているが知っているかといった、一方的な自分語りを始めている。

佐々原：なんか駄目なやつが出てきたなぁ。ボクはそいつのこと知っているんですか？

ＫＰ：知っているかどうか、佐々原はＩＮＴの１倍でロールしてみてくれ。

佐々原：〈アイデア〉ではなく、ＩＮＴの１倍なんて、成功するはずないじゃないですか。

辰巳：以前、会っていたとしても、その程度の印象にしか残らない相手だったということだろう。

佐々原：なるほど。コロコロ……失敗です。まったく覚えていません（笑）。

ＫＰ：けど、向こうは佐々原のことを覚えているみたいで、やけに馴れ馴れしい態度で接して来るよ。「佐々原とは、まだデビューする前に会っていろいろ話したよなぁ～」みたいな感じで。

佐々原：「いや、ごめん。覚えてない。どこかで会ったっけ？」

睦：バッサリと斬った！（笑）

ＫＰ：そうしたら、桐野が慌ててフォローする。彼女の話だと、御津門大学に入学したばかりの一年の時、一度、佐々原に紹介したことがあったそうだ。ちなみに、影山は二年生で佐々原と同じ学部だ。

佐々原：「あ～っ、そんなこともあったような……なかったような」

ＫＰ：そんな態度を取られると、影山は怖い顔つきでにらみつけ、ガシガシと親指の爪をかじり始める。「まあ、佐々原先生はデビューして忙しいみたいだからなぁ、おれなんて眼中になしってわけですか」

佐々原：「そういうつもりはなかったんだけど」って、小説をネットで公開しているというのなら、どんな作品なのか携帯電話で検索してみていいですか？

ＫＰ：ペンネームは「SHADOW_8」というらしい。検索すればすぐに見つかるけど、あまり人気はなさそうだね。その作品について評価しているのは、彼のネットの知り合いだけみたいだ。

さやか：ほかのサークルメンバーの方の、影山さんに対する態度はどんな感じなんですか？

ＫＰ：（ここは〈心理学〉のロールかな。コロコロ……成功か）。さやかちゃんは気づくのだけど、サークルの学生たちは影山に対して、まるで腫れ物に触るような態度を取っている。

佐々原：イタいやつだから、放置みたいな感じですか？

ＫＰ：というより、距離を置いて、深く関わらないようにしているみたいだね。

睦：もしかしたら、キレたら手に負えないとか、そんな危ない人なのかも。

辰巳：そんなやつに嫉妬されたり、恨みを買ったりしたらたまらないな。気をつけろよ、佐々原。

佐々原：なんか、もう遅いような気がしますが……。

ＫＰ：ところで、サークルの一年生たちは作家である佐々原の話が聞きたいとチヤホヤする。

佐々原：「いやいや、今日は冬室さんのために来たんだから……」

ＫＰ：桐野も佐々原のことは高く評価していて、「よかったら執筆の心得をみんなに教えてあげて」と、お願いしてくる。冬室も佐々原に尊敬の眼差しを向けて、話を聞きたそうにしているね。

佐々原：だから、露骨に影山の嫉妬心をあおるようなイベントはやめろぉ～！（泣）

辰巳：これは面白いことになってきたな。

睦：タマ兄にい、月の出てない夜道では気をつけた方がいいよ（笑）。

さやか：やっぱり佐々原さんは、困った顔をしている時が一番輝いてますね！

佐々原：さやかちゃんって、ホントはドＳなんじゃないの？（泣）

ＫＰ：佐々原のおかげもあって、冬室はさっそく「幻想文学研究会」の学生たちとなじんでいる。有望な新人が来てくれるようで、来年が待ちきれないといった様子だね。

さやか：ここに来た目的は果たせたみたいで良かったです。

佐々原：ボクはいらぬ恨みヘイトを集めてしまったけど……。

ＫＰ：さやかちゃんに邪険にされて、佐々原が自分のことを覚えていなかったことにショックを受けた影山は、部室の隅であからさまに不機嫌そうな顔でずっと黙り込んでいる。

睦：これは露骨にかまってほしいアピール。なんかわかりやすい人ですね、影山さんって。

辰巳：しかし、ワシらが影山に気を遣う義理はないからな。無視しておこう。




御津門大学のあの先生





　佐々原のことをみんなでいじりながら、探索者たちが「幻想文学研究会」の学生たちと交流をしていると、そこに新たな客がやって来た。そして、日常シーンが終わり、いよいよ本編が始まるのだった。






ＫＰ：ドアを開けて顔をのぞかせたのは、豊かな口ヒゲとあごヒゲを生やした白人男性だ。ヒゲのせいで年齢はつかみづらく、一見したところ中年男性のようだが、意外と老齢のような気もする。なによりそのキラキラと輝く精力的な目が特徴で、無言のままじっと部室の様子を見つめているのだった。

睦：むむ～っ、なんか予想外な人が来ましたよ。いったいどなたなんでしょう？

ＫＰ：ここでみんなは〈聞き耳〉をしてくれるかな？

さやか＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人は、影山がその男性を見た時、「嫌なやつが来やがった」と、舌打ちしたことに気づく。

さやか：私の嫌いな影山さんの嫌いな人ということは……私にとっては好きな人ということになるのかな。

睦：影山さん以上に邪悪で、コズミックでホラーな存在かもしれないよ。

さやか：影山さんの態度は、そんな邪神を畏おそれるようなものだったのでしょうか？

ＫＰ：……勝手に妄想を広めないでくれ。この男性については、辰巳先生も佐々原も顔は知っているよ。

辰巳：大学の講師なのかな？

ＫＰ：そうですね。長年、御津門大学で古典英文学を講義している人物で、御津門大学で「あの先生」と言えば、この先生を指すくらいです。

佐々原：ボクもその先生の授業を受けているんですね。ちなみに、その先生の本名は？

ＫＰ：佐々原は覚えていない。この先生については、「あの先生」と言えばたいてい通じるので、わざわざ名前をいう機会がないのだ。

佐々原：そ、そういうものなんですか？

ＫＰ：気になるのなら、二人はＩＮＴの１倍でロールをしてもいいよ。気にしないのならロールをしないでもいい。

佐々原：いや、気になりますよ。ロールをします。コロコロ……失敗です。

辰巳：もちろん、ワシもロールするぞ。「この先生の名前はなんだったろうか……？」と、コロコロ……おっ、成功している。

ＫＰ：では、「あの先生」の名前を思い出そうとする辰巳先生は、急に奇妙な感覚に陥おちいる。どうしても彼の名前を思い出せないのだ。どんな時でも彼のことは「あの先生」と呼んでおり、周りもそれを受け入れている。それはとても奇妙なことのはずなのに、誰も変だと思っていない。まるで、そう思い込まされているかのようだ。

辰巳：な、なんなんだ……「あの先生」はいったい何者だ？

ＫＰ：自分の職場にそんな不可解な存在が、何食わぬ顔でずっと紛れ込んでいたことに気づいてしまった辰巳先生は〈正気度〉ロールだ！

辰巳：「お、恐ろしいことに気づいてしまった！」っと、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：成功していれば正気度は減りません。なお、この違和感は時間が経過すると、すぐに薄らいでしまい、また「あの先生」と呼ぶことが当然となってしまう。

辰巳：記憶がさかのぼれるうちに、「あの先生」がいつから御津門大学で講義をしているのか思い出したいのだが？

ＫＰ：辰巳先生はいつから御津門大学にいるんですか？

辰巳：まあ、大学院を出てから、そのままずっとここで世話になっているのだろう。

ＫＰ：だとしても、辰巳先生が勤める前から、「あの先生」は大学にいたような気がしますね。

辰巳：なんと……ワシよりも職歴は長いのか。

睦：むむ～、そうしたら年齢が合わないのでは。辰巳先生より年上ってことになりますよね。

ＫＰ：そうなるねぇ。

辰巳：こいつは影山どころの怪しさじゃないぞ。いったい何者だ、この男はっ!?

さやか：そんな先生が何の用で「幻想文学研究会」に来たのでしょうか……。

ＫＰ：辰巳先生が気づいてはいけないことに気づいたせいで間が空いてしまったけど、彼は桐野に用があるそうだ。

さやか：桐野さんに……？

ＫＰ：「あの先生」はちょっとだけアクセントのおかしい日本語で語り掛ける。「もうすぐ公募の期限が来てしまいます。桐野さん、本当に応募はしないのですか？」

さやか：期限とか、応募とは、なんのことでしょうか？

ＫＰ：どうやら、「あの先生」は御津門大学主催の「学生創作詩コンテスト」のことを話しているらしい。大学の広報誌にだけ掲載されるような、とても小さなコンテストなんだけど、去年、桐野はそのコンテストに応募して一年生でありながら見事に受賞したそうなんだね。

佐々原：「だから、今年も桐野に応募してよ」って、「あの先生」は言いたいのかな？

ＫＰ：そのようだね。「あの先生」は桐野の作品を気に入っており、彼女には才能があるからそれを生かさないのはもったいないと熱烈にアプローチしている。

さやか：去年、受賞したというのなら、その本も部室の本棚にあるのでは（ゴソゴソ）。

睦：また、さやかちゃんは勝手に……でも、私も気になるから、その広報誌を探してみようかな。

佐々原：この子たちはまったく遠慮を知らないな。ボクは桐野の様子を見て、困っているようなら助け船を出してあげるつもりですが？

ＫＰ：（佐々原の〈心理学〉は、コロコロ……成功）困ってはいるが、嫌がっているわけでもない。あえて言うなら、迷っているといった感じだ。

佐々原：……創作活動はやめたけど、内心では未練があるってところかな？

ＫＰ：そうかもしれないね。

佐々原：まだ桐野が創作を続けたいというのなら、ボクからも後押ししてあげたいな。「せっかくのお誘いなんだから、桐野も応募してみたら？」

ＫＰ：そう言われても、桐野はなかなか決心がつかないようだね。ちなみに、去年のコンテストの受賞作が掲載されている大学広報誌は見つかったよ。

さやか：内容はどのような……？

ＫＰ：遠い国の海を訪れた女性の心情を描いた詩だね。さやかちゃんが疑っているような、クトゥルフ神話的な要素はどこにもないよ（笑）。

さやか：だったら安心です。でも、「あの先生」はこの詩のどこを気に入ったんだろう？

佐々原：「ちょっとボクにも読ませて」って、ボクは〈芸術（文学）〉で詩の内容を吟味したいのですが。

ＫＰ：いいよ、ロールしてみてくれ。

佐々原：ボクの〈芸術（文学）〉の成功率は53％。コロコロ……成功です。

ＫＰ：詩の内容は桐野らしい叙情的な内容で、素晴らしいものだね。「あの先生」が普通に作品にほれ込んだとしてもまったく不自然ではない。

佐々原：「これだけのものを書けるのに、創作をやめてしまうのはもったいないな。編集をしながらでも、作品を発表することはできると思うんだけど」

ＫＰ／桐野：「私は佐々原みたいに、器用になんでもできるわけじゃないし……」

睦：タマ兄は、作家以外でもオカルトと歴史の専門家で、人の心は読めるし、〈追跡〉と〈目星〉はハンター並、運転はレーサー並っていうチートキャラだからね。

佐々原：御津門大学でエンドレスに過ごしていたら、いつの間にかこんなに成長してしまっただけだから。

睦：御津門大学、すごい。私も受験したいっ！

さやか：まあ、御津門学園に捕らわれた私たちには無理ですけどね～。

辰巳：話がそれてしまったが、「あの先生」はコンテストの審査員とかなのかな？

ＫＰ：そういうわけではないね。そもそも「あの先生」がそうした表舞台に立つところは見たことがない。

さやか：「そのコンテストは学生以外の応募は受け付けていないんですか。せっかくだから、冬室先輩も腕試しに投稿してみてはどうです？」

ＫＰ：「コンテストには誰でも応募できますよ。大歓迎です」と、「あの先生」は大きくうなずく。冬室も参加できるというのなら興味はあるようだね。

睦：「だったら、私も挑戦してみようかな」って、以前、『るるいえみつかどにっく』で掲示板に投稿する詩の翻訳をしたから、ちょっと興味があります。

佐々原：あれって、辰巳先生がむったんのゴーストライターをしたんじゃなかったっけ？

睦：むむっ、そう言えばそうだった。けど、日本語の詩なら私にだって書けるはず！

さやか：「先生も投稿できるなら、辰巳先生も挑戦してみてはどうです？」

ＫＰ：ここでみんなの意思確認をしたいのだけど、「あの先生」が勧める詩のコンテストに挑戦するつもりがある人は手を挙げて。

睦：さっきも言った通り、やってみたいです。は～い。

さやか：むったんがやるなら、私も。なんか面白そうだし、は～い。

辰巳：ワシとしては「あの先生」が気になるので、なにをたくらんでいるのか見極めるためにも、ここは誘いに乗ってみよう。は～い。

佐々原：みんな参加するのなら、ここはあえてボクは参加しない方向で。桐野と冬室さんの応援に徹します。

ＫＰ：では、コンテストに好奇心を持った、三人の探索者と冬室のことを「あの先生」は「じぃ～っ」とキラキラ輝く瞳で見つめる。

睦：なんか呪文とかかけられそう……。

ＫＰ：そうして、まずは冬室の方を見つめると、満足げにうなずく。その次は、辰巳先生を見つめるのだが、すぐに「あの先生」はゆっくりと首を横に振って「辰巳先生、あなたはもう別の舞台に立っているようですね」と、目をそらした。

辰巳：別の舞台……なんのことだ？

ＫＰ：続いて、さやかちゃんと睦ちゃんの方を見るのだけど、ここで二人は〈アイデア〉をしてくれるかな？
















さやか：なにかに気づくのかな。コロコロ……うにゃっ、失敗です～。

睦：コロコロ……私は成功しています。

ＫＰ：すると、「あの先生」は冬室と睦ちゃんの方を見て、穏やかな笑みを浮かべると、「あなたたちから、あふれ出す好奇心を感じます。作品を楽しみにしていますよ」と言うのだった。

さやか：わ、私は……楽しみにしてくれていないの？

ＫＰ：なんとなくスルーされた気がするね。「あの先生」のお眼鏡にかなわなかったのだろう。

さやか：ひ、ひどい（泣）。

辰巳：ワシなんか〈アイデア〉さえさせてくれなかったぞ。もしや、年齢制限があるのか？

佐々原：影山はどうしているんだろう。対抗意識が強そうだから、自分もコンテストに応募するとか言い出したりしませんか？

ＫＰ：そんなつもりはないようだ。それどころか、さっきから「あの先生」を憎悪むき出しの目でにらみつけている。

佐々原：「あの先生」はその視線に気づいていない？

ＫＰ：どうだろうね。なんというか、この人は大物の雰囲気を漂わせていて、影山のような小物のことは歯し牙がにもかけていないといった感じだ。

さやか：たとえ気づいても、気にもしないのでしょう。

佐々原：どうしてこんなに影山は「あの先生」のことを嫌っているんだろう？

辰巳：はて……ワシのように「あの先生」を怪しんでいるのとは、ちょっと違うように見えるが。

佐々原：影山のいないところで、サークルの学生にこそっと聞いておきたいですね。

ＫＰ：じゃあ、おしゃべり好きな二年生が教えてくれる。桐野が「あの先生」に高く評価されたのを聞いて、影山も自分の作品を見せたことがあったそうな。ところが、「あの先生」はその作品をボッコボコに酷評して、影山をたたきのめしたらしい。

佐々原：あちゃ～～。

ＫＰ：それ以来、影山は「あの先生」のことを嫌うどころか憎んでさえいるようだ。影山いわく、あまりに腹が立って「夢にも出る」ほどらしいよ。

辰巳：ほう、夢にも……か。

睦：これは気になるワードが出てきましたね（笑）。





　桐野への誘いと、冬室と睦ちゃんへの期待の言葉を残して、「あの先生」は部室から去って行った。

　辰巳先生も自分以外は「あの先生」に不自然さを感じていないようなので、この場は穏便に収めることにしたのだ。






ＫＰ：さて、冬室を大学に案内した日から、数日は何事もなく過ぎるのだが──

辰巳：おっと、だったらその間に、ワシは「あの先生」の身元について大学の事務局で調べておきたいのだが。

ＫＰ：もちろん、それはできます。職員名簿を調べると、「あの先生」の名前はウィリアム・ベインというようですね。

辰巳：ほう、これは意外。ちゃんと名前は書いてあるのか。

ＫＰ：さすがに、名前がないと授業の時間割とかがおかしなことになりますからね。ただ、辰巳先生が普通に閲覧できる資料では、名前と古典英文学の専門家であることくらいしかわからない。現住所などを調べたいのなら、いろいろ工夫が必要となるでしょう。

佐々原：辰巳先生なら、何食わぬ顔して大学のパソコンのデータをのぞき見できるのでは？

辰巳：うーむ、まだ事件が起きているわけではないから、非合法な手段を取るのは早い気がする。安全なところから攻めていきたいので、インターネットで検索したり、御津門大学図書館でウィリアム・ベインという名前について調べてみよう。

ＫＰ：インターネットで検索すると、そんなに珍しい名前ではないので同姓同名の人物が発見できますが、「あの先生」とは無関係です。もっと詳しく調べたいのなら〈図書館〉でどうぞ。

辰巳：まあ、〈図書館〉なら得意だから。コロコロ……うわっ、「00」が出た!?

全員：ええ～～～～～～～っ!!（笑）

ＫＰ：では、不審なウィリアム・ベインについてわれを忘れて調べているうちに、図書館の本を床に積み上げて、書架を荒らしてしまったのでしょう。辰巳先生は図書館の司書に怒られてしまった。

辰巳：「こ、これはワシとしたことが……夢中になってしまって、つい」と、平謝りしながら図書館を出て行こう。なんということだ、とほほ……。

さやか：辰巳先生は、しばらく御津門大学の図書館には顔を出せませんね（笑）。

辰巳：ウィリアム・ベイン、許すまじ。絶対に正体を暴いてやる！

睦：完全に逆恨みだ！

さやか：でも、「00」を出したような相手なら、心に刻まれて、絶対に忘れることはありませんよ（笑）。




独りぼっちの佐々原




ＫＰ：ここからは、お待ちかね。佐々原の個人イベントだ。

佐々原：なんか序盤に持ち上げられたせいで、嫌な予感しかしないのですが……。

ＫＰ：うん、その予感は当たっているから、覚悟して挑んでくれ。

佐々原：い～や～だ～～～～～っ!!（泣）

ＫＰ：ここで下手を打ったり、ダイスの女神様がいたずらしたりすると、佐々原がひどい目に遭い過ぎて、ゲーム中のテンションが下がってしまわないか心配でならない。だから、佐々原、頑張ってくれよ！

睦：キーパーが普通は言わないようなことを言いましたよ！（笑）

さやか：あららっ、いったいどんなひどい目に遭うのでしょう。私も心配でたまりません！（笑）

佐々原：いい笑顔をして言うな！

ＫＰ：冬室たちを「幻想文学研究会」に案内してから、数日後、佐々原はいつものように御津門大学の教室で授業を受けている。出席さえしていれば単位がもらえる授業なので、思わずウトウトしてしまうぞ。

佐々原：「昨日は夜中まで執筆していたからな……ウトウト……」

ＫＰ：そして、ふと気づくと、佐々原はどこか知らない場所に立っているのだった。

全員：ええ～～～～～～～～～っ!?

佐々原：いきなりドリームランドですか！

ＫＰ：それはわからないけど、佐々原は海の近くにある森の中にいる。といっても、ジャングルのような森ではなくて、木々の密度も低い。寒い地方の森といった感じかな。

佐々原：「おかしい……ボクは授業を受けていたはずなのに、ここはどこなんだ？」と、辺りを見回してみます。

ＫＰ：目についたのは、木々の隙間から見える海岸線にそびえ立つ、数百メートルの高さはあろうかと思われる岩山だね。岩肌がむき出しで、勾こう配ばいはかなり急だ。そして、頂上には木造の家が一軒だけ立っているのが見える。

佐々原：家があるのか……あてもなくウロウロしていてもしょうがないから、そちらを目指して歩きます。

ＫＰ：では、そんな佐々原は〈目星〉をしてくれるかな？

佐々原：ううっ、絶対に失敗したくない。コロコロ……ほっ、成功しています。

ＫＰ：君が進もうとする先にある木こ陰かげ……その暗がりが、もぞもぞと動いたような気がする。よく見ると、影に紛れて黒い靄もやのような「なにか」がいるのだ。それは身もだえするような動きで、佐々原の方に音も立てずに這はい寄って来るが、どうする？

々原：逃げますよ、そりゃあ！

ＫＰ：おっと、その前に影──こいつには本当の名前があるけど、ここでは便宜上、「蠢うごめく影」と呼ばせてもらおう。そんな不気味な存在を目撃した佐々原は〈正気度〉ロールをしてくれ！

佐々原：一人しかいないのに、ここで狂気に陥ったらどうするんですか!?

ＫＰ：それはそうなった時に考えよう。

佐々原：コロコロ……よしっ、成功。独りぼっちで〈正気度〉ロールをするのって、すごい怖い！

ＫＰ：成功したのなら正気度は減らない。さて、佐々原はどこに逃げるつもりかな？

佐々原：どこと言われても、さっきの家の方に逃げるしか……。

ＫＰ：かなり遠くに見える家なので、あそこに逃げ込むつもりなら無理だと言っておこう。

佐々原：となると……こいつは影っぽいから、明るい場所に来られないとか、そういうのは推測できませんか？

ＫＰ：（さすがはベテランのゲーマーだな）なるほど、だったら〈アイデア〉をしていいよ。

佐々原：〈正気度〉ロールには成功したので、冷静に影の動きを観察するぞ。コロコロ……成功しています。

ＫＰ：佐々原の予想通り、蠢く影は明るいところには近寄らない性質があるようだ。

佐々原：だったら、光に向かってダッシュ!!

ＫＰ：森の開けた場所を見つけて、そこに向かうには〈ナビゲート〉か〈博物学〉か〈生物学〉のどれかに成功すればよいことにしよう。

佐々原：それなら〈ナビゲート〉ですね。成功率は66％です。コロコロ……ううっ、失敗した！

ＫＰ：森の中に差し込む光を求めて、開けた場所を探すのだが、蠢く影が近づけないほどの広場はなかなか見つからない。ここで佐々原は〈目星〉をしてくれ。

佐々原：コロコロ……〈目星〉は成功です。

ＫＰ：すると、いつの間にか蠢く影が佐々原のすぐ脇にある木陰に溶け込み、巻きヒゲのような触手を伸ばしているのに気づく。

佐々原：ま、まずい。普通に攻撃してきた！

ＫＰ：佐々原が〈目星〉を成功させているので、こちらは不意打ちができない。そのため、この巻きひげが命中するかどうかはダイス目次第となる。ここはオープンでロールしようかな。コロコロ……「08」だから成功してるぞ（この巻きひげの命中率は35％しかないのに、佐々原ついてないな）。

佐々原：それは〈回避〉できますか？

ＫＰ：不意打ちではないので〈回避〉はできるけど、そうしたら蠢く影への攻撃はできなくなるよ。攻撃と〈回避〉は同時にできないからね。

佐々原：はなからこいつを攻撃するつもりなんてありません。〈回避〉の成功率は86％。

睦：成功率はかなり高いけど、失敗したらテンションが下がるほどの攻撃となると、それでも怖いね。

佐々原：失敗したときのことなんて考えない。当然、成功させる。コロコロ……よしっ、成功です！

ＫＰ：佐々原は迫って来る黒い巻きヒゲを素早くかわすことができた。巻きヒゲは代わりに近くの下草に絡みつくのだが、その途端、青々とした葉が生気を失い、しおれていくのだった……。

佐々原：なんか生気を吸われてる～！（泣）

睦：これは相手を老化させる攻撃？

辰巳：いや、そんな攻撃をするのはクァチル・ウタウスくらいなものだろう。能力値を減らす系じゃないのか？

佐々原：どっちも嫌だ～！（泣）

ＫＰ：さて、ここで佐々原は〈信用〉かＡＰＰの５倍のロールをしてみてくれるかな？

佐々原：〈信用〉かＡＰＰの５倍……どうしてだろう。もしかして、この影は女の子で、これに成功したら攻撃をやめてくれるとか？

さやか：そんなことはないでしょう。佐々原さんの生気を吸う気満々ですし。

佐々原：成功率の高いのはＡＰＰの５倍の70％です。コロコロ……ううっ、失敗でした。

ＫＰ：……それだと、なにも状況に変化は起きないけど。佐々原はどうする？

佐々原：逃げられるものなら逃げます！　戦う気なんてさらさらありませんよ。

ＫＰ：では、ＤＥＸ７に対する抵抗表のロールに成功したら、取りあえずやつの巻きヒゲの射程圏外まで逃げられて、明るい場所を探す〈ナビゲート〉に再挑戦できるとしよう。失敗したら、もう一回、巻きヒゲで攻撃してやる。

佐々原：ボクのＤＥＸは18ですから、ＤＥＸ７なら自動的成功の範囲ですね。

ＫＰ：なるほど、だったら佐々原が本気で走れば、蠢く影を引き離すことは簡単にできる。

佐々原：いくら逃げても追いかけて来る気がするので、早く明るい場所を探さないと。もう一度、〈ナビゲート〉をロールしますよ。コロコロ……ううっ、また失敗です（泣）。





　このあと、佐々原は再び蠢く影に追いつかれたが、得意の〈目星〉のおかげで不意打ちされずに済んだ。

　その後、謎のＡＰＰの５倍を再度ロールするが、残念ながら失敗。同じことをもう一度繰り返すことになる。

　三回目の挑戦。ダイス目のさえない佐々原は、またも失敗。蠢く影に襲われるが、それもまたやり過ごす。






睦：タマ兄、長いよ！（笑）

佐々原：ボクだって一生懸命やってるんだよ！　どうせリプレイではカットされるだろうけどね!!

ＫＰ：じゃあ、三度目のＡＰＰの５倍をやってもらおうか（このＡＰＰの５倍か〈ナビゲート〉のどちらかに成功すれば、このイベントは終わるのになぁ）。

佐々原：コロコロ……「54」で、ようやく成功しましたぁ！

ＫＰ：そうか、よかった。では、蠢く影に追い詰められた佐々原は、突然、どこからか「佐々原くん、佐々原くん……」という、女性の声が聞こえてくる。

佐々原：これは救いの女神の声？

ＫＰ：そんなことを思った途端、佐々原は「はっ」と目を覚ました。そこは御津門大学の教室で、隣に座っていた仲良しの女子大生が脇腹をペンでつついている。

佐々原：「はぁはぁ、なんだ夢か……」

ＫＰ：君を起こしてくれた女子大生は「佐々原くん、大丈夫。すごいうなされてたよ」と、心配そうな顔をしている。あと、教壇では講師が君のことをにらんでいるよ。よっぽどうるさかったようだね。

佐々原：「す、すみません」って、謝ります。あと、起こしてくれた女子大生にもお礼を言わないと。

さやか：あのＡＰＰの５倍は、女の子が親切に起こしてくれるかどうかを判定するロールだったんですね（笑）。

佐々原：イケメンで助かった！（笑）

睦：……三回目のロールでようやく起こしてくれたということは、イケメンだからというより、ただうるさかったから起こしただけなんじゃないかな。

ＫＰ：長くなってしまったけど、最後に佐々原は〈聞き耳〉をしてくれ。

佐々原：コロコロ……「08」で楽々成功。この出目が夢の中でも出てくれれば……。

ＫＰ：すると、佐々原は後ろの方の席で、「クックックッ」と笑いをこらえているような声がするのに気づく。

佐々原：いったい誰だ……ちらっと、後ろを確認しますが？

ＫＰ：後ろにいるのは「幻想文学研究会」にいた問題児、影山永登だね。佐々原の方を見て、ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべている。

佐々原：なん……だと……！　影山は人の夢に干渉できる能力者なのか!?

ＫＰ：まあ、佐々原は気になるだろうが、個別のシーンが長くなったので、この場はこれで区切らせてくれ。

佐々原：影山のやつ、ただの駄目なやつだと思ったら、もしかしてやばいやつなのかも……。




ＫＰ：お次は、辰巳先生が授業をしているシーンとなります。

辰巳：おっ、いよいよワシにもなにかイベントがあるのか？

佐々原：きっとひどい目に遭いますよ。いや、遭ってください（笑）。

辰巳：いくら自分が大変だったからって、他人の不幸を願うな！

ＫＰ：大学の授業なので、広い教室に備え付けの机がずらりと並んでいます。佐々原のようなやる気のない学生は後ろの方に座って、前に座る学生はだいたい知った顔ばかりです。辰巳先生のゼミ生だったり、山形県人会の会員だったり、あとは桐野のような学習意欲のある学生ですね。

辰巳：まあ、ワシはやる気のある学生には真剣に教えるという姿勢なので、後ろのことはあまり気にせんよ。

ＫＰ：ただ、今日の桐野の様子はちょっと変だ。いつものキラキラした好奇心に満ちた目の輝きが失われて、真剣さは感じられるのだけど、淡々と授業を受けているだけといったように見える。

辰巳：んんっ、どうしたのだろうか？

ＫＰ：そのまま授業はつつがなく終了するのですが、桐野はテキパキと荷物を片付けると、足早に教室を去って行こうとする。

辰巳：まあ、前の方に座っていることだし、気になるから声を掛けよう。「やあ、桐野くん。先日はワシの知り合いが世話になったね。ところで、『あの先生』の言っていたコンテストは応募することにしたのかね？」

ＫＰ：すると、桐野は生真面目な態度で、「いいえ、ありがたいお言葉でしたが辞退させていただくことにしました。学生の本分は学業ですので」と、答える。その態度は、辰巳先生の知っている、好奇心が旺盛で楽しそうに授業を受けていた桐野のイメージとは異なる。

辰巳：ど、どうしてしまったんだ。まるで人が違ってしまったようだ。「いや、大学というのは学問だけでなく、自分の可能性を模索する場所でもあるのだよ。いろいろなことに挑戦してみるのも、君にとって決して無駄にはならないと思うのだが？」

ＫＰ／桐野：「私は社会のためになる仕事に就き、そこで真面目に働くことこそが市民の義務と思っております」

睦：なんか良くない思想に毒されているような。大丈夫ですか、桐野さんは!?

ＫＰ：雰囲気をわかりやすく伝えるために、ちょっと大げさなロールプレイになってしまったけど、とにかくバカがつくほど真面目人間になってしまったと思ってもらえれば間違いない。性格が一変したことを除けば、そこまで奇妙な受け答えをしているわけではないよ。

辰巳：いまの答えを聞くと、洗脳されたかのように思えたが……以前の桐野くんを知らなければ、変人とは思わないくらいという感じか。

ＫＰ：そうですね。家族や親しい友人だったら、「まるで人が変わったようだ」とびっくりするくらいと思ってください。辰巳先生も〈正気度〉ロールをしなくてもいいくらいの変化です。

辰巳：これはどういうことか……やはり、「あの先生」の仕業なのだろうか。

睦：可能性としては洗脳されたか、別の人格に入れ替わっているのか……。

辰巳：ワシのことや、これまでの授業の流れについて覚えていないとか、そういう違和感はないのだな？

ＫＰ：記憶は共有しているようですね。辰巳先生はエフレム・ウェイトの事件で精神交換についての前例を知っているから教えますが、もしもあの変化が誰かの精神と入れ替わったせいだとしたら、その人物はよほど桐野の人生について予習していないと無理なくらいです。

辰巳：ふ～む、このキーパーの言い方だと、精神交換は除外していいような気がする。

さやか：桐野さんの性格が変わるような、なにかがあったのでしょう。例えば、正気度がゼロになったとか……。

佐々原：怖いこと言わないでくれ！

睦：むむ～っ、けれど、いまのところ桐野さんの劇的な変化は、それに近いよね。

佐々原：そんな救いのないシナリオだったら、ボクはキーパーを恨むからね！




ＫＰ：さてさて、桐野のことは気になるだろうが……お次は睦ちゃんのシーンにさせてもらおう。

睦：むむっ、私にもなにかあるんですか。ワクワク。

ＫＰ：睦ちゃんは、適当な用事から帰宅すると、リビングのテーブルに自分宛ての封筒が置いてあることに気づく。それは住所どころか、切手さえ貼られていないので、家族の誰かが直接受け取って、そこに置いたものかもしれないね（実際に封筒を渡す）。

睦：「誰からだろう」って、特に警戒することなく開封してみますけど？

ＫＰ：では、その封筒を開けちゃってくれ。

睦：（ごそごそ）凝った便びん箋せんの手紙ですね。

ＫＰ：ヴィクトリア朝様式の上等な便箋に、青いインクの万年筆で書かれた、古風な手紙だ。

睦：えーと、読み上げちゃいますね（「ウィリアム・ベインからのお誘い」の手紙を読む）。
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さやか：（手紙の内容を聞いて）こんな手紙、大学の先生が女子高生に送ったら逮捕されますよ（笑）。

睦：「むむ～っ、ウィリアム・ベインって誰だろう？」

辰巳：そう言えば、「あの先生」の名前を知っているのは、ワシだけだったな。

さやか：あっ、そうでしたね。

睦：だよね。だから、睦としては差出人不明の手紙が、いつの間にか部屋にあったという感じになると思う。

さやか：どっちにしても怖い！

睦：うーん、取りあえずは「変な手紙が届いた」って、さやかちゃんに相談しようかな。

ＫＰ：ところが、睦ちゃんよりも先に、さやかちゃんには冬室から変な手紙が届いたという相談の電話がかかっているのだった。

睦：冬室先輩にも届いているんだ！

さやか：むったんと、冬室先輩の二人だけが誘われたということは……部室でお眼鏡にかなった人にだけ送られているということでしょうね。無視されて、ちょっと悔しかったりして（笑）。

睦：これからるるいえ堂に行くから、冬室先輩も呼んで、みんなで話し合わない？

さやか：だったら、なんとなく辰巳先生や佐々原さんも呼びましょう。みなさん事件です。るるいえ堂に全員集合～っ!!（笑）





　さやかちゃんの鶴の一声で、るるいえ堂に集合した面々は、それぞれの情報を共有した。

　佐々原が夢の中で蠢く影に襲われたこと、桐野高美の変化、そして「あの先生」ことウィリアム・ベインからの謎の手紙……御津門大学でなにかが起きているようだと、探索者たちは推測する。






さやか：「ウィリアム・ベインって、『あの先生』の名前だったんですね」

睦：「そう言えば、いままで『あの先生』の名前を気にしてなかったような……」

辰巳：「そこだよ。みんながそのことを不自然に思わないことが不自然なのだ！」

さやか：ベイン先生が、どうしてむったんや冬室先輩の住所を知っていて、どうやって部屋に手紙を置いたのか……これだけでも十分に怪しいですよね。不法侵入ですよ。

睦：この手紙は家族の誰かがベイン先生から預かったとか、そういうわけじゃないんですよね？

ＫＰ：そうだね。気づいたらそこにあったという感じだ。

辰巳：ベイン先生は自分の素す性じょうを曖あい昧まいにするような能力の持ち主だから、そのくらいの芸当は朝飯前なのだろう。

佐々原：けど、この招待状は不親切ですよね。「あの先生」がウィリアム・ベインだってわからないといけないし、そのうえ「私の部屋」って具体的にどこなのかもわからない。

睦：この手紙を読んで、好奇心に駆られて「あの先生」の名前や、「私の部屋」を訪ねて来ちゃうくらいの気概がないと、ベイン先生のお気に入りにはなれないのでしょう。

佐々原：そのうえ、部屋には本人がいない可能性があるという。どれだけハードルが高いんだろうか。

さやか：もしかして「あの先生」は好奇心を餌にしている悪魔とかなのでは。

睦：なんて怖い悪魔。探索者の天敵だよ！

ＫＰ：好奇心を天ぷらにして食べる妖怪なのかもね。

佐々原：ところで、この三時ちょうどというのは、昼の三時でいいのかな。

辰巳：佐々原の話だと、ドリームランドが関係していそうだから、深夜三時という可能性もあるな。それよりも「残りは九時だ」とは、どういう意味だろうか。

睦：招待状をもらっていない人間は、九時に来い……みたいな？

辰巳：うう～む、ちょっとピンと来ないな。三時と九時になにかオカルト的な意味があったりするのだろうか？

睦：丑三つ時みたいに、超常的な存在が出やすい時間とか。

ＫＰ：じゃあ、〈オカルト〉でロールしてみてちょうだい。

佐々原：〈オカルト〉なら、ボクが得意です。コロコロ……成功。

ＫＰ：オカルト的に特別な意味はなさそうだ。

辰巳：そうか……。

さやか：ところで、冬室先輩はこの手紙をもらって、どうして私に相談をしに来たんですか？

ＫＰ：……というと？

さやか：この手紙が怖いと思ったのか、どうしてもウィリアム・ベインに会いたいからとか。

ＫＰ：どちらかというと、この不思議な手紙に好奇心がくすぐられて、会ってみたいと思ったようだね。なにか特別なことが始まる予感がしてワクワクしたらしい。

さやか：そんな夢見がちなことを言って……年頃の女の子で、お金持ちのお嬢様なんだから、もっと気をつけた方がいいですよ。




「あの先生」の教え子





　想像力をかき立てる手紙に、探索者たちはしばらく推理と妄想がないまぜになった会話で盛り上がった。

　とはいえ、まだ外堀の情報が埋められていない状態のため、冬室には勝手にどこかに行かないようにと念を押してから、すべての謎の中心地である御津門大学に行って、本格的に調査することにした。

　さやかちゃんと睦ちゃんは学校に行かなくてよいのかというのは、この不可解な事件の前では些さ細さいな問題だ。






辰巳：もしかすると、桐野くんもこの手紙をもらったのかもしれないな。それで、ベイン先生の部屋を訪ねたせいで、あんなふうになってしまったとか。

佐々原：じゃあ、ボクが確認してきますよ。桐野が変わってしまったという話を聞いたら、心配になってきたし。

ＫＰ：桐野が幸運にも大学に来ているかどうかは、佐々原の〈幸運〉でロールしてくれ。

佐々原：コロコロ……「69」で成功。フィブラがいなかったら失敗していた。やっぱり、この子は役に立ってくれるなぁ。

ＫＰ：フィブラの導きによって、佐々原は広いキャンパスで桐野と出会うことができた。脇目も振らずに、せかせかとした足取りで歩いている。

佐々原：念のため、精神交換の可能性を潰すため、「高校時代に桐野が好きだった作家の新刊が出ていたよ」みたいな、昔の話題を出して話し掛けてみますけど。

ＫＰ：その作家についても知っているようだけど、明らかに関心のない態度を取るね。佐々原が話し掛けても、歩くのをやめようとさえしない。「ごめんなさい、次の授業が始まるまでに予習しておきたいの」

佐々原：「忙しいところ悪いけど、あれからコンテストのこととかで『あの先生』に会いに行ったりしたの？」

ＫＰ／桐野：「『あの先生』には進路の相談で会いに行ったけど、それがなにか？」

辰巳：ほう、桐野くんは「あの先生」と会っていたのか……。

佐々原：「実は、ボクもコンテストのことで相談したいと思っているんだけど、『あの先生』の部屋ってどこだったっけ？」

ＫＰ／桐野：「『あの先生』だったら、いつも特別記念文庫室にいるわよ。もういいかしら。私、忙しいの」

佐々原：「う、うん……ありがとう。邪魔したね」って、ここはこのくらいにして、みんなのところに戻りますよ。辰巳先生の言う通り、まるで別人のようになっていますね。

睦：その特別記念文庫室というのは、どこにあるのでしょう？

ＫＰ：御津門大学のキャンパスはとても広いので、職員であってもどこになにがあるのかすべて把握している人は少ない。辰巳先生は〈知識〉をしてくれるかな？

辰巳：〈知識〉でいいのなら「00」以外で大丈夫。コロコロ……「96」が出たが、それでも成功だ。

ＫＰ：御津門大学には、ミスカトニック大学との交換留学生制度を開始して30年を記念して寄贈された、貴重な洋書が収められた特別記念文庫室という小部屋がある。ミスカトニック大学への感謝の気持ちを込めて、寄贈された洋書は図書館に死蔵させるのではなく、このような特別室に展示しているのだ。

佐々原：それがどこにあるのかはわかるんですよね？

ＫＰ：キャンパス内のどこかにはあるはずだろうけど……どこにあるかは調べないとわからない。

さやか：ベイン先生は自分の部屋とか持っていないんですか？

ＫＰ：ウィリアム・ベインはただの講師なので、研究室を与えられるほど待遇は良くないのだ。

辰巳：探すのは面倒だから、御津門大学図書館の司書に聞いてみよう。文庫室というのなら、管かん轄かつは図書館か文学部だろう。

ＫＰ：辰巳先生は、しばらく図書館の司書とは顔を合わせにくいはずですが（笑）。

辰巳：おっと、そうだった。だったら文学部の古株の先生に聞くとしよう。

ＫＰ：御津門大学では顔の広い辰巳先生なので、ロールをするまでもなく文学部の重じゅう鎮ちんで、日本古典文学研究の権威の教授と会えます。「特別記念文庫室でしたら、あそこの校舎の奥にありますよ。しかし、あんなところになんの御用ですかな？」

辰巳：「いや、大したことはないのですが、そういうものがあったと思い出したもので……逆に『あんなところ』とは、あの文庫室には、なにかいわくでもあるのですか？」

ＫＰ／教授：「あそこは『あの先生』の縄張りですからな。あまり、ほかの先生は近寄らんのですよ」

辰巳：「ほうほう、ウィリアム・ベイン先生の……」

ＫＰ：「いったい、いつから居着くようになったのか……『あの先生』も、ずいぶん古くから勤めていますからね」と、文学部の重鎮でさえ、「あの先生」がいつから勤めているのかはわからないようだ。

辰巳：もう少し、この教授に「あの先生」について知っていることを聞いてみたいな。

ＫＰ／教授：「そうだねぇ。普段の授業は感心できたものではないが……『あの先生』には、たまに優秀だが、ちょっと個性的な学生が懐くことがあるんだよ。変わり者同士で通じ合うんだろうね。『あの先生』の教育の賜たま物ものか、卒業するころには真面目になって……そうそう、いまでは高級官僚をしている学生もいたっけ」

辰巳：「ほう、高級官僚ですか……」

ＫＰ：御津門大学もそんなにランクの低い大学ではないけど、東京大学以外で高級官僚になれたというなら、なかなかの出世だろうね。

さやか：日本がひそかに侵略されている！　いずれは政治家になって、国会を支配するとか!?

佐々原：それはどうだろうか（笑）。

睦：あの洗脳みたいなパワーで、真面目人間にされてしまったからなんでしょうね。

ＫＰ／教授：「そうそう、うちの大学の総務にも、『あの先生』に気に入られた子がいたはずだよ。戸と摩ま福ふく郎ろうとかいうちょっと珍しい名字の男だ」

辰巳：「戸摩福ふく郎ろうですか。いまでも『あの先生』とは仲が良いのでしょうか」

ＫＰ／教授：「いやいや、ただの教え子だからなぁ。そんなことはないと思うが。私もよくは知らないがね」

佐々原：そうかぁ、「あの先生」と仲良くなれば高級官僚になれるのか。ボクもなりたいなぁ。

さやか：いや、なってない人もいるみたいですよ？

辰巳：たぶん、好奇心を奪われて真面目になっても、もともとのポテンシャルが高くなければ出世はできないのだろう。好奇心はあってもポテンシャルの低い学生は、普通の仕事を真面目に勤めるだけということだ。

睦：ＥＤＵは真面目に努力すれば高められそうですけど、ＩＮＴは生まれついての才能ですからね。

佐々原：ボクはＩＮＴが15あるので、そこそこ出世できそうな気がする。

睦：ＩＮＴが高くてやればできるのに遊んでばかりいる子も、「あの先生」の手にかかれば急に勉強に熱中するようになって親は万々歳ですね。

さやか：なんか、ベイン先生のしていることが、良いことなのか、悪いことなのかわからなくなってきました。

辰巳：しかし、ガンダムが好きだったからロボットの開発者になるみたいな、ユニークな人材が現れなくなるのは社会の損失ではないだろうか？

さやか：確かに、真面目な人がいないと社会は回らないけど、真面目な人ばかりではつまらないですね。

辰巳：少なくとも、桐野くんの変化は尋じん常じょうではない。あれでは洗脳と変わらんよ。

佐々原：ボクもあんな桐野は嫌ですね。桐野が望んでああなったのでなければ、元に戻してあげたい。

睦：文庫室に行く前に、戸摩さんに会ってみますか？

辰巳：そうだな……相手の本拠地に行く前に、安全そうなところから埋めていこう。戸摩のいる総務部の場所はわかるんだよな。なにか適当な申請書類を持って、訪ねてみよう。





　辰巳先生は総務部の事務所を訪れると、ほかの職員が忙しそうなタイミングを見計らって、自然に戸摩に話し掛けることができた。事務所は学生は立入禁止のため、佐々原たちは扉の外からのぞくことにする。

　すると、文学に造詣の深い佐々原はその戸摩が、約三十年前、とある新人文芸賞を二十歳という若さで受賞して話題になった人物だと気づいた。もっとも、その後、彼は作品を発表することはなく、そのまま忘れ去られた人物だ。






佐々原：「……まさかあの戸摩さんが、ウチの大学の職員をしていたなんて意外だな」

さやか：やっぱり、「あの先生」に創作意欲みたいなものを吸われてしまって、堅実な仕事に就くようになってしまったのでしょうか。

辰巳：佐々原の知っている情報はわからないが、取りあえず適当な申請書類を手渡しながら「そう言えば、君は御津門大学の卒業生で、あのウィリアム・ベイン先生に師事していたそうだね」と、さりげなく尋ねてみよう。

ＫＰ／戸摩：「懐かしい名前ですね」

さやか：あっ、戸摩さんはベイン先生の本名を知っているんだ。

辰巳：「『あの先生』はずいぶん若く見えるが、いったいいくつなのだろうか？」

ＫＰ：「辰巳先生、あまり『あの先生』のことは詮索しない方がよろしいかと思いますよ。徒労に終わるだけですから」と、忠告するような口調で答える。

辰巳：「……それはどういう意味かね。もしや、彼の存在が曖昧にしか認識できないとことを言っているのか？」

ＫＰ：すると、戸摩は驚いたような顔をする。「さすがは辰巳先生。そのお歳なのに探究心は衰えておられないようで……そこまで気になるのでしたら、『あの先生』の部屋を訪ねるといいでしょう。もしかしたら、本当の『あの先生』に会えるかもしれませんよ」

辰巳：「部屋というのは特別記念文庫室のことか。君も十年前、あそこに行ったのか？」

ＫＰ：「ええ、訪ねました。とても興味深い体験でしたよ」と、その時、事務所に終業時間を伝えるチャイムが鳴る。すると、戸摩は話の途中だったにもかかわらず、書類をトントンと片付けて「もう時間です。では、これにて失礼させてもらいます」と、取り付く島もない態度で席を立つのだった。

辰巳：「えっ、ワシの申請書類は？」

ＫＰ／戸摩：「すみませんが、本日の業務は終了しましたので、また明日の九時に来てください」

佐々原：残りは九時だ──って、そういう意味だったのか！（笑）

睦：書類は三時までに持って来てくれないと、当日には処理できません。翌日九時となります（笑）。

ＫＰ：そんなわけあるか。最後に戸摩は辰巳先生にこう告げる。「そうそう、『あの先生』の宴うたげに参加されることがあったら、あの方々にもよろしくお伝えください」

辰巳：「あの方々……？」

ＫＰ／戸摩：「個性的な客たちが来るはずですよ」

辰巳：うむむむむむ……この男を尾行しても意味はなさそうだから、みんなと合流して情報を共有しよう。




佐々原：ところで、いまのところ奪われているのは創作意欲みたいだけど、ベイン先生と初対面の時、こだわっていたのは好奇心の方でしたよね。

辰巳：好奇心がなけば、創作はできないという解釈なんじゃないのかな。今回、その二つはイコールと考えていいのだろう。

睦：たまたま、これまで会ったのは作家志望の人ばかりだったけど、好奇心旺盛な発明家とか探検家であっても、ベイン先生のお眼鏡にかなうんじゃないのかな？

さやか：好奇心を奪われるなんて、探索者にとっては致命的ですね。

辰巳：「そんな事件は私に関係ありません」とか「学校があるから一緒に行けません」とか、言い出すようになるのだろうな。

睦：さやかちゃんに誘われても、「なんで私がそんなことやらないといけないの。警察に任せたら？」とか、冷静な態度で接するようになるのでしょう（笑）。

さやか：そんな人は探索者失格です！

辰巳：こうなると、もはや残された手は特別文庫室に行くしかなさそうだが……。

佐々原：それはいいのですが、あの影山がいったいどのように関わってくるのか気になります。

睦：影山のことはひとまず保留にして、取りあえず特別記念文庫室に行ってみようよ。本当に実在するのかな？

ＫＰ：文学部の教授から教わった通りの場所に、ちゃんとあるよ。ここは古い校舎で、木の扉は重厚な造りだ。真鍮製の小さな銘板に「特別記念文庫室」と、日本語と英語で表記されている。学生はほとんど立ち寄らないような不便な場所にあるね。

睦：まずは、「あの先生」に招待されている私だけで様子を見てみましょうか。

辰巳：うう～む、危険だとは思うが、資格がない者と一緒に行くと会えないという可能性もあるからな……迷うところだ。

睦：いくらなんでも、会った途端、好奇心が吸い取られて別人にされてしまうことはないと思いますよ。むしろ、大勢で行って警戒されるのが嫌なので、ここは一人で行ってみて「あの先生」の真意を確認してみたいです。

辰巳：……ならば、ここは睦くんに任せてみるか。




扉が開かれる




ＫＰ：では、睦ちゃんが一人で特別記念文庫室の扉を開けるわけだね。

佐々原：ボクらはちょっと離れた背後に待機して、なにかあったらすぐに飛び込めるようにしています。

さやか：離れていながらも、扉が開いた時は部屋の中の様子も見えるような、絶妙な位置にいる予定（笑）。

ＫＰ：まあいいだろう。睦ちゃんが年代物の真鍮のドアノブをひねって、部屋の中に入ろうとした瞬間、ふっとその姿は消えてしまう。

全員：ええ～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：目の前で大切な仲間が消滅してしまった驚きにより、睦ちゃん以外は〈正気度〉ロールだ！

さやか：そ、それは驚きますよ。コロコロ……失敗です。

辰巳：まさかいきなり消えるとは。コロコロ……くっ、ワシも失敗してしまった。

佐々原：コロコロ……ボクは成功です。

ＫＰ：成功したら正気度は減らない。失敗した人は１Ｄ４ポイント減るよ。

さやか：コロコロ……「１」でしたので、現在正気度は39です。

辰巳：コロコロ……おっ、よかった。ワシも「１」で済んだ。現在正気度は55だ。

佐々原：すぐにあとを追いかけますよ！

ＫＰ：すると、君たちは普通に部屋に入ることになる。中は20世紀初頭の欧州風の書斎といった造りだ。マホガニーの本棚が壁一面にずらりと並び、その中央にはアンティークの読書机が向かい合わせで置かれている。

さやか：「あの先生」はいるんですか？

ＫＰ：そんなに広い部屋ではないのでひと目見ればわかるが、どこにもいない。では、ぱっと見た部屋の様子を説明したところで、消えた睦ちゃんの方にシーンを移そう。部屋にいるみんなは睦ちゃんがどんな目に遭っているのかはわからないから、ここからは聞こえないふりをするように（笑）。

全員：は～い（笑）。




ＫＰ：──睦ちゃんは特別記念文庫室に入ったはずだが、一瞬、目の前が真っ白の霧に包まれたようになって、次に視界が開けた時には、薄暗い森の中にいるのだった。夕暮れが近いようで、太陽は傾きつつあり、木々の隙間からは高くそびえる岩山が見える。

睦：「むむ～っ、これはタマ兄が見た悪夢の話と同じ場所……？」

ＫＰ：睦ちゃんは〈聞き耳〉か〈目星〉、どちらか得意な方でロールしてちょうだい。

睦：〈目星〉でお願いします。コロコロ……成功です。

ＫＰ：森の木々の枝に、キラッ、キラッと輝くものに気づく。それらはじっとこちらをうかがっている小動物の目の光だ。その数はとても多く、睦ちゃんはすでに自分が取り囲まれていることがわかるだろう。

睦：むむ～っ、刺激しないようにゆっくりと移動しますが……。

ＫＰ：すると、睦ちゃんの進もうとする先に、折られた枝が落ちてきたり、木の実が投げつけられたりする。

睦：動いたら駄目なのかな。だったら、立ち止まって様子を見てみます。

ＫＰ：木の上では「キュイ、キュイ」という甲高い声がするけど、ここで睦ちゃんはドリームランドの技能である〈夢の知識〉をロールしてもらおうか。

睦：私の〈夢の知識〉は０％なのです。

ＫＰ：あっ、そうだっけ。では、あの小動物がいったい何者なのか見当もつかないね。睦ちゃんが動かずに様子を見ているのならば、相手もじっとしているため膠こう着ちゃく状態に陥ってしまうけど？

睦：この小動物たちに悪意があるのかどうかはっきりしない状況では、一人で対処するのは怖いですね。さやかちゃんたちが来てくれるかもしれないので、ここはじっとしているのが得策かなぁ。

ＫＰ：だったら、特別記念文庫室の方にシーンを戻させてもらおうかな。

睦：「大丈夫、待っていれば、みんながすぐに来てくれるはず……」




ＫＰ：さて、御津門大学にいる探索者たちは、消えた睦ちゃんがどうなっているかはわからない状況で、部屋を探索することになる。

さやか：むったんは二の腕が太いから、きっと大丈夫なはず！（笑）

辰巳：まあ、ワシらの中で二番目に戦闘力が高いからな（笑）。

佐々原：ちなみに、部屋の本棚には、どんな本が並べられているのでしょう？

ＫＰ：並んでいる本はどれも一級品の装丁がされた洋書ばかりで、まるでミスカトニック大学のオーン図書館の一部がここにやって来たかのようだ。あと、部屋の隅には大きな本棚に挟まれて、高さが二・四メートルもある棺ひつぎのような形をした時計が立っているのに気づく。

さやか：二・四メートルって、やけに大きいですね。近づいて見てみますけど。

ＫＰ：この時計の文字盤には、数字の代わりに見たこともない記号が刻まれている。また、時計の針も三本ではなくて、「太くて短い針」「中くらいで短くも長くもない針」「細くて長い針」「針のように細くて長い針」の四種類だ。

佐々原：その時計は動いているんですか？

ＫＰ：針は動いているようだけど、いまの時間を指してはいない。ここで全員が〈人類学〉をロールできる。

辰巳：コロコロ……おっ、ダイス目が良かったので、ワシが成功している。

ＫＰ：辰巳先生はこの文字盤に刻まれた象形文字に似た記号が、地球上で発見されたいかなる文字とも異なるものであることがわかる。

辰巳：うう～む、これは時計に似ているが、まったく別の用途に使う装置かもしれないな。

佐々原：えーと、その四本の針を時計とするなら「太くて短い針＝時針」「細くて長い針＝分針」「針のように細くて長い針＝秒針」となって、「中くらいで短くも長くもない針」だけが余ることになりますよね。

ＫＰ：うん、その考え方で間違いない。

佐々原：じゃあ、中くらいの針は九時の方向に回して、ほかは三時の方向に回せばいいんじゃないのかな？

さやか：おお～っ、なるほど。手紙にあった指示ですね。

辰巳：んんっ、ちょっと待て。あの一文は「それでも会いたいなら、三時ちょうどにすること。残りは九時だ」だったから、分針と秒針は十二時方向に回さないと、三時ちょうどにならないのではないか？

佐々原：でも、それだと残った針だけで九時を示すには、どうしたらいいのでしょう？

辰巳：そこは素直に九時の方向に回せばいいんじゃないのかな。確信はできないけど。

さやか：わざわざ「三時ちょうど」と言っているんですから、三本の針を三時の方向にするよりは、時計として三時を示す位置にするのがよいような……。

ＫＰ：ここはそれぞれの針をどこに合わせるのか、誰かが代表してきちんと宣言してね。

辰巳：それでは、ワシが代表していいかな？

さやか＆佐々原：お願いします。

辰巳：「太くて短い針」を三時の方向。「中くらいで短くも長くもない針」を九時の方向。「細くて長い針」を十二時の方向。「針のように細くて長い針」も、十二時の方向に合わせるぞ。

ＫＰ：了解しました。それでは、辰巳先生がそのように針を動かすと──

全員：ゴクリ……！

ＫＰ：──時計の中から「ムォーン、ムォーン」という霧笛のような音が聞こえてくる。そして、ゆっくりと時計の表部分が扉のように開くのだった。その中は白い羽毛のような深い霧が漂うトンネルになっていて、いったいどこに通じているかはわからない。

全員：おお～～～っ、開いた。

さやか：「こ、このトンネルは、本当にむったんのいるところに通じているんでしょうか？」

佐々原：霧の中に入るというのは、『るるいえがすらいと』で時空を超えて18世紀末のロンドンに行った時のことを思い出すなぁ。

辰巳：しかし、ここで悩んでいても始まらん。向こうで睦くんが危ない目に遭っているかもしれん。

さやか：じゃあ、みんなはぐれないように。「せーの」で飛び込みますよ！

全員：「せーの!!」




ＫＰ：──君たちの視界が霧に包まれたかと思うと、すぐに自分が別の場所にやって来たことに気づく。古書の香り漂うアンティークな部屋から一転して、湿った土の匂いがする森にやって来たのだ。見ると、すぐその先で睦ちゃんが上を見上げたまま立ち尽くしている。

佐々原：「むったん、無事か!?」

睦：時間的には、みんなすぐに来てくれたという感じですか？

ＫＰ：実は、二つの世界では時間の流れが違うので三十分くらいは待たされたかも。

睦：森の小動物とにらみ合いをしていたので、すっかり精神的に参っています。「みんな、やっと来てくれたの～」

さやか：私たちも睦ちゃんを狙っている小動物に気づいていいですか？

ＫＰ：まあいいだろう。全員、〈夢の知識〉をロールしていいよ。

さやか：と言われても、一番高い私でも〈夢の知識〉の成功率は14％しかありません。コロコロ……失敗。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：では、その小動物の正体はわからないが……ただ、みんなそろったので思い出していいけど、『るるいえばけーしょん』でドリームランドに旅立った時、同じような小動物と遭遇したことがある。

さやか：ああ、私が蹴り殺してしまった……。

ＫＰ：その通り。睦ちゃんの仲間が来たことで、彼らも警戒の度合いを増したようだ。木の枝から姿を現して、大きな目で君たちをじっと見つめている。全体的には原始的な猿かネズミを彷ほう彿ふつとさせるが、口の周りにイソギンチャクのような触手を生やしているところが大きな違いだ。では、そんな未知の小動物に囲まれたことで、全員〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか＆睦：コロコロ……成功。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗！

ＫＰ：成功したら正気度は減らない。失敗したら、１Ｄ３ポイントの正気度が減る。

佐々原：コロコロ……うわっ、「３」が出た。現在正気度は72です。怖い、このネズミ怖い！（泣）

辰巳：コロコロ……ほっ、「１」で済んだ。現在正気度は54だ。

さやか：どうします。前みたいに空手キックしますか？

辰巳：いや、この数を相手に戦闘を仕掛けるのは無謀だろう……。

佐々原：ダッシュして逃げてみるのはどうでしょうか？

睦：そっちの方がいい気がする。

ＫＰ：逃げるにしても、闇雲に逃げるのか、それともどこかを目指して逃げるのかを決めておいてもらいたいね。闇雲に逃げれば小動物──面倒だから、この小動物のことはズーグという名で呼ばせてもらうけど──ズーグからは逃れられるかもしれないが、森で迷ってしまうかもしれない。そうなれば、もっと恐ろしい「なにか」と遭遇する可能性もあるだろう。

佐々原：あの意味ありげに見える高い岩山を目指すのがいい気がします。以前、悪夢でここに来た時に気づいたんですけど、頂上に家があるっぽいんですよ。

辰巳：もしかして、そこにウィリアム・ベインが待っているのか？

さやか：「じゃあ、その岩山の方に逃げましょう！」

佐々原：「みんな、暗がりには注意して。影っぽい敵が潜んでいるかもしれないからね！」

ＫＰ：それでは、君たちは岩山を目指して森の中を駆けていくのだが、ここで代表者は〈ナビゲート〉の５分の１でロールしてくれ。

佐々原：５分の１ですか!?

ＫＰ：というのも、君たちが逃げると、ズーグたちも木の枝から木の枝へと飛び移って追いかけて来る。そして、わずかな獣道があればそこに枝を落として進路を妨げたり、あちこちの木々を揺らして不安をかき立てたりと妨害を続けるのだ。旅人を道に迷わす、森の妖精みたいなイメージをしてもらえればいいだろう。

佐々原：こいつら、なにがしたいんだ。コロコロ……失敗です。５分の１なんて無理ですよ！

ＫＰ：そうか。だったら、こっちは秘密のロールをさせてもらおう。コロコロ……なるほどね（実は、プレイヤーを不安にさせることが目的で、意味のないロールである）。

睦：どうしよう。タマ兄が成功してくれることを祈って、もう一度、逃げますか？

佐々原：この森には、ボクのダイス目を悪くする呪いがあるみたいだから、あまり期待しないで！

睦：確かに……前の悪夢の時も散々だったよね。

さやか：なにか餌とかになるものないかな。お菓子とか。

ＫＰ：そうだね、〈幸運〉に成功したら、たまたまお菓子を持っていたことにしてあげよう。

さやか：コロコロ……あっ、成功しました。じゃあ、このハイチュウを持ってます！（自前のお菓子を取り出す）

佐々原：ボクもやりますね。コロコロ……成功したので、ボクはこのカントリーマアムを持っているということで。カントリーマアムの魅力に勝てる生き物などいない！（テーブルに置いてあったおやつを手にする）

睦：お菓子を出したら、ズーグたちは反応します？

ＫＰ：うん……カントリーマアムには興味を持ったようだね。カントリーマアムの美味おいしさは万国共通だからな。

佐々原：そうでしょう、そうでしょう。一緒に食べないかとボディランゲージで訴えかけられますか？

ＫＰ：彼らと意思疎通できるかどうかは〈人類学〉か〈生物学〉か……まあ、お菓子があることだし〈アイデア〉でもいいとするか。

佐々原：〈人類学〉って……こいつら人類なの？

ＫＰ：文化が異なるだけで、知能は人間並だからね。バカにするなよ。

佐々原：そ、そうだったのか……じゃあ、カントリーマアムを持って〈アイデア〉で文化交流をします。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら、ズーグたちは恐る恐る近づいて来て、カントリーマアムを受け取る。なんとなく敵意は感じないね。これまでの行動も好奇心からのいたずらだったのかもしれない。

さやか：よかった。この子たちに岩山のこととか、「あの先生」のこととか聞けないでしょうか？

ＫＰ：ボディランゲージでは、そこまで複雑な情報交換は無理だね。

さやか：岩山の方に行く素振りをして「あっち行っても大丈夫？」みたいな顔をしますけど、どうですか。

ＫＰ：……そうだねぇ。無理に止める様子はない。むしろ、面白がって、さやかちゃんにつきまとっている。

さやか：なんかかわいい。けど、口がイソギンチャクなんですよね。そのウネウネさえなければなぁ～。




◆むったんのワンポイントスケッチ「プレイスタイルの変更」

　どうも、好きなおやつはルマンドな、むったんです。

　あえて口には出していませんが、私たちは自分がドリームランドにやって来てしまったと思っていました。

　普段、辰巳先生やタマ兄は石橋をたたくように理詰めで行動していますが、ドリームランドはそうした常識が通用しないことの多い幻想的な世界です。

　そこでいつもとはプレイスタイルを変えて、理性より感性を重視──もっと簡単な言い方をすれば、頭を柔らかくして挑んでいます。もしも、覚醒の世界でしたら、ズーグみたいなクリーチャーに出会っても餌え付づけしてみようなんて思わないことでしょう。

　私たちはドリームランドは初めてではないため、このように自然にプレイスタイルを変えていますが、初めてドリームランドを体験した人は、世界の雰囲気の違いに戸惑うこともあると思います。ドリームランドを舞台とした幻想的な世界を楽しんでもらうつもりなら、キーパーは自分がどのようなプレイスタイルで挑んでもらいたいか、事前にプレイヤーに伝えておいた方がいいですよ。









　かくして、ドリームランドの独立種族ズーグたちと仲良くなった探索者たちは、彼らと共に岩山を目指すことにした。ズーグの邪魔がなくなったため、佐々原の先導で迷うことなく森を抜けることができたが……今度は、大きな地面の裂け目が探索者たちを阻はばむのだった。






ＫＰ：岩山の頂上へと向かう道は、両側が断崖となっておりとても狭い。しかも、その途中に深さ四・五メートルの地面の裂け目があり、頂上を目指すにはここを越えねばならない。

佐々原：ここがキーパーが最初に言っていた〈登攀〉の役立つ場面か。

ＫＰ：ちなみに、ズーグたちは「無理すんな」って顔で見ている。降りて、登るには二回の〈登攀〉ロールが必要なのだけど、四・五メートルくらいだからと甘く見て、このロールでひどい出目を出すと恐ろしいことになるぞ。

辰巳：そ、そうなのか……。

ＫＰ：このソースブック『キングスポートのすべて』に、そう書いてありますので間違いないです。

睦：むむ～っ、ここってキングスポートなの？

さやか：そのキングスポートとは？

睦：実は私もよく知らないんだよね。アーカムの近くにある港町だったはずだけど。

佐々原：ここってアメリカなの。てっきり、ドリームランドかと……。

睦：ズーグがいるから、ドリームランドだとは思うけど。たぶん深く考えるだけ無駄だと思う。探索者もキングスポートのことはわからないわけだし。

さやか：そうですね。いまはこの裂け目を越えることを考えましょう！

辰巳：いつもならば〈登攀〉で越えるところだが……ここは慎重にロープ代わりになるものを探してみよう。

さやか：そのへんにロープになりそうなツタとかないですかね？

ＫＰ：うん、あるね。君たちがツタを探し始めると、ズーグたちもまねして集めてくれる。

さやか：「みんな、ありがと～」って、ハイチュウを配りましょう。

ＫＰ：じゃあ、ハイチュウの新食感に戸惑いながらも、喜んで食べている。しかし、このツタを頑丈なロープとして編むには〈登攀〉か〈博物学〉に成功する必要がある。そして、そのロールはキーパーが隠れてするからね。

辰巳：なるほど……本当に頑丈に編めたかどうかは、ワシらにはわからないということか。

佐々原：ボクの〈登攀〉は82％ですが、それで試してみていいですか？

睦：うん、ここはタマ兄にお願いするよ。

さやか：それにキーパーがロールするのなら、ダイス目の悪くなる呪いも無関係になるはず。

佐々原：なるほど……って、なんか複雑な気分だな。キーパー、集まったツタはボクが編みます。

ＫＰ：了解した。成功率は82％だったな（コロコロ……成功か）。どうやら必要なだけの長さのロープを編むことはできたようだ。

佐々原：なんか不安だなぁ。ここはボクが責任を持って、試しに降りてみますね。まずは手近な木とかにロープを縛ってから……あまりロープに力をかけないように、得意の〈登攀〉を生かしながら裂け目を降りていきます。

さやか：私たちはなにかあったら引き上げられるように、ロープをつかんで待機です。

ＫＰ：だったら、佐々原は〈登攀〉の２倍でロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……「16」で楽々と成功。ロープなんて使わずに、フリークライミングで降りていきます（笑）。

辰巳：こらこらっ、ロープの頑丈さを確認するのも、おまえの役目なんだからな！（笑）

ＫＰ：ロープは十分に役目を果たしているようだよ。ところで、ここで全員〈目星〉をしてくれるかな？

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：なんと、全員成功か。だったら、裂け目の底に降りた佐々原と、上からのぞいているほかの探索者たちは、日が暮れかけて暗くなった岩陰の奥でなにか黒いモノが蠢いたことに気づくのだった！

全員：出た～～～～～～～～～～っ!!

辰巳：なんとも最悪のタイミングで待ち伏せしていたな！

佐々原：まずい、これはまずい。逃げ場がない！（泣）

ＫＰ：太陽は刻々と沈みつつあり、やがてこの辺りは闇に包まれる。そうなれば、やつの時間が始まるだろう。そんな恐ろしい状況に陥った探索者たちは〈正気度〉ロールだ！

佐々原：ここで狂気に陥ったら最悪ですよ。コロコロ……失敗！（泣）

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……成功。

佐々原：なんだよ、失敗したのはボクだけ!?（泣）

ＫＰ：成功したら正気度は減らない。失敗した佐々原は、正気度を１Ｄ４＋１減らしてくれ。

佐々原：その+1が憎い！　コロコロ……「４」も減りました。現在正気度は68です。

辰巳：狂気に陥らないだけマシだろ。

ＫＰ：蠢く影は巻きヒゲを揺らしながら、岩陰から佐々原に近づいて来るぞ……。





　前も後ろも崖という状況で怪物と対面してしまった大ピンチの佐々原だが、ロープを使ってみんなのところに戻るか、それともロープを使わずにボーナスなしの〈登攀〉で前方の崖を急いで登るかで迷うことになる。

　相手は実体があるのかさえわからぬ正体不明の敵。さやかちゃんの空手キックが通用するかも怪しい。

　そこで佐々原は前方の壁を登ることを決心した。自分が囮おとりになるついでに、反対の崖からもロープを垂らして、みんなをサポートするという作戦だ。






ＫＰ：問題は〈登攀〉に失敗すると途中で落下してしまい、ダメージを受けること。そして、〈登攀〉の出目が96～00だった場合、さらにひどいことが起きるということだ。これは事前に警告しておくよ。

佐々原：けど、ここでボクがみんなのところに戻っても、結局、やつは裂け目の下で待ち伏せを続けるだけだし、なにも状況は改善しませんからね。

さやか：それどころか日が暮れて夜になったら、どうなるかわかったものじゃありません！

ＫＰ：なるほど、それならもはやなにも言うまい。頑張ってくれ。

佐々原：なるべく岩陰になっていない明るいところを選びながら、フリークライミングの要領で登っていきます。成功率は81％。行きますよ～！

睦：タマ兄、頑張って～～!!

佐々原：コロコロ……よっしゃあ、「08」で成功です！

全員：わ～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：……それでは、蠢く影は崖の底を出て佐々原の方にスルスルと近づいていく。しかし、佐々原がフリークライミングで明るい岩場を選んで登っていくため、なかなか近づけない。せわしなく岩陰を移動する様は、まるでいら立っているようにも見える。

さやか：もっと超然とした怪物かと思ったら、意外と人間的なんですね。

辰巳：もしかすると、この怪物はドリームランドにおける影山の姿なのかもしれないな。

睦：ドリームランドって、覚醒の世界とは違った姿を持つ人がたまにいますからね。

さやか：名前からして、影山さんは怪しいです！（笑）

佐々原：「ボクが引き付けているうちに、みんなもロープを使って登攀してくれ！」





　佐々原の勇気ある行動によって、残りの探索者たちは次々と裂け目を越えることができた。

　ちなみに、ここで〈登攀〉に失敗すると１Ｄ４ポイントのダメージ、出目が96～00だった場合は数百メートルの致命的な落下をすると『キングスポートのすべて』には明記されている。〈登攀〉を二回もロールさせられた上、それぞれ５％の確率で死ぬかもしれないとは……なんとも恐ろしい難所である。






ＫＰ：これで全員が裂け目を越えたわけだが……そうしているうちにも日は傾き、影は長く伸びて、いつどこから蠢く影が忍び寄って来るかわからない。

佐々原：「とにかく、頂上にある家を目指そう。やつも家の中には入ってこられないかもしれない！」

ＫＰ：長い道のりを経て、ようやく君たちは岩山の頂上に立つ家に到着できた。家は信じられないほど古いもので、灰色の屋根は不自然なまでに高く、とがっており、軒は地面に届くほど。君たちの方を向いている壁には、鉛の枠にくすんだ丸ガラスがはめられた17世紀様式の窓があるだけで、どこにも入り口の扉が見当たらない。それもそのはずで、なんとこの家の扉は、海にせり出した崖側にあったのだ。

睦：「まるで海から来る客を迎えるための家だね……」

さやか：「むったん、不吉なこと言わないでっ！」

佐々原：家の壁に張り付いて、扉まで行くことはできないんですか？

ＫＰ：とても危険だが不可能ではないだろう。

辰巳：崖側の壁にロープを手すりのように張って、落下しないようにはできないか？

ＫＰ：それもできるでしょう。ただし、誰かが最初に壁に張り付いて、向こう側まで渡らないとならないですよ。ちなみに、なにも補助なしでそうするにはＤＥＸの２倍でロールをしてもらうことになります。

佐々原：人類最速のボクでも成功率は36％しかありません……。

辰巳：けれど、佐々原の腹にロープを結んで行かせれば、そのまま海に落ちるようなことはないよな？

ＫＰ：固定されていないロープの長さだけ落下することになるので、それもかなり危険ではありますが……即死するようなことはないでしょう。

さやか：じゃあ、佐々原さん、お願いします！（笑）

佐々原：今回、なんかボクばっかり損な役回りをさせられてない？（泣）

さやか：序盤、あんなにチヤホヤされてたじゃないですか。そのぶん大変な目に遭ってください。これが等価交換というやつですよ（笑）。

佐々原：ボクがひたすら幸せな気分になるシナリオがあってもいいと思うんだけどなぁ……。





　かくして、みんなに補助されながら、佐々原は無事にロープの手すりを張り終えた。

　ズーグ族の襲来、地面の裂け目、崖側を向いた扉といったイベントは「霧の高みの不思議な家」を訪れるための難関として『キングスポートのすべて』に記されているものだ。

　これらは単純なロールだけでもクリアできるが、失敗した時の効果が致命的過ぎるので、探索者は慎重にさまざまな工夫を凝らして危険を減らしていった。

　リプレイではすんなりとアイデアを出しているようだけど、実際にはもっと悩んで、いろいろ無駄なことをおしゃべりしている。けれど、こうしてみんなが自由な発想でアイデアを出し合って、危機を乗り越えるというのも『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の醍だい醐ご味みだろう。






不思議な家の不思議な客たち




ＫＰ：さて、君たちは佐々原の張ってくれたロープを辿たどりながら入り口の扉に向かうわけだが……重厚な扉には、ちょうど顔の高さにのぞき窓があるのだけど、外からは開けないようになっている。また、家の中からは複数の男女の楽しそうな笑い声も聞こえてくるね。

睦：ここは招待状をもらっている私が、ノックしてみましょう。

ＫＰ：……すると、ピタリと笑い声が止んで、しばらくするとのぞき窓が開いた。

睦：「わ、私……日野睦ですが……招待状を見て、ここに来ました！」

ＫＰ：中からのぞいているのは、「あの先生」──ウィリアム・ベインだ。睦ちゃんがあいさつをすると、にっこりと笑って、「ようこそ、いらっしゃい。みんな待っているよ」と、扉を開けてくれる。ちなみに、この扉は外開きなんだよね。落っこちないように注意してね（笑）。

辰巳：なんて欠陥住宅だ！（笑）

睦：扉の縁にしがみつきながら、「いいお宅ですね～」と、愛想笑いを浮かべています（笑）。

佐々原：扉が開いたのなら、閉まらないうちに、ボクらもドヤドヤと入り込みますよ！

さやか：「むったんの付き添いです。こんにちは～！」

辰巳：「みんなで押しかけてしまい、すみませんな」

ＫＰ：「おやおや、辰巳先生まで」と、ベインは驚いた顔をするけど、すぐに君たちを歓迎してくれる。「みなさん、ここまで来るのは大変だったでしょう」

睦：「それはもう……すごい大変でした」

さやか：招待状もらったとしても、こんなの一人じゃあ来られないよね。

佐々原：いくら好奇心があっても無理だよ。むしろ、必要なのは好奇心じゃなくて、ＤＥＸと〈登攀〉だし！

ＫＰ：まあまあ、それは置いといて。部屋の様子を説明しよう。部屋はひとつしかなく、生活に必要な簡素な家具があるだけだ。どれも17世紀後半のアンティーク風だね。

辰巳：それは本当はアンティークじゃなくて、この世界における最新様式なのではないだろうか？

ＫＰ：明かりはろうそくがあるだけ。あと、暖炉には薪まきがくべられ、パチパチと音を立てている。壁の本棚には虫に食われた古書が並んでいるね。ここでみんな〈クトゥルフ神話〉をしていいよ。

佐々原：コロコロ……あっ、ボクが成功しました！

ＫＰ：佐々原はこれらの本を見て仰ぎょう天てんするだろう。世界的にも貴重な『エイボンの書』『ナコト写本』といった魔道書が並んでいるのだ。

佐々原：「さやかちゃん、見てみて。ここの本棚すごいよ」

さやか：「る、るるいえ堂だって負けていませんから！」

ＫＰ：あとは古い木箱に、塩漬け肉とワインの瓶びん。棚には奇妙な貝かい殻がらや、彫刻のかけらといったガラクタが並べられて、テーブルには金属製の水差しと、角の生えた類人猿らしき頭ず蓋がい骨こつから作られたゴブレットがある。

睦：なんかすごいファンタジー的な部屋ですね。

ＫＰ：これらの品々を見たら、〈考古学〉〈クトゥルフ神話〉〈歴史〉、または〈オカルト〉のどれか得意なものでロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……ボクが〈歴史〉で成功していますね。

ＫＰ：佐々原には、これらの品々が古代ギリシャ、アトランティス、ハイパーボリア、ムー、そしてポセイドニスといった神話に関係する物品──いわゆる、アーティファクトであるとわかるだろう。どれもが値段の付けられない逸いっ品ぴんだね。

さやか：るるいえ堂で売れば、いくらになるかな……（笑）。

ＫＰ：ただ、部屋の様子よりも驚かされるのは、部屋にいる先客たちだ。一人はボロのローブを着た老人だが……みんな、〈アイデア〉をしてくれるかな？

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：三人は思い出す。この老人は『るるいえばけーしょん』でドリームランドのセレファイスを訪れた時に出会った、クラネス王の黄金の餌台を修理してくれた謎の鋳い掛かけ屋やだね。佐々原は夢の中の出来事だったので、だいぶ記憶は曖昧になっており、いまいち思い出せなかったようだ。

さやか：ああっ、あの永遠が嫌いで、私たちにすごいパワフルな手下をくれた人！

睦：確か、その正体はカラカルだったような。ドリームランドの神様ですよね。

ＫＰ：その通りだ。もっとも、カラカルは君たちに関心はないようで、ゴブレットに注がれたワインをちびちびと飲んでいる。そして、テーブルには灰色の美しい毛並みの猫が丸くなって、木皿に注がれたワインをなめている。

睦：むはっ、もしかしてレディ・ロデレール!?

ＫＰ：その通りだ。レディ・ロデレールは睦ちゃんの方を見て「この前は、野蛮な獣に驚いてあなたを放り出してしまいごめんなさいね」と、目を細めてわびる。

睦：「いえいえ、おかげでケイトという大切な友達に会えましたし……こうして、さやかちゃんも無事に助けることができました！」

さやか：「お礼を言わせてください、レディ・ロデレール」

ＫＰ／レディ：「あなたたちにはグアムの猫を救ってもらいましたからね。お互い様です」

睦：「レディ・ロデレール、今日はいったいどういう集まりなんですか？　私たちに関係する人たちが集められているようですが……」

ＫＰ：レディ・ロデレールいわく、彼女やカラカルは君たちのために集まったわけではないらしい。この家ではふさわしい者が、ふさわしい時に、勝手にやって来ては宴を開くそうで、今こ宵よいはそういう宴なのだろうと語る。

睦：よくわかりませんが……まあ、ここはドリームランドですからね。そういうものなんでしょう！（笑）

ＫＰ：君たちがレディ・ロデレールにあいさつをしていると、海を向いているはずの扉がノックされた。

辰巳：まだ客が来るのか。ここにいる連中だけでも、もうおなかいっぱいなのだが……。

ＫＰ：ベインは扉に近づいて、のぞき窓から外をうかがうと、顔をしかめながら、部屋にいる者に向かって言う。「アーガルグ・リーオニスが来ている」

さやか：アーガル……オニース？

ＫＰ：アーガルグ・リーオニスだ。その名を聞いたら〈クトゥルフ神話〉をロールしてもいいよ。

全員：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、君たちはアーガルグ・リーオニスという名前は聞いたこともない。ベインの口ぶりでは、それが扉の前まで来ているようだよ。

睦：「ベイン先生、その方は嫌なお客さんなんですか？」

ＫＰ：まあ、あまり歓迎できない客らしいね。カラカルもレディ・ロデレールも小さく首を横に振って「会いたくない」と、さりげなく意思表示をしている。

睦：この方たちに、こうまで嫌われる人って、いったい……。

辰巳：やはり神様の一種なのだろうか。さっきの〈クトゥルフ神話〉は成功させておきたかったな……。

ＫＰ：そして、ウィリアム・ベインは真顔になって、探索者たちに問い掛ける。この質問は大事なので忘れないようにこれを渡しておこう（メモを渡す）。




……………………

◆ウィリアム・ベインの問い掛け





「しかし、なんでアーガルグ・リーオニスが……まさか、君たちの中に、不ふ遜そんなたくらみを持ってここにいる者や、堕だ落らくした魂の持ち主はいないだろうね？」



……………………




佐々原：不遜なたくらみ……は、ボクたち持っていないですよね？

辰巳：ワシらは桐野くんの変化について、真相を問いただしに来ただけだからな。不遜というわけではあるまい。

さやか：佐々原さんの魂は大丈夫ですか？　堕落していませんか？（笑）

佐々原：してないよ！　ピッカピカにピュアだよ！

睦：もしかして、「堕落した魂」というのは〈クトゥルフ神話〉を持っているかどうかとか？

さやか：ええ～～っ、そんなぁ！

辰巳：いや、それはないだろう。そうだとしたら、カラカルやレディ・ロデレールの方が堕落しているはずだ。

ＫＰ：……ここは誰かが代表して、言葉を選んで、はっきり答えてちょうだいね。

さやか：こ、これは下手な答えをすると、家を追い出されて、アーガルなんとかの餌にされてしまうのかも。

睦：なんて答えたらいいのか、レディ・ロデレールにこっそり聞けませんかね？

ＫＰ：そうだね。じゃあ、〈猫語〉に成功したら、ヒソヒソ話ができるとしよう。

睦：任せてください。なんと私は〈母国語〉より、〈猫語〉の方が得意なのです！

佐々原：たぶん、それって日常会話でも語尾に「にゃ」がついているレベルだよ！（笑）

睦：「レディ・ロデレール、なんて答えたらいいかにゃあ？」っと、コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、レディ・ロデレールは睦ちゃんの耳元でのどを鳴らしながら「あなたたちは客よ。堂々としていなさい。けれど、謙けん虚きょでもありなさい」と答える。

睦：む～っ、なんか堂々として、それでいて謙虚であれば問題ないようですよ。

辰巳：まあ、あまりうそをつくのも見抜かれそうだからな。よし、ここは「ワシらは先生にお招きいただき、正しい目的でここに来ております」と、正直に堂々とした態度で答えよう。

ＫＰ：……すると、ベインは辰巳先生の言葉にニッコリとうなずいて、「それはよかった。もしいたとしたら、かの神に差し出さねばならなかった。ここにそのような者がいないというのなら、無視していれば、いずれ去っていくでしょう」と言って、パタンとのぞき窓を閉めてしまう。

佐々原：意外にあっさりと……。

辰巳：外にいるモノは無視できるような存在なのだろうか？

ＫＰ：しばらくの間、扉をノックする音や、ガリガリと硬いモノで引っかく音が続く──

さやか：とっ、とっても落ち着かないのですが、外の方、なんとかならないんですかね～（泣）。

ＫＰ：確かに外から感じる気配は禍まが々まがしいもので、よくベインたちは平気だなと思うほどだ。しかし、ベインはそんな不気味な物音など気にもしていない様子で「もう一人、特別な客が来るはず。これでも召し上がって、しばしお待ちいただけるかな」と、君たちにテーブルに置いてあった果物のカゴを勧める。カゴにはごく普通のリンゴと、紫がかった色をした小さなざくろの実が盛られているね。

佐々原：怪しい……怪し過ぎる。

さやか：こんなの食べたら、絶対なにか副作用がありそうですよね～。

ＫＰ：「この宴を長く楽しみたいのならリンゴ。怖がりな者はざくろを食べればよい。勇気──というか、無謀になれる」と、ベインは楽しそうに笑っているけど、誰か食べるかい？

さやか：食べません。おなかいっぱいです（キッパリ）。

佐々原：怖がりな者は食べた方がいいというざくろは、もしかして〈正気度〉ロールが成功しやすくなるとかなのかなぁ？

辰巳：無謀というニュアンスが気になるな。そんな都合の良い効果じゃないだろう。ワシもさっきも言ったように、この部屋の描写を聞いただけでおなかいっぱいになっているので遠慮させてもらおう。

睦：でも、勧められたものを食べないのは失礼かも。私はレディ・ロデレールと長く一緒にいたいから、リンゴの方を食べてみようかな。

さやか：ええ～っ、やめておいた方が……また、むったんの悪い癖が……。

睦：ベイン先生はいい人みたいだし、大丈夫だよ。ぱくっと、リンゴの方を食べましたけど、どんな感じですか？

ＫＰ：……そうだね。ちょっと酸っぱいけど、普通のリンゴだよ。いまのところ特になんともない。

睦：む～っ、あとになって効果が出てくるんじゃないのかなぁ？

ＫＰ：さて、そんな睦ちゃんの様子をみんなでうかがっていると……入り口のある扉や壁の隙間から強烈な光が薄暗い部屋に差し込んできたことに気づく。その輝きは、まるで太陽が近づいて来ているかのようだ！

全員：ええ～っ!?

ＫＰ：光がどんどんと強くなるにつれて、外からは荘そう厳ごんで勇ましい角笛の音色までもが聞こえてきた。

辰巳：なんだこの派手な演出は!?

佐々原：すごいのが降こう臨りんして来る予感。やっぱり、ざくろを食べておいた方がよかったかも！

さやか：ええ～っ、正気度を１Ｄ[image: ]減らすクラスの方が来ちゃうんですか!?

ＫＰ：そして、まばゆい光が扉のすぐ向こうで動きを止めると、独特なリズムでノックがされる。

睦：ノックするんだ!?

佐々原：「ベイン先生、開けちゃあ駄目です！」

ＫＰ：「なにを言っているのかね。この方こそ、お待ちしていたお客だよ」と、のぞき窓で外を確認することもせず、ベインはうれしそうに扉を開けるのだった。

全員：やめて～～～～～～～～っ!!（泣）

ＫＰ：家の外に立っていたのは白くてゆったりとしたローブをまとった、細身の老人だ。優雅にウェーブした灰色の長いひげを生やし、目は青みがかった灰色で海のように深い知性を感じさせる。彼は二頭のイルカの背に乗せられた巨大な貝殻の上に立っており、どうやらこれが老人の乗り物──戦車チャリオットらしい。

睦：むむむっ、もしやこの御方は……！

ＫＰ：驚くべきはその戦車を引く動物たちだ。一頭は頭頂部かららせんの角を生やした、絵画などでもよく描かれることのあるユニコーン。もう一頭は、頭と翼、前脚は巨大なワシで、下半身はライオンという伝説の怪物、グリフォンなのだ。ここで全員〈クトゥルフ神話〉をしてみてくれるかな？

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人は、この老人こそが地球の旧ふるき神──大いなる深しん淵えんの大帝ノーデンスなのではないかと思う。夢見る人と空想家を愛するとも言われている。しかも、このノーデンスは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では珍しく優しい神様なので、なんと、その姿を見ても正気度が減ることはないのだ。

さやか：わ～い、ノーデンス様、優しい～！（パチパチ）

ＫＰ：けれど、彼の戦車を引く伝説の怪物を目撃したことで、君たちは〈正気度〉ロールだ！（笑）

全員：なんだって～～～っ!?

さやか：ノーデンス様、そんな怪物を連れて来てどういうつもりですか～！（泣）

佐々原：まったくだ。こっちの身にもなってもらいたい！　来るなら、徒歩で来てくださいよ!!

ＫＰ：あまり無礼な態度を取ると、君たちグリフォンの餌にするよ。黙って〈正気度〉ロールをしなさい。

辰巳：コロコロ……失敗だ。ぐぬぬぬぬっ!!

睦：私はリンゴを食べていますが、〈正気度〉ロールが免除されるとかないですよね？

ＫＰ：あのリンゴにそんな効力はない。

睦：しょぼ～ん。コロコロ……むはっ、私も失敗です。

さやか：私の正気度は39しかないんですよね。コロコロ……うにゃ～ん、失敗。ノーデンスなんか大嫌い！

佐々原：コロコロ……なっ、ボクも失敗だ。全員失敗って、どういうこと。責任取ってくださいよ！

ＫＰ：失敗したら１Ｄ６ポイントの正気度が減るよ。

佐々原：しかも、意外と大きいし。コロコロ……「１」でした。現在正気度は67。

さやか：コロコロ……私は「２」です。現在正気度は37です。

睦：コロコロ……私も「２」だったので、現在正気度は60。さやかちゃんに正気度でこんなに大差をつける時が来るなんて、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は本当に諸行無常だねぇ。

辰巳：コロコロ……ううっ、しまった。「５」が出てしまった。

ＫＰ：一度に５ポイントの正気度が減ったら、〈アイデア〉をロールしてもらえますか？

辰巳：コロコロ……しまった、成功だ。一時的狂気に陥るぞ。

ＫＰ：いや、この家はドリームランドに近い世界なので『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ラヴクラフトの幻夢境ドリームランド』のルールに従い、狂気に陥ることはありません。代わりに、〈アイデア〉に失敗すると、辰巳先生の周りの世界が恐ろしい悪夢に変質することになります。

辰巳：……つまり、ワシはいま成功したから、狂気にも陥らず、悪夢も見ないということか。ほっ、よかった。

ＫＰ：ドリームランドの悪夢はひどい効果があるので成功できてよかったですね。

さやか：これでお客はそろったということでしょうか。そろそろベイン先生に、ここにむったんや冬室さんを呼び寄せた理由についてうかがいたいのですが。

ＫＰ：そうだね。このウィリアム・ベインの家は、ラヴクラフトの小説「霧の高みの不思議な家」に登場するクトゥルフ神話の名所なので、キーパーからの一方的な描写がちょっと長くなってしまったことを謝っておこう。

辰巳：う～む、「霧の高みの不思議な家」は読んだことないんだよなぁ。

ＫＰ：さて、最後のお客、ノーデンスがやって来たことで、いよいよ不思議な家の宴が本格的に始まるのだった。急に周りが騒がしくなり、君たちも自由に会話できる雰囲気となるよ。

佐々原：周りが騒がしくなる？

ＫＰ：そうなのだ……いつの間にか、家の中には大勢の若い男女が集まっていて、思い思いに会話を楽しんでいる。服装は17世紀のヨーロッパの様式に近いが、人種はさまざまだね。

さやか：そんなにたくさんの人が……どこから？

ＫＰ：どこからともなく現れたとしか表現できないね。彼らは気づくといなくなっていたり、別の場所に現れて、新たな話題に興じている。時には人と人が重なり合うこともあり、まるで幻影のようでもある。

辰巳：なんだなんだ、いったいこいつらは何者だ？

ＫＰ：話の内容は、詩や音楽といった芸術に関わることが多く、なかなかの知識人たちがそろっているようだ。こんな状況でなければ、作家の佐々原や、美術部の睦ちゃんは面白そうな話をしていると思うはず。

さやか：ところで、この人たちは日本語で話しているんですか？

ＫＰ：さやかちゃんはそのことに気づくと、奇妙な気がする。彼らが話しているのは、それぞれの国の言葉のようだが……なんとなく理解できてしまうのだ。これは『るるいえばけーしょん』でドリームランドを訪れた時に、誰とでも自然と会話できた感覚に近い。

さやか：だったら安心です。

ＫＰ：あと、そんな人々の中には桐野の姿もある。いまは若い東洋人と話しているところなのだが……なんと、その相手は例の戸摩福郎なのだ。ただし、彼の姿はどう見ても十歳は若返っている。

佐々原：ええっ、桐野がいるんですか。それに戸摩さんが若返っているって、どういうこと？

さやか：私はベイン先生が好奇心のある若者のなにかを吸い取って、美味しくいただいているのかと思っていましたが、この家の様子を見ると、ちょっと違っていたみたいですね。

辰巳：うーむ、もしかすると、あれは「あの先生」に師事していた大学生時代の戸摩の姿なのかもしれんな。

さやか：どういうことです？

辰巳：ここにいる幻影のような若者たちは、ベイン先生に招待されて、ここに残った彼らの分身なのかもしれん。だから、招待された当時の姿のままでいるという推理はどうだろう？

睦：この家に招待されると、現実的な部分と、好奇心の部分が分けられて、覚醒の世界には現実的な部分の半身だけが戻るということですね。そうだとすると、いろいろつじつまが合いますね。

さやか：じゃあ、ここにいるお客の数だけ、世界中に戸摩さんみたいな堅実な人がいるということですか。探せば高級官僚になったという御津門大学の人もいるのかな？

佐々原：取りあえず桐野に話し掛けてみますよ。「桐野、ここでなにをしているんだ」

ＫＰ：すると、17世紀の中流階級の女性の服装をした桐野は振り向いて、驚いた顔をする。「あれっ、佐々原もこっちに来たんだね。大歓迎するわ。一緒に宴を楽しみましょう！」

佐々原：……その態度は、なにか洗脳されているとか、そんな様子はないんですか。〈心理学〉をしたいです。

ＫＰ：いいだろう（コロコロ……成功か）。彼女の態度は、ちょっと陽気過ぎる気もするが、それはワインのせいかもしれない。むしろ、佐々原のよく知る高校時代の明るさを取り戻したようで、そんなに不自然さはない。

佐々原：桐野の好奇心に満ちた部分が切り離されて、ここに残っているという感じなのかなぁ？

ＫＰ：いまのところ、その推理を否定するような要素は見つからないね。桐野は佐々原に戸摩福郎を紹介して、さっそく創作について談義しようと持ちかけてくる。その話題は佐々原にとっても興味深いものだ。

佐々原：「お誘いはうれしいんだけど……ところで、君はここから帰る気はあるの？」

ＫＰ／桐野：「帰るって、どうして。ここは楽しいところよ。刺激的で創作意欲が湧き上がる素敵な宴が毎晩開かれているんだから！」

佐々原：「そうか……わかった。でも、ちょっと待ってて。まだみんなと話したいことがあるから」って、みんなのところに戻ります。

ＫＰ：すると、桐野は辰巳先生たちにも手を振って、とても楽しそうに笑っているね。

睦：なんだか桐野さんは幸せそうだね。

辰巳：おそらくこの家に残された、あの桐野さんを覚醒の世界に連れ戻せば、夢から覚めるように、あの生真面目になってしまった桐野さんも元に戻るのではないかと思うのだが……。

さやか：でも、彼女を連れ戻すことが正しいことなのかどうかわからなくなってしまいました。

ＫＰ：最初に断っておくけど、このシナリオでは、キーパーから「こうするのが正解」なんて行動を探索者に押しつけたりしないよ。君たちの思うように動いてもらえばいい。

さやか：このへんてこな家と宴について、直接、ベイン先生に聞いちゃいませんか。やっていることはともかく悪い人ではなさそうですよ。

辰巳：そうだな。ここまで来たのだから、思い切ってずばり聞いてしまおう。「ベイン先生、あなたはここでいったいなにをしようとしているのです」

ＫＰ／ベイン：「私はただ愛すべき魂を持つ者たちに、宴を楽しんでもらっているだけです。あちらの世界は、彼らの純粋な魂にとって雑音が多過ぎますからな。だから、みんなもここに留とどまろうとする」

佐々原：「大学にいる桐野が変わってしまったのは、あなたのせいなんですか!?」

辰巳：「ここにいる若者たちは、あなたが覚醒の世界にいる者たちから奪った半身なのでは？」

ＫＰ／ベイン：「奪ったとは人聞き悪い。桐野さんも含めて、ここにいるものはみんなそう望んだからここにいるんですよ。彼女の魂の内で、ここに残りたいと思うものと、あちらの世界に戻りたいと思うものが分かれたのです。そして、こちらに残ったものは、ここで『永遠』に楽しく語らい続けるのです」

睦：むむ～っ、やっぱり私たちの推理通りみたい。

ＫＰ／ベイン：「ただし、辰巳先生はすでに別の舞台に上がられているようですから、ここには残れませんがね」

辰巳：さっきから、なんなんだ。その「舞台」というのは。すごい気になる！

ＫＰ：まあ、ぶっちゃけ、いまのは第三話への伏線だからお気になさらずに。

睦：ぶっちゃけた！（笑）

さやか：……いま、ベインさんは「永遠」と言いましたよね。永遠が嫌いなカラカル様は、どんな反応ですか？

ＫＰ：さすが、さやかちゃんは鋭いね。カラカルは「やれやれ」といった感じで、不満そうに首を横に振っている。ただ、だからといってベインと敵対するつもりはなさそうだ。

さやか：でも、その様子だと、いざという時はまた手下を出して味方とかしてくれるかも。

ＫＰ：ベインはさらに言葉を続ける。「しかし、あちらの世界では、いまの桐野さんの方が暮らしやすいはずだが……なにか不都合があったのかね？」と、とても純粋な目で、佐々原に問い掛けるよ。

佐々原：「あんなのは本当の桐野じゃない！」

ＫＰ／ベイン：「……もしも、ここにいる桐野さんの方を好ましいと感じているなら、君もここに残ればいいのだよ。君には、その資格がある。たとえ、あちらの世界が気にかかるとしても、君のそう思う部分だけが戻って、向こうで役割を果たしてくれるはずだから安心だよ」

さやか：なんだかずいぶん都合の良い仕組みみたいに聞こえますが……。

睦：遊びたい自分と、堅実に生きないとという自分を分けられるみたいだね。それでここに残った自分も、覚醒の世界に戻った自分も幸せにやっているなら、それでもいいのかも。

辰巳：あの桐野さんや、戸摩さんは幸せそうには見えなかったが。

睦：あの人たちは、ああやって生真面目に堅実に生きるのを良しとする性格になったのだから、いちおうは幸せということになるのではないでしょうか？

さやか：うう～ん、むったんには悪いけど、私は違和感あるなぁ。なんか洗脳っぽくて気味が悪いです。極端過ぎるんですよ。

睦：もちろん、私だってこれがいいことだとは断言しないよ。ただ、どんな形がこの人たちの幸せなのかは、私たちが決めることじゃないんじゃ、という気もするんだ。

さやか：それは本人たちに聞かないとわからないことだけど……この宴にいる人たちは楽しそうなんですよね？

ＫＰ：見た感じではね（さやかちゃんに〈心理学〉をさせるか。コロコロ……成功）。たぶん、ここにいる人たちの魂は、本心から望んでここに残ったのだろう。

さやか：うう～ん、だとすると桐野さんを連れ戻すのは良くないことなのかなぁ？

佐々原：そもそも、どうやったら連れ戻せるんだろう。

ＫＰ：ちょっと悩ましい状況になっているので、その点についてはキーパーとして助言するけど、探索者たちの言葉や行動がここにいる彼女の心に響いたのならば、自分の足で覚醒の世界へ帰るだろう。そうしたら、昔の桐野に戻ることは保証するよ。

佐々原：心に響く言葉か……。

ＫＰ：ルール的には、１回のロールではなく、〈説得〉と、その説得内容に関係する別の技能を連続して成功してもらわないと彼女の心は動かせないとしようか。

睦：例えば、〈芸術（文学）〉で桐野さんの小説の素晴らしさを讃たたえてから、〈説得〉をするみたいな感じですね。

ＫＰ：うん、素晴らしい。それならロールを許可しよう。

佐々原：となると、ボクがやるしかないけど、〈説得〉は60％。〈芸術（文学）〉は53％なので、ちょっと心もとないですね。

辰巳：両方が連続して成功する成功率は30％くらいしかないな。

睦：決して無理ではないけど……それに失敗すると、どうなるのでしょう？

ＫＰ：二度目の挑戦ができるかまでは保証しない。宴の時間が終わってしまうかもしれないね。

佐々原：うう～ん、成功率30％に賭けるのは怖過ぎます。もっと成功率の高い技能を組み合わせましょう。

さやか：その前に、みんなの気持ちを統一しておいた方がいいと思うのですが、私たちは桐野さんは元に戻すよう努力するという方針でいいのでしょうか？

辰巳：うーむ、ワシのポリシーとしては、こんなふうに他人の手で人格が変えられてしまうのは悪いことだと思う。変化は自分の力でするべきであり、これは現実逃避と違わん。彼女は元に戻すべきだろう。

佐々原：……ボクはもっと自分勝手な意見なんだけど。いま大学にいる桐野はとても嫌なんだ。だから、元に戻ってもらいたい。ただ、自分が嫌だからという理由しかないけど、戻せるのなら、戻したい。

さやか：いいんじゃないですか。佐々原さんがそう思うのなら応援します。私だって、あの桐野さんは嫌ですもの。

睦：……正直、私はどっちがいいのかわからない。でも、高校の時から桐野さんの友達だったタマ兄の気持ちを尊重するよ。

佐々原：むったん、ありがとう。だけど、どの技能を〈説得〉に組み合わせるかが問題なんだよな～。

ＫＰ：まあ、いろいろこじつけて考えてちょうだいな。





　ああでもない、こうでもないと、探索者たちは桐野を目覚めさせるアイデアをひねり出す。

　ただ、本当なら辰巳先生が〈説得〉をした方が成功率は高くなるのだけど、そこは佐々原の気持ちを尊重して、ロールは佐々原に任せることにしている。数値的な有利さを計算、追究するのもゲームとして楽しいが、それだけが行動の決め手ではない。大切なのは、探索者の矜きょう持じなのである。






佐々原：（いろいろなアイデアを出し尽くしたあと）……ボクがイケメンパワーで魅了したら、こっちの世界の桐野も目を覚ましませんかね？

ＫＰ：まあ、佐々原の熱意は感じられるので、それもアリとしようか。ＡＰＰの５倍でロールしてもいいよ。

佐々原：だったら、〈説得〉は60％、イケメンは70％となって、だいぶ成功率は高くなりました。

辰巳：佐々原はそれでいいのか。作家として彼女を応援するんじゃなかったのか（笑）。

佐々原：そうしてあげたいのは山々なのですが、やはりここはより確実な方を選びたい。

さやか：それはいいんですけど……ＡＰＰでロールするなら、ちゃんと責任取ってあげてくださいね（真顔）。

佐々原：えっ、なにそれ？

さやか：ＡＰＰを使って桐野さんをここから連れ戻すということは、それって佐々原さんがイケメンだから覚醒の世界に戻るということですよね。

ＫＰ：……そうだね。佐々原の男性的な魅力に引かれて、元の世界に戻りたいと思うのだろう。

さやか：そのあとどうするかは桐野さん次第ですけど、彼女が佐々原さんのことを好きだというのなら、その想おもいに応えてあげてほしいです。そうでないと、佐々原さんに魅了されて、この家での永遠の時間を捨てた桐野さんがかわいそうです。

佐々原：もちろん大事にするよ。むったんや、唯ゆい花かちゃんや、秋あき月づきちゃんや、智とも美み姉さんと同じように──

さやか：だ～か～らぁ、それが駄目なんですってばぁ！

佐々原：なっ、みんなを等しく大切にするんだってばよ（笑）。

さやか：そんなの誰も幸せになりません！

ＫＰ：なるほどねぇ。さやかちゃんの言うことももっともだ。少なくとも、ＡＰＰを活用して桐野を覚醒の世界に戻したら、彼女の決断の理由は「佐々原のことが好きだから」となるだろうね。それなのに、いまのようなフラフラした態度を取るのなら、彼女がどう感じるか……決して、うれしいとは思わないだろう。もちろん、佐々原が複数の女性とバランス良く付き合うプレイボーイとして立ち回るのは自由だけどね。

佐々原：いや、そういうのは嫌なんですよね。女性の気持ちは大切にしたいし、ボクもいちずでありたい。

睦：むはっ、そうだったの。てっきり、タマ兄って何股をかけても平気な人かと思ってた！（笑）

辰巳：佐々原、いちずという言葉を辞書で調べてみろ（笑）。

佐々原：さやかちゃんだって、いつもＡＰＰでロールしているじゃないか！

さやか：私は「男たらし」をしているだけで、ちっとも本気じゃありませんから。悪女的に誘惑しているだけで、その相手が不幸になっても気にしません。

睦：このシリーズにはろくな男が出てこないからね～（笑）。

さやか：おかしい人とか、深きものばっかりだもの。でも、桐野さんは違うでしょう？

ＫＰ：まあ、周りはいろいろ言っているが、最後に決めるのは佐々原だから好きにしていいよ。さっきも言った通り、このロールに成功すれば桐野は覚醒の世界へ戻るだろう。ただし、そのあと桐野が佐々原に対してどんな感情を持つのかは、君のこれからの生活態度を見て、キーパーが決めることだ。

さやか：佐々原さん、ちゃんと桐野さんを幸せにしてあげてください。それができないのなら、彼女はこのままそっとしておくか、ＡＰＰ以外でロールすべきかと。〈芸術（文学）〉で成功させれば、桐野さんは作家として尊敬しているだけとなりますから、佐々原さんが別の女性と付き合っても平気でしょう。

佐々原：うう～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん。





　キーパーは軽いノリでＡＰＰでロールを許可したが、さやかちゃんの一言で思わぬ展開となった。

　このあと、佐々原の女性ＮＰＣへの態度に関する赤裸々な発言が続いたが、とてもここには記せないような内容であったため割かつ愛あいさせていただく。いくらリプレイであっても、身内の名誉は守らねばならないのだ。






佐々原：わぁ～～～かった。わかったよ。責任取るよ!!

全員：おお～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

さやか：ところで、ここで私たちも桐野さんに戻って来てほしいという気持ちを〈言いくるめ〉とかで伝えたら、佐々原さんのロールにボーナスとかつきませんか？

ＫＰ：うん、それはいいだろう。

さやか：じゃあ、私はいずれ御津門大学に進学した時、桐野さんにいてほしいという気持ちを伝えます。〈言いくるめ〉で、コロコロ……成功です！

睦：私はあの「幻想研究会」の雰囲気が好きだったから、桐野さんにもこんなところじゃなくて、部室に戻って来てほしいと願います。私は〈説得〉で、コロコロ……残念、失敗です。

辰巳：ワシは「こんなところにいるのはただの現実逃避だ」と、厳しい言葉を掛けるとしよう。〈説得〉で、コロコロ……大丈夫、成功している。

ＫＰ：では、二人成功しているので、それぞれのロールに[image: ]％のボーナスがつくとしよう。

さやか：おお～っ、やってみるものですね！

佐々原：みんなありがとう。これでイケメンは90％、〈説得〉は80％となりました。

睦：うん、これなら失敗しないでしょう。

辰巳：計算すると、両方成功する確率は72％だな。

佐々原：それを聞くと、ちょっと不安になるけど……もうやるしかない。行きます！

全員：頑張って～～～～～～～っ!!

佐々原：まずは成功率の高い、イケメンロールから。ＡＰＰの５倍で70％に、みんなの応援ボーナスで[image: ]％して90％です。コロコロ……「41」で、まずは楽々と成功！

ＫＰ：では、この宴に参加したいわけでもないのに、自分のために佐々原がこんなところまで追って来てくれたことに、桐野は内心では感激している様子だね。目がちょっと潤んで、瞳が輝いている。

さやか：桐野さんが少女の目をしています。あと一押しですよっ！

佐々原：もう、ここは率直に、ボクのただのわがままを言わせてくれという気持ちで「ボクはもっと君の作品が読みたい。もっと一緒にいてもらいたい。だから、ボクらのいる場所に戻って来てくれ」と、〈説得〉をします！

ＫＰ：いいだろう。気合いを入れてロールしてくれ。

ＫＰ：頼む、成功してくれ～っ！　コロコロ……「25」で成功!!

全員：わ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：おお～っ、良かったねぇ。なんかみんなが佐々原と桐野の関係について熱く語り合っていたから、ここで失敗したら台無しだなぁって、ヒヤヒヤしていた。

佐々原：なんだよ。この出目だったら〈芸術（文学）〉でも成功してたなぁ。

さやか：そういうこと言うんじゃありません！




堕落した魂の不ふ遜そんなたくらみ




ＫＰ：佐々原の熱い言葉に対して、桐野はまるで目が覚めたような顔つきをする。「佐々原がそんなに私のことを思ってくれていたなんて」と、佐々原の手を強く握りしめる。ここは素晴らしい場所であることは間違いないが、だからといって、いつまでもここに残るということは現実から逃げているのと同じだと悟ったようだ。

佐々原：「それでこそ、ボクの知っている桐野だ」

さやか：ベイン先生とかは、お客を取り戻されてどういう反応するんでしょう？

ＫＰ：あまり気にしていないようだね。カラカルは「そうそう」、それがいいみたいな顔をしているし、ノーデンスはほかの客たちに囲まれて気にも留めていない。この宴は資格ある者を歓迎するが、去ろうとする者を引き留めるような無ぶ粋すいは好まないという感じだね。

さやか：ほっ、良かった……。

ＫＰ：ところが、探索者たちが安心したところで、海に面する扉が再びノックされるのだった。

辰巳：「もしや、またアーガルグ・リーオニスが来たのか？」

ＫＰ：いや、今度は違うようだ。そのノックの音を聞くと、ベイン先生はすっかり白けて、不機嫌そうな顔をする。「あれはキングスポート・ヘッドに棲すまう魔物に食われた者の成れの果てだろう。まったく汚らわしい。おかげで興が冷めてしまった」と、手にしていたゴブレットをテーブルに置いた。

辰巳：魔物に食われた者の成れの果て……どういうことだ？

ＫＰ：そんな白けてしまったベイン先生の感情を反映するように、いままで盛り上がっていた宴も波が引くように静かになり、それどころか人や家具、家までも……周りのすべてが幻のように存在が希薄になってしまう。

睦：むむ～っ、これで自動的に覚醒の世界に戻れるのかな？

ＫＰ：いや、探索者たちは気づくと、岩山の頂上にポツンと立っている。

全員：ええ～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：「あの先生」の不思議な家はどこにもなく、まるで狐に化かされたかのような気分だ。夜空に浮かぶ月はやけに大きく見え、眼下の海面を照らしている。そして、そんな月明かりの下、君たちの目の前には、ここに来る時にはなかった、高さ三メートルはあるだろう、黒い角張ったウロコを持つ爬は虫ちゅう類るいのような像が立っている。その像の顔に当たる部分に目はなく、体のあちこちに不規則な間隔で六つの輝くルビーのような目が埋め込まれているのだ。その爪と歯は非常に鋭い黒こく曜よう石せきで、見るだに恐ろしい姿をしている。

さやか：ぞ、像なんですよね。動かないんですよね。たとえ動かなくても、近づいたりしませんけど。

ＫＰ：いまのところ動く気配はないよ。ただ、そんな像に注目しているところで、全員〈目星〉をしてもらおうか。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功！

ＫＰ：では、君たちの背後にスルスルと忍び寄る蠢く影がいる。そいつは君たちが気づいたことを察すると、ゆっくりと動きを止めて、ぬうっと立ち上がった。それはどことなく人の姿のようにも見える。

さやか：ま、まずいですよ。夜では逃げ場がありません！

佐々原：「もしかして、おまえは影山なのか!?」

ＫＰ：「そうさぁ～、よくわかったな」と、意外にも蠢く影は返答する。

佐々原：「どうしてそんな姿に……」

ＫＰ／影山：「『あの先生』を憎む気持ちが、オレに力を与えてくれたんだ。ある晩、夢を見ていたら、オレはここにいた。その時、蠢く影がオレを包み込んで、いまの姿へと変えてくれたんだ。いずれは、あの不思議な家に入り込んで、『あの先生』にも悪夢を見せてやる！」

さやか：それって、怪物に食われただけなんじゃあ……。

ＫＰ：うん、そうとも言うね。ただ、影山にとってはどうでもいいことで、こうしてたまにキングスポートに迷い込んで来る人間をいたぶりながら、ベイン先生への報復に妄もう執しゅうしているらしい。そこに嫉妬の対象である佐々原が来たものだから、ついでにいたぶってやれると大喜びしているわけだ。

さやか：迷惑な人ですね～。

睦：むむ～っ、中身はどうしようもなくても、その能力はすごそうだよ。しかも、夜だと弱点がない。

辰巳：まったくだ。どうしたものやら……。

佐々原：ところで、桐野はいまどこに？

ＫＰ：おっと、そうだった。桐野の姿はここにはないね。不思議の家と一緒に消えてしまったよ。

佐々原：無事に戻ったのかなぁ？

睦：そう信じるしかないよ。それよりいまは影山をどうにかしないと！

さやか：ズーグたちに助けてもらえないんですかね。まだそのへんにいますか？

ＫＰ：あちこちに隠れているらしく、まだ気配はする。そうだねぇ、彼らに助けを求めるのならば〈夢の知識〉か〈人類学〉に成功すれば、ボディランゲージで自分が危機的状態にあることを伝えられるとしようか。

睦：〈人類学〉は得意なのです。コロコロ……けど、失敗（泣）

辰巳：コロコロ……おおっ、成功したぞ。じゃあ、ハイチュウを手にして「タスケテ」とメッセージを送った。

ＫＰ：辰巳先生を助けようと思ったのか、ハイチュウに誘われたのかはわからないが、あちこちの岩陰からズーグは姿を現すと、手にした投げ矢を構えて、一斉に影山に投げつけたっ！

全員：やったぁ～～～～～～～～～っ!!

ＫＰ：彼らの投げ矢はなかなかの攻撃力を持つため、人間ならばひとたまりもないはず……なのだが、影山はその攻撃を意にも介していないね。ズーグたちも「駄目だこりゃ」という素振りをしている。

全員：えええ～～～～～～～～～～っ!?（泣）

睦：普通の攻撃は通用しないタイプのクリーチャーみたい。戦闘するのは無駄っぽいよ。

佐々原：それで闇の中は神出鬼没とか、夜に出会ったらおしまいじゃないか！

ＫＰ：本当におしまいだったら、ボクはさっさと君たちをいたぶったのち皆殺しにしているよ。これまでの探索で、この危機を脱するのに必要な情報は出ているので、みんなでアイデアを出し合うといいだろう。





　正攻法の通じない強敵である影山の対処方法について、プレイヤーたちはさかんにアイデアを出し合った。

　レディ・ロデレールに助けてもらうとか、カラカルに影が嫌う光をもたらしてもらうとか、森に放火するとか、かわいい女子高生コンビが影山をおだてるとか、あげくはアザトースの御み許もとから帰還したさやかちゃんの肉体はすでに魔術的な武器扱いのはずという妄言まで飛びだしたが──






佐々原：──たぶん、あの怖い像がアーガルグ・リーオニスだと思うんですが、ベイン先生の話だとこの神様は「不遜なたくらみをもってここにいるものや、堕落した魂の持ち主」を狙っているっぽいんですよね。

さやか：（メモを見ながら）ああ、そう言えば……ベイン先生に、そんな問い掛けをされましたね。

佐々原：だから、影山に狙われているボクが像のすぐ前で待機していて、あいつに殴られた瞬間にヒョイっと身をかわして、その勢いで像を殴らせれば──

さやか：「なんて不遜で堕落したやつなんだ～！」って、アーガルなんとかさんが怒って、影山を食べてくれると言うわけですね！（笑）

辰巳：しかし、そんな都合良く影山がアーガルグ・リーオニスを殴ってくれるだろうか？

ＫＰ：ロールの方法としては、佐々原が像の前で待機していて……影山の攻撃は自動命中とする。代わりに、そこで佐々原が〈回避〉に成功したら像を殴ってしまう。当然、〈回避〉に失敗したら佐々原が殴られてしまうくらいかな？

佐々原：ちょっ、〈回避〉に失敗したら自動的に命中してしまうんですか!?

睦：まあ、そのくらいのリスクは当然な作戦だと思うけど。

佐々原：でも、あいつの攻撃って、なんか即死系のような気がするんだけど。または能力値を吸われる系。

睦：だったら、私が代わりに囮になろうか？〈回避〉は得意だし。

佐々原：いや、むったんにそんな危険をさせるくらいならボクが……。

ＫＰ：わかった。佐々原がやるんだな。

佐々原：いやいや、待ってください。むったんがやるならやるというだけで、まだボクがやるとは──

睦：だから、タマ兄がやらないなら、私が……。

佐々原：むったんがやるなら、ボクが……。

さやか：そんな、ダチョウ倶楽部みたいなこと言ってないで、実際、どうするんですか（笑）。

辰巳：佐々原の気持ちもわかるが、睦くんが〈回避〉が得意というのなら任せた方がいいんじゃないのか？

佐々原：まあ、ボクも〈回避〉は83％あるので苦手ではないのですが。

さやか＆辰巳＆睦：そんなに!?（笑）

辰巳：だったら、おとなしくおまえがやれっ！（笑）

佐々原：いや……でも……。

さやか：はい、は～い。じゃあ、作戦実行で～す。佐々原さんは像の前の定位置についてくださ～い（笑）。

睦：むむ～っ、でも、私の〈回避〉は94％なので、やっぱり私が囮になる方がいい気がする。

さやか＆辰巳＆佐々原：そ・ん・な・に!?（笑）

さやか：なんなのこの二人は！〈回避〉のプロなの？　ニンジャなの!?

ＫＰ：けど、いまさらだけど、影山には睦ちゃんを殴る理由はないと思うよ。

睦：そこはそれ影山を罵ば倒とうすれば……。

ＫＰ：佐々原よりも憎まれるためには〈言いくるめ〉とかが必要だろう。

睦：むむ～っ、〈言いくるめ〉は苦手なんですよね。だったら、影山の嗜し虐ぎゃく心しんをあおって、襲われるというのはどうでしょうか。か弱い女の子を演じながら、わざと転んで太ももをチラ見せするとか（笑）。

佐々原：け、けしからん！　これはぜひとも挿絵にしてもらわねば!!

睦：それで襲い掛かって来たところをヒラリと避けて、代わりにアーガルグ・リーオニスの像に抱きつかせるという作戦ですが、どうでしょうかキーパー？

さやか：これは間違いなく不遜な行為ですよ！

ＫＰ：うう～ん、それなら、今回、物議を醸かもし出したＡＰＰの５倍でロールしてもいいかな。ここで成功したら、もしかすると影山に本気で気に入られてしまい、ストーカーされてしまうリスクも背負うというわけだ。

睦：影山が生身で来るのなら、正拳突きしたあと、警察に通報するだけですから平気。





　結局、いろいろ考えた結果、睦ちゃんと佐々原が囮になるという二段構えの作戦で挑むことにした。

　また、影山が不遜で邪悪であることをアーガルグ・リーオニスにアピールするため、まずはさやかちゃんがあおることにする。






さやか：「影山さん、いったいなにをするつもりなんですか。あなたは、まさか不遜なたくらみをする邪悪な魂の持ち主ではないですよね！」っと、〈言いくるめ〉をさせてもらいます。コロコロ……うにゃっ、失敗しちゃった。

ＫＰ：では、さやかちゃんの口車に乗ることはない。「佐々原をいたぶったあとで、おまえとはたっぷり遊んでやるから楽しみにしていな」と言って、じりじりと佐々原の方に近づいている。次は睦ちゃんだな。

睦：「や、やめて。私たちになにをするつもりなの……」って、ちょうど良い距離を保ちつつ、わざと転んで太ももをチラ見せして、影山の嗜虐心をあおりますよ（笑）。

辰巳：うう～む、睦くんは体張ってるなぁ。

ＫＰ：じゃあ、ＡＰＰの５倍でロールしてちょうだい。

睦：成功率は70％。コロコロ……むはっ、失敗した～！（泣）

全員：ええ～～～～～～っ!?（笑）

ＫＰ：……だったら、影山は睦ちゃんのことをスルーした。「オレ、ペッタンコには興味ないから」

睦：不遜です、こいつは不遜です!!

ＫＰ：いや、事実を言ったまでだし。ちっとも不遜じゃないし（笑）。

さやか：作戦は良かったんだけど……ちょ～っと、影山の趣味に合わなかったみたいですね。佐々原さんだったら、絶対に釣れたのに（笑）。

ＫＰ：笑っているけど、これで残るは佐々原だけだぞ。影山は巻きヒゲのような触手をうねらせながら迫って来るわけだが……佐々原は攻撃を受ける覚悟で、ギリギリまで引き寄せるんだな。

佐々原：こうなったら腹をくくるしかない。さあ、来い！

ＫＰ：「どうした。ビビって足も動かないのか。佐々原センセイのくせによぉぉっ！」と、影山は嗜虐的な喜びに満ちた声を張り上げ、巻きヒゲを伸ばす。ここで〈回避〉に失敗すれば、影山の攻撃を受けることになるぞ！

佐々原：「この瞬間を待っていたんだ！」と、ヒラリと〈回避〉します。コロコロ……よっしゃあ、成功！

全員：おお～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：それまで立ちすくんでいた佐々原が、思わぬ俊敏な動きで身をかわしたため、影山の巻きヒゲは勢い余って背後の像に命中してしまう。

さやか：「ああっ、あんな素晴らしい像に攻撃するとは、なんて不遜な行為なのでしょう。きっと、この怪物は邪悪な魂の持ち主に違いない！」

ＫＰ：そんなさやかちゃんのわざとらしい声に応えるかのように、像にはめ込まれた六つの宝石の目に、禍まが々まがしい瞳が浮かび上がり、それらすべてが影山の方をにらみつける！

佐々原：「いやったぁ～！　その不遜な男を、どうぞやっちゃってください!!」

ＫＰ：これまで石の像だったものが、ギシギシと音を立てて動き出す。それは巨大なトカゲのような姿をしているが、その両腕で影山を捕らえると、爪からドクドクとなにかおぞましい液体を注入する。あのような姿と成り果てた影山にも、それは恐ろしい苦しみを与えるらしい。身の毛もよだつような悲鳴を上げて、影はグネグネと蠢き、逃れようとするのだが、その前に怪物──アーガルグ・リーオニスは、影山を頭から鋭い歯でバリバリと食べてしまうのだった。

さやか：すごい……さすがは神様……。

ＫＰ：しかし、怪物となった影山は、なかなか死ぬことができない。半分に食いちぎられてもまだ意識を保っており、「さ、佐々原のことがうらやましかった……ただ、それだけだったのに……」と、悲鳴を上げている。だが、そんな影山の残りの部分もアーガルグ・リーオニスは無慈悲に食らい尽くしてしまうのだった。さて、そんなアーガルグ・リーオニスの姿を目撃した探索者たちには、気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：やっぱりやるんだぁ～！（泣）

辰巳：コロコロ……成功！

睦：コロコロ……むはっ、成功しました。

さやか：コロコロ……よかったぁ。最近、出目が悪いから心配だったけど、私も成功しています。

ＫＰ：なんだよ、みんな成功しているのか。佐々原、盛り上がらないから失敗しろ。

佐々原：なんてひどいことを言うキーパーだ！　コロコロ……ふふ～ん、ボクも成功でしたぁ（笑）。

ＫＰ：……ちっ、だったら、正気度は１ポイントしか減らないよ。

全員：わ～～～～～～～～～～～～～～～い!!
















ＫＰ：ところで、アーガルグ・リーオニスは影山の影を最後の一片まで食い尽くすと、今度は君たちの方をじっと見つめて、ゆっくりと前に足を踏み出したのだが……？

さやか：すっごく謙虚に、純真そうな顔をします。きらきら～ん！

佐々原：もう、平伏の態度です。「よっ、さすがはアーガルグ・リーオニス様！（笑）」

ＫＰ：アーガルグ・リーオニスを讃たたえるのならば、それなりの行動をしてもらいたい。具体的には〈クトゥルフ神話〉に成功すれば、アーガルグ・リーオニスへの祈き禱とうの文もん言ごんを魔道書かなにかで読んだことがあるとしよう。ただし、これは最低でも二人が讃えねば意味がない。または、ここはドリームランドに近い場所なので〈夢見〉に成功すれば、劇的な変化が起きると教えておく。そして、アーガルグ・リーオニスは両手の爪についた影山の断片をそれぞれなめ取るため、君たちに向かって来るまでには２ラウンドほど猶ゆう予よがある。

辰巳：つまり、全員に二回ロールできるチャンスがあるというわけだな。そして、〈夢見〉ならば誰かが一度でも成功すればＯＫ。それ以外の讃える行動だと二人が成功しないと駄目ということか。

睦：（みんなの探索者シートを見ながら）だいたい、みんなの〈夢見〉は10％くらいなんですね。

佐々原：それだとちょっと厳しいよね。だったら、全員で〈クトゥルフ神話〉に挑戦した方がいい気がする。

さやか：〈クトゥルフ神話〉じゃなくても、アーガルグ・リーオニスを讃えればいいんでしょう。佐々原さんが得意の文学で、アーガルグ・リーオニスを讃える詩でもささげたらどうですか？

佐々原：いいね、それ。どうでしょうか、キーパー？

ＫＰ：ロールを許可しよう。成功すれば、きっとアーガルグ・リーオニスも心を動かすかもしれない。

睦：むむ～っ、だったら、私の〈芸術（絵画）〉でアーガルグ・リーオニスの素晴らしさを絵にしてささげます！

さやか：私は芸術とか苦手なので、〈クトゥルフ神話〉にしようかな。成功率は34％だし。

辰巳：ワシも〈クトゥルフ神話〉にしよう。せっかく37％もあるんだから、こういう時に役立てないと。

ＫＰ：じゃあ、ここからは戦闘ラウンドで処理していこう。最初に動くのはＤＥＸ35のアーガルグ・リーオニスだけど、まずは爬虫類じみた舌で左手をぺろぺろとなめながら、君たちの様子をうかがっている。

佐々原：まずはボクの番だ。アーガルグ・リーオニスを讃える詩をささげます。「ああっ、闇を身にまとう偉大な者よ～」とか、そんな感じで、コロコロ……くぅ～っ、失敗です！

さやか：じゃあ、次は私ですね。「いあ～、いあ～、アーガルグ・リーオニスさま～」と、両手を挙げて讃える呪文を唱えますよ。コロコロ……いあいあっ、成功です！（笑）

全員：おお～～～～～～っ！（パチパチ）

睦：これでだいぶ気持ちが楽になりました。私は小石を拾って、そのへんの岩にアーガルグ・リーオニスの御姿を描いて奉納します。コロコロ……むはっ、私も成功！　これはうれしい！

ＫＰ：……ところが、睦ちゃんが描くアーガルグ・リーオニスは、なぜか目の前にいるトカゲじみた姿ではなく、気品のある美女の姿をしているのだ。

睦：むっ、どうして……だけど、気にしない。「きっと、これこそがアーガルグ・リーオニス様の本質なんだわ！」

ＫＰ：すると、一心不乱に美女を岩に描いている睦ちゃんの方に、アーガルグ・リーオニスは手をなめるのをやめて近づいて来る。その時、睦ちゃんが見たのは、自分が絵に描いていたのと同じ、神話の世界から抜け出してきたような、背の高い、凜り々りしい美女なのだ。

睦：「アーガルグ・リーオニス様～！」って、恍こう惚こつとした表情で感動しています！

ＫＰ：さて、最後は辰巳先生だけど……辰巳先生の目には、アーガルグ・リーオニスは恐ろしい爬虫類の姿のままで、毒液をしたたらせる鋭い爪を睦ちゃんに伸ばしているようにしか見えない。さらには、すぐ隣でさやかちゃんが「いあ～、いあ～」と祈りをささげているという状況だ。

辰巳：どう見ても、さやかちゃんが睦くんを生け贄にささげているところだな……（苦笑）。

さやか：「いあ～、いあ～、アーガルグ・リーオニス様～！（笑）」

辰巳：しかし、これは当初の予定通りのはず。ワシも〈クトゥルフ神話〉をロールしよう。コロコロ……無念、失敗してしまった。




ＫＰ：さて、第２ラウンド。ＤＥＸ35でアーガルグ・リーオニスの行動なのだが……。

全員：ゴクリ…………！

ＫＰ：睦ちゃんに向かって、美女の姿のまま満足げにニッコリとほほ笑む。

睦：わ～～～～～～～～い!!（笑）

ＫＰ：どうやら、アーガルグ・リーオニスは、睦ちゃんとさやかちゃんのことを良き人間と認めてくれたらしい。そして、この時、神と精神の交信ができるため、二人には恩恵として〈夢見〉を１Ｄ10ポイントほどプレゼントしよう。

辰巳＆佐々原：うわっ、いいなぁ～～っ!!

睦：コロコロ……「３」いただきましたので、〈夢見〉が14％になりました。

さやか：「10」出ろ、「10」出ろぉ～。コロコロ……うにゃっ、よりによって「１」でした。〈夢見〉は15％です。

ＫＰ：一瞬、アーガルグ・リーオニスと通じ合うことでわかるのだけど、どうやらこの神もノーデンスやカラカルが通っているベイン先生の宴に参加したかったらしい。ただ、アーガルグ・リーオニスは不遜な者や邪悪な魂を持つ者を絶対に許さないので、ベイン先生からは避けられているみたいだね。

さやか：なんかかわいいところありますね（笑）。

ＫＰ：アーガルグ・リーオニスの真の姿はエルフの女王みたいな美女なのだが、宴会の席でうっかり人間が神を侮辱するような言葉を吐いたりすると、トカゲの姿となってバリバリと食べちゃう悪い癖があるのだ（笑）。

さやか：アーガルグ・リーオニス様、それはさすがにやり過ぎです（笑）。

辰巳：無礼講が通じないのか（笑）。

佐々原：ベイン先生も、宴会の参加者にはＮＧワードを言い含めておかないと。

ＫＰ：ＮＧワードがあったりしたら、みんな堅くなっちゃって宴会が盛り上がらないでしょう？　それじゃあ、アーガルグ・リーオニスだってつまらない。

辰巳：面倒な神様だなぁ（笑）。

ＫＰ：けれど、さやかちゃんのアーガルグ・リーオニスを讃える言葉と、睦ちゃんの女神の真の美しさを描いた絵によって、宴を門前払いされた怒りは鎮まったようだね。

全員：ほっ…………。

ＫＰ：──と、みんなが一息ついたところで、まるですべては夢だったかのように、いつの間にか君たちは御津門大学の特別記念文庫室に戻っているのだった。

佐々原：やった、戻って来られた！

ＫＰ：すかさず佐々原の携帯電話には桐野からの連絡が入るよ。彼女には不思議な家での記憶がおぼろげながら残っており、君のおかげで自分を取り戻すことができたと感謝している。

佐々原：「うんうん、ボクもいつもの君に戻ってくれてうれしいよ」

ＫＰ：このあと、ちょっと後日談があるのだが、その前に正気度の処理をしてしまおう。「霧の高みの不思議な家」を訪れて、事の真相を知り、そして無事に生還した探索者は１Ｄ10正気度ポイントを獲得する。

辰巳：１Ｄ10だと赤字になりそうだな……。

ＫＰ：そして、逆恨みに燃える影山の蠢く影──シェイドを撃退できた佐々原には、今回はいろいろご苦労様ということで＋１Ｄ４ポイントのボーナスをあげよう。





　今回、最大の恐怖であるアーガルグ・リーオニスとの邂かい逅こうで全員が〈正気度〉ロールに成功したため、全体の正気度減少は少なめだった。さやかちゃんは久しぶりに強運を発揮。「10」を出し、黒字で終えることができた。




　さやか：シナリオ終了時36ポイント＋獲得10ポイント＝合計46ポイント（開始時から+6ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時48ポイント＋獲得５ポイント＝合計53ポイント（開始時から-3ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時66ポイント＋獲得９ポイント＝合計75ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時59ポイント＋獲得２ポイント＝合計61ポイント（開始時から-1ポイント）






ＫＰ：ところで、君たちはキングスポート・ヘッドから特別記念文庫室に戻って、ほっとしているのだが……なぜか睦ちゃんだけは眠ったまま目を覚まさないのだ。

全員：ええっ、なんで!?

ＫＰ：では、シーンを睦ちゃんのいるキングスポートに戻そう。

睦：むはっ、私だけ戻れなかったの!?

ＫＰ：でも、安心したまえ。君のそばには機嫌良さそうなアーガルグ・リーオニスが立っている。

睦：「わっ、私は、いつ目が覚めるのでしょう……」

ＫＰ：「そなたは、きっとモルペウスのリンゴを口にしたのだろう。あれには夢を引き延ばす効果がある。だが、退屈するようなことはないぞ。見よ、あの家が戻ってきた」と、女神の姿のアーガルグ・リーオニスが指さすと、キングスポートの岩山を覆う霧の中から、再びあの不思議な家が姿を現すのだった。「今度は二人で宴の参加を申し出ようではないか！」

睦：「わっ、わかりましたぁ～。今度は私がベイン先生に入れてくれるよう交渉しますのでお任せください！」




ＫＰ：……といったわけで、睦ちゃんはもうしばらくドリームランドに滞在することになり、覚醒の世界の仲間たちをやきもきさせることになるのだが、その話はまた別の機会ということで。これにて『るるいえあかでみっく』第二話をおしまいとさせてもらおう。みなさん、お疲れ様でした！

さやか＆辰巳＆佐々原：お疲れ様でした～～っ!!（笑）

睦：むむ～っ、私はこれからの方が大変のような気がするよ～。










第二話終了・睦むつみちゃんとの反省会




ＫＰ：今回はラヴクラフト・カントリーと呼ばれる『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ アーカムのすべて 完全版』と同じ系列のソースブック『キングスポートのすべて』を活用したシナリオだったけど、みんなラヴクラフトの小説「霧の高みの不思議な家」は読んだことがなかったみたいだね。

睦：そうみたいですね。

ＫＰ：おかげで、小説では「あの人」として登場するウィリアム・ベインについても謎に満ちた人物として、新鮮に感じてくれたようだけど……反面、「あの先生」ばかりに注目がいって、佐さ々さ原はらの敵である影山の存在感が薄くなってしまったのは失敗だったな。

睦：覚醒の世界での影山が、いかにも小物という印象だったので、見くびってしまっていたのかも。そう言えば、あのあと覚醒の世界の影山はどうなったのでしょう？

ＫＰ：実はドリームランドで死んでも、覚醒の世界で死ぬことはない。強烈な〈正気度〉ロールをさせられて、以後は夢が見られなくなるだけだ。とはいえ、夜、夢を見ることは人の精神を安定させる効果があるともいうし、影山が心穏やかな日々を過ごせるとは思えないな。

睦：特別記念文庫室にあった、あの大きな時計みたいなのはなんだったんです？

ＫＰ：あれはドリームランドに行き来できる「時の時計」という便利なアーティファクトだね。詳しくは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ラヴクラフトの幻夢境ドリームランド』で紹介されているよ。

睦：むむ～っ、そんなものが御み津つ門かど大学にあるとは……それって「あの先生」の私物なんですか？

ＫＰ：うん、これはボクの勝手な設定だけど──想像力と好奇心に満ちた若者を宴うたげに招くことが好きなウィリアム・ベインは、きっと世界中の若者が集つどう場に「霧の高みの不思議な家」に通じる門のようなものを持っているのかもね。

睦：そういえば、あの家から桐野さんを連れ出してしまいましたが、あれで本当に良かったのでしょうか？

ＫＰ：もちろんだよ。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』には、「こうするのが絶対に正解」なんてものはない。それぞれの探索者にとっての「正解」を選ぶ自由があるべきだ。

睦：けど、あまりなんでも自由だと、行動の指針が定まらずに、プレイしにくいこともありますよね。

ＫＰ：そうだね、それにはボクも同意する。ルールブックにもある「探索者は好奇心旺盛に動くべき」は大前提として理解してもらいつつ、探索者の多くが同意してくれるはずのこと──例えば、「泣いている幼子を助ける」とか「狂信者による無差別殺人を阻止する」といった行動を大多数が選ぶはずの「正解」と想定して、シナリオの目的として組み込むのが、ボクのやり方かな。その方がプレイヤーも行動指針がわかりやすくて、スムーズにゲームが展開するからだ。

睦：それが行き過ぎちゃうと、ただキーパーの考える「正解」を探って、そこをたどるだけの退屈なゲームとなってしまうのでバランスが大切ですね。

ＫＰ：おっしゃる通り。そして、今回、桐野を元に戻すかどうかについては「正解」のない問題だった。

睦：みんなで相談して、みんなが納得する答えを出せてよかったですね。

ＫＰ：あの時の、さやかちゃんの「ＡＰＰのロールをするなら、佐々原は桐野の気持ちに応えるべきだ」という発言は、ボクには思いつかない発想で面白かった。

睦：タマ兄にいに恋人ができてよかったです。これで唯ゆい花かちゃんも安全でしょう（笑）。

ＫＰ：その点でも、佐々原にとっては葛かっ藤とう多きゲームだったろう。ただ、あまりやり過ぎて、なにが正しいことなのか葛藤するイベントばかりになってしまうと、プレイヤーも悩むのに疲れてしまうから加減が大事だね。

睦：弱者を助けるとか、悪者を退治するといった、目的がわかりやすいゲームの方が、気分がスッキリ、スカッとして楽しいという人もいるでしょう。

ＫＰ：そうそう、「勧かん善ぜん懲ちょう悪あくのシナリオは低級で、葛藤のあるシナリオこそ上級なのだ」とか、そんなことはまったくないからね。

睦：どちらも面白い！　それでいいのです。

ＫＰ：睦ちゃんも言っていたけど、大切なのはバランス。あとはプレイヤーの好みを汲くんであげることだね。





　御津門大学をテーマとした第十シーズンも、いよいよ大詰めの第三話だ。

　次は、いよいよストレートに大学のキャンパス内で大事件が起きるようにするよ。

　これまで我慢してきたのは、あまり大規模な事件が大学で起きると、次のシナリオに影響が出るかもしれないからだった。

　けど、もう遠慮はいらない。最悪、御津門大学が地上から消滅するくらいのど派手なイベントを起こしてやるつもりだ。

　そして、せっかく区切りとなる第十シーズンの最終話なのだから、登場するＮＰＣやクリーチャーも大物にしたい。

　この点については、第二話でちょっと伏線を張っておいたけど、探索者の誰もが驚くとっておきのＮＰＣを用意してある。

　記念すべき第十シーズンの最終話──これまでの『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』リプレイの集大成のようなゲームになりそうだ。

　うーん、探索者は無事に生き残れるだろうか……？





















佐さ々さ原はらの悪あがき




ＫＰ：さてさて、今回はシナリオ自体は短めだけど、第十シーズンを締めくくる第三話ということでイベントは派手で、〈正気度〉ロールもマシマシなシナリオとなっているよ。

全員：ええ～～～～～～～っ!!

ＫＰ：季節はまた過ぎて、年末のクリスマスシーズン。御み津つ門かど大学がメインの舞台となるけど、地道な調査よりも「勢い」が大事で、知恵と度胸で危険を乗り越えるアクション系のシナリオとなっている。

辰たつ巳み：タイトルは『るるいえあかでみっく』なのに、締めくくりはアクション系のシナリオなのか。

ＫＰ：（痛いところを突くなぁ）え～、ごほん、ごほん。といったわけで、前回のシナリオから三か月ほど経過したので、みなさんには「幕間の成長」を三回させてあげましょう。

佐々原：毎度のことですが、今回のオススメ技能は？

ＫＰ：まあ……なんというか、今回も〈登とう攀はん〉だね（笑）。

全員：また、〈登攀〉!?

ＫＰ：〈跳躍〉でもいいけど、たぶんみんな〈登攀〉の方が得意だろう。

辰巳：〈登攀〉とか〈跳躍〉とか、第十シーズンのテーマ「あかでみっく」とはなんだったのか（笑）。

佐々原：もう、このシーズンのタイトルは『るるいえくらいみんぐ』にしちゃった方がいいですよ！（笑）

睦むつみ：むむ～っ、御津門大学のどこで〈登攀〉をするのか想像がつかないです。また異世界に飛ばされちゃうの？

辰巳：ほかにオススメな技能はないのか？

ＫＰ：あと大事なのは正気度ポイントかな……。

辰巳：増やせるものなら増やしたいよ!!





　探索者たちは経験ロールをしていったが、〈登攀〉を成長させたのは睦ちゃんだけで、５％アップさせて52％となった。この時は二回続けてオススメされた〈登攀〉を半ば冗談のように受け取っていたが、実はこれがクライマックスにて探索者の命運を分けることを、まだプレイヤーは知らない。






ＫＰ：さて、前回、めでたく佐々原にも恋人が出来て──

佐々原：えっ、なんのことですか？

ＫＰ：桐野とお付き合いを始めただろ!!

佐々原：ボク、そんなこと言いましたっけ？

ＫＰ：桐野をベイン先生の家から連れ戻す時、ＡＰＰの５倍でロールするなら、彼女の気持ちに真しん摯しに応える覚悟を持てって言われて、散々もめたじゃないか。忘れたのか。

佐々原：ああ、そんなことありましたね。まあ、桐野には優しくしていますが、唯ゆい花かちゃんや智とも美み姉さんとも仲良くやっていますよ。

睦：タマ兄にいはそうやって、そつなく複数の女性と付き合うのは得意そう。

ＫＰ：……そういうやつは、クリスマスの夜に、誰を優先するかで修しゅ羅ら場ばになればいいんだ。そして、後ろから刺されてしまえ。

佐々原：キーパーがひどいことを言った！

さやか：桐野さんが嫌だったら、ふってあげるのが優しさだと思うのですが……。

佐々原：嫌というほどではないんだけどね。けれど、ほかの子とも仲良くしたいし、ボクの方から女性を悲しませるようなことは言いたくない。

ＫＰ：マジで、なにを言っているんだ、こいつは。





　このあと、第二話を再現するかのように、佐々原の女性ＮＰＣへの態度に関する赤裸々な発言が繰り返されたが、やはりとても文章にできない内容であり、身内の名誉を守るため割かつ愛あいさせていただく。






ＫＰ：──もういい、わかった!!　佐々原の気持ちはともかく、今回のシナリオの導入は桐野絡みだから、それは押し通させてもらう。桐野が佐々原を背後から刺すかどうかは、今後の態度を見て決める！

佐々原：怖っ！

ＫＰ：取りあえず、探索者たちと桐野が一堂に会するシチュエーションをそっちで考えてくれ。もう、ボクは考えるのも疲れたよ。

睦：キーパーが職務放棄した（笑）。

さやか：そうですねぇ。冬ですし、るるいえ堂で鍋パーティーをするというのはどうでしょうか？

佐々原：コガネさんに本場の石狩鍋を作ってもらおう。

ＫＰ：彼女が函はこ館だてにいた時代には、石狩鍋はまだメジャーじゃなかったような気もするが……鍋パーティーをするのは賛成のようだ。桐野も佐々原がよく話題にする、るるいえ堂を訪ねられるとあって喜んでいる。

さやか：じゃあ、鮭を一本丸ごと買って来て、盛大にやりましょう！

睦：料理でしたら、私もお手伝いできますよ～。いつのまにやら〈製作（料理）〉が40％になっていますから鮭をさばくくらい楽勝です。

辰巳：では、ワシもご相しょう伴ばんにあずかるとするか。

ＫＰ：みんなはコガネお手製の石狩鍋に舌鼓を打つわけだけど……辰巳先生はこの季節になると、たぶん気分が沈みがちになるのではないかな？

辰巳：んんっ、なぜだ？

ＫＰ：クリスマスが近づいて、寒くなると、『るるいえあんてぃーく』の第三話で起きた入いる滑すべり村の悲劇──「あとぼしの夜」の記憶がよみがえるのではないだろうか。辰巳先生の初恋の人、サトの親戚であり、どこか似たところもあるコガネを見ていると、あの夜、ハスターの御み許もとに去って行った彼女の面影が重なるはずだ。

さやか：ああ、あのでんでん太鼓をたたいた話ですね。でんでん、でんでん♪

辰巳：でんでん太鼓はやめろ～っ、トラウマを蒸し返すなっ！

睦：むむ～っ、けれど、いまさら「あとぼしの夜」がどう関係してくるんでしょう？

ＫＰ：まあ、それはさておき、るるいえ堂に招待された桐野の方はテンション高めで、佐々原と遊びに行った写真をさやかちゃんたちに見せまくっている。

さやか：幸せそうでなによりです。これで裏切られたと知ったら、反動が怖いですね（笑）。

佐々原：まだなにも裏切ってないからね！

ＫＰ：佐々原のおかげで、小説家の夢をあきらめないことにした桐野だけど、それでも学業だっておろそかにはできない。就職して、仕事をしながらでも、小説は書き続けられるからね。

さやか：「やっぱり出版社とかに就職するつもりなんですか？」

ＫＰ：まだ決めていないそうだけど……ちなみに、桐野は文学部ではなく理学部の学生なのだ。

睦：えっ、そうなんですか。ちょっと意外。

ＫＰ：作家志望がすべて文学部に行くとは限らない。そして、理学部だからといって、みんなが研究者や技術者になるとも限らない。理学部出身の編集者だっているからね。

さやか：なるほど、なるほど。

ＫＰ：そんな桐野だが、来年は大学三年生になるので、いよいよ大学の研究室に入って、より専門的なことを学ぶことになる。

佐々原：「桐野はなにかやりたいことはあるの？」

ＫＰ：「石いし羽ば先生の研究室のテーマに興味あるのですが……辰巳先生は石羽先生のことはご存じですか？」と、桐野は尋ねてくる。おそらく、研究室の担当教員の人柄や性格が気になるのだろう。

辰巳：ふむ……それで、ワシはその石羽先生のことは知っているのか？

ＫＰ：学部は異なりますが、面識はあります。名前は石羽真ま知ちといって五十代の女性ですね。役職は教授。研究者というよりは政治家タイプで、産学連携のプロジェクトを立ち上げて多額の予算を引っ張ってきたことで話題になったこともあります。実はそのプロジェクトには、辰巳先生もアドバイザーとして参加しているのです。

辰巳：なんと、そうなのか？

ＫＰ：といっても、大学と石羽教授に頼まれて、名義を貸してやったくらいのものです。企業にアピールするのに、少しでも知名度のある名前をプロジェクトに組み込みたいという意図からだったのでしょう。

辰巳：とはいえ、どんな研究をしているかくらいは知っているはずだよな？

ＫＰ：そうですね。研究室の名称は、石羽サイバネティクス研究室といって、脳波によって義ぎ肢しを操作する研究、開発をしていたようですよ。

佐々原：なんか急にＳＦっぽい話に！

辰巳：いや、そういう研究は現実にもされているようだぞ。

ＫＰ：ここで御津門大学の学生である佐々原は〈知識〉をロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：佐々原も石羽教授のことは知っている。色白の美人で、どこかコガネ──もっとさかのぼれば、入滑村で出会ったサトにも面影が似ている。

佐々原：なるほど、そういうわけで名義を貸してあげたというわけですか（ニヤニヤ）。

辰巳：石羽先生が入滑村の関係者とか、そういうことはないんだよな!?

ＫＰ：実家は北海道ということなので、可能性はゼロではありませんが、そこはいま気にしなくて結構です。おそらく他人のそら似でしょう。もちろん、辰巳先生が石羽教授にどんな感情を持っているかも自由に決めてもらって大丈夫です。

辰巳：潜在意識でなにか思うところはあったかもしれないが、自分としてはそんな理由で名義を貸したつもりはない。まあ、桐野くんが興味あるというのなら、研究室の見学くらいはさせてやりたいものだが……。

ＫＰ：でしたら、ちょうど先日、石羽サイバネティクス研究室から関係者にメールが届いていましたね。内容はこんな感じです（チラシを渡す）。

辰巳：ふむふむ……では、モバイルの画面で、みんなにも見せてやろう。
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ＫＰ：この内容のチラシは、御津門大学の関連施設の掲示板のあちこちに張られている。ただ、そんなチラシはいくらでもあるので、桐野は気づけなかったのかもね。

さやか：「ふ～ん、面白そうな研究ですね……って、残念。私は未成年なので募集対象外です！」

辰巳：そう言えば、ワシも無理だな。

睦：むむ～っ、この中だとタマ兄と桐野さんだけしか参加できないね。

佐々原：でも、これって絶対によくないことされるパターンだよ。頭に薬を塗るとか書いてあるし！

ＫＰ：ちなみに、辰巳先生も心理学の研究をする時に、こうしたボランティアに協力してもらうからわかるのだけど、募集対象の年齢制限については未成年者を呼ぶといろいろ面倒だから二十歳にしているだけで、たぶん研究室としては幅広い年齢の人に来てもらいたいはずだ。だから、辰巳先生が保護者として同伴してくれるのなら、未成年者でも大歓迎だろう。

さやか：義肢を必要とする人に年齢は関係ありませんものね。

辰巳：「なかなか興味深い研究だな。ワシも見学してみたいし、桐野くんはもちろんだが、さやかちゃんが参加したいというのなら、研究室に未成年でも参加できるか聞いてあげようか？」

さやか：「はいは～い、行きたいで～す！」

佐々原：さやかちゃん、なんでそんなにやる気満々なの……？

さやか：だって、キーパーも勢いが大事って言ってましたよ。だから、ガンガン行きましょう！

睦：む～っ、いまのところなにも怪しくないんだから、ここは桐野さんに付き合ってあげるのもいいと思うけどね。タマ兄だけ行かないなんてなったら、翌日、後ろから刺されるかもよ。

佐々原：いやっ、ボクだって行くけどね。行きますけどね!!




石いし羽ばサイバネティクス研究室





　辰巳先生がアポイントを取ると、研究室の担当者は大いに歓迎してくれ、別の日の夕方に、探索者全員で見学と実験の協力をするため御津門大学を訪れることにした。






ＫＰ：石羽サイバネティクス研究室があるのは、御津門大学の川崎キャンパス内にある。学生たちが授業を受ける校舎からは少し離れた、やや不便な場所の斜面に階段状に建てられた特徴的な建物の一室だそうだ。ここは新築の研究棟で、主に理化学や医学関係の研究室が入っているはずなのだけど、なぜか理学部の石羽サイバネティクス研究室もここにある。義肢の研究だから医学関係に含まれたのか、それとも新築の研究室を石羽教授の政治力でゲットしたのか、それはみんなの想像に任せよう。

さやか：「ほえ～、御津門大学っていろんなことしているんですね～」

ＫＰ：どんな学部の学生探索者でも受け入れられるように設定されているからね（笑）。

佐々原：「ボクも研究棟に来るのは初めてだな」

ＫＰ：建物の中は病院のイメージに近いかな。清潔だが、味気ない廊下がずっと続いていて、いくつもの研究室の入り口がずらっと並んでいる。これらの扉の奥では、それぞれの分野における地道な研究がなされているはずだ。長い廊下を歩いていると、やがて、そんな似たような扉のひとつに金属製のプレートで「石羽サイバネティクス研究室」とあるのを見つけた。

辰巳：「失礼。先日、連絡をした辰巳ですが」と、あいさつしながら中に入ろう。

ＫＰ：無機質だった廊下とは対称的に、室内はとても雑然としているね。レイアウトは普通のオフィスのようなのだが、ケーブルやパーツが衣装収納ケースに詰め込まれていたり、何に使うのかわからない計器類が縦に積み上げられていたりしている。そんな中で比較的片付けられているスペースには、工場で見るような無骨なロボットアームが置いてあり、石羽教授と数人の研究員がなにやら調整をしているところだ。

辰巳：「石羽先生、今日はどうもよろしくお願いします」

ＫＰ：「いえいえ、こちらこそ。実験に協力いただけるそうで感謝いたします。この研究室の責任者をしている、石羽と言います。みなさん、本日はどうぞよろしく」と、石羽教授はにこやかにあいさつする。研究者だからといって白衣姿ではなく、スマートなスーツを着こなしており、研究一筋の科学者というより、ずっと社交的な印象を受けるね。化粧もうまくて、プロフィールの年齢よりずっと若く見える。

さやか：「この先生、なんだかコガネさんに似ていますね（ヒソヒソ）」

佐々原：「やっぱり、そう思う？　それって、つまりはサトさんに似ているということで……辰巳先生が名義を貸したというのはそういうわけなのかな（ヒソヒソ）」

辰巳：そこそこ、ゲスな勘ぐりはやめてくれないかな。

睦：睦はサトさんのことは知らないので、最新義肢がどんなものなのかさっそく見せてくださいとお願いします。

ＫＰ：君の目の前にあるロボットアームがそうだよ。

睦：むむっ、これがそうなんですか。こんな重そうなもの装着できるのでしょうか？

ＫＰ：いまのところ、人間の腕と同じ数の関節を持つロボットアームを、脳波で操作できるかどうかの研究をしている段階なので、機械式の義肢の軽量化はまた、別の話だ。

さやか：でも、このロボットアームは念じれば動くんですよね。それだけでもすごいですよ。

ＫＰ：こうした研究はブレイン・マシン・インターフェイスとも呼ばれ、いま世界的に進められている。その中には体内に装置を埋め込んで、脳波を検知するものもあるのだけど──

佐々原：脳にチップを埋められちゃうの!?

ＫＰ：まあ、やり方はいろいろあるのだけど、そうした「侵しん襲しゅう式しき」と呼ばれる方法は、当然、外科手術が必要となるし、体内の装置が劣化した時の交換という問題もある。そこで石羽サイバネティクス研究室では「非侵襲式」という頭に装着した装置で脳波を感知して義肢を動かせるようにする研究を進めているのだ。その方が安全だし、患者の心理的ハードルも低いだろう。

佐々原：具体的にはどんな装置を着けるんですか。エヴァンゲリオンのアスカが頭に着けているやつみたいな？

ＫＰ：将来的にはあんなものになればいいと思っているようだが、いまのところは電極の付いたヘッドギアを装着してもらうことになる。この時、脳波を伝達しやすくする導電材のジェルを、電極と触れる部分に塗るのだけど、そこにも独自の工夫がされているそうな。

佐々原：チラシに書いてあった、例の薬剤ですね。

ＫＰ：この新開発のジェルを使用すると、従来品よりずっと高い精度で脳波を測定できるのだが、不思議なことにその精度には個人差が出やすいらしい。そこにどんな法則性があるのかを調べるためにも、多くの被験者に試してもらって、サンプルを集めたいのだそうだ。

辰巳：なるほど。だったら若い者から、年寄りまでそろっているから、ワシらは良いサンプルとなるだろう。

佐々原：人間やめちゃっている子も混じってますからね（笑）。

睦：タマ兄、それを言っちゃあ駄目！

さやか：……私は検査を受けたら、人間じゃないってわかっちゃうのでしょうか？

ＫＰ：普通の健康診断くらいでは、君の肉体の由来を見抜くことはできないから大丈夫だよ。

さやか：ほっ、よかった～。

ＫＰ：さて、実験に協力してくれる人は、まずは健康状態や精神状態、家族に関することまで、大量の質問が書かれたアンケート用紙に答えを記入してもらい、さらにはＩＱテストのような試験も受けてもらうことになる。有益なサンプルを集めるには、こうした地味な作業が大事なんだね。

睦：むむ～っ、このグループは療養所の通院歴がある人が多過ぎですよね……（苦笑）。

ＫＰ：まあ、そのへんのプライバシーはきちんと保護されるので安心してくれ。それが終わったら、いよいよ実験に入るのだが、誰からやろうかな──

さやか：「はい、は～い、私からやりた～い！」

ＫＰ：……えーと、ごめん。さやかちゃんは、あとにしてくれ。

さやか：ええっ、なんでっ!?

佐々原：なにか特別なイベントがあるんじゃないかなぁ（笑）。

ＫＰ：まずは佐々原から受けてもらうとするか。さあ、新開発のジェルを頭に塗らせてもらうぞ。普通は電極側にほんのちょっと塗布する程度だが、この新開発のジェルはたっぷり頭に塗らないと効果が出ないらしい。

佐々原：ちょっ、ちょっと、その前にどんなジェルなのか確認させてください。どこかで見覚えのある、玉虫色をしていたりしませんか？

ＫＰ：そんなことはないよ。色は黒っぽくて、ちょっと嫌な臭いがするだけで、うねうねと動いたり、触手を伸ばしたりはしない。

佐々原：黒くて臭くさいだけでも十分に嫌なのですが……。

ＫＰ：嫌なら、ここでやめてもいいんだよ。そこは探索者の自由にしてくれ。

佐々原：いやいやっ、やりますよ。やりますってば。ここで実験に参加しておかないと、得られない情報とか発生しないイベントとかあるかもしれないしね！

睦：タマ兄のそういうこすいところ、私は好きだなぁ（笑）。

ＫＰ：では、研究員たちの手で、ヘッドギアに配置された電極が当たる部分に、例のジェルが塗られるのだけど、なんか妙な粘りがあってとても不快なものだ。軟体動物の粘液だけを抽ちゅう出しゅつして、それを煮詰めたような感じだね。

佐々原：「これ、すごい気持ち悪いんですけど……あとでちゃんと取れるんでしょうね？」

ＫＰ：このジェルには変わった特性があって、強い光を当てると硬化して、クッキーのようにもろく崩れるのだ。あと、水にも溶けやすいので、髪にこびりついた残りもシャワーで簡単に洗い流せる。御津門大学の総合体育館のシャワー室を使えるよう手配しているそうなので、そこでさっぱりしてから帰ってちょうだいな。

睦：むむ～っ、強い光と、水に弱いとか、どこかで聞いたことがある弱点ですね……。

辰巳：うむむ……。

ＫＰ：その後、佐々原にはヘッドギアを装着してもらい、研究員の指示に従って、実際に腕を動かすようなイメージをしてもらう。するとこの実験機──通称、イシバネクスが佐々原の脳波を検知して、ロボットアームを佐々原が念じた通りに動かすという仕組みだ。

佐々原：「動け、動け、動け……」

ＫＰ：では、佐々原にはＰＯＷかＩＮＴで10に対する抵抗表のロールをしてもらおうか。

佐々原：じゃあ、ＩＮＴで。ボクはＩＮＴ15なので、成功率は75％ですね。コロコロ……おっ、成功しました。

ＫＰ：なるほど、だったら自由自在というほどではないけど、ロボットアームは脳波に反応してぎこちなく動いてはくれる。研究員によると、被験者の平均よりも良好な反応だそうだよ。佐々原は探索者シートに「適性アリ」とメモしておくように。

佐々原：適性アリですって。もしかして、このあと巨大ロボットに乗り込んで、クトゥルフと戦う展開になるのかな（笑）。

ＫＰ：実験が終わったら、研究室にある投光器で頭を照らしてくれる。すると、ジェルは硬くなるので、頭をはたけばパラパラとフケのように落ちる。ただ、少しはこびりつくので、気になるならシャワーで洗い流した方がいいだろう。

佐々原：こんな気味の悪いジェル、跡形もなくきれいに落としますからね！





　その後、睦ちゃんも実験するが、残念ながら抵抗表のロールに失敗。適性ナシとされた。






睦：「むむ～っ、お役に立てなくて申し訳ないです」

辰巳：「いやいや、そういう失敗例も必要なはずだ。では、次はワシが試してみよう」と、その前に例のジェルについて、製造方法とか、もう少し具体的なことを石羽先生に聞きたいのだが。

ＫＰ：イシバネクスの研究は産学連携のプロジェクトだというのは前にも話したけど、このジェルは民間企業のＳＤＭ理化学研究所と、御津門大学の生物多様性進化研究室が共同開発したバイオ素材を提供してもらったそうだよ。まだ実用化には至っていないのを、石羽教授の政治力を生かして、試験的に利用させてもらっているそうな。

辰巳：そのＳＤＭ理化学研究所とか、生物多様性進化研究室について、ワシはなにか知っているのだろうか？

ＫＰ：だったら、〈生物学〉をロールしてみてちょうだいな。

辰巳：〈生物学〉はそこそこ勉強してきたのだが。コロコロ……駄目だ、失敗した。

ＫＰ：ＳＤＭ理化学研究所については聞いたこともなく、生物多様性進化研究室も辰巳先生は専門外なので、よく知らない。まあ、少なくとも、そんな有名な研究所でも、研究室でもないということですね。

辰巳：いろいろ組織が出て来て、ずいぶん大掛かりになってきたな。調べるとしたら大変だぞ……。

睦：いやいや、キーパーは勢いが大事と言ってましたから、このへんの固有名詞はフレーバーなだけかもしれませんよ。

ＫＰ：ところで、辰巳先生がジェルを調べた時、左手に違和感を覚える。ジェルに触れた時、ちょっとだけ指先が痺れたような気がするのだ。

佐々原：左腕って……辰巳先生が、インスマスのショゴス培養槽で再生させた方の腕ですよね。

辰巳：う～む、もしやこのジェルもショゴス由来の成分で出来ているのか？

ＫＰ：ただ、その痺れはほんの一瞬だけで、気のせいとも思える程度だよ。

辰巳：まあ、ここで騒いでも変に思われるだけだから、素直に実験に協力しよう……。





　辰巳先生も抵抗表のロールには失敗してしまい、適性ナシとされる。

　その後、やる気満々の桐野もイシバネクスに挑戦するのだが、彼女も適性ナシであった。






ＫＰ：桐野はヘッドギアを取ったあと、なんか頭頂部が気になるようで、手でさすっている。

佐々原：「桐野、どうかしたの？」

ＫＰ／桐野：「うん……頭にかすり傷があったみたいで、ジェルがしみるんだよね。でも、大丈夫だから」

佐々原：「石羽先生、このジェルって体に悪い成分とか入ってないでしょうね!?」

ＫＰ：もちろん、それは提供してくれた企業側が保証してくれている。体内に入っても無害だそうだ。

佐々原：提供してくれた企業が保証とか言われても、なんか信用できないんですけど。

さやか：「とにかく、すぐにライトを当てて、ジェルを取りましょう！」

ＫＰ：なんか急にみんなが過保護になったので、桐野の方が戸惑っているよ。

佐々原：桐野がひどい目に遭う展開とか……キーパー、ホントにやめてくださいよ！

ＫＰ：そんなこと言われても、知らんがな。

さやか：最後は私ですが……いま、私は頭にけがとかしていないですよね？　さすって確認しますよ。

ＫＰ：大丈夫、小さなひっかき傷もない。

さやか：だったら、安心して、かぽっとヘッドギアをかぶります。「動け～、動け～」って、ＰＯＷかＩＮＴの抵抗表のロールでしたっけ？

ＫＰ：いや、それがさやかちゃんがイシバネクスに「動け」と念じると、まるで自分の腕のように自由自在にギュンギュンと動かせるのだ。

さやか：ええっ、なんで？

ＫＰ：それはわからないけど、思考がスムーズに伝わっている感じだね。むしろ、どうしてこんな簡単なことを、みんなできないのかわからないほどだ。

さやか：「石羽先生、これってすごい技術ですね。思った通りに動いてくれますよ！」って、調子に乗って、ロボットアームでジャンケンとか、手品とかしちゃいます（笑）。

睦：むむ～っ、これはやっぱりショゴスの肉体と関係しているのかなぁ？

ＫＰ：実験をしていた研究員も、最初のうちはテンションもあがっているのだけど、だんだんと戸惑いの表情に変わっていくね。ありえないほど自由自在にアームを動かしているさやかちゃんに引いてる感じだ。

さやか：せっかく協力しているのに、引かれちゃった！

佐々原：そりゃあ、こんなシンクロ率を見せられたら引くよ。ボクもどん引きだよ（笑）。

ＫＰ：石羽教授は、さやかちゃんが不正に操作をしているのではないかと疑うほどだ。

さやか：そんなことしていませんよ！

ＫＰ：でも、石羽教授たちによると、これまでの実験結果からして、個人の特性だけでこれほどの差が出るはずはないという。となると、どうしてさやかちゃんだけが、これほどイシバネクスを自在に操れるのだろうか？　石羽教授の目が、研究者の目つきに変貌していき──

辰巳：こ、これはなんかまずい雰囲気だぞ。石羽先生がさやかちゃんの肉体の秘密に感づく前に、早々に退散した方がいいかもしれん。

さやか：「あはは～、さっきはなんか調子が良かっただけみたいで……あれっ、今度は動かないぞ。おかしいなぁ～、さっきはたまたまだったのかなぁ～？」

睦：なんて空々しい（笑）。

ＫＰ：さやかちゃんがとぼけても、先ほどの記録はしっかりと残されている。石羽教授たちは真剣な顔つきで、その理由について見解を述べ合っているよ。

さやか：なんか悪いことしちゃったかも……。

睦：さやかちゃんじゃあ、参考にならないものね。





　石羽教授はさやかちゃんに興味を持って、もっと検査させてもらいたいと申し出るが、探索者たちはその場を強引にごまかして、研究室を退散。ただ、頭に塗られたジェルは気になるので、総合体育館のシャワーを借りてジェルを洗い流すことにした。






睦：「桐野さん、しっかりとジェルを洗い流してくださいね」

ＫＰ／桐野：「さっきの傷のこと、心配してくれているの。ホントに大丈夫だから」

さやか：「いやいや、万が一のことがあります。なんなら私たちが洗ってあげますよ（笑）」

睦：「ええっ、さやかちゃんが!?　だったら、私も一緒にそっちに行くっ！」

佐々原：「でも、冗談じゃなくて、体になにか異変があったら、どんな些さ細さいなことでも言ってくれよ」

さやか＆睦：「なんでここにいるの!?（笑）」

佐々原：あっ、つい口を挟んでしまった。

ＫＰ：つまりそれは女性用のシャワールームにいるってことだよな（笑）。

佐々原：「あれ～っ、ここって女子のシャワーだったのかぁ。ごめ～ん」

さやか：「さっさと出て行ってください！」

辰巳：「女性のシャワールームから悲鳴が……これは通報しておいた方がいいな」



















睦：……ところで、さやかちゃんはシャワーを浴びる時、リボンはどうしてるの？

さやか：そういう時は外してるよ。寝る時とかもね。私が封印を解放するつもりで外さなければ大丈夫なの。

睦：ずいぶんと都合の良いリボンなんだね……。




悪夢が呼び覚ます忌いまわしき記憶




ＫＰ：御津門大学でのイシバネクスの実験を終えたところで、みんなはそれぞれ家に帰宅するわけだが……辰巳先生には個別のイベントがあるのだ。

辰巳：ワシだけに？

佐々原：前回、ベイン先生が舞台がどうのこうのと思わせぶりなことを言ってましたからね。きっと今回は、辰巳先生の主役回なんですよ。どうぞ、前回のボクみたいに、辰巳先生もひどい目に遭ってください（ニコニコ）。

辰巳：こいつめ、うれしそうな顔をしおって……。

ＫＰ：『るるいえばーすでい』の事件後、建て直したばかりの自宅に戻ると、いつものように押し掛けメイドの京みやこがかいがいしく出迎えてくれる。食事もお風呂も準備万端だ。

さやか：そう言えば、二人は一緒に住んでいたんでしたねぇ。佐々原さんのことよりも、まずはこっちをどうにかしないといけなかったのでは……。

佐々原：そうだろう、そうだろう。さやかちゃん、良いこと言った！

辰巳：「（佐々原たちを無視して）やあ、京くん。いつもすまんね」

ＫＰ／京：「いえいえ、辰巳先生にご奉仕するのが、私の幸せですので。ところで、先日、さやかちゃんから聞いたのですが、あの佐々原さんに恋人ができたというのは本当なんですか？」

辰巳：「うむ……高校時代からの友人だったそうだよ。大学に入ってからは疎遠になっていたようだが、ちょっと訳あって再会して、そのまま付き合うことにしたらしい」

ＫＰ／京：「そうなんですか。ぜひ、その方とお会いしたいですね。さやかちゃんや日野さんも興きょう味み津しん々しんなんじゃないでしょうか？」

辰巳：「うむ、先日、その桐野さんをるるいえ堂に呼んで、みんなで鍋をつついたよ──」

ＫＰ：……んんっ、そんなこと言ったら、京は笑顔をカチーンと固まらせて「私、呼ばれてませんけど……」と、つぶやくけど。

辰巳：「──っ、しまった！」

ＫＰ／京：「私、呼ばれていませんけど────────────────────────っ!?」

全員：怖い、怖いっ！（笑）

辰巳：「そ、その日はいろいろあって……今度、きちんと紹介するから！」





　京の地雷を踏んでしまった辰巳先生は、慌てて佐々原たちに連絡をして、桐野のお披ひ露ろ目め会を企画。たまたま、翌日が休日で、全員の予定が空いていたので、新宿のホテルのランチビュッフェの席を予約するのであった。






ＫＰ：そんなこんなで、明日のお披露目会の準備を終えて、辰巳先生は寝室で休むわけですが……。

辰巳：まだ、ワシのイベントは続くのか？　もう、疲れたよ。

ＫＰ：いや、さっきのは辰巳先生が勝手に地雷踏んで、騒ぎを大きくしただけで、シナリオ的にはどうでもいいイベントですからね。これからが宇宙的恐怖に関わる、真のイベントです。

辰巳：なんだと……!?

睦：宇宙的恐怖、言っちゃった（笑）。

さやか：京さんも割と宇宙的恐怖に近いですけどね（笑）。

辰巳：ぐったりと疲れた辰巳先生が眠りにつくと……夢を見るのです。

全員：夢見キタ─────────────────────────ッ!!（笑）

ＫＰ：辰巳先生は一面の真っ白な雪原に、一人でぽつんと立っています。凍いてつく寒かん風ぷうは、容赦なく辰巳先生をさいなみます。

辰巳：「寒い……ここはどこなんだ？」

ＫＰ：見渡す限り雪の世界ですが、正面には巨大な山がそびえ立っています。どこかで見覚えあるような山……もしかすると、あれは山形県の故郷、入滑村から見た鳥ちょう海かい山さんかもしれない。

辰巳：だとすると、ここはハスターに持って行かれた入滑村の跡地なのか……？

ＫＰ：すると、その大きな山の斜面に大規模な雪崩なだれが起きる。雪に覆われた美しい山肌は、ドロドロと崩れていき、奇妙なことになにかの模様を形成していきます。それは忘れもしない、辰巳先生の初恋の人、サトをたぶらかし、さらには『るるいえとらべらーず』でハスターを招来するため全国を暗躍した、蒼白の仮面こと──田た通どおり黒くろ核ざねの顔なのです。

辰巳：「黒核……なぜ、おまえが!?」

ＫＰ：鳥海山の山肌に巨大な顔を浮かび上がらせた黒核は、辰巳先生を見下ろし、嫌らしくあざ笑うのですが、その笑い声はごうごうという寒風となり、辰巳先生の立つ雪原に吹き荒れます。

辰巳：「おまえは死んだはずでは……」

ＫＰ：もはや目も開けていられないほどの風雪の中、辰巳先生は黒核の最期の言葉を思い出します。





　オレに死の自由は与えられていない。いまは、ここで朽くちようとも、黄色の印があるかぎり……何度でも、蒼そう白はくの仮面が、オレを呼び戻すことだろう。それまで、しばしおまえたちは自分の舞いを踊り続けるがいい。しかし、やがて静寂の幕が下りる日が来る。終わらぬ舞台はないのだから。






ＫＰ：そこで語られた「舞台」という言葉と、ベイン先生から投げかけられた「あなたはもう別の舞台に立っている」という言葉がリンクしたところで、辰巳先生は悪夢から目を覚ますのでした。

辰巳：「はあ……はあ……もしや、あの黒核が復活しようとしているのか？」

ＫＰ：その時、辰巳先生はベッド脇のサイドテーブルに置かれたメモ帳に、見慣れぬ文字が記されているのに気づく。

辰巳：な、なんて書いてあるんだ？

ＫＰ：乱れた文字で「あとぼしの夜は近い」とだけあるね。そして、いつもは京がきちんと整頓してくれているはずのボールペンが床に落ちている。

辰巳：……それはワシが寝ている間に、左腕が勝手に書いたと考えると、しっくりくるような感じだろうか？

ＫＰ：さすが勘がいいですね。その通りです。さて、先ほどの悪夢と、この不吉なメモを見た辰巳先生は〈正気度〉ロールをしてください。

辰巳：こ、これは〈正気度〉ロールをさせられても仕方あるまい。コロコロ……ううっ、失敗した。

さやか：やっぱり、辰巳先生にとって黒核は天敵ですね～。

ＫＰ：失敗なら１Ｄ４ポイントの正気度を失います。

辰巳：コロコロ……「２」で、現在正気度は51となった。許すまじ、黒核。今度こそ引導を渡してやる！





　そのあと、もはや寝直す気になれなかった辰巳先生は、インターネットを駆使して石羽サイバネティクス研究室で使用されたジェルの出所である、ＳＤＭ理化学研究所について調べてみたところ、研究所のグループ会社の中に「サヒメリサーチ」という経営コンサルタント企業の名を発見した。

「サヒメ」と言えば『るるいえとらべらーず』などに登場する、純国産カルト「佐さ比ひ売め党」の名前を連想させるが、辰巳先生の悪夢や左腕の異変と佐比売党がどのようにつながるのか……プレイヤーたちは首をひねるばかり。

　推理と妄想を膨ふくらませるのは結構だが、それでゲームが停滞しては本末転倒だ。

　そこでキーパーは最初の言葉を繰り返すのだった。






ＫＰ：──今日のゲームは勢いが大事だからね。

さやか：おっと、そうでした！

睦：とにかく、正体不明のジェルが元凶で間違いないでしょう。あのジェルに触れたことと、ハスターを招来するのに適した「あとぼしの夜」が近づいていることが重なって、なにか悪いことが起きるという展開かと。

辰巳：うーむ、いまのところ明確な事件が起きていないから、まだここは流れに身を任せるしかないか……。




ＫＰ：寝覚めの悪い朝を迎えた辰巳先生だけど、今日は桐野を京に紹介するお披露目会があります。京はウキウキしながら身支度しているよ。もちろん、辰巳先生のスーツもすでにきちんと用意されている。

さやか：……もう、完全に夫婦じゃないですか。

辰巳：どうして京くんが、こんなにワシを慕ってくれるのかがいまだにわからん。

睦：私もそんな深く考えてませんでしたから。ただ、ノリで押しかけメイドにしただけで（笑）。

ＫＰ：会場は新宿にある、そこそこグレードの高いホテルのレストラン。昼間はビュッフェスタイルのランチをカジュアルな雰囲気で提供しており、若い女性客でにぎわっている。客層に合わせて、メニューの半分はデザートとなっているよ。

さやか：「私はいきなりデザートからスタートです！　いくよっ、むったん!!（笑）」

睦：「むはっ、さやかちゃんが燃えている！」

ＫＰ：京は料理よりも桐野の方に興味津々のようだね。高校時代の佐々原のことなど、根掘り葉掘り聞いているよ。

佐々原：京ちゃんが変なことを聞かないように見張ってなきゃ……あと、桐野に体調を確認しますよ。なんか具合が悪いとか、変な夢を見たとか、そういうことはありませんよね？

ＫＰ：いや……佐々原にそう尋ねられると、桐野は顔を曇らせて「なんでわかったの。昨日、ちょっと変な夢を見たのよ」と、答える。

辰巳：なんだと、それはワシも気になるな。詳しく教えてもらおう。

ＫＰ：夢の内容なので、だいぶ記憶は曖あい昧まいなのだけど、とにかく印象に残っているのは真っ白い雪原と、凍てつくような寒風だ。普通、夢というのは自分の体験や記憶とリンクするものだが、桐野にはその光景に心当たりはないらしい。まるで他人の家に来たような、居心地の悪さを感じたそうだよ。

辰巳：うう～む、どうやらワシの夢と同じ内容のようだな。このタイミングで、佐々原たちにも昨晩の夢の内容をこっそりと伝えておこう。

佐々原：あの黒核が、どうして桐野の夢に……まあ、こんなとこもあろうかと、黒核にトドメを刺した対ハスター決戦兵器の石片ナイフは車に常備していますけどね。

さやか：やっぱり、あのジェルのせいでしょうね。頭の傷から桐野さんの体内に入ってしまったのでは。

ＫＰ：君たちがそんなふうに心配していると、不意に桐野は頭を深く下げて、テーブルに顔を隠す。

佐々原：「ど、どうした、桐野。気分でも悪いのか!?」

ＫＰ：佐々原に呼び掛けられて、桐野は体を起こすのだが……その顔は、彼女のものではなかった。青白い顔には、全面にびっしりとウジのようなものが張り付いて、鼻も口もなく、目に当たる部分にぽっかりと穴が空いているのみ。その姿はまさしく蒼白の仮面の再来だ！

全員：ええ～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：さらに、思わぬ仇きゅう敵てきとの再会に驚く辰巳先生の左腕が、いきなり勝手に動いて、自分の首を絞めてくる。

辰巳：「ぐわっ……これは、いったい……!?（自分の首を絞めている）」

ＫＰ：まずは蒼白の仮面と、辰巳先生の奇行を目撃したことで、全員〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

睦：このイベントは、タマ兄の正気度が削られそうだね。

佐々原：いや、むしろここは成功させて、桐野を助けてやるのがボクの役目。コロコロ……よしっ、成功です！

辰巳＆睦：コロコロ……成功。

さやか：コロコロ……うにゃ～っ、失敗。新しい体になってから、ホント、ダイス目が良くないです（泣）。

ＫＰ：成功しても１ポイント、失敗した人は１Ｄ６ポイントの正気度を失うよ。

さやか：意外と大きいなぁ。コロコロ……「４」でした。一時的狂気の可能性はないけど、それでもこれは痛い。現在正気度は42になりました。なんて不吉な数字！（泣）

ＫＰ：なんだ、誰も狂気に陥おちいらなかったのか。だったら、全員〈医学〉か〈応急手当〉の得意な方をロールしていいよ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：桐野の蒼白の仮面は、顔に薄く張り付いた皮膜のようなもので、そのせいで呼吸ができていないようだ。ビニールを顔に押しつけたような状態だね。苦しそうに、仮面の口にあたる部分がパクパクと動いている。このままだと窒息死するだろう。また、辰巳先生も首を絞められているので「窒息」のルールが適用される。

さやか：こ、これはどっちも大変なことに！

ＫＰ：あと、ここはホテルのレストランなので、周りも君たちの騒ぎに驚いているようだよ。

佐々原：そんなのは後回しだ。まずは桐野を助けないと！

さやか：きっと、その仮面の原料はジェルに違いありません。だったら、光と水に弱いはず。周りに水はありませんか。水槽とか、噴水とか？

ＫＰ：ふーむ、だったらさやかちゃんには〈幸運〉でロールをさせてあげよう。成功したら、幸運にもこのレストランには熱帯魚のアクアリウムが飾られているかもね。

さやか：コロコロ……ごめんなさい、失敗です。なんか最近、すっかりダイス目に自信を失いました。

睦：だったら、近くのウェイターさんから水差しを──

ＫＰ：おっと、ここからは戦闘ラウンドで処理させてもらおう。各自、慎重に行動を決めてくれ。

睦：さっきの水差しを探すのは、どんなロールが必要でしょう？

ＫＰ：水差しの置いてあるカウンターに駆けて行き水差しを取って来るのならＤＥＸの５倍かな。どこかの近くのテーブルに水差しが置かれていないか、急いで探すというのなら〈目星〉でもいいよ。

睦：〈目星〉なら得意なので、私は水差しを探してきます。

さやか：私はＤＥＸで水差しを持ってこようかな。

佐々原：ボクもＤＥＸは高いけど……桐野が窒息しないように〈応急手当〉で人工呼吸とかできないですか？

ＫＰ：口がふさがっているんだから無理だろう。

佐々原：いやいや、マウストゥマウスで、仮面の皮膜をこじ開けるくらいの勢いでやりますけど!!

ＫＰ：ほうほう、なるほど。それはイイね。可能としよう！（笑）

辰巳：ワシは左腕に対して、なにかアクションができるのだろうか？

ＫＰ：左腕の制御を取り戻すために意識を集中することは可能です。または、左腕以外は自由に動かせますので、別のことをしてもいいですよ。

辰巳：ふーむ、ここは左腕の制御を取り戻そう。「鎮しずまれ、ワシの左腕！（笑）」

佐々原：辰巳先生が中二病になった！（笑）

ＫＰ：ちなみに、京は辰巳先生の首から、左腕を引きはがそうと〈組みつき〉を試みる予定です。では、まずはＤＥＸ18の佐々原からやってもらうか。

佐々原：「ズキュウウウン！」って、桐野にＤＩＯ並の口づけをします！

睦：やったッ!!

ＫＰ：その勢いに免じて、ロール不要で人工呼吸させてあげよう。ただし、桐野はそんな佐々原の首を両手で締め付けるぞ！

さやか：桐野さん、嫌がってるじゃないですか！（笑）

ＫＰ：いやいや、そういうわけではない。ここで全員〈アイデア〉をしてくれ。

睦以外：コロコロ……成功。

ＫＰ：桐野の腕以外は、佐々原へ暴行することに抵抗を示している。辰巳先生と同じように、まるで腕だけが別人のモノになってしまったかのような動きなのだ。このままだと、桐野は〈組みつき〉による「対象を肉体的に傷つける」と同じように１Ｄ６ポイントのダメージを佐々原に与えることになる。それが嫌ならば、いますぐに人工呼吸をやめて離れてもいい。いまここでどうするか決断してくれ。

佐々原：いや、離れるわけないでしょう。ダメージを受けながらでも人工呼吸しますよ！

ＫＰ：うむっ、よく言った。だったら、覚悟して食らってくれ。１Ｄ６のダメージ、コロコロ……「５」だ。

佐々原：まだまだ大丈夫。桐野の唇は離しませんよ！

睦：首を絞められながら強引にキスしてるとか……周りの客は何事かと思ってるだろうね。

さやか：お次は私の番です。急いで水差しをゲットしてきます。コロコロ……また失敗！（泣）

ＫＰ：だったら、さやかちゃんは水差しを手に入れたが、ぶちまけられるのは次のラウンドになってからだ。

佐々原：さやかちゃ～ん、本気でやってよ～！（泣）

さやか：本気でやってますってば。このダイスが……このダイスが悪いんです！

ＫＰ：次はＤＥＸ14で、ＮＰＣの京の番だな。辰巳先生の左腕を押さえつけようと〈組みつき〉をするのだが、コロコロ……駄目だ、失敗した。

睦：次はＤＥＸ13の私ですね。〈目星〉をして、近くにある水差しを探します。コロコロ……成功です。

ＫＰ：たまたま近くにあった水差しを目ざとく見つけることができた。このラウンドで水をかけていいよ。

睦：なにかロールをするんですか？

ＫＰ：桐野の下半身は水を避けようとしないため自動的に命中する。そして、この仮面には耐久力が10ポイントあり、水をかけることでダメージを与えることができるのだ。

睦：水差しの水量だと、どのくらいのダメージなんですか？

ＫＰ：そうだね……２Ｄ６としておこう。

睦：だったら、一回で洗い流せる可能性もありますね。では、２Ｄ６をロールします。コロコロ……「６」でした。まあまあのダメージだから、さやかちゃんの番でなんとかなるでしょう。

ＫＰ：一方、辰巳先生の番だけど、左腕を制御するには、ＩＮＴかＰＯＷで10に対する抵抗表のロールに成功させてください。このままだと、佐々原のようにダメージを受けるかもしれないので頑張るように。

辰巳：イシバネクスの操作方法と同じか。やはり、左腕の反乱もジェルが関係しているようだな。コロコロ……よしっ、成功。左腕の制御を取り戻したぞ！

ＫＰ：素晴らしい。だったら、もはや左腕は辰巳先生に逆らうことはありません。自由に動かせます。あと、辰巳先生もイシバネクスに対して「適性アリ」とメモしておいてくださいね。

辰巳：この「適性」とやらが役立つ時が来るのだろうか……。

佐々原：けど、辰巳先生の左腕の反乱がジェルのせいだとしたら、全身がショゴス由来のさやかちゃんはもっと大変なことになるんじゃないのかな？

睦：さやかちゃんの場合、脳まで完全にショゴスだから平気なんじゃないの。外部からのコントロールの余地を与えない、完全なるショゴス（笑）。

さやか：……人のことを怪物みたいに言わないで。




ＫＰ：では、第２ラウンドだね。佐々原は桐野から離れないかぎり、もう一度、ダメージを受けることになるが？

睦：たぶん、このラウンドで桐野さんの仮面は洗い流せるから、タマ兄は離れてもいいんじゃないの。また、１Ｄ６ポイントのダメージを受けると危ないんじゃないの？

佐々原：いや、残りの耐久力は12だから即死する可能性はないし、桐野に少しでもダメージが入るのは見てられない。このまま人工呼吸を続けるよ。

さやか：女性が傷つくのは絶対に見過ごさない。佐々原さんのそういうところは、素直に格好いいと思います。

佐々原：もっと褒ほめて、褒めて。

ＫＰ：じゃあ、容赦なくダメージを与えてやろう。コロコロ……今度は「４」が出た。

佐々原：合計９ポイントのダメージで、残りの耐久力は８。そろそろやばくなってきたな。

さやか：佐々原さんの覚悟に感動しました。私も頑張って、頭から水をぶちまけます。

ＫＰ：はたから見ていると、痴ち話わゲンカをしているかのようだ。

さやか：この泥棒猫め。いつまで、私の男とキスしているのよっ！（笑）

佐々原：そんな冗談はいいから、ちゃんと高めのダメージを出してよ～！（泣）

睦：仮面の残り耐久力は４だから、よっぽど低い目がでないかぎり大丈夫。

さやか：それを出しちゃうのが、いまのさやかなんですけどね～（苦笑）。

佐々原：やめて。ホントにやめて！

さやか：では、いきます。コロコロ……大丈夫。「８」でした。

全員：わ～～～～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：さやかちゃんが水をかけると、桐野の顔面を覆っていた薄い皮膜のような仮面はドロドロと溶けていき、彼女の素顔があらわになった。どうやら腕の自由も取り戻したらしく、慌てて佐々原の首から手を離すよ。

佐々原：じゃあ、ボクも口づけをやめて、「大丈夫か、桐野」と、優しく抱きしめてあげます。

ＫＰ：桐野は泣きながらわびている。いきなり勝手に腕が動き出して、佐々原の首を絞めてしまったらしい。

佐々原：「わかってる。君が悪いんじゃないことはわかっているから気にしなくていい……」

ＫＰ：うんうん、事情がわかっている者にとっては美しい光景だが、周りの客たちは何事だという顔をしているよ。レストランの責任者とホテルマンが駆け寄って来て説明を求めている。

辰巳：「お騒がせして申し訳ない……若い者たちが情熱をぶつけ合っていただけのことなんだ。これでもう失礼するので、なんとか許してもらいたい」

ＫＰ：だったら、辰巳先生は〈言いくるめ〉か……または、自分の名前を出してもよいというのなら〈信用〉でもいいですよ。

辰巳：ここで失敗するとややこしいことになりそうだ。名刺を出して〈信用〉で切り抜けよう。

さやか：第一話みたいに失敗しないでくださいね。

辰巳：あれは恥ずかしかったが、ここは東京だから大丈夫なはず。コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：レストランの責任者が、辰巳先生の名前を知っていたようだね。この騒ぎについては、辰巳先生に免じて不問にしてくれる。

辰巳：「かたじけない。水をこぼしたクリーニング代などは請求してもらってかまわんので……では、ちょっと急ぎの用があるので、これで失礼させてください」




イシバネクスを制御せよ




辰巳：さっきは勢いで、桐野くんの顔に張り付いていた仮面があのジェルと同じという理屈で行動していたが、そろそろ探索者としてもそのことを察していいのだろうか？

ＫＰ：そうですね。これまでの異変が、石羽サイバネティクス研究室で実験協力をしてから起きたことを考えれば、両者に関係があると思ってもいいでしょう。君たちも素人じゃないからね（笑）。

辰巳：あのジェルの出所を調べるのもいいが、まずはこれまでなにか変わったことが起きていなかったのか研究室に問い合わせてみたいな。

佐々原：ボクはいつものように車で来ていると思いますが、御津門大学に行っちゃいます？

さやか：だったら、ジェルの弱点の強力なライトとか、水をためるポリタンクとか用意しておきたいですね。

ＫＰ：もちろん、それは可能だが、寄り道するとそれだけ時間がかかると思ってくれ。

睦：むむっ、キーパーが時間を気にしだしたということは、もうすでにイベントは進行中ということ？

ＫＰ：そう思ってくれてかまわないよ。

辰巳：わざわざ行かなくても、大学には電話で確認すればいいだろう。研究室の電話番号は、この前のチラシに書いてあったよな。

ＫＰ：大丈夫。電話はすぐに通じますね。土曜日なのに、真面目に研究をしているようです。「はい、石羽サイバネティクス研究室です」

辰巳：「先日、お邪魔させてもらった辰巳ですが、石羽先生はいらっしゃるかね？」

ＫＰ／研究員：「あっ、辰巳先生でしたか。すみませんが、石羽先生はイベントに参加されていまして、今日は研究室にはいないんです」

辰巳：「イベント……差し支えなければ、どのようなイベントなのか教えてもらえないだろうか」

ＫＰ：御津門大学の総合体育館で開かれている、ロボットコンベンションだそうだね。そして、そこでイシバネクスも展示しているのだ。

さやか：あのロボット競技をするテレビ番組の──

ＫＰ：いやいや、あれとは違う。大学や企業が最新のロボット技術の展示や講演をしたりするものだ。とはいえ、さやかちゃんの言っていたような、ロボットを使った競技のデモンストレーションなども行なわれており、一般来場者もたくさん来るそうな。

辰巳：どう関係してくるかはわからないが……なにか嫌な予感がするな。

佐々原：いまはそんなことよりジェルのことを聞かないと。

辰巳：おっと、そうだった。「ところで、こんなことを聞いて妙に思われるかもしれないが、そちらの研究室に保管されているジェルになにか変わったことはないだろうか？」

ＫＰ／研究員：「と、言いますと？」

辰巳：「なんと説明すればいいのか……先日、実験協力をした子の体調がおかしくなってね。なにかジェルに異常があったのではないかと思っているのだが」

ＫＰ／研究員：「あのジェルのせいで体調が悪くなるなんて考えられませんが……辰巳先生がそこまでおっしゃるのなら、ちょっと確認してきますよ」

さやか：さすがは辰巳先生。大学関係者には話が通りやすくて助かります。

辰巳：大学教授という設定だけで楽させてもらって、なんだか気が引けるが……。

睦：それも長年のキャンペーンで、設定を積み重ねてきたからこそですよ。

ＫＰ：すると、電話口の向こうで「なんじゃこりゃ～!?」という、さっきの研究員の絶叫が聞こえる。

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?（笑）

ＫＰ／研究員：「大変です、辰巳先生。保管してあったジェルがなくなっています！」

辰巳：「それは盗まれたということかね!?」

ＫＰ／研究員：「いいえ、奇妙なことにジェルの保管容器は残っているのです。ただ、すべてのふたが開いていて、中身だけがないのです。まるでジェルが意思を持って、勝手に容器から抜け出したかのような……」

さやか：なんで急にそんな小説的なしゃべり方になるの！（笑）

辰巳：「と、とにかく、ワシらもすぐにそちらに向かうので、石羽先生にも連絡を──」

ＫＰ：──と、その時。電話の向こうで「ガシャン！」と、なにかが割れる音が聞こえる。研究員が「あれはなんだ……」と、つぶやいた直後、受話器が落ちる音がして通話は切れてしまう。

辰巳：「いかん、研究室で事件だ！」

さやか：「すぐに助けに行かないと！」

睦：け、けど、ジェルに対抗する準備はなにも出来てないよ。

佐々原：ボクが車をすっ飛ばしたら、ここから御津門大学まで何分くらいかかりますか？

ＫＰ：〈運転（自動車）〉の４倍でロールするなら一時間。そのままでロールするなら三十分といったところだろう。ただし、失敗すると事故を起こす可能性があるので注意すること。

佐々原：結構かかりますね。急いで行っても、もはや手遅れなのでは？

さやか：ひどいこと言いますね！

辰巳：さすがに、あの電話を聞いて駆け付けないという選択肢は、探索者としてありえないだろう。

ＫＰ：ホームセンターに行くチームと、大学に行くチームで、二手に分かれてもいいんだよ？

佐々原：いやいやいや、それこそわなです。大学はやばい。きっとクライマックスイベントが待ってます。

ＫＰ：イベントは探索者に関係なく流動的に進行しているので、君たちの行動によってこれからの状況も変化していくことだろう。

さやか：これは正義の心で、急いで大学に駆け付けるのがいいと思います。

睦：むむむ～っ、普通に考えればそうだよね。

佐々原：無策のまま突っ込むのは不安だけど……。

さやか：実験室には強力なライトがあったし、なんとかなりますよ！

佐々原：うん、そうだね。じゃあ、大学に急行するか。「みんな、ボクの車に乗ってくれ！」

ＫＰ：ところで、桐野はどうするのかな？

佐々原：連れて行くのも不安だけど、残していくのも不安……だったら、せめて自分が助けてあげられる距離にいてほしいので、一緒に連れて行きます。プロドライバーのテクニックで一時間のところを三十分、いやっ、十五分で到着してみせる──と思ったけど、その前に首を絞められたダメージの手当だけはしてくれませんか？（泣）

辰巳：おっとそうだった。そのまま行ったら、傷が元で事故死するところだったな。「どれどれ、見せてみろ」と、〈医学〉で手当してやろう。





　辰巳先生に二か所の傷を手当してもらったおかげで、佐々原は耐久力を４ポイント回復した。






佐々原：耐久力は13になりました。２Ｄ６のダメージでは即死しなくなったところで、気を取り直して御津門大学にレッツゴーです。超特急で向かいますよ！

ＫＰ：交通法規を無視して、車を飛ばすというのなら、予告した通り〈運転（自動車）〉をそのままでロールしてもらおうか。失敗したら事故を起こす可能性があるからな～。

睦：インスマスの時の「00」を思い出しますねぇ（笑）。

辰巳：うう～む、あれはひどかったなぁ！

佐々原：だ、大丈夫。こんなの普通に振れば、普通に成功します。コロコロ……ほら、楽勝で成功ですよ。

ＫＰ：通行人が思わず振り返るほどの猛スピードとテクニックで、佐々原は都心の道路を突っ走っていくと、なんとなくつけっぱなしだったカーラジオから気になるニュースが流れるのであった。

辰巳：なんだろうか。ちょっとボリュームを大きくしよう。

ＫＰ：『（アナウンサー口調で）現在、川崎市の一部地域では局所的に強い風と雪にみまわれており、暴風雪特別警報が発表されております。道路の凍結が心配されますので付近を運転中のドライバーの方は注意してください』

佐々原：このタイミングで雪だと？　キーパーは鬼ですか!?

睦：こんなスピードで走っていたらスリップしちゃう！

ＫＰ：いやいや、そんな雪道を走るのも含めての〈運転（自動車）〉だから、さっき成功していれば事故は起こさないよ。ニュースで言っていた通り、御津門大学のある丘陵地帯に近づくと、チラチラと雪が降ってきて、研究室のある建物に到着する頃には辺り一面に積もってしまっているね。

さやか：なんでこんな時期に……って、いまはクリスマスの時期だから、季節的にはおかしくないのか。

ＫＰ：では、ここで全員〈知識〉をしてちょうだい。みんなはちゃんと新聞やニュースに関心があるのかな？

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人は今朝の川崎市の天気予報を覚えているのだけど、それでは冬晴れの気持ち良い一日となっていたはずだ。いくらなんでも、こんなに雪が降るのはおかしいと思う。

さやか：雪……というと、思い出すのは『るるいえとらべらーず』の富士山噴火事件ですね。

睦：黒核が富士山の麓ふもとでハスターを招来しようとした時のことだね。あの時も雪がすごかったっけ。

辰巳：いよいよ、ワシの悪夢が再現されようとしている。これはうかうかしていられんぞ。

佐々原：なんか大物が出てきそうな展開になってきて、すごい嫌なんですけど……。

さやか：そんなことより、いまは研究室の方で大変なことが起きているはず。急ぎましょう！

ＫＰ：車を出ると雪よりも、猛烈な寒風が身にこたえる。君たちは凍えそうになりながら研究棟に入るのだけど、クリスマスも近い土曜日ということもあってか、寒々とした廊下に人の気配は感じられない。

さやか：寄り道せずに、石羽サイバネティクス研究室に向かいます！

ＫＰ：場所はわかっているので、すぐに到着できるよ。部屋に入ると、作業机の脇で研究員がへたり込んで「うううっ」と、うめき声を上げている。なんと、イシバネクスのロボットアームが彼の右腕をつかんで、まるでねじり切ろうとしているかのように、グィングィンとモーターをうならせているのだ。

佐々原：ロボットの反乱だ！

ＫＰ：その通り。無機的なロボットが創造主を組み伏せるという象徴的な光景を目撃した探索者は、これまでの常識が打ち砕かれるため〈正気度〉ロールだ！

辰巳：ぐぬぬぬっ、このロボットめ。コロコロ……失敗！

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：失敗した人は１ポイント減らしてくれ。成功した人は減らないよ。ちなみに、君たちが最速で現地に赴おもむいたため、この程度の被害で済んだことを伝えておこう。寄り道していたら、もっとゴリッと正気度を削るような大惨事が待っていただろう。

さやか：正義の心に従っておいてよかったですね～。

佐々原：コンセントはどこだ。コードを抜いてやる！

ＫＰ：おおっと、ここからは戦闘ラウンドで処理していこう。研究員の腕はあらぬ方向に曲がっており、いまにもボキッといきそうだ。冷静に的確な対処をしてくれないと、彼は大けがをするだろう。

佐々原：とはいえ、コンセントを抜くというのは良い行動だと思うのですが。

辰巳：うむ、それはやっておくべきだろう。

さやか：私はジェルを固めた時に使った投光器を探して、それをロボットアームに当てようかと……って、このロボットアームって、あのジェルが動かしているという判断で良いのでしょうか？

ＫＰ：だったら、戦闘ラウンドの行動とは関係なく、さやかちゃんは〈目星〉をしていいよ。

さやか：なにが見つかるのかな。コロコロ……成功です。

ＫＰ：さやかちゃんはロボットアームの関節部などに、べとべとした黒い粘液がこびりついているのに気づくことができる。

さやか：「やっぱり、あのジェルがロボットを動かしてます！」って、みんなに聞こえるように叫びます。

睦：なんとなくだけど、投光器を探すのは〈目星〉のような気がするから、さやかちゃんよりも〈目星〉が得意な私がやった方がいいような……どうかな、さやかちゃん。

さやか：なるほど……だったら、私はロボットアームに空手キック？

ＫＰ：金属製のアームだから頑丈そうだけどね。あと、下手すると、捕まっている研究員に当たるかもよ。

辰巳：この研究室に水はないのか？

ＫＰ：器具を洗うためのシンクがありますね。バケツも置いてありますが、水をためるのにはそれなりの時間がかかりそうです。

辰巳：蛇口を指で斜めに押さえて、「ブシャ──ッ！」と、ロボットアームに水をかけることはできるはず。

ＫＰ：なるほど、それならこのラウンドに水をかけることは可能ですね。

さやか：あわわっ、私はどうしようかな……。

佐々原：やっぱり空手キック？（笑）

さやか：変に蹴ったら、勢いでロボットアームが動いて、研究員さんの腕をぽっきり折ってしまいそうなんですよ。

睦：む～っ、なんかそれはありそう。

さやか：…………そうだ、前回の実験で使ったイシバネクスを操作するヘッドギアはありますか？

ＫＰ：ロボットアームの近くに置いてあるよ。

さやか：それをかぶって、私がロボットの制御を奪い取ります！

全員：おお～～～～～～～～～っ!!

佐々原：それ、格好いいな。ボクがやりたいくらいだけど、さやかちゃんの方が適性が高そうだなぁ。

睦：うん、それは絶対にやっておいた方がいいよ。でも、さやかちゃんが格好いいことしているのに、私は投光器を当てるだけじゃあ面白くないなぁ。

辰巳：いまさら、なにを（笑）。

睦：キーパー、そのロボットアームを〈機械修理〉でバラせませんか？

ＫＰ：ほう……その発想はなかった。いいねっ、できるんじゃないの？

睦：ニヤリ。だったら、いつも持っている工具をシャキーンと取り出します。「私が分解バラしてあげる！」

佐々原：ううっ、みんな格好いいなぁ。それに比べて、ボクはコンセントからプラグを抜くだけか～。

辰巳：いやいや、それも大事な行動だからな。いまさらやめるとか言うなよ！

ＫＰ：じゃあ、行動の方針が定まったところで、ＤＥＸの順番で処理していこう。ちなみに、ロボットアームのＤＥＸは１で、このラウンドの最後に研究員の腕をもぎるという行動をする予定だ。

さやか：もぎるの確定なんですか!?

ＫＰ：もぎるよ～。雑草を引き抜くかのように、無慈悲にもぎるよ～（笑）。

辰巳：そ、それは正気度が減りそうだ。みんな、ここでなんとかロボットアームを止めるぞ！

全員：了解です!!




ＫＰ：では、いつものように人類最速の佐々原からだけど、コンセントのコードを抜くだけならロールは不要だな。

佐々原：じゃあ、引っ張って抜き取りますよ。

ＫＰ：……ところが、コードを抜いてもロボットアームは動き続けている。ただし、その動きはだいぶ鈍くなったような感じがするね。

佐々原：ジェルが動力源になっているのか？　けど、動きは鈍くしたから、あとはみんなに任せた！

さやか：次は私ですね。イシバネクスのヘッドギアをかぽっとかぶって、「腕よ、私に従え！」と、強く念じます。

睦：なんだか、さやかちゃんだけ違うジャンルのキャラクターみたい（笑）。

佐々原：でも、やっぱり格好いい。ああいうの、ボクもやりたい！（笑）

ＫＰ：……イシバネクスに意識を集中したことで、さやかちゃんはなにかを感じ取る。それは、「腕を動かす」という強い意思だ。さやかちゃんは〈クトゥルフ神話〉をロールしていいよ。

さやか：ここは成功させて、情報をゲットしたいですね。コロコロ……成功です！

ＫＰ：もしかすると、ロボットアームにこびりついているジェルには人知外の意識のようなものがあって、これまでの実験でずっと念じられてきた「腕を動かせ」という意思が、その無む垢くな意識に強く刷り込まれているのではないかと思う。

さやか：そう言えば、辰巳先生のときも、桐野さんのときも、腕しか動かしていませんでしたね。

辰巳：しかし、ワシのときは文字まで書いていたぞ。しかも、ワシの嫌がる言葉を的確に突いてきたし、そんな知性がこのジェルにあるというのか？

さやか：それはわかりませんが……やっぱり、このジェルが駄目なやつだということはハッキリしました。

ＫＰ：では、そんなさやかちゃんがイシバネクスの制御を奪えるかどうかのロールを……と、思いきや、なぜかロール不要で簡単に制御を乗っ取れるのであった。

さやか：「イシバネクスは、私が乗っ取った！」

ＫＰ：その結果、ロボットアームの動きがぎこちなくなる。まるで二つのコントローラーで、一台のラジコンを操作しているようなデタラメな動きだ。研究員の腕を放すことはないけど、これならもぎり取るという行動もできないだろう。

さやか：「私が制御できているうちに……みんな、アームのジェルをどうにかして……！」

ＫＰ：さやかちゃんもノリノリだな（笑）。

睦：次は私の番ですね。主に研究員の腕をつかんでいる手の部品をバラして、放すようにさせたいです。

ＫＰ：了解した。だったら、〈機械修理〉か〈電気修理〉の得意な方でロールしてくれ。

睦：当然、〈機械修理〉です。成功率は75％（笑）。

さやか：むったん、美術部だったはずだよね！（笑）

睦：〈芸術（絵画）〉も57％あるから、そこそこの腕前だよ。

佐々原：デビューした時は普通の子だったむったんも、ずいぶんと成長しているんだなぁ。

睦：ジェルが動力になっていても、関節がバラバラになってしまえば動けなくなるはず。コロコロ……よしっ、成功しました！

ＫＰ：調子いいね。睦ちゃんが研究員の手をつかんでいる部分を分解してくれたおかげで、彼はなんとかロボットアームを振りほどくことができた。

睦：やりました。

辰巳：よしっ、あとはワシに任せろ！　蛇口を指で押さえて、直接、水をかけてやる……って、周りに比べて、ワシのやっていることは小学生のいたずら並だな（苦笑）。

さやか：いえいえ、やっぱり水が決め手となると思うので、これは大事な役目ですよ！

ＫＰ：蛇口を指で押さえて水をかけるというのには、なんのロールが必要なんだろうなぁ。まあ、〈アイデア〉に成功したら、うまく当てられるとしましょうか。

辰巳：〈アイデア〉ならばありがたい。コロコロ……よしっ、ワシも成功させたぞ。

ＫＰ：バシャ──ッと、ロボットアームに派手に水がかかると、関節部にこびりついていた黒いジェルはすぐに洗い流されていく。本当なら、レストランの時のようにジェルの耐久力にダメージを与える処理をしていくのだが、これまでみんなが工夫してロボットアームを無力化しているので、ここは一回で洗い流せたとしましょうか。

全員：やったぁ～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：みんなの見守る中で、やがてロボットアームは完全に動きを止めた。

辰巳：安全を確保したら、「いったいなにがあったのかね」と、研究員の腕の具合を診みながら尋ねよう。

ＫＰ／研究員：「それが、よくわからないのです。いきなりロボットアームが襲って来て……」

佐々原：「なにかきっかけとかなかったんですか？」

ＫＰ：「いいえ、とくには……」と、研究員は青ざめた顔で困惑するばかりだ。自分が開発したロボットアームに腕をもぎ取られそうになるという恐怖体験は、彼の心に深い傷を負わせたようだね。

睦：むむ～っ、貴重なロボット研究者なのに……これでガンダムの完成が遠のいてしまいましたね。

さやか：電話では、ジェルがなくなっているということでしたが……そちらの方を確認したいです。

ＫＰ：ジェルは研究室の奥にある倉庫に保管されていたのだけど、電話で聞いた通り、その保管容器は空っぽになっているね。すべての容器のふたが開けられ、床に落ちており、容器の中身だけがなくなっている。

さやか：中のジェルがスライムみたいに動き出して、ぬるぬると勝手に逃げ出したという感じでしょうか。

ＫＰ：そのようなイメージを浮かべてみると、いまの状況はまさしくそれにぴったりだ。

佐々原：ちなみに、そのジェルはどのくらいあったんですか？

ＫＰ：研究員によると、手続きが面倒なのでジェルはまとめて多めに保管していたらしい。だから、この研究室には四リットルほどのジェルがあったそうな。

佐々原：四リットル……さっきロボットアームにこびりついていたジェルはどのくらいの量だったんでしょう。

ＫＰ：たかがしれているね。小さなコップ半分もなかっただろう。

睦：あれだけジェルがあれば巨大ロボットだって動かせるかも！

辰巳：ならばこちらも巨大ロボットで応戦せねば。御津門大学の地下格納庫には、そうした決戦兵器が隠されていないのか!?

佐々原：「地下にモビルスーツが隠してある」とくらい言ってください！（笑）

ＫＰ：そんなものありませんなぁ。

さやか：この研究員から、あのジェルの正体についてもっと聞いておきたいですね。いったいなにが原料なのかとか、怪しい組織が関わっているんじゃないかとか。

ＫＰ：こんなことがあったので、研究員も思わず対外的には非公開の情報もしゃべってしまうのだが……あのジェルの原料は御津門大学の生物多様性進化研究室で保管されている「室むろ井い細胞」というサンプルを培養して精製したバイオ素材らしい。

辰巳：「その室井細胞というのは、いったいなんなのだ？」

ＫＰ：室井細胞については研究員も『１９３０年に採取された不定形の軟なん泥でいについて──室井細胞における経過観察』というタイトルの論文を流し読みしたくらいの知識しかないのだけど……その内容をかいつまんで説明するとこんな感じだ（メモを渡す）。




……………………

●室井細胞について





　御津門大学の研究室には、「室井細胞」と呼ばれる不思議な細胞サンプルがある。それは一見すると「不定形の軟泥」としか表現しようのないもので、ただシャーレの中でじっとしているだけだ。

　ところが、驚いたことに、この泥のように見える細胞の塊は、分裂することもなく、一切の代たい謝しゃのないまま同じ細胞が80年以上も生き続けているというのだ。

　この不思議な細胞は、１９３０年に行方不明になった生物学者の室むろ井い文ぶん治じ氏の遺品から発見されたものであり、現在は御津門大学にて管理されている。

　残念なことに、室井氏はこの細胞についての記録をほとんど残しておらず、ただサンプルの入ったケースに「帝国ホテル」というメモが記されていただけだという。

　そもそもこれが本当に生物と定義できるのか疑わしいという研究者も多く、真相はいまだわかっていない。



……………………




睦：不定形の軟泥……どこかで聞いたことのある名前ですね。

辰巳：しかし、この不定形の軟泥とハスター信者である田通黒核は、どうつながるのだ？

睦：それはよくわかりませんね。むむむ～っ？

さやか：とにかく、あのジェルは不定形の軟泥とかいう正体不明のサンプルから作られたってことですよね。それが四リットルも、どこに行ったのやら。急いで探し出さないと、まずいですよ！

ＫＰ：君たちが研究員から不定形の軟泥についての話を聞いている時、真新しい研究棟の建物が「ミシッ……ミシッ……」と、軋きしむような音を立てているのが気にかかる。




◆むったんのワンポイントスケッチ「不定形の軟泥」

　どうも、好きなロボットはロビタな、むったんです。

　不定形の軟泥については、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』に掲載されているシナリオ「白無垢の母」のネタバレが少し含まれていますので、それが困る方は読み飛ばしてくださいね。

　──よろしいですか？

　では、解説を始めます。

　不定形の軟泥は、グレート・オールド・ワンのシュド・メルと関わりの深いクリーチャーです。

　普段は地下深くに地下水のようにたまっているだけの無害な泥なのですが、シュド・メルなどからのテレパシーを受信することで、送信者の意思に沿って動き回ることがあります。こんなものを素材にしたジェルなんて使えば宇宙的事件が起きて当たり前ですよね。

　ちなみに、不定形の軟泥はシナリオ「白無垢の母」の前ぜん日じつ譚たんである『クトゥルフと帝国 リプレイ 白無垢の仮面（新紀元社刊）』にも登場していて、室井文治はそこに登場するＮＰＣだったりします。

　また、ちらちらと話題に上る佐比売党はシュド・メルを信仰しており、この不定形の軟泥を活用した技術を持っていたりもます。








佐々原：まさかジェルが建物を覆い尽くしている!?

ＫＰ：いやいや、さすがにそれはない。ただ、外の寒風がかなり勢いを増しているようだ。ちょうどその時、校内放送が流れる。『ただいま、川崎市内に暴風雪特別警報が発表されております。大学周辺は特に強い雪と風にみまわれており、外は大変危険となっています。学生、職員のみなさんは可能なかぎり外には出ず、建物内に避難して、命を守る行動を取ってください。繰り返します……』

佐々原：どれだけ強い風なんだ。ちょっと窓から外を見てみますよ。

ＫＰ：外は猛烈な吹雪ふぶきのせいで真っ白だね。台風のような風が窓をバンバンとたたいていて、こんな時に外に出るのは正気じゃないと思えるほどだ。下手すれば、キャンパス内で遭難なんてこともありえるだろう。

さやか：これがただ事じゃないことは、富士山での事件を経験している私たちにはわかりますよね。

ＫＰ：もちろん。それどころか、御津門大学内で、この異常気象に心当たりがあるのは君たちだけだろう。

さやか：「ハスターが来ようとしている。けれど、いまの私には黄色の印はない……こうなったら、リボンの封印を解くしかっ！」

睦：「早い、早い！　まだ早いよ、さやかちゃん!!」

辰巳：外がこの状況では、むやみにキャンパスを探し歩くこともできんぞ……。

佐々原：話の流れ的には、石羽教授が参加しているというロボットコンベンションが怪しいんだけど……研究員の人は石羽教授の携帯電話の番号とか知らないんですか？

ＫＰ：もちろん知っているよ。君たちの質問が終わったのなら、言われなくても研究室の騒ぎを報告するつもりだった。

佐々原：だったら、どうぞ、どうぞ。連絡してみてください。

ＫＰ：研究員は慌てて携帯電話を取り出して石羽教授に電話するのだが……なぜか出ないらしい。留守電にもなっておらず、石羽教授にしては珍しいため、もしや彼女の身にもなにかあったのではと心配そうだ。なにしろ、コンベンション会場には、もう一台のイシバネクスを展示しているそうだからね。

辰巳：なんだと、あちらにもイシバネクスがあるのか！

さやか：これはロボットコンベンションの方でも騒ぎが起きているのでは？

辰巳：うむ、急いで行った方がいいな。

佐々原：ちょっと待って。だったら、対抗手段の投光器とか水とか持っていかないと！

ＫＰ：投光器はすぐに用意できるけど、水を持っていくのは大変だぞ。

佐々原：でも、コンベンション会場には水はなさそうだし、ここで用意して持っていきたい。

さやか：バケツだとこぼしちゃいそうだから、ポリタンクとかないですかね。

ＫＰ：……まあ、ひとつくらいはあるだろうね。じゃあ、それに水をためて持っていくんだね。

睦：みんなが水をポリタンクにためている間に、防寒着になるようなものを探したいです。

ＫＰ：なかなか準備がいいな。だったら、睦ちゃんは〈目星〉をしてくれるかな。

睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：研究員たちのロッカーの中に、高価そうなカシミアのコートを見つけた。軽くて、暖かくて、肌触りもなめらか。ほおずりすると正気度が回復しそうなほどだ。

睦：すりすりすりすりすりすりすりすり！（笑）

さやか：むったん、ずるい。私も回復したい。すりすりすりすりすりすりすりすり！（笑）

ＫＰ：いや、ごめん。冗談だから。そんなにすりすりしないでくれ。これはおそらく石羽教授のコートだろうけど、この高級カシミアコートならば高い防寒性能が期待できるね。

睦：高級だということはあえて気づいていないふりで、「石羽先生、ごめんなさい。非常事態なのでお借りしま～す」と、コートを着込みます。




白い闇が御津門大学を覆う時





　準備を整えた探索者たちは、この先は危険過ぎるという理由から桐野と研究員をその場に残して、吹雪の中に突撃を決意する。






ＫＰ：研究棟の自動ドアは停止しており、風に逆らいながら手動ドアをやっとのことで押し開くと……外は車で来た時とは比較にならないほどの吹雪となっている。校内放送は決して大げさではなく、外に出るのは命いのち懸がけだと思ってもらいたい。具体的には、この猛吹雪の中を突き進むにはＳＴＲかＤＥＸのロールが必要だ。その結果によっては凍傷、凍死の可能性がある。

睦：私は防寒着を着ていますけど……。

ＫＰ：睦ちゃんにはちょっとだけボーナスをあげるけど、危険であることに変わりはない。

辰巳：確かロボットコンベンションは総合体育館で行なわれていたはず。以前、シャワーを借りたところだから場所はわかるよな？

ＫＰ：しかし、いまはキャンパスの道も、目印になるものも、すべて真っ白な雪に染められており、辰巳先生でさえここが慣れ親しんだ御津門大学とは思えないほどだ。そんな中で総合体育館に向かうには〈ナビゲート〉が必要となるだろう。

佐々原：〈ナビゲート〉だったらボクに任せてください！

ＫＰ：あと、この猛吹雪の中で重いポリタンクを運ぶ人には、さらに別のＳＴＲのロールが必要だろうね。

さやか：「はい、むったん。どうぞ（笑）」

睦：「はいはい、私が持ちますよ」

ＫＰ：じゃあ、猛吹雪の中で道を見失わないかどうか代表者は〈ナビゲート〉をしてくれ。

佐々原：「みんな、ボクについて来てくれ」と、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：膝まで雪に埋もれてしまうほどの道とは思えぬ道を、一歩、一歩、踏みしめながら進むわけだが……力強く歩くのならＳＴＲの５倍。遮しゃ蔽へい物ぶつに隠れながら、風の弱まったタイミングを見計らって進むのならＤＥＸの５倍のロールだ。

佐々原：ＤＥＸでもロールできて助かった。コロコロ……ＤＥＸの５倍で成功です。

さやか：私もＤＥＸでロールします。成功率は75％。コロコロ……成功。

睦：私はＳＴＲの５倍で、成功率は75％。コロコロ……むはっ、失敗しちゃった！

辰巳：みんなに比べて、ワシはフィジカル面が弱いのだが……ＳＴＲの５倍だと60％だな。コロコロ……失敗だ。

ＫＰ：すると、〈ナビゲート〉に成功して、さらにＤＥＸのロールも成功している佐々原たちは、雪道もなんのそのと先頭をずんずんと進んでいくのだが、睦ちゃんと辰巳先生はだんだんと遅れてしまう。

さやか：「佐々原さん、二人と離れちゃってますよ！」

ＫＰ：ここで佐々原とさやかちゃんは二人だけで先行してもよい。その場合は、凍傷になることもなく総合体育館にたどり着けるだろう。

辰巳：その場合、残されたワシらはどうなるんだ？

ＫＰ：まずは凍傷になるかどうかのロールをしたあと、今度は二人だけで〈ナビゲート〉と、雪道を歩くロールをしてもらうことになりますね。

辰巳：それは絶望的過ぎる!!

さやか：いやいや、いくら急いでいるからって、ここに二人を置いていくなんてありえないでしょう！

佐々原：ボクが立ち止まれば、二人を連れて行くことはできるんですね？

さやか：けど、私たちも、もう一度、雪道を歩くロールをしなくてはいけないんですか。

ＫＰ：いやいや、それはない。睦ちゃんと辰巳先生だけが、再度、雪道を歩くロールをするだけだ。

辰巳：全員が一度に成功しないとならないとなると、厳し過ぎるだろう。

ＫＰ：ただし、残っている人たちには、全員凍傷になるかどうかのロールをしてもらうけどね。

さやか：ここは迷うところではないでしょう。みんなで一緒に行きましょう。

佐々原：そうだね。じゃあ、二人が追いつくまで立ち止まって待ちますよ。

辰巳：すまん、二人とも。すぐに追いつくからな。

ＫＰ：では、全員が吹雪の中に残ったので、「窒息」のルールのように、まずはＣＯＮの10倍のロールをしてもらいましょう。もたもたしていると、この倍数はどんどん減っていくので注意すること。あと、カシミアのコートを着ている睦ちゃんには+5％のボーナスをあげよう。

全員：コロコロ……成功。

佐々原：次、失敗したら９倍でロールか。まだ少しだけ余裕はありますね。

辰巳：コロコロ……よし、今度は成功した。二人のところにたどり着いたぞ。

睦：コロコロ……私も成功です。

ＫＰ：おおっと、睦ちゃんはポリタンクを運んでいるので、さらにもう一度、ＳＴＲの５倍ロールをしてもらわないといけない。ただし、ここでポリタンクを捨てれば、そのロールは免除してあげよう。

睦：むむむ～っ、もう一度、75％に成功させないといけないのかぁ。どうしよう？

佐々原：そのポリタンクは勝利の鍵なんだから、それを捨てるなんてとんでもない。

睦：じゃあ、無理してでも持っていきます。失敗したらごめんね。

さやか：むったんの二の腕の太さなら大丈夫！（笑）

睦：お、重い……急に重くなってきた。ひ弱な私には無理かも……（笑）。

佐々原：なにをいまさら（笑）。

睦：では、ＳＴＲの５倍で成功率は75％です。いきます。コロコロ……むはっ、成功！

全員：わ～～～～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：ふむふむ、では、睦ちゃんは少し遅れることはあったが、重いポリタンクを手放すことなく総合体育館の前までたどり着くことができた。

辰巳：体育館の外観に、なにか変わった様子はないだろうか？

ＫＰ：そんな注意しなくても、一目で大変なことになっているのがわかりますよ。

全員：ええ～～っ!?

ＫＰ：総合体育館の正面入り口の前は、ちょっとした広場と駐車場になっているのだけど、完全に雪に埋もれてしまっている。しかも、そこにはたくさんの人たちがいて、建物の陰にうずくまったり、雪に埋もれた車の中に押し合って入り、風雪をしのいでいるのだ。

辰巳：「なんでこんなところに……この雪では車は動かせんぞ。体育館の中に避難したまえ！」

ＫＰ：すると、近くにいた学生が凍えて真っ青になった顔で応える。「体育館の中で大変なことが……ロボットが……人を……あそこは、まるで地獄だ……」と、これ以上は震えがひどくて言葉を続けられないね。ここにいる人たちの多くが低体温症になっているようで、とても危険な状態だよ。

辰巳：とてもじゃないが、この人数を手当することはできん。「中のことはワシらがどうにかするから、せめて風の当たらない玄関に戻るんだ！」

ＫＰ：ところが、辰巳先生の呼び掛けに対して、凍える人々は力なく首を横に振るだけだ。体育館に戻るくらいなら、ここで凍えていた方がマシといった様子だね。

佐々原：「いったい、中はどんな恐ろしいことになっているんだ……！」

ＫＰ：ちなみに、大学の総合体育館を使用したコンベンションなら、参加者や来場者は千人はくだらないだろう。ここにいる人たちはせいぜい百人ほどだから、体育館にはもっと人が残っているはずだ。

さやか：もっとひどい目に遭っているのかも……こうなったら、私たちが速攻で事件を解決して、御津門大学に太陽を取り戻すしかないですよ！

睦：なんかすごい大おお事ごとになってきたね。ここで私たちがヘマをしたら、御津門大学が入滑村みたいに地図から消滅するかも……。

佐々原：川崎市に新しい湖が誕生してしまうのか。

さやか：う～ん、なんだかメラメラと闘志が湧いてきましたよ～っ！

辰巳：さやかちゃんのこの勢いならば、きっとどんなロールも成功させてくれるに違いない。よしっ、ここは勢いが大事というキーパーの言葉を信じて、一気にコンベンション会場に突っ込もう!!




ＫＰ：君たちが駆け込んだ総合体育館の玄関ホールには、外よりも大勢の人々が身を寄せ合い、中と外の様子に耳を澄ませてはおびえた顔をしている。ロボットコンベンションの会場へは案内板が出ているので迷わずに行けるよ。

さやか：勢いに任せて、どんどん行きますよ～っ!!

ＫＰ：……では、ようやく問題のロボットコンベンションの会場に到着した。広い体育館はパーティションによって区切られて、それぞれの展示品や企画を披露するためのブースとなっている。ただ、それらはもうめちゃくちゃで、破壊されていないものの方が少ないくらいだ。あちこちにけが人がおり、うめき声を上げているが、なによりすぐに目につくのは会場の中央にＶの字を描くように並び立つ、九つのオブジェだろう。

睦：あれはハスター招来のためのＶの字のモノリス！

ＫＰ：その通り。その数、その配置……これは、田通黒核が富士山の麓で行ったハスター招来の儀式と符合している。ただ、ここにあるモノリスは岩ではなく、コンベンションで展示されていたと思われるロボットたちが積み重なって出来ている。異い形ぎょうの姿をした機械たちが、互いに絡み合うようにして九つのモノリスを形作る光景は、まるで異界の地獄を思わせるものだ。しかも、それぞれのモノリスには、そこから伸びるロボットアームによって捕らえられた人間が磔はりつけ状態にされている。ロボットアームは彼らの腕を万力のような力で押し潰し、ちぎり取ろうとしているのだった。

佐々原：まさに……ここは地獄だ。

辰巳：黒核の姿はないのか!?

ＫＰ：Ｖの字の一番奥、辰巳先生の真正面に位置するところにあるひときわ大きなモノリス……その形状に、辰巳先生は見覚えがある。潰れた球体のような大きな頭に、異様に長い二本の腕。その姿は忘れたくても忘れることのできない、入滑村で出会ったエビスと酷こく似じしていたのだ。

辰巳：「あれはまるでエビス……！」

ＫＰ：ただし、その頭部に当たる部分には、巨大な蒼白の仮面が浮き上がっている。

辰巳：「やはり黒核かっ!!」

ＫＰ：その通りだ。その仮面の奥には、狂気と嗜し虐ぎゃく心しんに満ちた黒核の目が辰巳先生を見下ろしている。

辰巳：「おまえは富士山で葬ったはず！」

ＫＰ／黒核：「源げん吾ご郎ろう……言ったはずだぞ。オレに死ぬ自由は与えられていない。そして、おまえもオレの舞台から、勝手に下りることはできないのだっ！」

佐々原：「これがベイン先生の言っていた、辰巳先生の舞台というやつか……」

辰巳：「ワシはおまえの舞台に上がったつもりなどない。ただ、おまえがよみがえったというのなら、何度でも葬ってやるだけだ！」

ＫＰ：「いいだろう、源吾郎。ならばおまえにはわが舞台、ただ一ひと柱はしらの観客との対面を許してやる。光栄に思うがよい！」と言って、ロボットで構成されたエビスの姿をした黒核は、長い二本の腕を天に掲げて、遠い空に輝くあとぼしに向かって呼び掛けるのだった。





　イア・イア・ハスター！　ウグ！　ウグ！

　イア・ハスター・クフアヤク・ブルグトム・ブグトラグルン・ブルグトム！






ＫＰ：さぁて、この忌まわしき状況に遭遇した探索者には、気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてもらおうか!!

辰巳：こ、ここは絶対に失敗できないシーンだぞ。

睦：御津門大学の命運も懸かっています。責任重大ですよ。

佐々原：では、一番正気度の高いボクからいきましょう。コロコロ……「55」で成功。さあ、成功への道筋はつけました。みなさん、ボクに続いてください！

睦：次に正気度が高いのは……むはっ、私ですか。ずっと正気度底辺の人生だったのに感慨深いですねぇ。

さやか：むったん、この流れを止めないでね！

睦：現在正気度は60です。コロコロ……むむ～っ、失敗しちゃいました！（泣）

辰巳：なんだか嫌な流れだな。次は現在正気度49のワシだが。コロコロ……ぐぬっ、ワシも失敗してしまった！

佐々原：まずい、まずい。二人も失敗するなんて!!

さやか：私の現在正気度は42です。ここは軽く成功させる。コロコロ……うにゃ～っ、失敗!!（泣）

全員：えええ～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：なんと、ここで三人も失敗したか。これはまずいかもな。では、成功した人は１Ｄ３ポイント──

佐々原：成功しても、１Ｄ３も減るの!?

ＫＰ：失敗した人は１Ｄ20ポイントの正気度を失う!!

さやか＆辰巳＆睦：ギャ────────────────────ッ!!（泣）

佐々原：と、取りあえずボクから正気度を減らします。コロコロ……「２」だったので、現在正気度は72です。

辰巳：ぐぬぬぬっ、その正気度が恨めしい……！

さやか：な～に、ここで「１」を出して、佐々原さんを見返してやればいいんですよ。

睦：その通りだよ、さやかちゃん。じゃあ、私からバシッと「１」を出してみせます。いきますよ！

全員：ゴクリ…………!!

睦：コロコロ……むはっ、よりによって「18」でした（泣）。

佐々原：むった～～ん、そんなに正気度減らさないでよ!!（泣）

睦：私だって、好きで減らしてるわけじゃないよ！　５ポイント以上の正気度を失ったので、〈アイデア〉をロールします。コロコロ……よかった、失敗したので、不定の狂気だけです。

辰巳：なんと恐ろしい。久しぶりに18ポイントも正気度が減るところを見たぞ。

さやか：１Ｄ20の破壊力はすさまじいですね。高目と低目の落差がすごい！

辰巳：では、次はワシがいこう。当然、「１」しか狙っておらんぞ。コロコロ……なぁっ、「17」だと!?

さやか：辰巳先生まで!?（泣）

辰巳：現在正気度が一気に32まで減ってしまった。当然、不定の狂気に陥るわけだが、〈アイデア〉をさせてもらうぞ。コロコロ……おおっ、こっちは失敗した。

ＫＰ：では、辰巳先生も不定の狂気のみ発症ということですね。

佐々原：最後の頼りはさやかちゃんだよ。せめて正気でいてちょうだい！

さやか：うううっ、プレッシャーだなぁ。三人も狂気に陥ったら、もうどうしようもないですよね。御津門大学が消えちゃうかも。
















睦：弱気は禁物。ここは当然のように「１」を出すのが、さやかちゃんのキャラだよ！

さやか：わかりました。みなさんの期待に応えて見せます。ダイスに気合いを入れて～、うぬぬ～っ！

全員：低目出ろ～～～～っ!!

さやか：コロコロ……「11」でしたぁ～（泣）。

佐々原：うう～ん、18とか17に比べればマシだけど……。

さやか：現在正気度は31。不定の狂気に陥りました。あと、〈アイデア〉の方は、コロコロ……こっちも成功しちゃって、一時的狂気もいただきました～！（泣）

佐々原：最悪だ……最悪過ぎる……。

辰巳：なんてこった。この状況で三人も不定の狂気に陥るとは……。

ＫＰ：（ホント、困ったなぁ）取りあえず、辰巳先生と睦ちゃんは〈クトゥルフ神話〉を+1％。さやかちゃんは〈クトゥルフ神話〉を+2％しておいてね。

さやか：とうとう〈クトゥルフ神話〉が36％になってしまいました……。




黒核との決着





　田通黒核の復活とハスター招来の儀式を目の前にして、佐々原以外の正気が打ち砕かれるという結果となった。

　せっかく宿敵との対決だというのに、ここで不定の狂気によってハチャメチャな展開になるのは、プレイヤーも望まないだろう。

　そこでボクはほんのコンマ秒の間に思案して、さやかちゃんと辰巳先生に関しては、これからの展開をにおわせるのみで具体的な狂気の効果は保留にすることにした。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』には、不定の狂気とはすぐに症状が現れないこともあると記されており、その判断はキーパーに任されるのだ。






ＫＰ：……まず、辰巳先生だけど、黒核の引き起こす狂気に引きずり込まれたせいか、幻聴と思われる声を聞く。

辰巳：いったい誰の声なんだ？

ＫＰ：それはわからない。ただ、どこか懐かしくて、この凍てついた体育館には似つかわしくない温かみさえ感じる声だとだけ伝えておこう。

辰巳：うむむむ……この状況で、ワシに温かみのある声を掛けてくれる者に心当たりはないが。

佐々原：京みやこちゃんがいるでしょ！

辰巳：こんなところに京くんが来たら、大変なことになるぞ！

ＫＰ：一方、さやかちゃんは、黒核が呼び掛けているあとぼしの方向とはまた違った場所に、大いなる気配を感じ取る。これが狂気による妄想なのか、それとも常識から解放された人間のみが感じることのできる霊感なのか、それはわからない。ただ、わかるのは──「やって来るモノはひとつではない」ということだけだ。

さやか：ど、ど、どういうことですか。ハスター様のほかにもなにかやって来るというの!?

睦：さやかちゃんの危機を察知して、アザトース様が降臨するのかも……。

さやか：それは勘弁してください。助けてほしいときは、私の方でリボンを外しますから！

ＫＰ：このように、二人はなにか心の奥底に不安を感じるのだが、劇的な変化は起きない。一方、睦ちゃんはわかりやすい不定の狂気に陥るよ。

睦：むむ～っ、どんな内容でしょうか。

ＫＰ：富士山で黒核と遭遇した時も同じ狂気に陥ったけど……睦ちゃんは、いま黒核が準備したハスター招来の儀式の場こそが究極の美であると感動するのだ。過去の因縁によってロボットという最新の技術が絡み合いモノリスを築き上げ、大いなるものへ呼び掛けている……これぞ、人と技術と神とを融合させる最高の芸術！

睦：「素晴らしい……やっぱり、私の求めていた美はこれなんだわ。いあいあ、ハスター！」

佐々原：また、むったんがおかしくなったぁ～！（泣）

ＫＰ：これで不定の狂気は処理し終わったので、最後に、さやかちゃんの一時的狂気の方を処理しよう。ここは簡単にダイスで決めようかな。１Ｄ10をロールしてちょうだい。

さやか：コロコロ……「７」でした。

ＫＰ：ふむふむ……さやかちゃんは妄想にとりつかれるようだね。そうだな、今回のシーズン、なにかとネタにしていたアザトースの知識を蓄えたリボンが、君にささやきかけてくる。「さやか……あなたならできるわ。しょせん、相手は人間よ……」

さやか：「そうだ……アザトースの御み許もとから帰還した私に怖いものなんてない！」

ＫＰ：じゃあ、そんな自分は無敵だという妄想にとりつかれたさやかちゃんは、生意気なハスター信者をぶちのめすまで後退はできないということでよろしく。

さやか：もとより、その覚悟です！

辰巳：まあ、それはワシらも同じことだ！

睦：私以外はまともに行動できそうな狂気でよかったですね。




ＫＰ：さて……狂気の処理が長くなってしまったが、気を取り直して現状を整理させてもらおう。広い体育館の中央には九つのモノリスがＶの字に並んでいる。その一番奥にあるモノリスには蒼白の仮面をつけた黒核の顔が浮かんでおり、まるで機械化したエビスであるかのようだ。

佐々原：メカ・エビス！

ＫＰ：そして、すべてのモノリスにはコンベンションに来ていた客が磔にされており、ロボットアームで腕をもぎ取られそうになっている。ここで全員〈クトゥルフ神話〉か〈オカルト〉をロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……〈オカルト〉で成功です。

さやか：コロコロ……〈クトゥルフ神話〉も成功しました。

ＫＰ：おそらく、磔にされた人間の血でモノリスを濡らすことで、ハスター招来の儀式は完成するのではないかと思われる。

さやか：と言われても、モノリスは九つもあるんですよね!?

ＫＰ：そうだね。全員を助けるには、人手が足りないだろう。

佐々原：そうだ、ここには石羽先生も出展しているはずでしたよね。助けを借りましょう！

ＫＰ：ロボットの反乱によって破壊し尽くされたコンベンション会場だけど、その一画には石羽サイバネティクス研究室のブースもある。そこには実験で使用したイシバネクスの機器もそろっているが、ロボットアームだけはない。きっとあのモノリスの一部となっているのだろう。

さやか：石羽先生とかは無事なんですか？

ＫＰ：ブースにいるはずの研究員などのスタッフはもぬけの殻だが……石羽教授だけは、壁際にもたれるようにして気を失っている。ショックのあまり気絶してしまったのかもね。

佐々原：それじゃあ、助けにはならないか……あの儀式の邪魔をするには、どうしたらいいのかなぁ。

辰巳：ジェルを水で流せば、ロボットアームで形作られたモノリスはバラバラになるかもしれん。

さやか：けれど、ここにある水はポリタンクひとつだけですよ。だったら、投光器の方が役に立ちそう。

佐々原：富士山の時は、どうやって止めたんだっけ？

睦：えーと、タマ兄が石片ナイフで黒核を殺した……んだったっけ？

さやか：そうでしたっけ？

辰巳：いや、ハスター信者の血でモノリスを穢けがすと、儀式はうまくいかないとか、そんな感じだったはず。

ＫＰ：はい、その通りですね。ただし、黒核は耐久力がゼロになるまでは流血せずに、代わりにウジのようなモノを流すという特性があるのでやっかいなのです。

佐々原：でも、今度の黒核はメカになっているし、とても倒せる気がしないんだけど。

睦：そこは水とライトの合わせ技で弱らせれば、なんとかなるはず。

さやか：捕まっている人は……？

睦：むむ～っ、それはもう……各自で頑張ってもらうしか……ゴニョゴニョ。

ＫＰ：捕まっている人々の腕がブチブチともぎり取られる阿あ鼻び叫きょう喚かんの光景は、きっと、君たちの正気をごっそりと削り取ることだろうねぇ。

さやか：ですよね～～!!（泣）

辰巳：もう一度整理すると、敵に対して効果的なワシらの武器は──ポリタンクの水と投光器、あとは佐々原の石片ナイフだけか。

睦：あとは勇気があります！

さやか：そうです。勢いが大事です。勢いよくぶつかればなんでも解決できるはず！

ＫＰ：いやいや、ここまで来たのなら、あとはよ～く考えてから行動してくれ。

全員：あれ～～～～っ!?（笑）





　目の前には黒核という宿敵。さらに、いまにも生いけ贄にえにささげられようとしている一般人と、刻こく一いっ刻こくと迫り来るグレート・オールド・ワンの気配。

　これまでにないほどの危機的状況を打破する方法は、シナリオでもいくつか想定はしてあったが、決してそれだけが正解というわけではない。

　どんな宇宙的恐怖も退ける、探索者の起死回生のアイデアに勝る正解などないのだ。

　キーパーはそのことを肝きもに銘めいじているので、ここではみんなに考える時間をたっぷりと与えることにした。






睦：まず、モノリスが最高の芸術と思い込むという狂気に陥っている私なんですが、投光器を使って、この素晴らしい作品にふさわしい照明を当てるという行動をしたいです。というか、狂気に陥りながらも状況を有利にする行動は、これくらいしか思いつかないので、投光器は私に預けていただけないでしょうか。

ＫＰ：ふむふむ……それは睦ちゃんの狂気に即している行動だね。

睦：「関節に隠された暗い部分に、もっと光を！」と、偏執的にジェルを照らし出すということで（笑）。

佐々原：ボクは誰かに〈精神分析〉をした方がいいでしょうか。辰巳先生は狂気に陥っているから、それどころじゃないですよね？

辰巳：まあ、宿敵の黒核を目の当たりにして冷静さを欠いているのだろうな。

さやか：うう～ん、私たちを治すより、儀式をどうにかする方が先決じゃないですかね。

睦：狂気の回復をさせている間に、磔にされている人たちが生け贄にささげられて、また〈正気度〉ロールをさせられたら本末転倒だしね。

佐々原：じゃあ、ボクは石片ナイフを持って黒核に攻撃するのが一番かなぁ。

ＫＰ：その場合、黒核の二本の腕に殴られる距離まで近づくことになるので注意すること。あと、その攻撃は受け流しも〈回避〉もできないからね。ここは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のルール通りにいこう。

佐々原：お、恐ろしい……あの腕の攻撃力はどのぐらいなんだ？

ＫＰ：わからないけど、ムキムキのレスラーに棍棒で殴られたくらいのダメージは覚悟しておいてくれ。あと、あの腕は二本がまるで別の生き物のように動いている。

睦：つまり、最低でも２Ｄ６くらいのダメージで二回殴ってくるということかな。

佐々原：レストランで桐野に首を絞められたダメージが残っているのに、そんなの食らったら死んじゃうよ！（泣）

ＫＰ：もちろん、命中するかどうかのロールはするよ。けど、嫌だったら、別の作戦を考えてちょうだい。

さやか：私はポリタンクの水をかけるくらいしかできないかなぁ～。

辰巳：すると、ワシのやることがなくて困ってしまう。けが人が出たときのために治療要員として待機しているか……いやいやっ、この状況でそんな消極的なのはいかんな。うむむむっ！

さやか：そうだっ！　ここにイシバネクスがあるのなら、研究室のときみたいにヘッドギアで黒核の動きを封じることができるのでは!?

全員：それだ～～～～～～～～～～～～～っ!!

佐々原：イシバネクスとの「適性アリ」とされたのは、ボクと辰巳先生とさやかちゃんだよね。

睦：ここは石羽先生にどん引きされるくらいに適性があったさやかちゃんの出番だよ！

辰巳：今度は黒核をどん引きさせてやれ！（笑）

さやか：キーパー、イシバネクスのヘッドギアはここにあるんでしょうか？

ＫＰ：（もったいぶってから）…………それが、あるんだなぁ～（笑）。

全員：やったぁぁっ!!

さやか：絶望的な状況に、ようやく光明が見えてきましたよ。

ＫＰ：イシバネクスが本当に役立つのかは保証しないけど、それでいいんだね。

佐々原：またまた～、あれだけ伏線を張って、ボクらに「適性アリ」とかメモさせておいて、ここで役に立たないわけないでしょう？　ねっ、ねっ、キーパー？（笑）

ＫＰ：まあ、そう思うのは君たちの自由だ。

辰巳：ふ～む、だったら、さやかちゃんの代わりに、ワシがポリタンクを預かり、状況によってはこれをぶちまけたり、けが人を手当したりと自由に対応することにしよう。どうせＤＥＸ順ならば、ワシの行動が最後だしな。

ＫＰ：じゃあ、そろそろ戦闘ラウンドをスタートしちゃっていいかな？

全員：オッケーです!!




ＫＰ：では、第一ラウンド。黒核のＤＥＸは──

全員：ゴクリ……！

ＫＰ：ＤＥＸ８なので、探索者全員が先に動けるね。

佐々原：よしっ、このラウンドでけりをつけてやる。「黒核、このハスター信者の血で穢けがされた石片ナイフの痛みを思い出させてやるぜぇ！」

睦：タマ兄、それじゃあ悪者のせりふだよ。でも、頑張って～～っ！

ＫＰ：最後に確認するけど、佐々原は勇敢にもエビスから殴られる距離まで近づくということでいいね。

佐々原：嫌だけど、やるしかないでしょ。覚悟を決めて突撃しますよ！

ＫＰ：了解した。では、いきなりクライマックス。ハスターの眷けん属ぞくに特別な効果を与えるとうわさされる、石片ナイフでの攻撃。〈ナイフ〉でロールしてくれ！

佐々原：コツコツと成長させてきて、ボクの〈ナイフ〉の成功率は56％。ここは絶対に当てて……いや、当てるどころか「貫通」させてやる。いきます、コロコロ……「06」で貫通!!

全員：いやった～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：なんと……ここで「貫通」させるとは、さすがは恋人が出来ただけあって一皮むけたな、佐々原。

佐々原：メイン電源のケーブルをブッツリと切断してやりましたよ！

さやか：「貫通」するとダメージが倍になるんでしたよね。

ＫＰ：えーと、ちょっと計算がややこしいのだが、まずその石片ナイフはファイティング・ナイフと同じ性能を持つので、基本のダメージは１Ｄ４＋２となっている。しかし、相手がハスターの眷属であった場合、そのダメージは「貫通」しなくても２倍になるため、２Ｄ４＋４となる。

睦：固定で+4されるのがいいよね！

さやか：安心感ありますよね！

ＫＰ：さらに、「貫通」の効果だが、これはあくまで基本のダメージが２倍になるのであって、ハスターの眷属に対する効果を含めた２Ｄ４＋４がさらに２倍になるのではない。すなわち、ハスターの眷属に貫通させた石片ナイフのダメージは３Ｄ４＋６……そして、最後に佐々原個人のダメージ・ボーナスがプラスされるというわけだ。

辰巳：倍、倍と増えていくわけじゃないんだな。

佐々原：ボクのダメージ・ボーナスは１Ｄ４なので、最終的なダメージは４Ｄ４＋６となりますね！

睦：ダイスが全部「１」でも10ポイントのダメージが入るなんて素敵！

さやか：私の空手キックより、断然強いですよ！




◆むったんのワンポイントスケッチ「貫通」

　どうも、好きな貫通する武器は32口径リボルバーな、むったんです。

　ナイフなどの先のとがった武器、または銃火器には、武器の技能の成功率を５分の１にしても成功している場合、「貫通」という特別な効果が発生することがあります。

「貫通」した場合、相手の急所を突いたということで、武器のダメージがなんと２倍になるのです。ただし、こぶしや鈍器などの先のとがっていない武器では、この「貫通」の効果は発生しませんよ。

　ちなみに、ナイフなどの近接戦用の武器が「貫通」した場合、ダメージは大きくなるのですが、次のラウンドで刺さった武器を引き抜かねばならないという面倒なことが起きます。まあ、普通は貫通した時点で相手がどうにかなっているものなんですけど、相手がクリーチャーだとそうとは限らなくて……むむ～っ。








佐々原：ふっふっふっ……どうやら時代の流れはボクに来ているようだな。この一撃で決めてやる。みなさんの４面ダイスをボクに貸してください。

全員：どうぞ、どうぞ（ジャラジャラ）。

ＫＰ：いくぞ、石片ナイフの４Ｄ４＋６の攻撃。コロコロ……「３」「３」「３」「３」、全部「３」だぁぁっ!!

辰巳：おおおっ、こいつは高目が出たぞ!!

佐々原：合計すると……えーと、18ポイントのダメージです。「どうだ、黒核ぇ～～～～っ!!」

さやか：す、すごいダメージです。これは私の出番はないかも……。

ＫＰ：ぐぬぬぬっ、確かにすごいダメージだ。一気に耐久力の半分以上を持って行かれたぞ。

佐々原：いや、半分って……18ポイントもダメージをくらったんだから、そのまま死んでくださいよ！

ＫＰ：なお、黒核は人間をやめているので「ショック」のルールは発生しないよ。

佐々原：うぬぬぬぬっ!!

ＫＰ：黒核は自分の胸にナイフを突き刺している佐々原の方を、仮面の奥で憎悪に燃えたぎる目でにらみつけると、「また貴様か……たたきつぶしてやる」とうめき、ロボットアームや金属部品が絡み合った長い二本の腕を振り上げるのだった。あんなもので殴られたらただでは済まないだろうことは、ひと目でわかる。

佐々原：そんなこたぁ、覚悟してる。「さやかちゃん、後は任せたぞっ!!」

さやか：あれっ、どうしたんでしょう。なんだか佐々原さんが格好よく見えますよ（笑）。

佐々原：だから、ボクはいつも格好いいってば！

ＫＰ：じゃあ、お次はＤＥＸ15のさやかちゃんの番だ。

さやか：石羽先生のブースに行って、イシバネクスのヘッドギアを装着します……って、いまさらですけど、これちゃんと動作しているんでしょうか？

ＫＰ：なんという幸運だろう。たまたまイシバネクスの実演中に事件が発生したらしく、あとはヘッドギアを装着するだけという状態になっているぞ（笑）。

さやか：なんてラッキー。じゃあ、かぽっとな（笑）。

ＫＰ：じゃあ、ここでさやかちゃんには〈クトゥルフ神話〉をさせてあげよう。

さやか：ええっ、なにかわかっちゃうのかな。コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、さやかちゃんは直感するのだけど、このイシバネクスはテクノロジーの産物ではなくて、もしかするとジェル──不定形の軟泥と呼ばれるものが、人間のイメージをテレパシーとして察して、それを実現するためにロボットアームに必要な電気信号を送っていただけだったのではないだろうか。

さやか：なんと……これは石羽先生、ショックですね。

ＫＰ：だから、[image: ]from OUTSIDE[image: ]のイメージで復活したさやかちゃんや、精神力でショゴスを肉体の一部として取り込んだ辰巳先生には特別な反応を示したのだ。そして、このジェルにはこれまでずっと実験で「腕を動かせ」というイメージばかりが恣し意い的てきに伝えられていたため、腕に執着するようになったのだろうね。

さやか：そういうものなんですか？

ＫＰ：ジェルの正体である不定形の軟泥は、知性を持たない空っぽで無垢な存在だ。そのため知的存在のテレパシーからの影響を受けやすいんだろう。

さやか：そういうことなら、私もテレパシーでジェルを従えますよ～!!

ＫＰ：ではでは、ここではさやかちゃんにもＰＯＷかＩＮＴで抵抗表のロールをしてもらおう。ただし、さやかちゃんの場合、ジェルの受動能力値は低くなり７となる。ここはとても大事なロールだから頑張ってね。

さやか：私はＩＮＴの方が高くて15なので、計算すると……えーと、成功率は90％ですね。これなら楽勝？

睦：油断は禁物だよ、さやかちゃん!!

さやか：た、確かにそうだね。ここで油断なんかしないで、ちゃんと気合いを入れてロールします。うぬぬぬ～っ、えいっ。コロコロ……ほっ、成功しましたぁ～。

ＫＰ：よかったね。だったら、さやかちゃんは黒核やモノリスを形作るロボットアームの制御を奪うことができる。

さやか：全部、バラバラになっちゃえ!!

ＫＰ：ご、ごめん。そこまですごくはない。黒核だって抵抗するからね。いまのさやかちゃんができそうなことをキーパーから提案すると、まずは、いままさに佐々原に振り下ろされようとしている両腕を止めることができる。

辰巳：ほう、それはなかなかよさそうだ。

ＫＰ：あと、モノリスに磔にされている一般人への攻撃をやめさせることもできるよ。

睦：むはっ、すごい。そっちに決まりなのでは。それでハスターの招来を阻止できるし、〈正気度〉ロールもさせられなくて済むよ！

さやか：うう～～～～ん？

ＫＰ：まあ、その時は代わりに佐々原を血祭りに上げて、その血でモノリスを染め上げるんだけどね（笑）。

佐々原：その場合は、普通に二回殴ってくるんでしょう。ちょっとやばいかも……。

ＫＰ：取りあえず、キーパーから提案できるアイデアはここまでだ。あとはさやかちゃんの自由な発想で、「こんなことできないの？」と聞いてくれれば、できるかどうかは答えるよ。

睦：私はモノリスの人たちを助けるに一票かなぁ？

辰巳：佐々原への攻撃は、キーパーが外すことに賭けるというわけか。

睦：その前に、私が投光器で黒核にトドメを刺せ……るかなぁ？　特に自信があるわけじゃないけど。

佐々原：18ポイントものダメージを食らって、まだ耐久力の半分がどうのとか言ってる相手だもんなぁ。

さやか：というか、生け贄にされるのを止めるだけというのは、ちょっと消極的な気がするんですよね。ここはもっとアグレッシブにいかないと駄目だと、私の魂がささやいています。

睦：……というと？

さやか：キーパー、黒核の腕を止めるんじゃなくて、自分自身を殴らせることは可能ですか？

ＫＰ：ほうっ、なるほどね……うん、それはできるだろう。

全員：おお～～～～～～っ!!

ＫＰ：ただし、当然ながら、そのさやかちゃんの攻撃は一回しかできないし、腕を止めたことにもならないから、黒核はそのあとで佐々原のことを二回殴るけど、それでもいいかな？

さやか：あの鉄の腕で殴れば、かなりのダメージが出るはず。そのあとでむったんも控えているんだから、これでなんとか黒核の耐久力をゼロにできるのでは？

睦：むむ～～っ、なんかうまくいかなかったら、いろいろひどいことになる気がするけど……イシバネクスで制御を奪って、自分自身を殴らせるという展開はビジュアル的に面白いから私はアリだと思う。

辰巳：最終的な判断はさやかちゃんに任せるが、ワシも面白いと思うな。

佐々原：いま流れが来ているボクなら、黒核の攻撃なんて当たらないから大丈夫。やっちゃえ、さやかちゃん！

さやか：では、私のアイデアでいかせてもらいますね。「ジェルたち、あいつを殴ってっ！」

ＫＰ：だったら、さやかちゃんには〈こぶし〉でロールしてもらおう。失敗したら、見当外れのところを殴ってしまうよ。

さやか：〈こぶし〉ですか……それって〈キック〉にはなりませんかねぇ？

ＫＰ：誰がどう見ても、あれは腕です。足ではありません。あまり文句を言うと〈触手〉技能でロールさせるぞ。

さやか：わ、わかりました。でも、私の〈こぶし〉は、まったく成長していないので50％。素のままです。

睦：そうなんだ。本当に空手道場では蹴りしか習ってなかったんだね（苦笑）。

佐々原：なんだか急に不安になってきたけど。さやかちゃん、大丈夫なの。

さやか：わからないけど、大丈夫。成功する時は成功します。いきますよ～！

佐々原：えっ、ホントにそれでいくの──

さやか：（不安そうな佐々原を無視して）コロコロ……「07」で成功!!

全員：おおお～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

佐々原：し、心臓に悪いよ……さやかちゃん。

さやか：ちなみに〈マーシャルアーツ〉も成功していますからね、キーパー？（キラキラした目で）

ＫＰ：お、おう……しかし、この攻撃に〈マーシャルアーツ〉は適用されるのだろうか……？

さやか：いまのは私の〈こぶし〉の技能なんですから、黒核の腕だろうが、ロボットアームの腕だろうが、当然、空手の動きで殴っていますよ！

ＫＰ：まあ、ここは苦手な〈こぶし〉で命中させたさやかちゃんに免じて、〈マーシャルアーツ〉を適用させてあげよう。では、この黒核の腕のダメージだが、通常は１Ｄ８ポイントのダメージを与える。そして、ダメージボーナスは１Ｄ６ポイントだ。

さやか：そこに〈マーシャルアーツ〉の効果を乗せると、２Ｄ８＋１Ｄ６ですね。これまたすごいダメージ！（笑）

睦：今回は火力が高いなぁ～（笑）。

ＫＰ：盛り上げるために教えておこう。ここでさやかちゃんが二桁のダメージを出せれば、なんと黒核はなにも行動できないまま、耐久力がゼロとなってしまう。

辰巳：ほうっ、それは良いことを聞いたぞ！

さやか：２Ｄ８＋１Ｄ６で二桁なら、割と出る数字ですね。いけますよ、これは！

佐々原：いまの流れなら、二桁どころか「20」くらい出てもおかしくない！

さやか：では、むったんに八面ダイスを借りて……いきますよ。コロコロ……えーと、合計は「16」です！

全員：いえ～～～～～～い!!（ハイタッチ）

ＫＰ：ぐぬぬぬぬっ、では、これから佐々原をたたきつぶしてやろうとしていた鉄の腕が、なぜか自分の顔面を貫いていることに、黒核は目を見開いて驚いている。「どうして……オレの腕が……！」

さやか：「あなたが辰巳先生にやったことのお返しよ！」

ＫＰ：うう～ん、合計34ポイントもダメージを食らっては、さすがの黒核も耐えられないな。

辰巳：当たり前だっ！　シュブ＝ニグラスの黒い仔こ山羊やぎの耐久力だって、そのくらいだぞ!!




天の声と地の声と




ＫＰ：佐々原の石片ナイフで急所を突かれ、さやかちゃんが制御を奪った自身の腕が仮面にめり込むと、黒核は黒いドロドロとした血とも泥ともつかない液体を噴き出した。

睦：「すごい。この血のおかげで、さらに芸術性が高まったみたい。モノリスにも塗りたくらないと！（笑）」

ＫＰ：まあ、睦ちゃんが塗りたくらなくても、大量の血はハスター招来のためのモノリスを穢していくよ。

佐々原：「ざまあみろ、これでまた儀式は失敗だな！」

ＫＰ：さらに、これまでエビスのような姿を形成していた機械類がまるで風船がしぼむようにゆっくりと崩れていき、いままで不可思議なパワーで蠢うごめいていた機械の肉体もガラクタと化していくのだ。

睦：モノリスに捕まっている人たちはどうなっていますか。モノリスを穢さないでいいのなら、私はまだこのラウンドで行動をしていないので、可能なら助け出してあげたいのですが？

ＫＰ：大丈夫、安心してくれ。モノリスに磔にされていた人たちも、ロボットアームの拘束から解かれている。彼らは意外とたくましくて、各自の判断で体育館から勝手に避難するので……やがて、この場にいるのは、探索者と息も絶え絶えの黒核だけとなってしまうね。

さやか：一般人がいなくなってくれるのは大歓迎です。正直、私たちも自分の身を守るので精いっぱいですからね。

辰巳：「これでおしまいのようだな、黒核」

ＫＰ／黒核：「まだだ……まだ、オレは舞台から下りていない……何度でも、何度でも……」

辰巳：うぬぬぬぬ……こいつめ。

ＫＰ：この場での敗北と失敗は認めつつも、再度の復活をにおわせる黒核だけど……その時！

辰巳：おおっ、なんだ、なんだ？

ＫＰ：突然、体育館の板張りの床がメリメリと音を立てて割れると、まるで渦うず潮しおにのみ込まれるように地中深くに沈んでいくのだ。

さやか：なっ、何事ですか、これは!?

ＫＰ：黒核の意識を宿した機械の体も、一緒になってのみ込まれていくのだが、さっきまで余裕の態度だったやつの叫びが聞こえてくるよ。「これは、なんだ……白い……まるで、白無垢の仮面……黄衣の王ではない。まさか、別の神だと!!」

佐々原：別の神～～っ!?（泣）

さやか：それって、さっき私が感じていたやつですか？　やめて～～～っ!!（泣）

ＫＰ：さて、地中に吸い込まれていく体育館──このカタストロフから無事に脱出できるかどうか、最初に予告していたように全員〈登攀〉か〈跳躍〉をロールしてくれたまえ！

睦：むむ～っ、ここで〈登攀〉でしたか……確かに、これは大事なロールみたいです（ゴクリ）。

佐々原：失敗したら、黒核と一緒にのみ込まれちゃうの？

辰巳：うーむ、どうだろうか。

佐々原：取りあえず、〈登攀〉が得意なボクから、コロコロ……大丈夫、成功しています。

さやか：私も〈登攀〉なら70％もあります。コロコロ……うにゃあっ、ここに来て失敗しちゃった！（泣）

睦：さやかちゃ～～～ん！（泣）

辰巳：コロコロ……ワシは成功。さやかちゃんには悪いが、助かったぁ～。

睦：最後は私。成功率は一番低くて52％しかありません。コロコロ……むむむ～っ、失敗しましたぁ（泣）。

佐々原：女の子たちばかり失敗してる！（泣）

さやか：私たちどうなっちゃうの……。

ＫＰ：さすがに、たった一回のロールに失敗したから即死なんて厳しいことは言わないよ。ただし、さやかちゃんと睦ちゃんは、体育館の床板と一緒に地中にのみ込まれそうになりながら、あるモノを見てしまうのだ。

さやか＆睦：い～～や～～だぁ～～～～～～～～～～～っ!!（泣）





　まるで白い大だい蛇じゃの群れだった。それらは地の底から無限にあふれ出して来る。

　なまめかしささえ感じさせる純白の大蛇は、異形の姿となった黒核を絡め取るようにして、そのまま地中へとのみ込んでいった。

　名状しがたき神のために舞いをささげてきた黒核が、別の大いなるものの手によって、その舞台から引きずり下ろされていくかのようだった。

　……そう、黒核をのみ込んでいったあの白き大蛇の群れは、あとぼしの夜に降こう臨りんする天の神にも等しき、大いなる存在のほんの一部に過ぎない。

　天には名状しがたき神。

　地には白無垢の神。

　君たちは、そんなふたつの大いなるものの狭はざ間まに立っているのだった。






ＫＰ：黒核の機械の体を維持していた不定形の軟泥は、地中の白い触手に誘われるように地面に染み込んでいく。

睦：不定形の軟泥の真の主あるじがやって来たんだ……！

ＫＰ：その通り。この白い触手を持った地底の神こそ、クトーニアンの長おさであり、不定形の軟泥をテレパシーで操る、佐比売党が神として崇すう拝はいするグレート・オールド・ワン、シュド・メルなのだ！　地下に滑り落ちて、それを目撃した、さやかちゃんと睦ちゃんは神を目前にした畏い怖ふにより〈正気度〉ロールだ!!

さやか：私の正気度は31しかないんですけど……（泣）。

ＫＰ：さやかちゃんの正気度がそこまで削れる日が来るとはなぁ（しみじみ）。

睦：私も42しかないけど、こんなの成功させてしまえばなんてことはないはず。いきますよ！

佐々原：むったん、頑張ってくれ～!!

睦：コロコロ……むはっ、「12」で成功。この出目が〈登攀〉で出てくれればなぁ～！

さやか：むったんに続かねば。私も成功させてみせます。

全員：成功しろ～～～～～～～～～っ！（念を送っている）

さやか：コロコロ……「30」で……やった、ギリギリ成功です！

全員：わ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：ギリギリのところで悪運は尽きていないようだな。だったら、正気度は１Ｄ３ポイントしか減らない。

佐々原：成功しても１Ｄ３……って、失敗したら、もう一度、１Ｄ20級の〈正気度〉ロールだったの？

ＫＰ：まあ、グレート・オールド・ワンと邂かい逅こうしたのだから、むしろ優しいくらいと思ってもらいたい。

睦：１Ｄ３なら怖くない。コロコロ……むむっ、最大値の「３」が出ちゃった。現在正気度は39。

さやか：成功してて良かったぁ。コロコロ……「２」なので、現在正気度29。とうとう20台に突入です（泣）。

ＫＰ：ここでさやかちゃんは気づく。この地下におわす方こそが、先ほど不定の狂気により直感したハスターとは別にやって来る大いなるものであることに。睦ちゃんにとっては恐怖の対象でしかないが、さやかちゃんにはこの白無垢の神に温かさと安心が感じられるのだった。これはまるで究極の母──母神が持つ無限の包容力だ。

さやか：「お、お母さん……？」

睦：「さやかちゃん、駄目～～っ!!」

ＫＰ：さて、さやかちゃんと睦ちゃんが地中にのみ込まれないためには、崩れ落ちる床板を〈登攀〉で登るか、そのへんにあるがれきにＳＴＲの５倍でしがみつく必要がある。

睦：むむ～っ、ＳＴＲの５倍なら、私は75％ありますが、たぶん、これが助かるための最後のロールのような気がする。

さやか：私の〈登攀〉は70％です。低くはない成功率ですが、これに命が懸かっているとなると怖いです。

ＫＰ：あと、さやかちゃんは究極の母が温かく迎えてくれているというのに地上に戻るつもりなら、彼女を拒絶する理由も考えてね。

さやか：うう～～～～～～～～～ん!!

睦：近くにしがみつきやすそうながれきがないか〈目星〉で探せませんか？

ＫＰ：本当はそういう手をかける場所や足場を探すのが、さっきの〈登攀〉なのだけど……まあ、だいぶピンチに陥っているし、ここは〈目星〉の５分の１に成功したら、つかみやすいところを見つけたとしてあげよう。

睦：５分の１は厳しいけど、駄目元で。コロコロ……やっぱり失敗。こうなったら75％に賭けるしかないのかな。

佐々原：キーパー、ボクらは手助けできないんですか？

ＫＰ：もちろん、それは可能だが……落ちていく仲間を助けるには、当然、地下にいる神を見てしまうことになるよ。それは覚悟してくれ。

辰巳：うむむむむっ、それはきつい。ワシの正気度は32しかない。ここで１Ｄ20級は致命的だぞ。

佐々原：ボクは行きますよ。正気度は72ありますからね。

辰巳：ワシもそのくらい正気度に余裕があれば、迷わず行くのだが……その〈正気度〉ロールで、新たな狂気を発症して、みんなの足手まといになるのは避けたいところだ。

ＫＰ：助けにいく人は、さやかちゃんか睦ちゃんがロールに失敗したとき、どちらにでも手を差し伸べられることにしよう。その時は佐々原のＳＴＲで、助ける相手のＳＩＺに対する抵抗表のロールをしてもらうことになる。

佐々原：ボクのＳＴＲは低いんですよ～！

睦：計算すると、さやかちゃんの場合は成功率25％。私の場合は40％だね。

佐々原：さやかちゃんは重いなぁ……。

さやか：失礼な、筋肉質なだけです!!

ＫＰ：ちなみに二人とも失敗した場合、佐々原にはどちらを助けるか選択してもらうことになる。うひひひっ。

佐々原：……まあ、その時には迷わずむったんを助けますけどね。さやかちゃんにはリボンを外すという最後の手段があるし。

辰巳：うう～む、ワシのＳＴＲは佐々原より高いから、リカバリー要員としては適役なのだが……。

さやか：いやいや、辰巳先生はその正気度なんですから、無理しないでください。大丈夫、自力で成功させます。

辰巳：すまない……やはり、ここは待機とさせてくれ。

ＫＰ：それでは、まずは二人を助けるために地下に手を伸ばした佐々原は、白無垢の神シュド・メル御おん大たいを目撃したことで〈正気度〉ロールをしてくれ！

佐々原：こんなのは楽勝で成功させる。コロコロ……成功です！

全員：おお～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：佐々原は本当に〈正気度〉ロールに強いな。だったら、１Ｄ３ポイント減らすだけでいいよ。

佐々原：コロコロ……最低値の「１」。現在正気度は71です。

さやか：すごい……私の正気度とは次元が違う。

ＫＰ：シュド・メルを目前にしても佐々原はちゅうちょすることなく、さやかちゃんと睦ちゃんに手を伸ばしている。一方、二人は地底に引きずり込まれずに済むかどうか、運命を分けるロールをしてくれたまえ！

さやか：その前に、私は地上に戻る理由を考えないといけないんでしたよね。

ＫＰ：おっと、そうだった。

さやか：さっきから考えていたのですが、私のお母さんの方が、上空にいるハスターよりも立派だということを証明するため、地上に戻って、やつを空手キックで追っ払ってやるつもりだというのはどうでしょうか。

ＫＰ：ん～～っ、まあ、いいだろう。さやかちゃんらしいアグレッシブな狂気だね。

さやか：よかったぁ。「待ってて、お母さん。ちょっとハスターをぶん殴って来る」って、コロコロ……はいっ、成功です。地上に戻ってきましたぁ～。

睦：ほっ……さやかちゃんが成功してくれると、だいぶ気持ちが楽になるね。じゃあ、私もそんなさやかちゃんに続くように、成功率は75％で、コロコロ……むはっ、失敗です（泣）

全員：ええ～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：そうか……失敗したか。

睦：やっぱり、落ちていくモノリスに未練があったみたい。「ああっ、私の求める美が消えてしまう！」

佐々原：ちょ、ちょっと待って。落ちそうになっている、むったんの手を握りますよ!!

ＫＰ：睦ちゃんの手を握りしめ、持ち上げることができるかどうか、佐々原のＳＴＲで、むったんのＳＩＺに対する抵抗表のロールをしてもらおうか。これが最後のチャンス。失敗すれば、最悪の事態が待っていると思ってくれ。

佐々原：ボクのＳＴＲは８で、むったんのＳＩＺは10だから、成功率は40％！

さやか：お願いします、佐々原さん!!

佐々原：当然、助けるさ。行くぞ、コロコロ……駄目だ、失敗しました……。

全員：…………………………!!（絶句）

ＫＰ：（うう～む、探索者の悪運もここで尽きたか）佐々原の伸ばした手は、睦ちゃんの手をつかむのだが、無情にもそれはするりと抜け落ちてしまう。佐々原の目の前で、睦ちゃんは落下していき、白無垢の神の触手にのみ込まれていった──





　探索者が言葉を失う中、キーパーはさらに言葉を続けた。






ＫＰ：その時、外で吹き荒れていた猛烈な吹雪が、体育館の窓を破った。一気に室内に吹き込んだ風は、まるで薄紙を破るかのように体育館の屋根を吹き飛ばしてしまう。雪が吹き荒れる真っ白な空の向こうでは、雲に遮さえぎられて絶対に見えないはずなのに……あとぼしがギラギラと輝いていた。

佐々原：まだなにか起きるのか……。

ＫＰ：風が渦巻き、体育館が崩壊を続ける轟音の中、辰巳先生は先ほど聞いた温かみのある声が、また聞こえてくる。今度ははっきりとわかる。それは入滑村でハスターの下に去って行ったサトの声であった。

辰巳：「なにっ、サトさん……サトさんなのか!?」

ＫＰ：辰巳先生が声のした方を見ると、崩れ落ちようとしている体育館の端、壁際に石羽教授が立っている。ただ、吹き荒れる雪に煙けむるその姿は、辰巳先生には若き日に見たサトの姿にしか見えない。そして、彼女は優しく問い掛ける。「源五郎くん……あなたが望むなら、その子を助けてあげる。その代わり、こっちに来て……一緒に行きましょう」という甘い誘いの声だ。

辰巳：「なんですって……！」

ＫＰ：この誘いの言葉が、辰巳先生の不定の狂気が見せた幻覚なのか、それともハスターの下に去ったサトからの慈悲なのか……それはわからない。辰巳先生にできることは、サトの誘いに応えるか否かだけだ。

睦：そんな誘いに乗っては駄目ですよ、辰巳先生！

辰巳：しかし、ハスターならばシュド・メルを追い払うくらいのことはできるはず。ワシがサトさんの下に行けば、睦くんは助かるかもしれん。

ＫＰ：黒核の招来が失敗したことで、ハスターはすぐにでもこの地を去ろうとしている。そして、それはサトとの別れも意味している。時間的猶ゆう予よはほんのわずか。これが最後のチャンスかもしれない。

辰巳：うむむむむ…………！

睦：一人を犠牲にして、一人を助けるなんて不毛です。意味がありません。

辰巳：いや、老い先短いワシの命で、若い命が助かるならば……。

さやか：駄目です、駄目ですよ、辰巳先生。だったら、私がリボンを取ります。そうしたら、なにか奇跡が起きるかも！

辰巳：いやっ、それはなにが起きるのか不確定過ぎる！

ＫＰ：……そうですね。さやかちゃんがリボンを取ったら、そこに封じ込めていたアザトースと邂逅した時の記憶がよみがえって、１Ｄ[image: ]級の〈正気度〉ロールをさせられるだろうと教えておきます。そのあとで、どんな奇跡が起きるかは保証できませんが……せっかく、リボンを取ったのになにも起きないってことはないと約束しましょう。ただし、いまさやかちゃんはシュド・メルに対して、究極の母性を感じていることを忘れずにね。

さやか：正気度がゼロになったら、シュド・メル信者になっちゃう？

睦：それって、あの佐比売党の連中と同じだから！

さやか：でも、私の現在正気度は29あるので、29％でむったんが助けられる……。

睦：正気度の減った量によっては、さやかちゃんは探索者を引退するしかなくなるよ！

佐々原：くっ……ボクにはなにかできることはないのか……！

睦：タマ兄はシュド・メルが待ち構えているところに飛び込んで、最後に手を伸ばしてくれただけで十分やってくれたよ。感謝してる。

佐々原：けど、成功させなきゃ意味がないよ！

睦：キーパーの用意した生還ルートを、針の穴を通すように失敗し続けたからね。計算すると全部のロールに失敗する確率は５％以下……これは自業自得だよ。

さやか：あきらめないでください。まだなにか助かる方法があるはずです！

ＫＰ：みんなの気持ちはわかるけど、「誰かを犠牲にしてまで助かりたくない」という睦ちゃんの気持ちも大切にしてあげたいところだね。大切な決断になると思うから、時間をあげるので全員で相談してくれ。





　睦ちゃんがシュド・メルに食われるか、辰巳先生がハスターの許もとに去るか、さやかちゃんが高確率で探索者引退、最悪の場合、正気度がゼロになるかという、とても苦しい選択をプレイヤーたちは強しいられた。

　ボク自身としては、るるいえ堂の面々にはとても愛着があるので、誰にもいなくなってもらいたくないと本気で思っていた。けれど、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のキーパーとしては、ここは譲れなかった。ここまで追い詰められた状況を打破する、取って付けたような救済策を出したら、ボクのシナリオ傾向を熟知しているプレイヤーたちは「温情で助けられた」という気持ちになるだろう。

　それでは、これまで三十回も続いたキャンペーンで、懸命に知恵を絞り、時にはダイス目に運命を委ね、乗り越えてきたプレイヤーたちの努力を侮辱することになってしまう。

　だから、ここでキーパーにできることは、みんなに話し合いの時間を与えることだけだった。

　プレイヤーたちは互いに意見をぶつけ合い、どのような形でこのシーンの決着をつけるのか話し合った。それは三十分近くは続いたかと思う。

　ボクはゲームが停滞するのを良しとはしないが、この時ばかりはプレイヤー全員が納得できる答えが出るのを辛抱強く待っていた。ここで重要なのは「プレイヤー全員」が話し合いをしているということだ。プレイヤーの一人でも退屈をしているようなら、キーパーからアドバイスをするなどして話し合いをまとめる方向に誘導した方がいいだろう。

　けれど、ここではみんな真剣に、熱い気持ちをぶつけ合っていたよ。






睦：私はおとなしくダイスが出した運命を受け入れてもいいと思っているんだけど。

辰巳：……睦くんがそう言ったからというわけではないが、ワシはサトさんの下には行かないことに決めたよ。

ＫＰ：ほう、それはなぜ？

辰巳：この老いさらばえた命を惜しいと思っているわけではなく、あの京くんを残してはいけないからだ。サトさんにも執着があるとは思うが、いまのワシはきっと京くんのことの方を大事にしたいと思っているはず。

さやか：辰巳先生の口からそんな言葉が……京さんに聞かせてあげたいです。

辰巳：ただ、不定の狂気に陥っているなか、そのような判断ができるかどうかはわからんが。

ＫＰ：サトと京、どちらが大事なのか。これまで考えたことのなかった──むしろ、避けていた自分の気持ちに生死を分かつ危機的状況がきっかけで葛かっ藤とうするというのは、狂気のロールプレイとしてボクはふさわしいと思います。だから、その決断を尊重しますよ。

辰巳：すまんな……睦くん……。

睦：もちろん、それでいいと思います。辰巳先生がこんな最期を迎えたら、また京の心が壊れてしまいますからね。犠牲者が二人になってしまいます。

佐々原：となると、睦ちゃんを助けられるのは、さやかちゃんだけか……なにもできないボクが言うことじゃないけど、どうにかしてあげてほしい！

ＫＰ：佐々原が素直な気持ちをぶつけることはかまわないが……最終的な決断をするのは、当事者たちだ。さて、さやかちゃんはどうする？

さやか：ねえ……やっぱり、私にむったんを助けさせてくれないかなぁ？

睦：でも、睦としては、自分のせいでさやかちゃんが犠牲になったら立ち直れないと思う。

辰巳：さやかちゃんのダイス次第では、なんとか探索者を続けられるかもしれないが……。

睦：むむ～っ、たぶん運良く〈正気度〉ロールに成功しても、１Ｄ10ポイントくらいは正気度が減りますし、『るるいえあーかむしてぃ』の時の話ではリボンに封じられた知識のせいで〈クトゥルフ神話〉がゴリッと増えるはずですから、これからさやかちゃんが探索者としてプレイできるかどうかは、かなり微妙だと思いますよ。

さやか：いや、そういう数値的な話でなくて……もしも、ここで私がむったんを見捨てたら、いままでの信念が揺らいじゃうと思うの。

睦：さやかちゃんの信念？

さやか：いままで、助けられる可能性があるなら全力で助けるというのが、さやかの生き方だったし……みんなだって、アーカムにまで私を助けに来てくれたんだから、私もここで自分にできることは全部出し切りたいんだ。

睦：けれど、せっかく助けたさやかちゃんをここで犠牲にしてしまうんじゃあ、私たちのアーカムでの努力が無駄になっちゃうよ。

さやか：うん……これは私のわがままなのはわかってるんだけどね。





　自分を救うためにさやかちゃんが多大な危険を冒おかすことを、睦ちゃんが良しとするかどうか。

　問題の焦点がそこに収束したところで、ボクはキーパーとしてプレイヤーに最後の決断をうながすことにした。






ＫＰ：──さやかちゃんの気持ちも、睦ちゃんの気持ちも痛いほどよくわかる。けれど、この場の最終決断は当事者である睦ちゃんにさせてあげたい。みんな、それでいいだろうか？

辰巳：そうだな、任せるよ。

佐々原：ボクにはなにもできませんから……ただ、むったんにも、さやかちゃんにも生きていてほしいです。

さやか：わかりました。私も、むったんの気持ちを尊重します。

ＫＰ：じゃあ、睦ちゃん。みんなにどうしてもらいたいのか決めてくれるかな？

睦：むむ～～～っ、そうですね。私はダイス目が導き出した運命には従う主義なのですが……さっき、さやかちゃんが言った「信念」という話には心が動かされました。確かに、ここで睦を見捨てたら、さやかちゃんがさやかちゃんでなくなってしまう気がします。

さやか：じゃあ……！（ゴクリ）




睦：さやかちゃん、奇跡を起こして!!




全員：おお～～～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：ほあ～っ、そういう決断をしたかぁ～。

さやか：了解しました～！　みなさんに助けてもらった命、ここで使わずにどうするって話ですよ！

佐々原：さやかちゃん、それじゃあまるで死ぬことが確定しているみたいだから！（笑）

さやか：むったんが助けを求めてくれるのなら、私はなにも迷うことなく、いままでがれきをつかんでいた手を放して頭のリボンを取ります！

ＫＰ：……そのリボンは『るるいえあーかむしてぃ』で説明したように、アザトースの御許での体験と知識が具現化した存在だ。これまでは、そんな宇宙的体験をリボンに封じることで正気を保っていたわけだが、さやかちゃんはそれを受け入れたことで、魂が打ち砕かれるかもしれない。さあ、気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてくれたまえ！

さやか：現在正気度は29です。いきます！

全員：成功しろ～～～～～～～～～～～～～～っ!!

さやか：コロコロ……うにゃ～ん、全然駄目です。「72」で大失敗！（泣）

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!

ＫＰ：そうか。なんだか本当にさやかちゃんの強運は、以前の肉体と共に失われてしまったようだね。残念だが、ここは心を鬼にして、さやかちゃんには１Ｄ[image: ]ポイントの正気度を減らしてもらおうか。

佐々原：マジですか～!!

ＫＰ：大マジだよ。

辰巳：いや、まだ終わったわけじゃない。ここであっけらかんと「01」を出して、「いままでの話し合いはなんだったんだ」と、笑い話にしてくれ。頼む、さやかちゃん！

睦：そうだよ。それが、さやかちゃんのキャラだよ。

さやか：なるほど。いままでは新しい体になじんでなかったせいでダイス目がふるわなかったですが、この大ピンチでアザトースの記憶と一緒に、以前のダイス運を取り戻すというのはとてもドラマチ～～ックな展開!!（笑）

ＫＰ：君はそこまで運命を操れるというのか（笑）。

睦：もちろん、だってそれが私たちのさやかちゃんだからっ！（笑）

さやか：いつも振っている１Ｄ[image: ]ですが、これが正気度を減らすダイスかと思うと全然気持ちが違いますね。ゾクゾクします。では、ダイスに気合いを入れて～。

全員：「01」出ろ～、「01」出ろ～!!（念を送っている）

ＫＰ：キーパーもこのロールにはドキドキさせられるなぁ。
















さやか：えいっ、コロコロ…………「26」です!!

佐々原：うううっ、低目だけど、それでも高い～っ！

ＫＰ：ということは……どうなったんだ？

さやか：えーと、大丈夫。正気度ゼロにはなってません。ギリギリ、３ポイント残っています。

辰巳：残り……３かぁ（ため息）。

睦：むむむむむ～っ、さやかちゃんの正気度がぁ～！（泣）

ＫＰ：喜ぶべきか、嘆くべきか……なんとも複雑な気分だな。

佐々原：さすがに、これじゃあ引退なんじゃないですか？

さやか：いやいや、そんなのはあとで考えればいいことです。それよりもむったんですよ。キーパー、私がリボンを外したことでなにが起きるんですか!?

ＫＰ：おおっと、そうだったな。さやかちゃんがリボンを外すことで、外なる神との邂逅という究極の神秘体験がよみがえる。そして、その記憶は一瞬で君の人間としての常識のほとんどを打ち砕いてしまうのだった。

さやか：私に残された人間性は３％だけです（笑）。

ＫＰ：しかも、それは沸ふっ騰とうする混こん沌とんの中心たるアザトースとの邂逅だ。そのような並外れた体験は、さやかちゃんをほんのわずかな瞬間だが、人類が理解できない宇宙的な存在──例えば、グレート・オールド・ワンに近い存在に引き上げてくれた。

睦：さやかちゃんが神様になった……！

ＫＰ：それは本当にわずかな瞬間──当然、人類の技術では観測できず、数値化も無意味と思える短い時間だが……さやかちゃんは、確かにシュド・メルとの精神交流を果たすことができる。

さやか：「お願い、むったんを助けてあげて！」

ＫＰ：うん……神にしか意味を持たないこの刹せつ那なの時間では、そのたった一言を伝えるのが精いっぱいだろう。しかし、いったいいかなる奇跡が働いたのだろうか。このナノセカンドでさえ永えい劫ごうに感じられるほど引き延ばされ、限りなく静止した世界の中で、シュド・メルはさやかちゃんの望みを受け入れたのだった。

さやか：じゃあ、むったんは……!?

ＫＰ：奇跡の時間が終わると、シュド・メルの触手がのたうつ地中にのみ込まれたはずの睦ちゃんの姿が、なぜか穴の途中に引っかかっていることに気づく。そして、あの白無垢の神の姿はいずこかに去り、辰巳先生に呼び掛けていたサトの声も聞こえない。いつの間にかハスターの寒風もやんでいる。そう……地の神は去り、天の神も去って、ここに残されたのは人だけとなったのだ。

辰巳：「サトさん……行ってしまったのか……」

ＫＰ：ただ、その代償は大きい。代わりに、さやかちゃんはさらなる不定の狂気にのみ込まれてしまう。アザトースに魂を打ち砕かれ、さらにはシュド・メルとの精神交流をしたことで、君はどちらかの道を選ぶしかなくなるだろう。宇宙そのものを無意味と感じて破滅こそを良しとする危険なアザトース信者か、はたまた佐比売党のようにシュド・メルを精神的支柱として崇あがめるかだ。

さやか：それって探索者として復帰できないということですか……？

ＫＰ：いやいや、正気度ゼロになったわけじゃないから、さやかちゃんの様子がおかしいと思った仲間に療養所に強制的に入院させられれば、いずれは正気を取り戻すだろう。

佐々原：と、取りあえず、シュド・メルがいなくなったのなら、ボクは穴に下りてむったんを助けに行きます！

辰巳：すまん、佐々原。ワシはもう少しだけ、ここでサトさんへの感傷にひたらせてくれ……。

ＫＰ：佐々原が穴を下りると、睦ちゃんはかすり傷ひとつなく横たわっている。ショックで気を失っているだけで、命に別状はない。

佐々原：「むったん、無事でよかった……」

ＫＰ：さて、君のおかげで睦ちゃんは助かったけど……さやかちゃん、これからどうするかな？

さやか：そうですね……ちょうど、みんなが別のことに気を取られているみたいだし、このままスウッといなくなってしまうのも美しい最後かも。

睦：ええっ、さやかちゃん。なに言ってるの!?

さやか：正気度３では探索者は続けられないし、かといって療養所に放り込まれて強制入院という終わり方は「なんだかなぁ」という感じなので。

睦：むむ～っ、確かに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』らしくはあるけど、あんまりさやかちゃんらしいエンディングじゃあないね。

佐々原：ということは、さやかちゃんはアザトース信者かシュド・メル信者になるつもり？

さやか：……取りあえず、いまのところはむったんを助けてくれたシュド・メルに悪い感情はないので、その気持ちを抱えたまま放浪の旅に出てみようかな。

ＫＰ：ふむ……きっと、そんなさやかちゃんをシュド・メルを信仰するカルトの佐比売党は見過ごさないだろう。シュド・メルと意思疎通を果たしたさやかちゃんこそ、真の白無垢の巫女となる素養を持つはずだからね。

さやか：それは望むところです。むしろ、佐比売党に入り込んで、内部からその根性をたたき直してあげるくらいの勢いです！（笑）

辰巳：じゃあ、さやかちゃんとはここでお別れなのか……？

さやか：まあ、先のことはわかりませんけどね。ただ、この場からは消えてしまうつもりです。むったんに「さよなら」を言えないのは残念ですけど、リボンを取った姿を見せるのもつらいので……静かにいなくなります。





　かくして、多大な犠牲を払いながらも、田通黒核のハスター招来計画を再び阻止して、さらには過去の因縁を完全に断ち切った探索者は１Ｄ20正気度ポイントを獲得する。さらにロボットアームに捕らわれた人々に犠牲を出さなかったことを讃たたえて、１Ｄ６のボーナスも与えられた。






さやか：そうだっ、ここでダイス目を最大値の「26」を出せば、探索者として復活できるかも！（笑）

睦：「26」を出せば、正気度は29まで回復して、京のスタート時と大して変わらなくなるよ！

ＫＰ：しんみりとした終わり方をしておいて、それか！（笑）

さやか：そうしたら、素直に入院して狂気を治療してもらいますね。いきますよ～！

全員：ゴクリ…………！

さやか：コロコロ……うにゃ～ん、１Ｄ20＋１Ｄ６で合計が「５」とかありえない！（泣）





　さやか：シナリオ終了時３ポイント＋獲得５ポイント＝合計８ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時32ポイント＋獲得12ポイント＝合計44ポイント（開始時から-9ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時71ポイント＋獲得４ポイント＝合計75ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時39ポイント＋獲得13ポイント＝合計52ポイント（開始時から-9ポイント）




　黒核との邂逅の時の正気度減少が大き過ぎたうえ、正気度回復のダイス目は普通だったため、佐々原以外は大赤字という結果に終わった。

　一方、このゲームでたった４ポイントしか正気度を減らさなかった佐々原の強運には驚きである。






辰巳：うう～む、さやかちゃんの正気度は８か。ここで大回復すれば探索者継続の可能性もあっただろうに……さすがにこれで探索者を続けるのは厳しいな。

ＫＰ：キーパーとしても、正気度８の探索者をゲームに参加させるのは抵抗があるな。

佐々原：さやかちゃんのダイス運なら、なんとかなるかと思ったんだけどなぁ。

ＫＰ：ホント、ダイス目というのはままならないものだねぇ。

さやか：本当なら『るるいえみつかどにっく』の時点で死んでてもおかしくなかったんですから、みんなに拾ってもらった命を役立てることができてよかったですよ。

睦：私のために、さやかちゃんが引退だなんて、申し訳なさでいっぱいだよ……。

さやか：いやいや、私としては、むしろあのシーンでむったんを助けさせてくれてありがとうって気持ちです。最後まで「さやからしさ」を貫けて、私はこの結果に満足していますよ。

ＫＰ：さやかちゃんにそう言ってもらえると、キーパーとしてもうれしいよ。では、いろいろあった第十シーズンだけど、これにておしまいだ。みなさん、本当にお疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～!!（パチパチ）










第三話終了・みんなとの反省会





　さやかちゃんがあのようなことになったが、どこかすがすがしい気持ちで、みんな笑いながら第十シーズンの感想を語り合った。






さやか：ところで、キーパー。アルティメットさやかになったときのデータを教えてもらえますか？

ＫＰ：えーと、『るるいえあーかむしてぃ』の資料によると……まずは〈クトゥルフ神話〉を[image: ]％得る。

さやか：最後のシーンでも狂気を二つもらって〈クトゥルフ神話〉が+2％されているから……つまり、私の〈クトゥルフ神話〉は合計53％！

睦むつみ：それだけでも探索者を続けるのは無理っぽいね。

辰たつ巳み：最大正気度が46だものなぁ。

ＫＰ：あとは、宇宙の真理そのものと一体化した経験により、世界の理解が深まり〈オカルト〉〈天文学〉〈生物学〉〈地質学〉〈物理学〉すべてが[image: ]％される、とあるな。そして、ＳＴＲとＣＯＮが１Ｄ３されて、24時間で１ポイントずつ耐久力が自然治ち癒ゆするようになる。ただし、この回復は火や電気による傷には無効だ。

睦：まんまショゴスじゃないですか！

さやか：これだけの力があれば、佐さ比ひ売め党を乗っ取るのだってわけないですね。

辰巳：どうだろうか。佐比売党にも電人シリーズとかビックリ人間が大集合しているからなぁ（笑）。

睦：ところで、黒くろ核ざねと佐比売党とはなにか関わりがあったんですか？

ＫＰ：いやいや、なにも関係ないよ。『るるいえとらべらーず』のあと、肉体を失った黒核は、残留思念となって辰巳先生に付きまとい復讐するチャンスをずっとうかがっていた。

辰巳：あれから、ずっと付きまとっていたのかよ！

ＫＰ：ええ、幽霊みたいに、ず～っとストーキングしていましたよ。そうしたら、辰巳先生の勤務先である御み津つ門かど大学にたまたま保管されていた不定形の軟なん泥でいの存在に気づいて、それを利用して復活することにしたんだ。不定形の軟泥がテレパシーに影響を受けやすい性質を利用したんだね。

辰巳：ワシに悪夢を見せたりしたのは……？

ＫＰ：単に嫌がらせをしたかっただけです。黒核は正気度ゼロのハスター信者だけど、そういう邪悪な性しょう根ねは人間そのものですからね。

辰巳：黒核め……やはり消滅させて正解だったな。

ＫＰ：普通に倒しただけでは何度でも復活するのだけど、グレート・オールド・ワンであるシュド・メルに食われたのですから、これでもう二度とこの世によみがえることはないでしょう。

辰巳：まあ、たとえ復活しても何度でも倒してやるがな。




ＫＰ：じゃあ、恒例の『るるいえあかでみっく』で自分の見せ場だというシーンや、印象に残ったシーンを教えてくれるかな？

辰巳：なんか今回の第三話にすべて持って行かれたという気がするのだが……。

さやか：第三話のインパクトは強烈でしたねぇ。

睦：む～っ、でも、全体的に見れば、睦の見せ場と言えるのは、第一話で駄だ太だい鼓こをたたいたシーンですね。

佐さ々さ原はら：それって、むったんが死にそうになった時だよね。あの時もヒヤヒヤさせられたなぁ。

睦：鬼の面をかぶって太鼓をたたくのはすっごく気持ち良かったけど、そのあとが大変だった。

さやか：水み無な瀬せ先生もまたひどい目に遭っているし、散々だった気がします。

睦：睦の見せ場は太鼓だけど、プレイヤーとして印象に残ったシーンとなると、第三話でみんなに助けてもらった時ですかねぇ。

佐々原：やっぱりそうだよね～。

睦：私は何度もロールに失敗した結果なので、あそこで死んでも仕方がないと思っていたけど、みんなの気持ちを思うとそうもいかなくて……。

ＫＰ：最後に決めるのは睦ちゃんに任せたけど、自分の意思だけでは決められないという状況だったね。ボクとしては良い決断を導き出したと思っているよ。

さやか：私の見せ場は、第三話で──

佐々原：リボンを取ったところ？

さやか：いえ、イシバネクスで黒核の制御を奪って、自分自身にパンチをさせたところですね！

ＫＰ：そこなのか（笑）。

さやか：第十シーズンでは全体的にダイス目が悪かったのですが、あのシーンでは〈こぶし〉に成功させて、さらに大ダメージを出したという流れは、さやからしい活躍だったかなと思っています。

辰巳：あそこだけ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』じゃなくて、別のゲームのノリだったな。

睦：熱血ロボットアニメのノリでしたね（笑）。

さやか：……で、印象に残ったシーンは、もちろん第三話の最後の最後。むったんを助けるためにリボンを取ったところです。

ＫＰ：そうだろうなぁ。

さやか：もしも、あそこでむったんのためにリボンを取らなかったら、たぶんこのあとどんな時でも取ることはないと思うんです。「だったら、あの時取らなかったのは、なんで？」って気持ちになりますから。

辰巳：確かにそれはそうだな。あの場で睦くんを見捨てたとして、これからのゲームで……例えば、千香くんが大ピンチの時にリボンを外すというシーンとなったとしても、それは違和感があるかもしれない。

さやか：そういう点でも、むったんを助けるために取るのは必然だったのかなと……もちろん、むったんが本当に嫌だというのならやめていましたけど、私としては助けさせてくれてよかったと思っています。

睦：私も悩んだけどね～。

さやか：これまでずっとさやかは他人を守るためにガンガン突っ込んでいくロールプレイをしてきたので、それを最後まで貫けてよかったですよ。あそこでちゅうちょしたら、これまでの行動が全部空々しいものになってしまいますから。

佐々原：次はボクですが……全三話を通じて、ボクの見せ場は、第二話で桐きり野のの好奇心を現実に連れ戻したところでしょうか。

ＫＰ：ＡＰＰの５倍のロールでもめたやつね（笑）。

佐々原：ボクは常々言っていると思うのですが、なにがあっても女の子は助けてあげたいので、無事に桐野を元に戻せたことにはとても満足しています。

さやか：あそこで佐々原さんが頑張らねば、桐野さんは真面目人間のままでいるというエンディングもあったのでしょうか？

ＫＰ：もちろんだよ。

佐々原：ボクとしては、そんなのは桐野じゃないと思っているからね。

辰巳：その割には恋人として付き合うことには抵抗があったようだが……。

佐々原：それとこれとは話は別です。だいたいですねぇ……ゴニョゴニョ。

ＫＰ：おおっと、ストップ、ストップ。佐々原が桐野の話をすると長くなるから、印象に残ったシーンを聞かせてくれ（笑）。

佐々原：印象に残ったのは、もちろん、さやかちゃんの決断に関することですね。ボクとしては、みんなに助けてもらった命を使って、今度は自分が友達を助けるという流れはしっくりきたよ。

辰巳：ワシはせっかく助けたのに、すぐにまたいなくなってしまうというのが引っ掛かったのだが……。

さやか：あそこで〈正気度〉ロールを成功させていればなぁ。全部きれいにまとまったのに。

睦：これまでは、そうやってなんとか力ちから業わざで切り抜けられていたけど……。

ＫＰ：第一話でも感じたけど、さやかちゃんのダイス運が失われると、途端にゲームがハードになるな。まあ、ボクの『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は下手すれば誰かが死ぬくらいのバランスで調整しているので、出目が悪ければ、こういう結果になるのもやむなしか。

睦：今回以上に厳しいロールを乗り越えてきた場面は、これまで何度もありましたからね。

辰巳：まあ、なんだかんだで三十本のシナリオをクリアしてきたのに、これまでリタイアしたのが京くんだけで済んだことが幸運だったのだろう。

ＫＰ：お次は辰巳先生ですが、どうでしょう？

辰巳：うう～む、見せ場なのだが……なんか、第十シーズンではなんにも活躍していない気がするんだよなぁ。

さやか：そうでしたっけ？

睦：第一話で水無瀬先生の代わりに舞台に上がって〈信用〉に失敗したところは面白かったですよ（笑）。

辰巳：あれか～、関東では有名人かと思っていたのに、石川県では誰も知らなくて恥をかいたという（笑）。

ＫＰ：ああいうお茶目なところも見せ場のひとつと言えるでしょう。

辰巳：それより、印象に残っているシーンは、みんなと同じになってしまうが、第三話の最後の決断のところだな。辰巳としては若者のために、自分が犠牲になるという選択肢はあったのだが……それよりも、さやかちゃんが睦くんのためにリボンを取るという行為の方が説得力があると思った。

さやか：私も、睦ちゃんを助ける役目を「譲ってもらった」と思っています。ありがとうございました。

辰巳：いやいや、あそこで自分が動かねば、これまで貫いてきたさやかちゃんの信念が揺らぐという気持ちはよく理解できたからね。その結果がああなってしまったわけだが、結果よりも過程が印象に残ったシーンだった。

佐々原：あのへんの話し合いは長過ぎてリプレイには収録されないでしょうけど、みんなの気持ちを素直にぶつけ合えましたよね。




ＫＰ：さて、今後のキャンペーンでさやかちゃんがどのような扱いになるのかについてはまだわからないし、そもそもこのリプレイを続けさせてもらえるのかどうかも決まっていないけど──

辰巳：切ないこと言うなよ（笑）。

ＫＰ：ともかく区切りの巻となる第十シーズン『るるいえあかでみっく』も、これにておしまいだ。

さやか：印象深いシーズンとなりましたねぇ。

辰巳：うむ、記念すべき第十シーズンにふさわしい内容だったんじゃないのかな。

佐々原：やっぱり、さやかちゃんは引退なのかなぁ？

睦：さやかちゃんがいなくなってしまったら、るるいえ堂の店番は誰がするんだろう。

辰巳：コガネさんがいるから大丈夫だろう。むしろ、ご両親にはなんと説明したらいいのやら。

ＫＰ：……ところで、いつもならここでお開きにするところなんだけど、今回はこのあとちょっとだけ後日談があるので、もう少しだけお付き合いをいただこう。

さやか：えっ、どういうことです？




ＫＰ：さやかちゃんが消えたあの事件から数か月が過ぎて、季節は春。御津門学園では新学期を迎えていた──




睦：むはっ、急になにか始まりましたよ！（笑）










『エピローグ』




ＫＰ：さやかちゃんが消えたあの事件から数か月が過ぎて、季節は春。御み津つ門かど学園では新学期を迎えていた。

佐さ々さ原はら：といっても、どうせまた二年生を繰り返すんでしょう？

ＫＰ：なにを訳のわからんことを言っているんだ。三月には冬ふゆ室むろ先輩たちが卒業したし、睦むつみちゃんは御津門学園の三年生に進級するよ。当たり前だろう？（笑）

全員：えええ～～～～～っ!?（笑）

佐々原：もしかして、さやかちゃんがいなくなったからヨグ＝ソトースの時空輪りん廻ねから解放された？

さやか：私がずっと二年生でいたいと思ったから、御津門学園は同じ時間をループしていたんですね！

ＫＰ：そんな、涼すず宮みやハルヒじゃないんだから。第十シーズンを始める前から、さすがにそろそろみんなを進級させようと思っていただけだよ。さやかちゃんがいなくなってしまったのは、あくまでイレギュラーな事件だ。

さやか：なぁんだ、そうなんですか。

ＫＰ：といったわけで、舞台は御津門学園。新たな一年生たちがやって来る入学式から後日談が始まる。

辰巳：ふ～む、だったら、ワシは理事長代理として式に出席していよう。この学園に来るようになってからずいぶんと経った気がするが、入学式に参加したのは初めてだ（笑）。

ＫＰ：睦ちゃんは在校生として出席して、初々しい新入生たちを歓迎するわけだが、隣にいるチカぽんは最上級生となったことで、陸上部の部長としての責任をさらに感じているようだね。

睦：そうかぁ、チカぽんもようやく三年生になれたんだ。

佐々原：ボクが顔を出している文芸部は、秋あき月づきちゃんが部長になったのかな？

ＫＰ：……さて、どうだろう。あの子は部長の器じゃない気がするけど。

佐々原：ひどいっ！　秋月ちゃん、いい子なのに。

ＫＰ：さて、入学式が終わると、先に退場した新入生は校門の前などで記念撮影をしてはしゃいでいる。

睦：「みんな楽しそう。一年生の時、私もああして写真を撮ったんだよ……ねぇ、さやかちゃん」と、いつものように隣を見ると、そこにさやかちゃんがいないことに改めて気づかされたりして。

佐々原：切ない、それは切な過ぎる！

辰巳：なぜ、あえて自分を追い詰めるようなロールプレイをするのか（笑）。

ＫＰ：そうなんだよなぁ。キーパーの想定としては、ここは新たな日常と探索へと第一歩を踏み出すシーンを演出したかったのに……さやかちゃんがいないんじゃ、なんとも寂しい新学期となってしまうねぇ。

睦：もちろん、いつまでも悲しんではいられません。それに、きっといつかさやかちゃんは戻って来てくれると信じています。

ＫＰ：では、そんなさやかちゃんへの思いにひたっている睦ちゃんに誰かが呼び掛けてくる。

佐々原：まさか、さやかちゃん!?

ＫＰ：いや、違う。そこにいたのは入学したばかりの一年生だ。睦ちゃんよりも小柄だが、その好奇心に満ちた瞳はどこかで見たことがあるような気がする。

佐々原：じゃあ、さやかちゃんの妹か!?

ＫＰ：惜しい。彼女はこう名乗る。「私は安あん針じん塚づか雅みやび。あなたが日ひ野の睦先輩ですよね。姉からいろいろ話を聞いています」

辰巳：安針塚というと……もしや、京みやこくんの妹か!?

ＫＰ：その通りです。顔はあまり似てないけど、言われてみると探索者の目をしているところが共通している。

佐々原：引退したさやかちゃんの代わりに、京ちゃんの妹が探索者になるんですか？

ＫＰ：そうじゃない、そうじゃない。この子は、この「るるいえシリーズ」のスピンオフとして展開する新リプレイ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ セラエノ・コレクション』の探索者だ。睦ちゃんと同じ御津門学園に通うことなっているので、こうして後日談でお披露目させてもらったわけだ……まあ、宣伝だよ、宣伝（ヒソヒソ）。

辰巳：それにしても、京くんに妹がいたとはなぁ。

睦：実は、プレイヤーとしてはこの子を知っていたりするのですが……まあ、それは置いといて。京の妹だとわかったら、びっくりしながらも自己紹介をしますよ。

ＫＰ：すると、雅は周りを見回してから、「まだ、さやか先輩は帰って来ていないんですね」と少し悲しそうな顔で言うのだった。

睦：「うん……そうだね。まだみたい。あなたにも会わせてあげたかったな」

ＫＰ／雅：「とても強くて、勇気があって、そしてみんなを明るくしてくれる人だったそうですね。会えなくて、とても残念です」

睦：「大丈夫、きっといつか会えるよ……私はそう信じてる」




さやか：──と、二人が話しているところに、間に割って入るように登場しますよ。「ねえねえ、むったん。この子はだぁ～れ？」

さやか以外：えええええええ～～～～～～っ!?（笑）

睦：「さやかちゃん、戻って来たの!?」
















さやか：なんか面白そうだったから、やっぱり、みんなのところに戻って来たことにします（笑）。

佐々原：シュド・メル信者になったとか、そういう話はどうなったの？

さやか：だって、それは去年のクリスマスのこと。もう、四か月前の話ですよね。なんとかしましたよ、はい。

辰巳：そんなあっさりと（笑）。

さやか：まあ、そのへんはスピンオフのリプレイが出るくらいですから、きっとキーパーがスピンオフ小説にでもまとめてくれることでしょう。「いやぁ、佐さ比ひ売め党との戦いは大変でしたぁ（笑）」

辰巳：返せっ！　さっきのしんみりとした空気を返せ!!（笑）

ＫＰ：あはははははははっ、いやはや、それでこそさやかちゃんだな。新学期までの空白の時間になにがあったのかはわからないし、そもそもさやかちゃんの狂気が回復しているのかも怪しいところだが、これこそ新たな日常の門出にふさわしいエンディングだ！（笑）

さやか：といったわけで、今後ともよろしくお願いしま～す!!











おわりに




　どうも、好きなキングスポートの住人は「ウィリアム・ベイン」の、内山靖二郎です。

　衝撃的なラストを迎えた第三話も、エピローグのさやかちゃんのあっけらかんとした行動にすべて持って行かれた気がしますが、区切りとなる第十シーズンも無事に終了することができました。

　明日をも知れないリプレイシリーズが、ここまで続けられたのは、ひとえに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を支えてくれている新旧ファンのみなさまのおかげと思っております。感謝の言葉もございません。

　最初は区切りとなる十巻だからといっても、そこまで構えずにいこうと思っていたのですが、ふたを開けてみれば、それっぽくまとまった感じになっていて、まさしくダイスの邪神様のお導きかと。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で探索者が死亡、または引退せざるをえない状況となるのは避けられないこと。大事な探索者が死ぬ可能性があるからこそ、危険を冒おかしても情報を手に入れるべきか、ここは命を大事にするべきかの瀬戸際でハラハラすることができるのです。

　るるいえ堂の探索者たちが長く生き延びているのは、決して当たり前のことではなく、ボク自身、彼らはとても幸運な探索者だと思っていました。

　今回だけが厳しかったというわけではなく、これまでも、同じかそれ以上のピンチを探索者は勇気と機転とダイスで切り抜けてきたのです。

　それが、たまたま今回は幸運が続かず、さらに不運が降りかかった結果となりました。

　そんななか、ボクがうれしかったのは、さやかちゃんが探索者引退まで追い込まれて、悔くやしがりながらも、どこか満足そうだったことでした。その顔を見た時、結果的には残念だったけど、プレイヤーには『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を楽しんでもらえたと自信が持てたからです。




　また、ありがたいことに、本シリーズのスピンオフとして『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ セラエノ・コレクション』という新リプレイも同時発売されます。

　こちらは、クトゥルフ神話に関わるアーティファクトを回収する専門家たちといった、るるいえ堂の面々のような一般人とは違った立場の探索者をプレイする内容となっておりますのでお楽しみに。




　では、みなさんのゲームが、正気度の満ちたものでありますように。またどこかでお会いしましょう。

　イア・イア・ハスター！

内山靖二郎




作者サイトhttp://coc.a.la9.jp/









著者

内山靖二郎

Yasujirou Uchiyama

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』日本語版制作チーム アーカム・メンバーズ所属。著書に『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく』をはじめとする「るるいえシリーズ」（株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ／ログインテーブルトークＲＰＧシリーズ）などがある。










イラストレーター

狐印

Koin

何の因果か這い寄るイラストレーター。

名状し難きイラストを描き続ける今日この頃。

















編集協力／株式会社アークライト＋坂本雅之

カバー・本文イラスト／狐印

カバーデザイン／株式会社宮野事務所

本文デザイン／株式会社アークライト











電子版　ログイン テーブルトークRPGシリーズ


クトゥルフ神話TRPG リプレイ




るるいえあかでみっく








著　内山靖二郎／アーカム・メンバーズ





2017年5月31日　発行





[image: ]2017 Yasujirou Uchiyama

[image: ]2017 Chaosium





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『クトゥルフ神話TRPG リプレイ　るるいえあかでみっく』

2017年5月31日初版発行





発行者　青柳昌行

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日を除く）

編　　集　ホビー書籍編集部

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/gaiji-pra50.png
)





item/image/p083.jpg
HDFEEA I H TS

>F VA FE G

@






item/image/p241.jpg





item/image/cover.jpg
\((_
p

Cllw
A\

i

JZL






item/image/p159.jpg





item/image/p114.jpg
DA UT L - RAVUHSDHFEN





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-maruc.png





item/image/p103.jpg





item/image/double_2.png





item/image/double_1.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		はじめに



		プレリュード



		探索者紹介



		キャンペーン開始前夜



		シナリオ第一話「海鳴りを呼ぶ太鼓」



		幕間～第一話終了・睦ちゃんとの反省会



		シナリオ第二話「あの先生と不思議な家」



		幕間～第二話終了・睦ちゃんとの反省会



		シナリオ第三話「あとぼしの夜のあと」



		第三話終了・みんなとの反省会



		エピローグ



		おわりに



		著者プロフィール



		イラストレータープロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p183.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/p011.jpg
HEBD T SkE; &

i = A

@






item/image/p253.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/p015.jpg
<. A‘. - !:
PN Y4






item/image/gaiji-mai10g.png





item/image/gaiji-pra20.png
+20





item/image/p091.jpg





item/image/p173.jpg
BRMERORRICIHBAVELETZHE
BELTVET!
ity T4 /AT 4 2 AT CUBARAN X 30

MHowEZ T > TV ET,
BRI F 2B TH HLOMREEHIE LA2b DT,

BUE, NIRRT ERICK T ¥ 74 TBML T 2l =I5 KB L
TVwES,

FRL T ERE, FUEBREEAT L Tz 2n T, LT TES
HHIZE R TV DT,

BINESHLEND L, WL E TBIMLADE SV,

BEIOTWHEBHELLTHY T,
MUTRICERE BT 520, K%, VY —2BUTOREZLIZED &Y,

| ESL]
2~3 BRI

W35 2 | l ‘ ' "
HIEPIKFIZHER

BREHINZT 1 7 2AHRE het
(€3NI )

| EE3od
20 /% ~60 i

WIS  ERPIRFEER BRYANRT 1 vV AHMEE
EE - 044-91%123*
#HY 0 5H RE






item/image/p167.jpg
bl ib@?ﬁo)&t

SFVFE=F






item/image/p001.jpg
DL DRINERI-a. G DAY

NRrQ S AAS RIS O

BT B\ R—RG ALK

RL=VINKL
KXW INKL

g

=
ACEN






item/image/p007.jpg
E12F

T D &

B2 | SEATBRDLZ T
45 % i 165

STR 15 CON 13 SIZ 10 DEX 13 APP 14
INT 14 POW 12 EDU 8 ESE 58 mah 12
HREE I8 94%. BN 52%. WMEE 75%. MEE 46%. U ko)L THEE

23%. =i (f5E) 48%. #3I2  32%. BUSE 56%. AREF 57%. BUE(RID)
40%. EMFE 1%, G 22%. HEF 32%. 3 59%. 1INDE5E (355
21%. JEE 75%. BE 93%. 5L 86% IA—Y-R—FX:+1D4

T P—aXI N 5HY F—/\—OXV K

Rit. KSPKERENRELTET LDDBITPS. EPHE»AICYIE
WL, EPHE»ADEREICEITHT BBEOZEF DK [CHEO>TLDH. N
CEDTEDTIRIMIEATY . B2 TRANR—R,

SEIF [HHTHoLIEZSTID WDBBHNETBICRELTRDA

Fh(d I P HEEF) CL TR ATIE ADZEVETEESD. hbL
BEEDFEBDT. 25V SERRDE VWEZLT. 25V\AZD—&ED ST
BEZENEDYFTUATERLTHIL WA—=H—1E21eb LT

TY1a

[FehEeA. FiFEEILTY





item/image/p006.jpg
v < B

STR12 CON 16 SIZ 13 DEX15 APP 17
INT 15 POW 14 EDU 11 ESE 50 Wah 15
BEE B2 81%. Bl 62%. BEnd 47%. MEE 84%. U hoL7®
B 31%. =ili (BEm) 16%. BUSE 63%. DIEF 57%. Bt 47%. %@

73%. B% 65%. WEEE 66%. MBFE 27%. v—IvIL7—Y 69%. B
2 90% FVU 66% IA—Y-K—FR:+1D4

% m B 7 U F—N\—OXV b
BiEEBHRHFTLIEIFE F+¥—X BIBIDERICK DT, TPHEP Al
YEWSHBICERTETEN O TY, BEDULERRZEBTREZRIT . 12
HE INFETEFF v I DEIRIED L. hU—RIY—ODURVICIET7S
D@<IBEOTVBR/NI DT, FIEF R —Z DR TRER LRI U SN
[CANFRULWUIRY ZigdTz. #HLL THBH. VEBETPHBE P AZRHICH
O-)L7UA [CHELTOERZVTI T, LFEIFTL2.
SE. ZOURVHESO—ILTUA
[CRBESRDDDRLHB,

[, IOBIRELATEVWGTW]





item/image/gaiji-100.png





item/image/gaiji-pra15.png
115





item/image/gaiji-pramai0g.png





item/image/p009.jpg
STR8 CON 16 SIZ17 DEX 18 APP 14

INT 15 POW 13 EDU 14 ESE 75 ®Wah 17

B BER (BBE) 91%. ISRFY 58%. AHLh 92%. EiEt 86%. WEE
93%. U hwILTHEE 24%. Eifi(BER) 23%. DIEF 96%. BEHO 79%.
B8 60%. Bl 96%. B 72%. MBEEE 93%. TET—bL 66%. FHD
SE(EEEE) 64%. B2 97%. EEL 9% FX—Y.-K—FZX:+1D4

TAP—IXV O+ F—)\—OXVB:
SEOF—E [HRFIAZ] 255 FEQBERE. BREAAENICEST,
DT, REODK—LISDY KT, USie < FERIBHORDFZFE—ET
TNETRETTHN o, RODE  HDUTER,
S BREDAFLEEERBE LI [EDDHBEBFNBNAABET &
VEBVET, [CE>TVBDIC. ERERVDBRA
BE. UFBERDTHEL, ZFAE  EREDLRTRELTHD. BHOE
[CHFVRPENNTIR, F—/(—  DORELM RARAFYEoTE
&BU<BBOLET, TV,

[EiB<. ROFEELERCBVAL]





item/image/p008.jpg
_RRE
e

S 1 DIEPHER
4558 i 1651

STR12 CON 14 Sizo DEX 10 APP 8
INT 17 POW 11 EDU 23 ESE 48 mah 12
BEE: B 94%. b2 14%. U boILT#E 37%. EHF 27%. EA

92%.
5

DIEF 99%. AMRF 19%. WOt 98%. &MF 70%. Hif 98%.
64%. HEEE 95%. MBF 40%. IHDSEE (EFE) 81%. BE 78%.
49%. [ER 34%. #BHDE 47% FRA—TJ-iK—FZ:+0

ToAP—aXI M TAY F—/)\—OXV K

INFTULRS<HRMZEDEER
RIBEULTITEBI DI EDEBD ofeh
WKWK EEPIRED T - EVNSTE
TAEICRNZ ST

BohKKFEEALTDHOE. D
SDFEET AT Y I1IEHDE D S
SNIeYF A ZHF UL,

[TEAN. LIES CRHRIRIRSETICA

FP—ALDSRO>TRT. —BEBEZ
SIELTLBDIE. HEFZDA.

> 3 JREFEBH SPERORLIET
ERKEFEESNUN D5 UL,

BONCKRSTERDOD [T ho)L T3
SETRPGIICBWNT. KIChZEBITE
DBUIZEVS DEFELWVERIEDOHNE
LHige





item/image/gaiji-mai38g.png





